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第 1 部: ztC Edge ユーザガイド

『ztC Edge ユーザガイド』では、ztC Edge システムの概要およびシステムを展開して使用する方法につ

いて説明します。

運用モードおよびストレージとネットワークアーキテクチャを含むシステムの説明については、次を参照

してください。

l 「ztC Edge システムの概要」

計画と展開に関する情報は、次を参照してください。

l 「作業の開始」

次のトピックでは、ztC Edge システムを管理する方法について説明します。

l 「ztCコンソールを使用する」

l 「Stratus Redundant Linuxソフトウェアをアップグレードする」

l 「物理マシンを管理する」

l 「仮想マシンを管理する」

l 「物理マシンのメンテナンスを行う」

l 「システム、Windows ベースのVM、およびアプリケーションをモニタリングする」(適切なモニ

タリングのライセンスが適用されたシステム)



第 1 章: ztC Edge システムの概要

ztC Edge システムの概要については、次のトピックを参照してください。

l 「ztC Edge システムの概要」

l 「運用モード」

l 「ネットワークアーキテクチャ」

l 「システム使用の制限事項」

ztC Edge システムの概要

ztC Edge システムは、ハードウェア障害が発生した場合にデータを失うことなく自動的に復旧する機能を

提供します。システムの機能と容量の説明については、次を参照してください。

l 「ztC Edge システムの説明」

l 「物理マシンと仮想マシン」

l 「管理操作」

l 「アラート」

l 「リモートサポート」

l 「Lights-Out Management (LOM)」

l 「サードパーティ製の管理ツール」
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ztC Edge システムの説明

Stratus Redundant Linuxソフトウェアにより、2台の個別のztC Edge コンピュータ(適切なライセンス

が必要)が単一の高可用性システムまたはフォールトトレラントシステムとして機能するようになりま

す。これらの各コンピュータのことを物理マシン(PM)またはノードと呼びます。

両方のPMが次のようになります。

l 同じホストオペレーティングシステム(CentOS) を実行します。

l 複製された仮想マシンとストレージを含んでいます(2台のPMは直接イーサネットリンク経由で同

期されます)。

l サポートされるゲストオペレーティングシステムを実行する仮想マシンをサポートします。

ztC Edge システム内のPMの構成の詳細については、「システム要件の概要」を参照してください。

システムに単一ノード用のライセンスが適用されている場合、Stratus Redundant Linuxソフトウェアを

1台のPM上でも実行できます。この構成では、システムがシンプレックスとなり、フォールトトレランス

も高可用性も提供されず、通常の運用中にシステムでネットワーク障害が表示されます。

関連トピック

「システム要件の概要」

「対応しているゲストオペレーティングシステム」

「ネットワークアーキテクチャ」

物理マシンと仮想マシン

2台の物理マシン(PM、またはノードとも呼ばれます)をもつztC Edge システムは、両方のノード上で実

行される冗長な仮想マシン(VM)を作成することによって、アプリケーションを透過的に保護します。

単一ノード用のライセンスが適用されている場合、1台のPMをもつシステム上でもztC Edge ソフトウェ

アを実行できます。単一ノード用のライセンスが適用されたシステムの詳細については、「ztC Edge シス

テムの説明」を参照してください。このトピックの残りの部分にある情報は、2つのノード用のライセンス

が適用されたシステムに適用されます。

Stratus Redundant Linux管理ソフトウェアはゲストVM (PVM)を新しく作成できます。また、既存の

VMを他の環境からインポートして、ゲストVMに変換することもできます。管理ソフトウェアは、選択し

たVMと同一のインスタンスを2番目のホストPMに作成することで、VMに FTクラスの保護を提供しま

す。システム管理者は、ztCコンソールと呼ばれる個別のブラウザベースの管理コンソールを使用して、

この単一のエンティティを管理します。
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管理操作

2台のホストPMに存在するコンピューティングリソースの冗長性は、アプリケーションやユーザには認識

されません。アプリケーションに対しては1つのホスト名、VMに提示される各ネットワークにつき1つの

MACアドレス、そしてVMに提示される各VMネットワークにつき1つのIPアドレスのみが使用されま

す。システム管理者は、物理サーバに読み込むのと同じ方法で、ゲストVM (PVM)上でアプリケーション

の読み込みと構成を行います。ディスクやネットワークデバイスで故障や障害が発生した場合、ソフト

ウェアは運用継続のためにI/Oをペアの残りのホストPMに自動的にリダイレクトします。障害が修復され

るまでは冗長性が失われますが、VMは通常どおりの運用を継続できます。アプリケーションは、何も問題

が発生していないかのように継続して実行されます。冗長性、フォールト検知、特定、そして管理の各機能

性は、Windows やLinux環境およびそこで実行されているアプリケーションに対して完全に透過的に処理

されます。同様にPMの修復も透過的かつ自動的に行われます。PMで障害の起きたコンポーネントが修復

されると、ソフトウェアはその修復済みのコンポーネントをゲストVMの保護された環境に自動的に取り入

れて、透過的に冗長性を復元します。

関連トピック

「ztCコンソールを使用する」

「[物理マシン]ページ」

「[仮想マシン]ページ」

管理操作

ztC Edge システムに対するすべての管理操作は、ztCコンソールから実行できます。このブラウザベース

のインタフェースを使用して、システム全体および個々の物理マシン(PM)、仮想マシン(VM)、およびそ

の他のリソースにアクセスできます。詳細については、「ztCコンソール」を参照してください。

アラート

ztC Edge システムのアラートメッセージは、システム管理者に対処が必要な項目について通知します。た

とえば以下のような項目があります。

l 実行する必要のある構成タスク

l システムの運用状態に関する通知

l 対処が必要なシステムの問題

アラートメッセージとその説明を表示するには、左側のナビゲーションパネルで [ダッシュボード]をク

リックします。アラートログを表示するには、左側のナビゲーションパネルで [アラート]をクリックしま

す。
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ztC Edge ユーザガイド

次のアイコンはそれぞれアラートメッセージの状態を示します。

情報目的

正常またはOKの状態

軽度、警告、または一貫しない状態

中程度の状態

破損、故障、または深刻な状態

リモートサポート

ztC Edge システムのリモートサポート機能にアクセスするには、左側のナビゲーションパネルで [基本設

定]をクリックします。このページで次を選択してサポートおよびプロキシの設定を構成できます。

l サポート構成—Stratus 認定サービス業者によるシステムのリモートサポート機能を許可し、シス

テムがStratus 認定サービス業者に稼動状態とステータスに関する通知を送信できるようにする設

定を構成します。詳細については、「リモートサポート設定を構成する」を参照してください。

l プロキシ構成—インターネットへのアクセスに使用するプロキシサーバを構成できます。詳細につ

いては、「インターネットプロキシ設定を構成する」を参照してください。

Lights-Out Management (LOM)

ztC Edge システムにはIntel® Active Management Technology (AMT) lights-out のサポートが組み込

まれていますが、デフォルトでは無効にされています。このサポートを有効にして構成するには、システム

の起動中にBIOS初期画面が表示されている間にCtrl-Pを押します。AMT構成および制限に関する重要な

情報については、ナレッジベースにアクセスして、「AMTand Remote Access in ztC Edge (ztC Edge

のAMTおよびリモートアクセス)」という記事(KB-8219) を検索してください。「ナレッジベースの記

事にアクセスする」を参照してください。

AMT機能にはシステムのP1ネットワークポート上でアクセスできます。
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サードパーティ製の管理ツール

サードパーティ製の管理ツール

ztC Edge システムにサードパーティ製の管理ツールをインストールできます。これには、ベンダー固有の

管理・モニタリングユーティリティ、企業専用の管理・モニタリングユーティリティ、およびその他各種

の管理・モニタリングソフトウェアがあります。以下の点に注意してください。

l 一般的に言って、ホストオペレーティングシステム(CentOS) 上で実行できる管理ツールはztC

Edge システムでも実行できます。ただし、CentOSKVMベースの仮想化を管理/モニタリングする

ツールは例外となる場合があります。ztC Edge の仮想化を管理/モニタリングするには、付属のztC

Edge 管理ツールを使用してください。

l Stratus では、ztC Edge システムを展開する前に、インストール済みの管理ツールとシステムが連

携動作することを確認するよう推奨します。

l Stratus では、サードパーティ製管理ツール用としてroot以外のアカウントを設定することをお勧

めします。

l ztC Edge システムには、インストールの実行時に指定した(または、インタフェースでDHCPを使

用するようインストール時に構成した場合はDHCPサーバから提供された) IPアドレスを使用し

て、管理ネットワーク経由でアクセスできます。

l サードパーティ製の管理ツールを物理マシン(PM)のホストオペレーティングシステムにインス

トールしていて、後日PMの交換が必要となった場合、交換PMにツールを再インストールする必要

があるので注意してください。

注: サードパーティ製の管理ツールを使用すると、ホストオペレーティングシステムおよびシ

ステムソフトウェアの環境が不安定になる可能性があります。RAMやディスク容量を過剰に消

費したり、製品の動作を不安定にすると思われる管理ツールは、削除する必要があります。

Stratus 認定サービス業者が推奨する手順に従ってください。

ホストオペレーティングシステムへのアクセスに関する情報は、「ホストオペレーティングシステムに

アクセスする」を参照してください。

関連トピック

「作業の開始」

「システムリファレンス情報」
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ztC Edge ユーザガイド

運用モード

ztC Edge システムには、VMにユーザ定義の可用性レベルを設定するための運用モードが2つあります。

l 「高可用性運用」

l 「フォールトトレラント運用」

HA運用とFT運用はどちらも物理マシン(PM)のペアを使用することで、特定レベルの冗長性を提供しま

す。FT運用ではより多くのシステムリソースが消費されるため、アプリケーションの処理速度が遅くなる

可能性があります。

Stratus では、HA運用とFT運用の両方でクォーラムサービスを構成することをお勧めします。クォーラ

ムサービスによって、HA運用やFT運用のペアを構成する両方のPMが互いに独立して動作する"スプ

リットブレーン"状態の発生を防ぐことができます。詳細については、「クォーラムサーバ」を参照して

ください。

高可用性運用

ztC Edge ソフトウェアではユーザがVMに定義できる可用性レベルとして高可用性(HA) とフォールトト

レラント(FT) の2つが用意されています。

HA運用では、Stratus Redundant Linuxが大半のハードウェア障害を自動的に検知してその場所を特定

し、対処することにより、アプリケーションを継続して実行できるようにします。HAのリモートサポート

テクノロジによって、ソフトウェアがStratus サポートセンターにさまざまな問題について通知を行い、

障害のタイプとその正確な場所を知らせます。このように自動障害検知、特定、リモートサポートの各テ

クノロジを組み合わせることで、専門知識を持つサポート技術者へのアクセスと迅速な問題解決が確実にな

ります。

VMの可用性レベルの選択は、ztCコンソールを使用してVMを作成またはインポートするときに行いま

す。

有効にした場合、HA運用は基本的なフェールオーバーと復旧機能が提供されます。一部の障害では復旧と

HA運用の復元のために(自動の) VMリブートが必要です。

l CPU、メモリ、I/O、その他の物理マシン(PM)の障害によるダウンタイムをほぼゼロにします。

l IT担当者が介入することなく障害に対処できます。

l すべてのコンポーネントに継続したアクティブな有効性確認機能を提供します。

l 冗長性と回復性が常に保証されます。

HAは、数分程度の中断がときおり発生しても支障のないアプリケーションに適しています。
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フォールトトレラント運用

関連トピック

「[仮想マシン]ページ」

「ztCコンソールを使用する」

フォールトトレラント運用

ztC Edge ソフトウェアではユーザがVMに定義できる可用性レベルとして高可用性(HA) とフォールトト

レラント(FT) の2つが用意されています。FT運用では、障害発生時にもダウンタイムなしに継続してア

プリケーションが実行されます。FTは、最高レベルの可用性を必要とするアプリケーションに使用しま

す。

VMの可用性レベルの選択は、ztCコンソールを使用してVMを作成またはインポートするときに行いま

す。

FT運用ではztC Edge ソフトウェアが、2台の物理マシン(PM)で実行されるVM用に冗長な環境を作成す

ることによりアプリケーションを透過的に保護します。ztC Edge ソフトウェアは、選択したVMと同一の

インスタンスを2台目のホストPMに作成して、VMにFTクラスの保護を提供します。

FT運用を有効にした場合、VMはすべての障害から透過的に保護され、ダウンタイムが発生することはあ

りません。また、FTでは次のメリットも得られます。

l CPU、メモリ、I/O、その他の物理マシン(PM)の障害によるダウンタイムが一切なくなります。

l IT担当者が介入しなくても障害に対処できます。

l データの損失がなくなります。

l すべてのコンポーネントに継続したアクティブな有効性確認機能を提供します。

l 完全な冗長性と回復性が常に保証されます。

関連トピック

「[仮想マシン]ページ」

「ztCコンソールを使用する」
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ztC Edge ユーザガイド

ALSR 構成

"自動ローカルサイト復旧(ALSR) 構成"は、2つの別々のサイトにある2台の物理マシンを接続します。

これはディザスタトレラントな展開方法で、ハードウェアの冗長性だけでなく、それを含む物理的なコン

ピュータ室や建物の冗長性も維持されます。地理的に離れているため、ALSR構成にはコンポーネント配置

の入念な計画と、より複雑なネットワークトポロジが必要とされます。ALSR 構成の場合、Stratus では

クォーラムサービスの使用を強く推奨します。 ALSR 構成では A-Link ネットワークが他の障害発生シナ

リオにさらされる可能性があります。(単一ノード用のライセンスが適用されたシステムではALSR構成は

利用できません。)

ALSR構成のネットワークの必要条件の一覧は、「ネットワークの要件を満たす」に記載されています。

ALSR とクォーラムサービス

ALSR構成では、クォーラム展開に推奨されるベストプラクティス(「クォーラムサーバ」および

「クォーラムサーバの場所を決めて作成する」を参照)に従って、2台のクォーラムサービスコンピュー

タを構成します。すべてのALSR構成において、優先クォーラムサービスコンピュータは第3のファシリ

ティに配置し、代替コンピュータは第4サイトに配置します(第3サイトに配置する場合には適切な場所を

選択してください)。これらのネットワークは相互に接続されています。

クォーラムサービスコンピュータはできる限り分離する必要があります。両方を同じ(つまり第3の)サイ

トに配置しなければならない場合、各コンピュータが同じ電源に依存しないように気を付ける必要がありま

す。

また、ztC Edge PMとクォーラムサービスコンピュータ間の物理的な接続が、もう片方のPMのサイトを

経由しないようにします。

クォーラムサービスコンピュータをztC Edge PMの一方と同じサイトに配置することによって、データの

整合性が確保されます。ただしその場合、発生したサイト障害によっては、手動で復旧されるまでVMを

シャットダウンする必要が出てきます。

管理ネットワークはztC Edge のPMとクォーラムサービスコンピュータを物理的に接続します。これが

正しく機能するためには各ztC Edge PMが異なるゲートウェイを使用してクォーラムサービスコンピュー

タにアクセスするよう、PMを構成する必要があります。2台のPMが同じゲートウェイを経由してクォー

ラムサービスコンピュータにアクセスする場合、障害時にデータの整合性が確保されます。ただしその場

合、発生したサイト障害によっては、手動で復旧されるまでVMをシャットダウンする必要が出てきます。
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クォーラムサーバ

関連トピック

「ALSR構成を作成する」

「ネットワークアーキテクチャ」

クォーラムサーバ

"クォーラムサービス"は、2台のサーバ(物理マシンまたはPM)とは別個のサーバ上に展開する、

Windows オペレーティングシステムベースのサービスです。クォーラムサーバによってデータの整合性

が保証され、ztC Edge 環境で特定の障害が生じた場合に自動で再起動する機能が提供されます。

 StratusALSRでは、運用の場合は特に、クォーラムサーバを使用することを推奨します。ztC Edge PM

の各ペアに0、1、または2台のクォーラムサーバを構成できます。

クォーラムサーバは、スプリットブレーンを含む複数のネットワーク障害が発生するシナリオでVMの完

全性を確保し、特定の障害発生後に自動で再起動する機能を提供します。クォーラムサーバの通信は管理

ネットワーク経由で行われます。

クォーラムサーバは、ALSR構成では特に重要です。ALSRのベストプラクティスとして、優先クォーラム

コンピュータを第3のファシリティに設置し、代替クォーラムコンピュータは第4ファシリティに設置す

ることが推奨されます。ただし、代替クォーラムサービスコンピュータを優先クォーラムコンピュータと

同じファシリティに設置しても、十分な結果は得られます。詳細については、「ALSR構成」を参照してく

ださい。

使用できるサイトが2つしかない場合(つまり上記のベストプラクティスによる構成が不可能な場合)で、

一方のPMがダウンしていてもう片方のPMがクォーラムサーバと通信できない場合(たとえばダウンした

PMと同じサイトにある場合)には、スプリットブレーン状態での実行を避けるため、正常なサイトにある

VMは自動的にシャットダウンされます。

関連トピック

「ALSR構成を作成する」(クォーラムサーバについての説明)

「クォーラムサーバを構成する」
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ネットワークアーキテクチャ

イーサネットネットワークはシステムに通信手段を提供します。イーサネットネットワークには次の主な

種類があります。

l (青 (A2または•) と黄色(A1または• •) のネットワークポート上の) 2つのノード用のライセン

スが適用されたztC Edge システム上の"アベイラビリティリンクネットワーク"あるいは"A-Link

ネットワーク"は、仮想マシン(VM)に割り当てられ、2台のPM間のデータの同期またはVMのマ

イグレーションに使用されます。A-Linkネットワークのうち1つ(青い(A2または•) ネットワー

クポート上)は、2台のztC Edge PMを接続する"プライベートネットワーク" (priv0) です。詳細

については、「A-Linkネットワークとプライベートネットワーク」を参照してください。(単一

ノード用のライセンスが適用されたシステムは、A-Linkネットワークの機能を提供しません。)

l すべての システム上の"ビジネスネットワーク" (P1ネットワークポート上、および有効な場合は

P2ztC Edge 上)は、アプリケーションが既存のネットワークに接続できるようにします。ビジネス

ネットワークのうち1つ(P1ネットワークポート上)は、"管理ネットワーク"でもあります。これ

は ibiz0またはnetwork0とも呼ばれ、ztCコンソールに接続してクォーラムサーバで使用されま

す。詳細については、「ビジネスネットワークと管理ネットワーク」を参照してください。

ztC Edge システムにはネットワークセグメンテーションの検知機構も用意されています。詳細について

は、「ネットワークセグメンテーション違反の検知と修復」を参照してください。

A-Link ネットワークとプライベートネットワーク

2台の物理マシン(PM、またはノードとも呼ばれます)用のライセンスが適用されたすべてのztC Edge シ

ステムに、2台のPM間でプライベート管理トラフィックに使用するためのネットワークが必要です。この

プライベートネットワークは"priv0" として参照されます。これはノード間の物理接続、直接イーサネッ

ト接続、またはVLAN接続のいずれかです。priv0はピアノードの検出に使用され、IPv4ブロードキャス

トに応答するエンティティを他に構成することはできません。

2つのノード用のライセンスが適用された各システムには、priv0に加え、PM間におけるデータ複製のパ

フォーマンスを向上させるA-Linkネットワークが含まれます。A-Linkネットワークによって、ディスクの

同期、ネットワークの分路、VMのマイグレーション、ハートビートチェックの実行、およびフォールト

トレラントメモリの同期が可能になります。

A-Linkとpriv0はPM間で同じ方法によって接続されます。A-Linkは各PMの青と黄色のネットワーク

ポート間で接続され、priv0は青いネットワーク上のA-Linkと共有されます。
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ビジネスネットワークと管理ネットワーク

最も単純なpriv0は、各サーバの内蔵イーサネットポートを接続する1つのイーサネットケーブル(クロ

スケーブルまたはストレートケーブル)で構成されます。priv0に単一イーサネットケーブル以外のネッ

トワークデバイスを使用する場合、「ALSR構成」を参照してください。

関連トピック

「ビジネスネットワークと管理ネットワーク」

「A-Linkネットワークとプライベートネットワークの要件」

「ネットワークアーキテクチャ」

ビジネスネットワークと管理ネットワーク

A-Linkネットワークで使用されるポートおよびプライベートネットワークポートを除き、すべてのイーサ

ネットポートがビジネスネットワークポートと見なされます。これらのポートは、ゲストオペレーティン

グシステムがネットワークに接続するために使用されます。

ビジネスネットワークの1つである "管理"ネットワークは、ztCコンソールにアクセスして各種の管理タ

スクとクォーラムサーバの処理を行います。各PMに、"ibiz0" と呼ばれる管理ネットワークが1つあり、

これはP1というラベルのネットワークを使用します。

管理ネットワークの設定は、システムを展開するときに行います。また、展開中に物理的に接続されている

すべてのビジネスネットワークポート用にビジネスネットワークを設定することもできます。展開が完了

した後で2番目のビジネスネットワークを接続するには、「2番目のビジネスネットワークを接続する」

を参照してください。

関連トピック

「A-Linkネットワークとプライベートネットワーク」

「ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件」

「ネットワークアーキテクチャ」

ネットワークセグメンテーション違反の検知と修復

共有ネットワークにおいて、それぞれが外部ネットワークに接続できてもネットワークの両端が互いに通信

できなくなるようなネットワーク障害のことを"ネットワークセグメンテーション違反"と呼びます。

ztC Edge システムに用意されている"ネットワークセグメンテーション違反の検知機構"は、この違反が

検知された時点で、外部ネットワークとの接続が優れている方のノードにアクティブなVMを配置します。

この機能の一環として、ztC Edge システムはアクティブなノードとスタンバイノード間でビジネスネット

ワークインタフェースを介してUDPパケットを常時送信します。ネットワークの両側がアクティブなネッ
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トワークリンクを維持している間にこのパケットの流れが中断されると、システムのネットワークセグメ

ンテーションロジックによってエラーが検知されます。このエラーシナリオでは、どちらのノードもアク

ティブなネットワーク接続を保っているため、エラーの原因はztC Edge システムの外部のスイッチにあり

ます。

この状況が検知されると、ztC Edge システムはこのうちどちらの外部接続が優れているかを判断するロ

ジックに基づいて、エラーを処理します。ztC Edge システムは、ブロードキャスト/マルチキャストの受信

トラフィックを継続的に監視してどちらのノードの受信トラフィックが多いかを判断することにより、エ

ラー処理判定を行います。このエラー条件では、ネットワークトラフィックが多い方のノードでVMが既

にアクティブになっていない場合、ztC Edge システムはVMネットワークをこのノードにフェールオー

バーします。この違反検知機能ではシステムで通常発生するトラフィックに基づいて判定が行われるので、

ユーザが構成を行う必要はありません。

関連トピック

「ネットワークアーキテクチャ」

システム使用の制限事項

次のトピックで説明されている、システム使用に関する制限事項に従ってください。

l 「QEMU」

l 「ホストオペレーティングシステムにアクセスする」

QEMU

Stratus ztC Edge システムは、ハードウェア仮想化を実行するオープンソースハイパーバイザQEMU

(Quick EMUlator) をサポートします。仮想化に使用する場合、QEMUはゲストコードをホストCPU上で

直接実行し、高レベルのパフォーマンスを実現します。

ztC Edge ユーザはQEMUの仮想化エンジンやその構成に変更を加えないでください。

ホストオペレーティングシステムにアクセスする

ztC Edge の展開を完了した後、PMの物理コンソールを使用するかSSHを使ったリモート操作によってホ

ストオペレーティングシステム(CentOS) にアクセスできます。

SSH経由でホストオペレーティングシステムにアクセスする場合、展開の処理中に指定された(または、

インタフェースでDHCPを使用するよう展開時に構成した場合にはDHCPサーバにより提供された)管理

用IPアドレスを使用します。「管理IPアドレスを記録する」を参照してください。
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ホストオペレーティングシステムにアクセスする

注意事項: ztC Edge システムのCentOSホストオペレーティングシステムを、Stratus 以外の

ソースから更新しないでください。ztC Edge ソフトウェアと一緒にインストールされる

CentOSリリースのみを使用してください。

注: ホストオペレーティングシステムにアクセスする際は、PM間で異なる場合があるので、シ

ステムのIPアドレスを使用しないでください。

ルートアカウントのデフォルトパスワードはKeepRunningです。

注: セキュリティ上の理由から、ユーザ名とパスワードを直ちに変更してください。

CentOSでのサードパーティ製管理ツールの使用については、「サードパーティ製の管理ツール」を参照

してください。
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第 2 章: 作業の開始

次のトピックでは、ztC Edge の計画、展開、および展開後のタスクについて説明します。

l 「計画」

l 「展開」

l 「展開後のタスク」
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ztC Edge ユーザガイド

計画

システム構成の計画に関する情報は、次のトピックを参照してください。

l 「システム要件の概要」

l 「設置スペースに関する推奨事項」

l 「システム仕様: ztC Edge 110iシステム」

l 「システム仕様: ztC Edge 100iシステム」

l 「DINレールマウントおよび壁かけブラケットの組み立て: ztC Edge 110iシステム」

l 「DINレールマウントおよび壁かけブラケットの組み立て: ztC Edge 100iシステム」

l 「製品コンプライアンス」

l 「全般的なネットワーク要件と構成」

l 「ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件」

l 「A-Linkネットワークとプライベートネットワークの要件」

l 「ztCコンソールの要件」

l 「対応しているインターネットブラウザ」

l 「電源の要件と考慮事項」

l 「ALSR構成を作成する」(お使いの構成に該当する場合)

システム構成を計画したら、「展開」を続けて行います。

システム要件の概要

ztC Edge システムでは、複数の仮想マシン(VM)と、ztCコンソールを実行できる1台のリモート管理コ

ンピュータ(つまり汎用のPC)がサポートされます。

ztC Edge 「システムハードウェア」の仕様と要件を、物理マシン(PM)のタイプごとに次にまとめていま

す。推奨されるPMの配置方法については、「設置スペースに関する推奨事項」を参照してください。ソ

フトウェアの要件については、「システムソフトウェア」を参照してください。
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システムハードウェア

システムハードウェア

機能 ztC Edge 100i PM ztC Edge 110i PM

RAM (物理メモ

リ)
32GB 32GBまたは64GB

ディスク容量

512GBのソリッドステートドライブ

(SSD) があり、うち約475GBをVM

で利用できること。

2テラバイト(TB) のSSDがあり、うち

約1.9 TBをVMで利用できること。

ネットワーク

ポート

各PMに4つの1Gbイーサネットポー

トが搭載されていること。

2ノードのライセンスが適用されたシス

テムでは、次を使用します。

l 青(•) はA-Linkとpriv0プライ

ベートの組み合わせネットワーク

l 黄色(• •) は2番目のA-Link専

用ネットワーク

2つのノードまたは単一ノードのライセ

ンスが適用されたシステムでは、次を使

用します。

l P1はビジネスネットワークと管

理ネットワークの組み合わせ

l P2はオプションのビジネスネッ

トワーク

各PMに、前に6つの1-Gbポート(P1

～P6)、後ろに2つの10-Gbポート

(A1とA2) の、合計8つのネットワー

クポートがあること。

2ノードのライセンスが適用されたシス

テムでは、次を使用します。

l A1 (黄色いラベル)はA-Link 1

l A2 (青いラベル)はpriv0

2つのノードまたは単一ノードのライセ

ンスが適用されたシステムでは、次を使

用します。

l P1はビジネスネットワークと管

理ネットワークの組み合わせ

l P2～P6はオプションのビジネ

スネットワーク

注: P1はnetwork0または ibiz0、P2はnetwork1または ibiz1、P3

はnetwork3または ibiz3とも呼ばれます。それ以降も同様です。

システムは、Intel® Active Management Technology (AMT) lights-out のサポートも提供します。これ

には各PMのP1ポートからアクセスできます。

17/331ページ



ztC Edge ユーザガイド

ALSR構成の場合はネットワーク要件が異なります。詳細については、「ネットワークの要件を満たす」を

参照してください。

詳細については、「ネットワークアーキテクチャ」、「A-Linkネットワークとプライベートネットワー

ク」、「ビジネスネットワークと管理ネットワーク」を参照してください。

IP アドレス

各ztC Edge システムに管理ソフトウェアで使用される静的なIPv4 IPアドレスが必要です。管理ネット

ワークのDNSプライマリおよびセカンダリサーバのIPアドレス、およびゲートウェイとサブネットマス

ク情報は、担当のITネットワーク管理者に問い合わせてください。詳細については、「システムIP情報

を取得する」を参照してください。

ポート

ztC Edge システムは、ローカルファイアウォールでのHTTPS通信にポート443、sshにポート22、また

各VMに関連付けられたアクティブな各VNC用に5900-59nnを使用します。ファイアウォールで、適切

なポートを経由したトラフィックが許可されている必要があります。VMがUDPポート4557を使用して

クォーラムサービスコンピュータにアクセスできるよう、ファイアウォールの許可が必要です。TCPおよ

びUDPポートの詳細については、ナレッジベースにアクセスして、「TCP and UDP ports used by ztC

Edge (ztC Edge で使用されるTCPおよびUDPポート)」という記事(KB-9357) を検索してください。

「ナレッジベースの記事にアクセスする」を参照してください。

システムソフトウェア

「対応しているゲストオペレーティングシステム」を参照してください。

関連トピック

「物理マシンと仮想マシンの重要な考慮事項」

「仮想マシンの推奨事項と制限」

「仮想マシンのリソースを計画する」

「IP設定を構成する」

設置スペースに関する推奨事項

ztC Edge 100iまたは110iシステムのインストールサイトでは、設備、冷却、および設置間隔について適

切な環境を確実に提供できるよう、設置スペースに関する以下の推奨事項を考慮してください。

デスク上に設置するノードに推奨される設置間隔は次のとおりです。

18/331ページ

https://support.stratus.com/SelfServiceWeb/AdvancedSearch.aspx?ArticleId=9357


システム仕様: ztC Edge 110iシステム

l ノードの左右にそれぞれ少なくとも2インチ(5.08 cm)空ける

l ノードの上に少なくとも3インチ(7.62 cm)空ける

l ノードの前後にそれぞれ少なくとも5インチ(12.7 cm)空ける

l ノードの間に少なくとも2インチ(5.08 cm)空ける

DINレールマウントを使って取り付けるノードに推奨される設置間隔は次のとおりです。

l ノードの左右にそれぞれ少なくとも2インチ(5.08 cm)空ける

l ノードの上下にそれぞれ少なくとも5インチ(12.7 cm)空ける

l ノードの間に少なくとも2インチ(5.08 cm)空ける

上記に加え、設置スペースについての以下の推奨事項を考慮してください。

l ノードは水平方向(平らな面に置く)または垂直方向(壁に取り付ける)に設置できます。垂直に設置

する場合、Stratus ロゴのある面を上に向けてください。

l システムのケーブルが破損するのを避けるため、すべてのケーブルの曲げ半径を最小でも2インチ

(5.08 cm)に保つ必要があります。

l ノードの下に発熱の可能性があるものを設置しないでください。

l ノードの操作環境限度を超えないようにしてください。

l 最適な伝熱効果を得るには、各ノードのヒートシンク上に少なくとも100 LFM (0.51m/s) の空気

循環が必要です。

上記の推奨事項に加えて、サイトに固有の設置ニーズについても検討してください。さらに詳しい情報が必

要な場合は、Stratus 認定サービス業者までお問い合わせください。

システム仕様: ztC Edge 110i システム

次の表はシステムの仕様を一覧したものです。

コンポーネント 説明

CPU

CPU Intel Core I7-8700Tプロセッサ、35W

システムメモリ
2x260ピンバッファなしDDR4-2400MHz SO-DIMMソケット、合計32

GBまたは64GB
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I/O

ディスプレイ
1xHDMI

1 xDVIポート

イーサネット
6x10/100/1000イーサネットポート

2x10Gbイーサネットポート

USBポート
2 xUSB 3.1、第2世代

2 xUSB 3.1、第1世代

ストレージ 1SATA SSD、2TB

インジケータ

1x緑のLED (PWRステータス)

1 x緑のLED (SYSステータス)

1 x緑のLED (SDDアクティブ)

スイッチ
1 x電源スイッチ

1xリセットスイッチ

システム

供給電源
24V DC入力

オプションのAC電源モジュール100～240V AC、50/60 Hz、5A

標準的な消費電力と熱出

力
62W、213 BTU/時

環境

動作環境温度 -20℃～60℃ (-4ºF ～140ºF)

ストレージ環境温度 -40℃～+80℃ (-40ºF ～176ºF)

湿度 10%～95% (結露なし)
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システム仕様: ztC Edge 100iシステム

外形寸法

重量
5.2 kg (11.46 lb) パッケージを除く

6.2 kg (13.67 lb) パッケージを含む

高さ 86.9mm (3.42インチ)

幅 280mm (11.02インチ)

奥行き 210mm (8.26インチ)

システム仕様: ztC Edge 100i システム

次の表はシステムの仕様を一覧したものです。

コンポーネント 説明

CPU

CPU Intel Core I7-6700TEプロセッサ、35W

システムメモリ
2x260ピンバッファなしDDR4-2400MHz SO-DIMMソケット、合計32

GB

I/O

ディスプレイ
1xHDMI

1 xDVIポート

イーサネット 4x10/100/1000イーサネットポート

USBポート
2 xUSB 2.0

6 xUSB 3.1、第1世代

ストレージ 1SATA SSD、512GB

インジケータ 1x緑のLED (PWRステータス)
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1x緑のLED (SYSステータス)

1 x緑のLED (SDDアクティブ)

スイッチ
1 x電源スイッチ

1xリセットスイッチ

システム

供給電源
9～36V DC入力

オプションのAC電源モジュール100～240V AC、50/60 Hz、5A

標準的な消費電力と熱出

力
41W、140 BTU/時

環境

動作環境温度 -40°C～60°C (-40°F ～140°F)

ストレージ環境温度 -40°C～80°C (-40°F ～176°F)

湿度 10%～95% (結露なし)

耐久衝撃 IEC 60068-2-27 (SSD: 壁かけ型50G、正弦半波パルス、時間11ms)

耐久振動 IEC 60068-2-64 (SSD: 3Grms STD、ランダム、5～500Hz、1時/軸)

外形寸法

重量
4.8 kg (10.58 lb) パッケージを除く

5.6 kg (12.34 lb) パッケージを含む

高さ 75mm (2.95インチ)

幅 280mm (11.02インチ)

奥行き 190mm (7.48インチ)
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DINレールマウントおよび壁かけブラケットの組み立て: ztC Edge 110iシステム

DIN レール マウントおよび壁かけブラケットの組み立て: ztC Edge 110i システム

注: DINレールマウントまたは壁かけキットをztC Edge ノードに取り付ける際は、Stratus ロ

ゴの付いた面が上を向いていることを確認してください。

DINレールマウントキットを取り付けるには、アクセサリボックスにある6本の皿ネジM3 x 6mmを使

用します。

壁かけキットを取り付けるには、ノードの底面にある6本の皿ネジM3 x 12mm (左右3本ずつ)を取り外

します。これらのネジを使って、壁かけキットを取り付けます。
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注: 石膏ボードにネジを打ち込む場合、アンカーを使用して、ケーブルや電源コネクタからの重

みによってユニットが壁から抜け落ちることのないようにしてください。使用できるネジの直径

は最大0.166インチ(3.5mm)、ネジ頭の直径は最小0.216インチ(5.5mm)です。

DIN レール マウントおよび壁かけブラケットの組み立て: ztC Edge 100i システム

注: DINレールマウントまたは壁かけキットをztC Edge ノードに取り付ける際は、Stratus ロ

ゴの付いた面が上を向いていることを確認してください。

DINレールマウントキットを取り付けるには

l ノードの底面から4本の皿ネジM3 x 6mm (左右2本ずつ)を取り外します。

l アクセサリボックスにある4本の丸ネジM3 x 6mmを使って、DINレールマウントプレートを

ノードに固定します。

l アクセサリボックスにある6本の皿ネジM3 x 6mmを使って、DINレールマウントブラケットを

DINレールマウントプレートに固定します。
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DINレールマウントおよび壁かけブラケットの組み立て: ztC Edge 100iシステム

壁かけキットを取り付けるには

l ノードの底面から4本の皿ネジM3 x 6mm (左右2本ずつ)を取り外します。

l アクセサリボックスにある4本の丸ネジM3 x 6mmを使って、壁かけブラケットをノードに固定し

ます。
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注: 石膏ボードにネジを打ち込む場合、アンカーを使用して、ケーブルや電源コネクタからの重

みによってユニットが壁から抜け落ちることのないようにしてください。使用できるネジの直径

は最大0.166インチ(3.5mm)、ネジ頭の直径は最小0.216インチ(5.5mm)です。

製品コンプライアンス

ztC Edge 100iおよびztC Edge 110iシステムに関するコンプライアンス情報は、次のサイトから提供され

ています。

https://stratadoc.stratus.com/compliance_info/Compliance_Information_for_Stratus_

Products.htm

全般的なネットワーク要件と構成

注: ALSRネットワークの場合、追加の異なるネットワーク要件が適用されます。以下の情報に

加えて、「ALSR構成を作成する」も参照してください。
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ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件

ztC Edge システムを展開する前に、お使いのネットワークで以下の要件が満たされていることを確認して

ください。

l ztC Edge システムはIPv6マルチキャストを含む、完全なIPv4およびIPv6プロトコルアクセスを

使用します。このトラフィックが妨げられた場合、展開が失敗したり、ztC Edge システムを実行で

きなくなる可能性があります。

上記に加え、各ネットワークタイプに固有の以下のトピックを参照してください。

l 「A-Linkネットワークとプライベートネットワークの要件」

l 「ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件」

ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件

ビジネスネットワークおよび管理ネットワークには以下の要件が適用されます。

l ネットワークはIPv6ローカルリンクアドレス指定を使用します。

l ネットワークでは最大9000のMTU値がサポートされます。

l ネットワークでボンディングまたはVLANトランキングはサポートされません。

l 仮想マシン(VM)は IPv4、IPv6、またはその他のイーサネットプロトコルを使用できます。

l サイトでSLAACまたはDHCPv6が有効にされている場合、IPv6ホストアクセスにすべてのビジネ

スネットワークを使用できます。

l ztCコンソールにアクセスするには、ibiz0を使用します。これはプライマリ管理物理マシン(PM)

にマイグレーションするIPv4アドレスです。各PMは管理ネットワーク上で独自の ibiz0 IPv4アド

レスも有しています。

l 各PMに少なくとも1つのビジネスネットワーク(これは管理ネットワークです)が必要です。
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イーサネットトラフィックが妨げなしに各PMからVMへ通信できるようにするには、次を行います。

l ビジネスネットワークに接続されているスイッチポートがARPパケット(余分なARPパケットも

含みます)をフィルタリングしないようにします。ztC Edge システムは、イーサネットスイッチに

そのポート転送テーブルを更新してVMトラフィックを正しいPM上の適切な物理イーサネット

ポートに転送するよう指示するために、ゲストVMの代理で余分なARPパケットを送信します。

l ビジネスネットワークに接続されたスイッチポートは、イーサネットタイプ0x8807でレイヤ2の

マルチキャスト(アドレス01:E0:09:05:00:02) を許可する必要があります。

l RHELまたはCentos ゲストを構成して同じサブネットに複数のNICを設定する場合、非対称ルー

ティングに起因するゲストネットワークの接続問題が発生することがあります。この問題を回避す

るには、ゲスト仮想マシン(VM)の /etc/sysctl.confファイルを変更します。以下の行を追加し

てファイルを保存したうえでPVMをリブートしてください。

n net.ipv4.conf.default.rp_filter = 2

n net.ipv4.conf.all.rp_filter = 2

l PMのホストOSから ifdownコマンドを実行して一時的にVMのビジネスネットワーク接続

(ibizx) を切断することはしないでください。この操作を行うと、物理インタフェースがそのブリッ

ジから切断され、ネットワークを介してVMにアクセスできなくなります。代わりに ifconfig

downコマンドを使用してください。

l ビジネスネットワークに接続されたスイッチで、特定のビジネスリンクからもう片方のPMの対応

するビジネスリンクへのMACアドレスの移動を無効化するようなMACアドレスのセキュリティ機

能が有効になっていてはいけません。

l フェールオーバー応答を最適化するには、システムに接続されているすべてのスイッチで、MACの

エイジング期限の値を1秒未満に設定します。

これらの要件を満たしていなかったり、VMが片方のztC Edge PMからもう一方のPMにマイグレーショ

ンするときにスイッチがその転送テーブルを正しく更新できない場合には、VMで停電が発生し、VMとの

間でネットワークトラフィックが正しくやり取りされない可能性があります。

関連トピック

「ネットワークアーキテクチャ」

「ビジネスネットワークと管理ネットワーク」
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A-Linkネットワークとプライベートネットワークの要件

A-Link ネットワークとプライベートネットワークの要件

A-Linkネットワークおよびプライベートネットワークには以下の要件が適用されます。

l ネットワークはIPv6ローカルリンクアドレス指定を使用します。

l ztC Edge システムの特定のPM上のすべてのA-Linkネットワークとプライベートネットワーク

は、プロトコルフィルタリングなしでもう一方の物理マシン(PM)上の対応するリンクと同じL2ブ

ロードキャストドメインになければなりません。

l システムの2台のPM間で送信されるイーサネットパケットは、通信が妨げられたりレート制限を

受けないようにします。これらがL3ネットワークインフラストラクチャによってルーティングやス

イッチングされていないことを確認してください。

l A-Linkネットワークの速度は、ビジネスネットワークまたは管理ネットワークの速度と同じかそれ

以上でなければなりません。

l PM間におけるストレージ複製のためのネットワークトラフィックはA-Linkネットワークを介して

送信されます。

l プライベートネットワークにztC Edge エンドポイント以外のネットワークホストは接続されませ

ん。

関連トピック

「A-Linkネットワークとプライベートネットワーク」

ztC コンソールの要件

ztCコンソールは、ztC Edge システム、その物理マシン(PM)、および仮想マシン(VM)をブラウザを使っ

てリモート管理する機能を提供します。

l 使用するコンピュータは、ztC Edge 管理ネットワークを含むサブネットにアクセスできなければな

りません(これはP1というラベルのネットワークポートで有効にします)。

l サポートされるブラウザを使用してください。「対応しているインターネットブラウザ」を参照し

てください。

詳細については、「ztCコンソールを使用する」を参照してください。
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対応しているインターネットブラウザ

ブラウザを使用してztCコンソールに接続します。ztC Edge システムに対応しているブラウザのみを使用

してください。対応していないブラウザを使用すると、内容が正しく表示されなかったり、ウィザードの一

部が表示されないことがあります。

ztC Edge システムに対応しているブラウザは次のとおりです。

対応しているブラウザ リリース

Microsoft Internet Explorer™ 11.0.648以上

Microsoft Edge 42.17134以上

Mozilla® Firefox® 65.0以上

Google® Chrome™ 73.0以上

電源の要件と考慮事項

Stratus では可用性を最大限に高めるため、ztC Edge のフォールトトレラント(FT) ソフトウェアを冗長

な電源装置から電力を得る物理マシン(PM)つまりノードで実行することを強く推奨します。また、各PM

の電源装置をそれぞれ個別の電源に接続する必要があります。

同じ電源に接続する場合の構成例については、「電源を接続する」の図解を参照してください。

展開

システムの展開を初めて行う場合、次を実行します。

注: システムの展開と構成が済んでいて、これを新しいサイトでの展開用に準備する必要がある

場合、「ztC Edge システムを再展開する」を参照してください。

1. ネットワークケーブルの接続に関する情報を確認します。必要に応じて、ネットワークを変更しま

す。「イーサネットケーブルを接続する」を参照してください。

2. システムを展開します。「システムを展開する」を参照してください。

展開が完了したら、「展開後のタスク」を参照してください。

関連トピック

「Stratus Redundant Linuxソフトウェアをアップグレードする」
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電源を接続する

電源を接続する

電源を接続するには、2つのノード用のライセンスが適用されたztC Edge システムに、それぞれ別の電源

に接続された冗長な電源装置を構成します。オプションで下記に示すように無停電電源装置(UPS) を使用

することもできます。

電源を接続した後、「システムを展開する」に戻ります。

UPS (オプション)

次の図は、1台または2台のオプションのUPSユニットを、2つのノード用のライセンスが適用された

ztC Edge システムに接続する方法を示します。

注: Stratus では、個別の独立した電源に接続されている2台のUPSユニットの使用を推奨しま

す。2つの電源を使うことにより、一方に障害が発生しても、システムには継続して電源が供給

されます。

1 台の UPS:

UPS1

node1node0
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2 台の UPS:

回路 1 回路 2

UPS2UPS1

node1node0

関連トピック

「電源の要件と考慮事項」

システムを展開する

このトピックではztC Edge システムを展開する方法について説明します。これは、システムに適した展開

ガイドにある情報を補足するものです。(単一ノード用のライセンスが適用されたシステムでは、システム

が既に実行中で2つ目のノードを追加する必要がある場合、「単一ノードシステムにノードを追加する」

を参照してください。)

システムを展開するには

1. 1つのノードにキーボード、モニタ、および電源を接続します(システムに適した展開ガイドのス

テップ1)。オプションで1台または2台の無停電電源装置(UPS) を接続することもできます。詳細

については、「電源を接続する」を参照してください。

2. ノードの電源が自動的にオンになります。オンにならない場合、電源ボタンを押します(システムに

適した展開ガイドのステップ2)。

モニタの画面に指示が表示されたら、次のいずれかを行います。
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システムを展開する

n 2ノード用のライセンスが適用されたシステムでは、[1]キーを押して最初のノードを展開し

ます。

n 単一ノード用のライセンスが適用されたシステムでは、[s]キーを押して単一ノードを展開し

ます。

3. キーボードマップの選択を求めるウィンドウが表示されます。Tab、矢印、または Escキーを使っ

て次のいずれかを選択します。

n Germany - map = DE (ドイツ)

n Japan - map = JP106 (日本)

n USA - map = US (米国) (デフォルト)

Tabキーを使って [OK]に移動し、Enterキーを押します。

注: キーボードマップは初期展開の後でも選択したり変更できます。詳細については、

「キーボードをマッピングする」を参照してください。

4. このノードのネットワークアドレスを構成する方法の選択を求めるメッセージが画面に表示されま

す。Tab、矢印、または Escキーを使って次のいずれかを選択します。

n Automatic configuration via DHCP (DHCP による自動構成) (デフォルト)—P1を動

的なIP構成として構成するにはこの方法を選択します。

n Manual configuration (Static Address) (手動構成 (静的アドレス))—P1の IPアドレ

スを提供する場合はこの方法を選択します。値を入力するダイアログボックスが開きます。

値は担当のネットワーク管理者から入手してください(これらのアドレスはお使いのシステム

の展開ガイドの「ユーザが提供するコンポーネント」セクションに記録されている場合もあ

ります):

o このノードのIPアドレス

o このノードのサブネットマスク

o デフォルトゲートウェイ(オプション)

入力した情報が無効な場合、有効な情報が入力されるまで同じダイアログボックスが再表示

されます。

Tabキーを使って [OK] (または [戻る]) に移動し、次に Enterキーを押します。

5. 確認のダイアログボックスが表示されます。矢印キーまたは Tabキーを使用して、[保存] (デフォ
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ルト)に移動して表示された値を保存します(あるいは前のウィンドウに戻るには [戻る]に移動しま

す)。次に、Enterキーを押します。

値を保存した場合、青い画面が数秒間表示されます。

6. 2つのノード用のライセンスが適用されたシステムでは、2つ目のノードをアンパックするよう指示

するメッセージが表示されます。

単一ノードまたは2つのノード用のライセンスが適用されたシステムでは、画面の指示に従いま

す。ここではネットワークケーブルを接続する指示もあり、2ノードのシステムの場合は2つ目の

ノードの電源をオンにするよう求められます(システムに適した展開ガイドのステップ3)。ネット

ワーク構成に関する追加の情報については、「イーサネットケーブルを接続する」を参照してくだ

さい。

画面には、2つのノード用のライセンスが適用されたシステムでは15分間、単一ノード用のライセ

ンスが適用されたシステムでは5分間にわたり、各種のステータスメッセージが表示され続けま

す。

7. 画面にWebブラウザのIPアドレスに接続する指示が表示されます(システムに適した展開ガイドの

ステップ4)。IPアドレスをメモします。これはztCコンソールにログインする際に必要となりま

す。

最初のノードに接続されたモニタには追加のプロンプトが表示されません。P1を動的なIP構成として構成

した(ノードのネットワークアドレスの上で [Automatic configuration via DHCP (DHCP による自

動構成)]を選択した)場合、「管理IPアドレスを記録する」の説明に従って、そのIPアドレスを記録し

ます。

注: ネットワーク設定の構成を誤った場合(たとえばIPアドレスの入力ミスなど)には、[1]

キーを押して手順をやり直し、問題を修正することが可能です。

展開を完了するには、「ztCコンソールに初めてログオンする」を参照してください。

展開ガイド

ztC Edge 100i/110iシステム:デュアルノードシステムを展開する(R012Z)

ztC Edge 100i/110iシステム:単一ノードシステムを展開する(R014Z)

イーサネットケーブルを接続する

ztC Edge システムを展開する場合、イーサネットケーブルを接続する必要があります。次の図は、2つの

ノード用のライセンスが適用されたシステムのネットワーク構成のためのイーサネットケーブルの接続を
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イーサネットケーブルを接続する

示しています。(キーボードとコンソールはnode0とnode1のどちらにでも接続できます。この図では

node0に接続されています。)単一ノード用のライセンスが適用されたシステムでは、下記の手順に従って

イーサネットケーブルをnetwork0 (ibiz0) のP1に接続し、オプションでnetwork1 (ibiz1) のP2に接続

します。

注: イーサネットポートP1およびP2と、ポートA1およびA2は、ノードの機種によって

ノードの前面または後面にあります。

キーボードとコンソール

コンソールにアクセスする
ブラウザ (コンピュータまた 
はモバイル デバイス)

ネットワーク 1 (オプション)

ネットワーク 0、ビジネス管理ネットワーク (ibiz0)

A-Link

プライベート ネットワーク (priv0) 

node1node0

P2 P1 A2 A1 P2 P1A2 A1

システムを展開する際(「システムを展開する」を参照)、次を接続します。

l priv0の青いケーブルでnode0上の内蔵ポートA2をnode1上の同じ内蔵ポートにつなぎます。

l A-Link1の黄色いケーブルでnode0上の内蔵ポートA1をnode1上の同じ内蔵ポートにつなぎま

す。

netowork0 (ibiz0) では、イーサネットケーブルで各ノード上のP1を、リモート管理コンピュータからア

クセス可能なネットワークに接続します。オプションのnetwork1 (ibiz1) では、イーサネットケーブルで

各ノード上のP2を、追加のネットワークに接続できます。

これらの接続の準備として、ネットワーク内に必要な変更がある場合、これらの変更を行います。その後、

「システムを展開する」にある次の手順を実行します。
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関連トピック

「展開」

「A-Linkネットワークとプライベートネットワークの要件」

「ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件」

「ztCコンソールの要件」

キーボードをマッピングする

展開後に、キーボードを構成してレイアウトを変更できます。

以下のキーボードレイアウトがサポートされています。

レイアウト 言語

de ドイツ語

de-latin1 ドイツ語(latin1)

de-latin1-nodeadkey ドイツ語(latin1デッドキーなし)

dvorak ドボラック

jp106 日本語

sg ドイツ語-スイス

sg-latin1 ドイツ語⁻スイス(latin1)

uk 英国

us 英語-米国

us-acentos 米国 (インターナショナル)

展開後にキーボードレイアウトを構成するには

1. 1台目のPMに rootとしてログインします。

2. コマンドラインから localectlコマンドを実行して正しいキーボードレイアウトを構成しま
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管理IPアドレスを記録する

す。次はドイツ語のキーボードレイアウトを構成する場合の例です。

# localectl set-keymap de

3. 2台目のPM (存在する場合)で上記の手順を繰り返します。

関連トピック

「展開後のタスク」

管理 IP アドレスを記録する

システムIPアドレスを構成するために、ネットワーク管理者が各物理マシン(PM)の管理IPアドレスを必

要とする場合があります。この手順は、動的なIPアドレスを使用するように管理ネットワークが構成され

ている場合に実行します。(管理ネットワークに静的なIPアドレスを使用している場合、ネットワーク管理

者は既にこの情報を把握しています。)

1. PMのインストールとリブートが完了すると、次のような画面が表示されます。

ztC Edge

IPv4 address 10.84.52.117

IPv6 address 3d00:feed:face:1083:225:64ff:fe8d:1b6e

IPv6 address fe80: :225:64ff:fe8d:1b6e

2. 画面に表示されたIPv4アドレスを記録します。

3. この IPアドレスをネットワーク管理者に提供します。

「システムを展開する」に戻って展開を続行します。

関連トピック

「ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件」

展開後のタスク

システムの展開が完了した後、次のような展開後のタスクをいくつか実行する必要があります。

l 「システムIP情報を取得する」

l 「ztCコンソールに初めてログオンする」

l 「システムを登録して恒久ライセンスを入手する」
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l 必要なシステムの基本設定を構成する

n 「日付と時刻を構成する」

n 「リモートサポート設定を構成する」

n 「クォーラムサーバを構成する」

n 「所有者情報を指定する」

l 「Active Directory を構成する」

l 「ローカルユーザアカウントを管理する」

注: パスワードを忘れた場合の回復機能を有効にするには、adminも含めて各ユーザア

カウントに電子メールアドレスを指定する必要があります。電子メールアドレスを指定

していないユーザがコンソールのログインページで「パスワードをお忘れですか？」リ

ンクをクリックした場合、システムはuser@example.comに電子メールを送信しま

す。ユーザの追加、ユーザアカウントの編集、電子メールアドレスの追加を行う方法に

ついては、「ローカルユーザアカウントを管理する」を参照してください。

l 「ダッシュボードで未対応のアラートを解決する」

l 「2番目のビジネスネットワークを接続する」

状況によっては、以下の追加の作業が必要になります。

l 「ztC Edge システムを再展開する」

l 「単一ノードシステムにノードを追加する」

システム IP 情報を取得する

システムを展開した後、ztCコンソールに初めてログオンするためにnode0の IPアドレスが必要になりま

す(「ztCコンソールに初めてログオンする」を参照してください)。初めてのログオンを完了させるに

は、システムIP情報も必要です。この情報はネットワーク管理者から提供されます。ネットワーク管理者

がシステムIP情報を特定できるよう、node0とnode1 (存在する場合)の IPアドレスをネットワーク管理

者に提供します(「管理IPアドレスを記録する」を参照してください)。システムIPアドレスは静的なIP

アドレスでなければなりません。動的なIPアドレスは使用しないでください。

関連トピック

「展開」

「展開後のタスク」
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ztC コンソールに初めてログオンする

システムを展開する際、ztCコンソールにログオンしてエンドユーザライセンス契約(EULA) に同意し、

ネットワーク情報を提供します。このときシステムを登録して恒久ライセンスを入手できます。ただし、こ

れは後日改めて行うことも可能です。システムの初回インストール時には、期限が30日以内に指定された

一時的なライセンスが設定されています。

ztC コンソールに初めてログオンするには

1. ネットワークに接続されたPCまたはラップトップから、ブラウザのアドレスバーにnode0 (プラ

イマリ)の IPアドレスを入力します(システムに適した展開ガイドのステップ5)。

注: セキュリティメッセージが表示されたら、Webサイトに進みます。後でセキュリ

ティ例外を追加して、メッセージを表示せずにサイトの読み込みを許可することもできま

す(「セキュアな接続を構成する」を参照)。

ztCコンソールのログオンページが表示されます。

2. [ユーザ名]に admin、[パスワード]に admin (または提供されている場合はその他の資格情報)

を入力し、[ログイン]をクリックします。

Stratus ztC Edge エンドユーザライセンス契約(EULA) が表示されます。

3. EULAを読み、その内容に同意する場合は [同意する]をクリックします。EULAに同意しない場

合、展開が中止されます。

[初期の構成]ページが [構成]の下に表示されます。

4. デフォルトでは [通知]の下の [サポート通知の有効化]ボックスがオンになっています。ztC Edge

システムからStratus 認定サービス業者に稼動状態とスタータスの通知が送信されないようにする

には、このチェックボックスをオフにします。この設定は後でも変更できます(「リモートサポー

ト設定を構成する」を参照してください)。

5. [システム IP]の下で、[静的なシステム IP]ボックスに、ネットワーク管理者から受け取った静的

なシステムIPアドレスを入力します(システムに適した展開ガイドの、「ユーザが提供するコン

ポーネント」セクションを参照してください)。(システムIPアドレスは、クラスタIPアドレスとも

呼ばれます。)

6. また、[システム IP]の下で、[DHCP] (デフォルト)または [静的]を選択します。[DHCP]の場

合、追加の情報を入力する必要はありません。
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[静的]を選択した場合、展開処理中に入力したnode0の静的IPアドレスが表示されます。次の値

を指定します(システムに適した展開ガイドで、「ユーザが提供するコンポーネント」セクションを

参照してください)。

n プライマリおよびセカンダリDNS

n ネットマスク

n node0のゲートウェイアドレス

n node1の IPアドレス(存在する場合)

n node1のゲートウェイアドレス(存在する場合)

ネットワークの情報を入力したら、[続行]をクリックします。数秒後に [ライセンス情報]ウィンド

ウが表示されます。

7. このときシステムを登録して恒久ライセンスをインストールできます(システムに適した展開ガイド

のステップ6)。この作業は後で行うこともできます。「システムを登録して恒久ライセンスを入手

する」を参照してください。

8. 登録が完了したら [完了]をクリックします。[アカウントのセキュリティ]ウィンドウが表示されま

す。

9. [アカウントのセキュリティ]ウィンドウの [新しいパスワード]に、ユーザ adminの新しいパス

ワードを入力します。[パスワードの確認]にもう一度パスワードを入力します。パスワードはシス

テムのパスワードポリシーに準拠しなければなりません(詳細は「パスワードポリシー」を参照し

てください)。

注: セキュリティ上の理由から、このとき adminのパスワードを変更する必要がありま

す。パスワードは後で再変更できます。また、adminアカウントのデフォルトのユーザ

ログイン名も変更することをお勧めします。これらの変更は [ユーザとグループ]ページ

で行います(「ユーザとグループを構成する」を参照してください)。

10. [完了]をクリックします。

ztCコンソールが表示されて初回ログオンが完了します。今後コンソールにログオンする際に使用できるよ

う、このシステムIPアドレスはブックマークに保存するか、メモします。

必要に応じて、「展開後のタスク」の追加のタスクを実行します。
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関連トピック

「展開」

「ztCコンソール」

「ztCコンソールを使用する」

展開ガイド

ztC Edge 100i/110iシステム:デュアルノードシステムを展開する(R012Z)

ztC Edge 100i/110iシステム:単一ノードシステムを展開する(R014Z)

システムを登録して恒久ライセンスを入手する

恒久ライセンスの入手も含め、システムを登録する必要があります。システムの初回展開時には、期限が

30日以内に指定された一時的なライセンスが設定されています。(一時ライセンスはマストヘッドの [ア

セット ID]にUNREGISTERED_TRIALとして表示されます。)システムの登録はztCコンソールに初

めてログオンするときか、その後で行うことができます。この作業はインターネットアクセスの有無に関

わらず実行することができます。

インターネットアクセスのないシステムの場合、コンソールの(インターネットアクセスのない)ロケー

ションと、インターネットアクセスのあるロケーションの間でファイルを移動する必要があります。以下

に2つの方法を示しますが、他の方法で行うことも可能です。

l USBフラッシュドライブ—(システムに接続可能な)管理PCと、インターネットアクセスのある

コンピュータの間でUSBフラッシュドライブを移動します。

l ラップトップやスマートフォンなどのモバイルデバイス—ztCコンソールにログインできるロケー

ションと、インターネットアクセスのあるロケーションとの間でモバイルデバイスを移動します。

前提条件:

l システムを登録するには、Stratus から受け取った「重要な登録情報」カード(システム

が出荷された箱に入っています)が必要です。カードにはztC Edge システムのアセット

IDが記載されています。アセットIDがない場合はStratus 認定サービス業者に連絡し

て入手します。

l システムを登録する前に、「登録ポータルの手順を完了するには」を読み、必要な情報が

すべて手元にあることを確認してください。

登録ポータルの手順を完了するには
Step 1: General Information (ステップ 1: 一般情報)—次の情報を入力します。
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l First Name (名)および Last Name (氏)

l Company Email (会社電子メール)—最終展開サイトである会社の所在地を使用します。

個人の電子メールアドレスは使用しないでください。

l Asset ID (アセット ID)—Stratus 登録カードに記載のアセットIDを入力します。

Service Terms (契約条件)を確認して同意する必要もあります。

Step 2: Location Information (ステップ 2: ロケーション情報)—次の情報を入力します。

l Company Email (会社電子メール)およびRetype Email (電子メールの再入力)—最終

展開サイトである会社の所在地を使用します。個人の電子メールアドレスは使用しないでく

ださい。

l Deployment Shipping Address (展開の配送住所)—交換パーツの配送先となる住所を

入力します。最終展開サイトである会社の所在地を使用します。私書箱は使用しないでくだ

さい。次のフィールドがあります。

o [Address 1 (番地 1)]と [Address 2 (番地 2)]

o [City (市区町村)]、[State (都道府県)]、[Postal Code (郵便番号)]、[Country

(国)]

o [Special Instructions (特記事項)] (たとえば「発送センター2に配達すること」

など)

Step 3: Contact Detail (ステップ 3: 連絡先詳細—次の情報を入力します。

l Primary Technical Contact (1 次技術担当)およびSecondary Technical Contact (2

次技術担当)—Stratus 認定サービス業者との連絡を担当する技術者の名前を入力します。

l Service Renewal Contact (サービス更新担当者)—毎年のサービス契約更新業務担当者

の名前を入力します。

各担当者につき [First Name (名)]、[Last Name (氏)]、[Email Address (電子メールアド

レス)]、[Desk Phone (社内電話番号)]、および [Mobile (optional) (携帯 (オプション))]を

入力します。後でStratus カスタマサービスポータル (https://support.stratus.com)を使用し

て連絡先を追加できます。

ページ下部の [Next (次へ)]をクリックすると、Stratus が情報を検証します。

情報に問題がある場合、[Problem Encountered (問題が発生しました)]パネルが開いて問題の

説明が表示されます。可能であれば、[Back (戻る)]をクリックして問題を修正します。問題が解

決しない場合は [Next (次へ)]をクリックして続行すると、登録を完了するためのファイルをダウ
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ンロードできるようになります。問題を解決してアカウントを正しく設定できるよう、Stratus 認定

サービス業者から連絡を差し上げます。

[Information Verification (情報検証)]ページが表示されます。ここで情報を確認することがで

きます。情報を変更するには [Back (戻る)]をクリックします。情報を送信して登録を完了するに

は [Next (次へ)]をクリックします。

Step 4: License Key (ステップ 4: ライセンスキー)— [完了]をクリックして、ztC Edge シス

テムにインストールするライセンスキーファイルをダウンロードします。ファイルをダウンロード

した場所は必ずメモしてください。

システムを登録して恒久ライセンスを入手するには

インターネットアクセスのあるシステムの場合

1. コンソールに初めてログインしてシステムを登録する場合、次の手順から開始します。展開

後にシステムを登録する場合、次の手順を実行します。

a. ztCコンソールで、左側のナビゲーションパネルの [基本設定]をクリックします。

b. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

2. [オンラインのライセンス登録とアクティベーション]で、[オンライン登録]をクリックし

て、新しいブラウザタブを開いてStratus 登録Webポータルを表示します。その後、登録

Webポータルの手順を完了します。

ステップ 4で、恒久ライセンスのキーファイルをダウンロードしてお使いのコンピュータに

保存します。

3. コンソールで、[ライセンスのインストール]バーをクリックします。

4. [ファイルの選択]をクリックし、ファイルを保存した場所に移動します。

5. ファイルを選択して [開く]をクリックし、次に [アップロード]をクリックしてシステムに

ファイルをアップロードします。

インターネットアクセスのないシステムの場合
システムがインターネットにアクセスできない場合、ztCコンソールの(インターネットアクセスの

ない)ロケーションと、インターネットアクセスのあるロケーションの間でファイルを移動する必要

があります。次の手順は1つの方法を示しますが、他の方法で行うことも可能です。

ztCコンソールにアクセスできるコンピュータまたはモバイルデバイスでの手順
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1. 管理PCを使用する場合、USBポートにUSBフラッシュドライブを挿入します。

モバイルデバイスを使用する場合、これがztCコンソールにアクセスできることを確認しま

す。

2. コンソールに初めてログインしてシステムを登録する場合、次の手順から続行します。展開

後にシステムを登録する場合、次の手順を実行します。

a. ztCコンソールにログオンします。

b. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックします。

c. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

3. ステップ1、[URL ファイルによるオフラインのライセンス登録] ([オフラインのライセンス

登録とライセンスの手動インストール]バーの下)で、[URL ファイルのダウンロード]をク

リックして register_site_file.htmlファイルをUSBフラッシュドライブまたはモバイル

デバイスに保存します。USBフラッシュドライブを使用している場合はドライブを取り出し

ます。

4. インターネットアクセスのある場所に移動します。

インターネットアクセスのある場所での手順

1. USBフラッシュドライブを使用している場合、これをインターネットアクセスのあるコン

ピュータのUSBポートに挿入します。

2. 保存したファイルに移動し、ファイル名をクリックします。ブラウザでファイルが開き、

Stratus 登録Webポータルにリダイレクトされます。登録Webポータルの手順を完了しま

す。

ステップ 4で、恒久ライセンスのキーファイルをダウンロードしてUSBフラッシュドライ

ブまたはモバイルデバイスに保存します。USBフラッシュドライブを使用している場合はド

ライブを取り出します。

3. コンソールにアクセスできる場所に戻ります。

ztCコンソールにアクセスできるコンピュータまたはモバイルデバイスでの手順

1. USBフラッシュドライブを使用している場合、これを管理PCのUSBポートに挿入します。

モバイルデバイスを使用する場合、これがztCコンソールにアクセスできることを確認しま

す。

2. コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [基本設定]をクリックします。
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3. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

4. ステップ2、[アクティベート済みライセンスキーのシステムへのインストール] ([オフライ

ンのライセンス登録とライセンスの手動インストール]バーの下)で、[ファイルの選択]をク

リックして、ライセンスキーファイルを保存した場所に移動します。

5. ファイルを選択して [開く]をクリックし、次に [アップロード]をクリックしてシステムに

ファイルをアップロードします。

コンソールに初めてログインしている場合、ライセンスをアップロードした後で「ztCコンソールに初め

てログオンする」の最後の手順に戻ります。

関連トピック

「ztCコンソールに初めてログオンする」

「製品ライセンスを管理する」

ztC Edge システムを再展開する

システムの展開と構成が既に完了していて、新しいロケーションなどで異なるネットワークやサブネットに

展開するための準備としてシステムのネットワーク設定をリセットする必要がある場合、ztC Edge システ

ムを再展開します。

通常、新しいztC Edge システムの再展開は、エンドユーザのために設定と仮想マシン(VM)を準備して、

エンドユーザが自分のサイトに初めてシステムを展開できるようにネットワーク設定をリセットする場合

に行います(これはWindows のSysprepユーティリティを使ってエンドユーザの初回展開やOut-Of-

Box Experience (OOTB) のためにWindows システムを準備するのと似ています)。

エンドユーザのためにシステムを構成した後、ztCコンソールで再展開を開始します。その後システム

は、システムとノードのネットワーク設定をクリアして、実行中のすべてのVMをシャットダウンし、シス

テムの電源を切ります。システムではネットワーク以外のシステム設定と構成したVMが維持されますが、

システムに適した展開ガイドで説明されているように、展開の準備が完了します。

ztC Edge システムを再展開するには

1. エンドユーザのためにシステムを準備します。ztC Edge システムの設定を構成して必要に応じて

VMを作成します。(システムを再展開すると、ネットワーク設定のみがクリアされます。)

2. システムの準備が完了したら、ztCコンソールで [基本設定]ページを開いて [IP 構成]をクリック

し、次に [再展開]をクリックします。

3. システムは、システムとノードのネットワーク設定をクリアして、実行中のすべてのVMをシャッ

トダウンし、システムの電源を切ります。
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4. これでエンドユーザによるシステム展開の準備が完了します。システムを展開するには、システム

に適した展開ガイドを参照してください。(必要な場合、詳細については「システムを展開する」を

参照してください。)

関連トピック

「展開」

「ztCコンソール」

「ztCコンソールを使用する」

展開ガイド

ztC Edge 100i/110iシステム:デュアルノードシステムを展開する(R012Z)

ztC Edge 100i/110iシステム:単一ノードシステムを展開する(R014Z)

単一ノードシステムにノードを追加する

このトピックでは、単一ノード用のライセンスが適用されたシステムに2つ目のノードを追加して、冗長

なシステムを作成する方法を説明します。これは、「ノードを追加するためのガイド」にある、お使いのシ

ステム用の情報を補足するものです。(システムを初めて展開する必要がある場合には、「展開」を参照し

てください。)

前提条件: この手順を完了するには次のものが必要です。

l 実行中のノードのモジュールとアセットIDに一致する2つ目のztC Edge ノード、およ

びデュアルノード運用のために更新されたライセンス。必要な場合はStratus 認定サー

ビス業者にヘルプを依頼してください。

l 最初のノードを静的なIPアドレスで構成した場合、2つ目のノード用の静的なIPアドレ

ス。(現在のネットワーク構成は、ztCコンソールの [基本設定]ページの [IP 構成]で確

認できます。)

ノードを追加するには

1. 実行中のノードが正常であることを確認します。正常な場合はSYS LEDが点滅し、ztCコンソール

の [ダッシュボード]ページに未解決の問題がなく、緑のマークが表示されます。2つ目のノードを

追加する前に、すべての問題を解決してください。

2. ztCコンソールで [基本設定]ページを開き、[製品ライセンス]をクリックします。[ライセンスを

今すぐチェック]をクリックして、現在のライセンスをデュアルノードがサポートされるライセンス
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単一ノードシステムにノードを追加する

に更新します。更新が正しく完了すると、[ダッシュボード]ページにデュアルノードのアップグ

レードが保留中であることが示されます。

注: 手順6でVMを再起動するまでVMのパフォーマンスが低下するため、次の手順は計

画的なメンテナンス期間まで待ってから実行することを検討してください。

3. 2つ目のノードのP1ポートを既存のLANに接続し、青色と黄色のネットワークケーブルで最初の

ノードと2つ目のノード(A2とA1ポート)を接続します。2つ目のノードに電源を接続し、ノード

の電源がオンになることを確認します。ネットワーク構成に関する追加の情報については、「イー

サネットケーブルを接続する」を参照してください。

注: ztCコンソールに2つ目のノードに関するアラートが表示される場合があります。手

順6で同期が完了するまでは、これらのアラートは無視しても安全です。

4. 2つ目のノードを接続した後、2つ目のノードのSYS LEDが点滅し、[物理マシン]ページの [PM

の追加]ボタンがアクティブになるまで最大20分間待ちます。[PM の追加]をクリックします。

(ボタンが非アクティブなままの場合、ライセンスが更新され、接続が正しく、2つ目のノードの電

源がオンになっていることを確認してください。)

注: システムが新しいノードを追加する間、最大15分間にわたり管理コンソールが利用

不可になります。

5. ztCコンソールで [基本設定]ページを開き、[IP 構成]をクリックしてネットワークの設定を確認

します。必要に応じて、2つ目のノード(node1) の静的 IPアドレスを入力し、[保存]をクリック

します。

6. VMの同期に数時間かかる可能性があります。その後、VMを再起動して冗長性を有効化し、警告を

クリアする必要があります。フォールトトレラント(FT) 運用をサポートするシステムでは、VMが

ダウンしている間にその保護レベルの設定(HA/FT) を更新することを検討してください。詳細は、

「仮想マシンの保護レベルを変更する(HAまたはFT)」を参照してください。システムが同期さ

れ、VMが実行されている場合、未解決の問題がないことを示す緑のチェックマークが [ダッシュ

ボード]に表示されます。

ノードを追加するためのガイド

ztC Edge 100i/110iシステム:ノードを追加する(R015Z)
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2 番目のビジネスネットワークを接続する

ztC Edge システムを初めて展開する場合、各ノードのP1ポートから既存のネットワークにネットワーク

ケーブルをつなぎ、network0という共有ビジネス/管理ネットワークを1つ作成します。

展開後に2番目の専用ビジネスネットワーク(network1) を追加するには、ネットワークケーブルで各

ノードのP2ポートを既存のネットワークにつなぐことができます。

2番目のビジネスネットワークを追加することで、仮想マシン(VM)を個別のビジネスネットワークに割

り当てることが可能になり、複数のVMをもつシステムにおける負荷分散の改善に役立ちます。network0

は管理トラフィックとビジネストラフィックの両方を処理するため、network0の負荷を減らすことでパ

フォーマンスの改善にもつながります。

2 番目のビジネスネットワークを接続するには

1. ネットワークケーブルで各ノードのP2ポートを既存のネットワークにつなぎます。

2. ztCコンソールで、[ネットワーク]ページを表示します。

a. 通常は1以内に新しいnetwork1という接続が表示されます。

b. 新しい接続network1に緑のチェックマークが表示されることを確認します。

3. 必要に応じて、仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを使って各VMでnetwork1を有効に

します(場合によってはnetwork0を無効にします)。詳細については、「仮想マシンのリソース

を再プロビジョニングする」を参照してください。

関連トピック

「イーサネットケーブルを接続する」

「A-Linkネットワークとプライベートネットワークの要件」

「ビジネスネットワークと管理ネットワークの要件」

「全般的なネットワーク要件と構成」
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第 3 章: ztC コンソールを使用する

ztCコンソールは、ztC Edge システムの管理とモニタリングをリモートの管理コンピュータから行う機能

を提供するブラウザベースのインタフェースです。このコンソールの概要については、「ztCコンソー

ル」を参照してください。

ztCコンソール内の各ページに関する情報については、以下のトピックを参照してください。

l 「[ダッシュボード]ページ」

l 「[システム]ページ」

l 「[基本設定]ページ」

l 「[アラート履歴]ページ」

l 「[監査ログ]ページ」

l 「[サポートログ]ページ」

l 「[物理マシン]ページ」

l 「[仮想マシン]ページ」

l 「[ボリューム]ページ」

l 「[ネットワーク]ページ」

l 「[仮想CD]ページ」

l 「[アップグレードキット]ページ」

l 「ユーザとグループを構成する」
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ztC コンソール

ztCコンソールは、ztC Edge システムの管理とモニタリングをリモートの管理コンピュータから行う機能

を提供するブラウザベースのインタフェースです。システムに対するすべての管理操作をコンソールから実

行でき、システム全体および個々の物理マシン(PM)、仮想マシン(VM)、およびその他のリソースにアク

セスすることができます。

ztCコンソールで実行されるリモート管理コンピュータの要件については、「ztCコンソールの要件」を参

照してください。

ztCコンソールを使用して、次のさまざまな管理機能を実行できます。

l ダッシュボードからシステムアラートを確認します。「[ダッシュボード]ページ」を参照してくだ

さい。

l [システム]ページから、VM、CPU、メモリ、およびストレージに関する統計を表示し、システムの

リブートまたはシャットダウンを実行します。「[システム]ページ」を参照してください。

l システム、通知(e アラートとSNMP構成)、およびリモートサポート(通知とアクセス)の基本設定

を指定して、セキュアな接続を作成できる管理ツールにアクセスします。システムの基本設定に

は、所有者情報とIPアドレス、クォーラムサービス、日付と時刻、などの構成値が含まれます。

「[基本設定]ページ」を参照してください。

l アラートおよび監査ログを表示します。「[アラート履歴]ページ」、「[監査ログ]ページ」、

「[サポートログ]ページ」を参照してください。

l 以下のリソースのモニタリング、管理、およびメンテナンスを行います。

n PMのステータス、ストレージ(ディスクも含む)、ネットワーク、VM、およびUSBデバイ

ス。「[物理マシン]ページ」を参照してください。

n VMのステータスおよび管理タスク。VMの作成、インポート/リストア、管理、およびメン

テナンスを含みます。「[仮想マシン]ページ」を参照してください。

n ボリューム。その状態、名前、データ同期のステータス、サイズ、状態、およびその他の情

報を含みます。「[ボリューム]ページ」を参照してください。

n ネットワーク。状態、リンク状況、名前、内部名、タイプ(A-Linkなど)、VM速度、MACア

ドレス、およびネットワーク帯域幅を含みます。「[ネットワーク]ページ」を参照してくだ

さい。

n 仮想CD。その状態、名前、サイズ、およびVCDが削除可能かどうかを含みます。「[仮想

CD]ページ」を参照してください。
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ztCコンソールにログオンする

l アップグレードキットのモニタリングと管理を行います。「[アップグレードキット]ページ」を参

照してください。

ユーザ情報を編集(「ユーザ情報を編集する」を参照)したり、ユーザとグループを構成(「ユーザとグ

ループを構成する」を参照)することもできます。

関連トピック

「ztCコンソールに初めてログオンする」

「ztCコンソールにログオンする」

「ztCコンソールを使用する」

ztC コンソールにログオンする

ztCコンソールにログオンして、ztC Edge システムを管理します。コンソールを使用して、システムの物

理マシン(PM)、仮想マシン(VM)、ストレージ、ネットワークなどを管理できます。アラートとログの確

認や、その他の管理タスクを実行することもできます。

注:

1. 使用しない場合、ログインセッションは1時間後にタイムアウトします。

2. システムのログインセッション数は10に制限されています。

3. パスワードはシステムの「パスワードポリシー」に準拠しなければなりません。

4. ztCコンソールのログインページにカスタムコンテンツを提供するログインバナーを構

成できます。「ログインバナーを構成する」を参照してください。

ztC コンソールにログオンするには

1. ブラウザのアドレスバーに、ztC Edge システムのIPアドレスまたは完全修飾ドメイン名(FQDN)

を次のように入力します。
http://<IPアドレス>

または

http://<FQDN名>

<IPアドレス>はztC Edge システムの静的IPアドレスで、展開の処理中に指定されます。

<FQDN名>はそのIPアドレスに対応するFQDN名です。

2. ログオンページが表示されたら、ユーザ名とパスワードを入力します。
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パスワードを忘れた場合、[パスワードをお忘れですか？]をクリックして [パスワードのリセット]

ページを表示します。パスワードのリセットに必要な情報を入力します。

注: パスワードをリセットするには、ローカルユーザアカウントで構成されているよう

に(「ローカルユーザアカウントを管理する」を参照)、システム上に電子メールアド

レスのある電子メールアカウントを持っている必要があります。電子メールを受信でき

ない場合、システム管理者に問い合わせてパスワードリセットの要求を代理で行っても

らいます。(システム管理者は、ホストOSの管理者にパスワードの変更を依頼しなけれ

ばなりません。ホストOSの管理者はプライマリノードでコマンドを使ってパスワード

を変更します。)

パスワードをリセットするには

注: パスワードのリセット時に電子メールを受信するには、メールサーバが構成さ

れていなければなりません。「メールサーバを構成する」を参照してください。

a. [パスワードのリセット]ページが表示されたら、[ユーザ名]を入力して [続行]をク

リックします。ローカルユーザアカウントに設定されている電子メールアドレスに電

子メールが送信されます。電子メールにはパスワードのリセットページへのリンクが

含まれています。

b. 電子メールアカウント内で、パスワードリセットリンクの含まれた電子メールを開

き、リンクをクリックします。[パスワードのリセット]ページが再び表示されます。

c. [新しいパスワード]と [パスワードの確認]に、新しいパスワードを入力します。新

しいパスワードはシステムの「パスワードポリシー」に準拠しなければなりません。

[続行]をクリックします。

d. ページが開き、パスワードが正しくリセットされ、システムに新しいパスワードでロ

グインできることを知らせるメッセージが表示されます。[完了]をクリックします。

3. [ログイン]をクリックします。
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ユーザ情報を編集する

パスワードポリシー
システムのパスワードポリシーでは、パスワードが以下の条件を満たしている必要があります。

l パスワードは最低8文字です。

l 大文字と小文字の両方を含めなければなりません。

l ユーザ名と同じであってはいけません。

注: ログイン試行の間隔は500ms です。したがって、ログインを試行した後で少なくと

も0.5秒待ってから再試行してください。

関連トピック

「ztCコンソールに初めてログオンする」

「ztCコンソール」

「ztCコンソールを使用する」

ユーザ情報を編集する

ユーザ名、電子メールアドレス、実名、およびパスワードを変更してユーザ情報(つまりユーザプロファ

イル)を編集します。

ユーザ情報を編集するには

1. コンソールの右上角にあるユーザ名をクリックします。

[ユーザの編集]ダイアログボックスが開きます。

2. 次の値を入力または変更します。

n ユーザ名

n 電子メールアドレス

n 実名

n パスワード

注: パスワードはシステムの「パスワードポリシー」に準拠しなければなりませ

ん。

n パスワードの確認

3. [保存]をクリックします。(または、変更をキャンセルするには [キャンセル]をクリックします。)
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関連トピック

「ztCコンソール」

「ztCコンソールを使用する」

[ダッシュボード] ページ

[ダッシュボード]ページには、ztC Edge システムの未対応のアラートのサマリが表示されます。このペー

ジを開くには、左側のナビゲーションパネルで [ダッシュボード]をクリックします。

未処理のアラートに関する追加の情報を表示するには、ztC Edge システム図でアラート記号(たとえば

)をクリックするか、システム図の下のアラートのリストでエントリをクリックします。アラートリスト

は、アラートの種類によってシステム図の下に [すべて]、[システム]、[無視]などのタブとして表示され

ることもあります。アラート情報には次が含まれます。

l 問題に関連するコンポーネント(たとえばztC Edge システム、物理マシン(PM)、仮想マシン(VM)

など)

l 対処が必要なアクティビティまたはタスクの説明

l 問題の解決が必要な理由(該当する場合)

アクティブなアラートはできるだけ早期に解決してください(「ダッシュボードで未対応のアラートを解決

する」を参照)。

ztC Edge システム図を理解する

[ダッシュボード]ページのシステム図は、システムのステータスを視覚的に示すものです。星印はプライ

マリPMを表します。アラート記号がある場合、これは情報目的のアラートか、対処が必要な重要なアラー

トを表します。アラート記号をクリックすると、そのアラートに関する情報が表示されます。

関連トピック

「[物理マシン]ページ」

「[システム]ページ」

「[仮想マシン]ページ」

ダッシュボードで未対応のアラートを解決する

システムの展開を完了した後、[ダッシュボード]ページに表示される未対応のアラートをすべて解決しま

す。
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[システム]ページ

未対応のアラートを解決するには

ztCコンソールの[ダッシュボード]ページの下部に表示されるアラートを確認します。次のオプションが

あります。

l アラートを解決します。

たとえば、「Stratus によるサポートを最大限に活用するには、サポート通知サービスを有効にす

る必要があります」というメッセージが表示されている場合はサポート通知サービスを有効にしま

す。

l ([アクション]列で) [無視]をクリックして、アラートを無視してリストから削除します。軽度のア

ラートは解決せずに無視することができます。[無視]をクリックするとアラートが表示されなくな

ります。

無視したアラートをリストに再び表示するには、アラートリストの上にある [無視]をクリックして

から、[アクション]列で [リストア]をクリックします。

関連トピック

「[ダッシュボード]ページ」

[システム] ページ

[システム]ページには、ztC Edge システムに関する情報が表示されます。このページからシステムのリ

ブートやシャットダウンを行えます。このページには、ztC Edge システムの統計とリソースの割り当てが

表示されます。このページを開くには、左側のナビゲーションパネルで [システム]をクリックします。

[システム]ページを使用して、次のような管理タスクを実行できます。

l 「システムをリブートする」

l 「システムをシャットダウンする」

システムの電源を(PMの物理コンソールで)オンにするには、「システムの電源をオンにする」を参照し

てください。

このほかにもztC Edge システムの多くの管理タスクをztCコンソールを使用して実行します。詳細につい

ては、「ztCコンソール」を参照してください。

統計を表示する
[システム]ページでは、システムの使用状況およびPMとVMに関する情報と統計が以下のセク

ションに表示されます。
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l システム名—円グラフにシステムのCPU割り当て、メモリ割り当て、ディスク(R/W)、お

よびネットワーク使用状況が表示されます。

l node0およびnode1 (存在する場合)—円グラフに各ノードのCPU使用状況、メモリ使用

状況、ディスク使用状況、およびネットワーク使用状況が表示されます。ディスク使用状況

とネットワーク使用状況の場合、統計を表示したい論理ディスクまたはネットワークを選択

できます。

関連トピック

「ztCコンソールを使用する」

システムの電源をオンにする

システムの電源は各物理マシン(PM)またはノードの物理コンソールでオンにします。これを行うと、まず

システムソフトウェアをブートしてからシステム上の仮想マシン(VM)を起動することにより、システム

が正常に起動します。(システムの電源をオフにするには、「システムをシャットダウンする」を参照して

ください。)

注意事項: システムを初めて電源オンにして展開する場合、システムに適した展開ガイドの手順

に従います。(必要な場合、詳細については「システムを展開する」を参照してください。)

注: 電源コードを抜いたためにPMの電源が失われたり、メインのAC電源が失われた場合、ztC

Edge システム内の各PMが電源回復の直後に自動で電源オンになるよう設定されます。システ

ムソフトウェアとVMは自動的に再起動されます。

ztC Edge システムの電源をオンにするには

1. 必要なネットワークケーブルがすべて両方のPMに接続されていることを確認します。

2. システム内の各PMでフロントパネルの電源ボタンを押します。

3. 各PMのフロントパネルのPWR LEDが点灯することを確認します。

関連トピック

「ztCコンソール」

「[システム]ページ」

「ztCコンソールを使用する」
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システムをリブートする

ztCコンソールを使用したztC Edge システムのリブートでは、VMに影響を与えずに両方のPMを安全に

再起動できます。

注意事項: それ以外の方法(たとえば各PMを個別にリブートするなど)を使ってztC Edge シス

テムをシャットダウンすると、データを損失する可能性があります。

注: 2台のPM用のライセンスが適用されたシステムをリブートできるのは、両方のPMが正常

に実行されていて、メンテナンスモードに入っていない場合のみです。

前提条件: 2つのノード用のライセンスが適用されたシステムでは、リブートを行う前に、両方

のPMが実行中であることを確認してください。

ztC Edge システムをリブートするには

1. 左側のナビゲーションパネルで [システム]を選択します。

2. [リブート]ボタンをクリックします。リブートを確認するメッセージが表示されます。[はい]をク

リックして続行します。

リブートには最長15分かかります。進捗状況をztCコンソールの [ダッシュボード]およびマスト

ヘッドで確認できます。システムのPMで順次メンテナンスモードが有効になってから解除されま

す(メンテナンスモードの詳細については、「メンテナンスモード」を参照してください)。

3. PMが再起動され、すべてのVMが引き続き正常に実行されることを確認します。

リブートを開始すると、マストヘッドのメッセージにリブートの進捗状況が表示されます。リブートをキャ

ンセルするには、マストヘッドの [リブートのキャンセル]をクリックします。

注意事項: リブートをキャンセルするとシステムはその時点の状態のままになるため、手動で正

常な状態に復元する必要があります。

関連トピック

「ztCコンソール」

「[システム]ページ」

「ztCコンソールを使用する」
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システムをシャットダウンする

ztC Edge システムをシャットダウンするにはztCコンソールを使用します。この方法では、まず仮想マシ

ン(VM)をシャットダウンしてから物理マシン(PM)をシャットダウンすることにより、正常なシャットダ

ウンが実行されます。この方法は、ztC Edgeシステムのシャットダウンのみに使用してください。2台の

PM用のライセンスが適用されたシステムでは、シャットダウンする前に、両方のPMが実行中であること

を確認してください。

注意事項:

1. ztC Edge システムをシャットダウンするとVMがオフラインになるので、システムの

シャットダウンは計画的なメンテナンス期間中のみに行ってください。

2. それ以外の方法でztC Edge システムをシャットダウンすると(たとえば両方のPMの電

源を遮断するなど)、データを損失する可能性があります。

注: システムをシャットダウンする際、スタンバイ電源がLOMのためにオンのままになりま

す。ただし、電源コードを抜いたりメインのAC電源がオフにされた場合は例外です。

ztC Edge システムをシャットダウンするには

1. 2つのノード用のライセンスが適用されたシステムでは、ディスクがノード間で同期されるように、

両方のPMが実行中であることを確認します。

2. 左側のナビゲーションパネルで [システム]を選択します。

3. [シャットダウン]ボタンをクリックします。次の警告が表示されます:「システム全体がシャットダ

ウンされ、1つ以上のVMが停止します！シャットダウンするには [はい]を、シャットダウンを

キャンセルするには [いいえ]をクリックします。」[はい]をクリックすると2つ目の警告メッセー

ジが表示され、シャットダウンを確認するよう求められます。シャットダウンするには [はい]をも

う1度クリックし、シャットダウンをキャンセルするには [いいえ]をクリックします。

ztCコンソールの [ダッシュボード]およびマストヘッドでシャットダウン処理の一部を確認できます。シ

ステムのPMが順次メンテナンスモードに切り替わります(メンテナンスモードの詳細については、「メ

ンテナンスモード」を参照してください)。ただし、システムが完全にシャットダウンするとztCコンソー

ルが使用不可能になり、マストヘッドに「通信が失われました」と表示されます。
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システムのシャットダウンが完了すると、コンソールに接続できなくなります。ztC Edge システムを完全

にシャットダウンできない場合、VMが正しくシャットダウンされていない可能性があります。VMを

シャットダウンするには、次のいずれかを実行します。

l VMコンソールまたはリモートデスクトップアプリケーションを使用して、VMにログオンしま

す。オペレーティングシステムコマンドを使用してVMをシャットダウンします。

l ztCコンソールにログオンします。左側のナビゲーションパネルで [仮想マシン]をクリックし、

VMを選択してから [電源オフ]を選択します。

関連トピック

「仮想マシンの運用を管理する」

「ztCコンソール」

「[システム]ページ」

「ztCコンソールを使用する」

[基本設定] ページ

[基本設定]ページでは、ztC Edge システムの設定を構成できます。このページを開くには、左側のナビ

ゲーションパネルで [基本設定]をクリックします。

次の表は基本設定の各項目とその説明を一覧したものです。

基本設定 説明

システム

所有者情報

ztC Edge システム管理者の名前と連絡先を指定したり表示できます。この

情報は、簡易ネットワーク管理プロトコル(SNMP) 要求への応答としても

提供されます。「所有者情報を指定する」を参照してください。

製品ライセンス
ztC Edge の製品ライセンスを表示したり管理できます。「製品ライセンス

を管理する」を参照してください。

ソフトウェア更新

システムソフトウェアの現行バージョンを確認し、新しいバージョンが利

用可能かどうかをチェックできます。新しいバージョンが利用できる場合、

ダウンロードしてリリースノートを読むことができます。また、更新が利

用可能になった場合にアラートを送信したり、更新を自動的にダウンロード
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基本設定 説明

するようにも指定できます。「ソフトウェア更新を管理する」を参照して

ください。

IP構成

システムのインターネットプロトコル(IP) アドレスおよびネットワーク設

定を表示や指定し、システムを展開できます。「IP設定を構成する」を参

照してください。

クォーラムサーバ

既存および新規のクォーラムサーバを表示できます。クォーラムサーバに

よってデータの整合性が保証され、ztC Edge 環境で特定の障害が発生した

場合に自動で再起動する機能が提供されます。「クォーラムサーバ」およ

び「クォーラムサーバを構成する」を参照してください。

日付と時刻

システム時刻を表示したり、システムでネットワークタイムプロトコル

(NTP) の値を指定したり(推奨)、日付と時刻を手動で設定することができ

ます。「日付と時刻を構成する」を参照してください。

メールサーバ

メールサーバを構成して、たとえばパスワードのリセットが必要な場合な

どにztC Edge システムで電子メールを送信できるようにします。「メール

サーバを構成する」を参照してください。

管理ツール

ユーザとグループ

ztC Edge システム上のユーザアカウントの追加、変更、削除を行えます。

また、Active Directory を有効にしてその許可を与えたり、ユーザを選択

してそのユーザのパスワードが最後に更新された時刻を表示することもでき

ます。管理者はこのページを使用して、ユーザを選択して次回のログイン時

にパスワードの変更を強制することもできます。「ユーザとグループを構

成する」を参照してください。

セキュアな接続
システムへのHTTPS接続のみを有効にすることができます。「セキュアな

接続を構成する」を参照してください。

VMデバイスの構成
すべてのVMへの仮想CD (VCD) の挿入機能や、すべてのVMへのUSBデ

バイスの接続機能を有効化したり無効化することができます。「VMデバイ
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基本設定 説明

スを構成する」を参照してください。

iptables セキュリティ
管理ツール iptables を使用したIPパケットフィルタリングを管理できま

す。「iptables を管理する」を参照してください。

ログインバナー通知
ログインバナーを構成できます。「ログインバナーを構成する」を参照し

てください。

基本設定のバックアップ

基本設定ページの設定を、ローカルコンピュータまたはクラウド上のバッ

クアップファイルに保存できます。「システム基本設定を保存または復元

する」を参照してください。

基本設定の復元
基本設定ページの設定を、バックアップファイルから復元できます。「シ

ステム基本設定を保存または復元する」を参照してください。

通知

e アラート
システム管理者用の電子メールアラート(e アラート)を有効にできます。

「eアラートを構成する」を参照してください。

SNMP構成

システムをリモートでモニタリングするために、簡易ネットワーク管理プロ

トコル(SNMP) 要求およびトラップを有効にできます。「SNMP設定を構

成する」を参照してください。

OPC構成

Open Platform Communication (OPC) の設定を構成してOPCサーバの機

能を有効にし、ztC Edge システムを他の産業機械と一緒にモニタリングで

きるようにします。「OPC設定を構成する」を参照してください。

リモートサポート

サポート構成

リモートアクセスおよび通知機能を構成できます。リモートアクセスによ

り、Stratus 認定サービス業者がトラブルシューティングの目的でシステム

にリモート接続できるようになります。有効にすると、ztC Edge システム

がStratus 認定サービス業者にシステムの問題に関する通知を送信できま

す。「リモートサポート設定を構成する」を参照してください。
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基本設定 説明

プロキシ構成

組織でインターネットアクセスにプロキシサーバを使用する必要があり、

ztC Edge あるいは他の認定Stratus サービス業者とサービス契約を交わし

ている場合、ztC Edge システムのプロキシ設定を構成できます。Stratus

Redundant Linuxソフトウェアは、サポート通知メッセージおよびリモー

トサポートのアクセス機能にプロキシサーバ情報を使用します。「イン

ターネットプロキシ設定を構成する」を参照してください。

関連トピック

「ztCコンソール」

「ztCコンソールを使用する」

所有者情報を指定する

ztC Edge システムの管理者または所有者の名前と連絡先情報を指定して、サポートの目的でこの情報を提

供します。

所有者情報はztCコンソールで利用でき、簡易ネットワーク管理プロトコル(SNMP) 要求に応じて提供さ

れます。

システムの所有者情報を指定するには

1. 左側のパネルで [基本設定]をクリックします。

2. [基本設定]ページで [所有者情報]をクリックします。

3. [フルネーム]、[電話番号]、[電子メール]、[サイトアドレス]の各フィールドに情報を入力しま

す。

4. [保存]をクリックします。

関連トピック

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソール」

製品ライセンスを管理する

システムの製品ライセンスの管理では、次のことを行います。
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l 展開の最中またはその後に恒久ライセンスを取得する

l 既存のライセンスのステータスを確認し、必要に応じて更新する

l ステータスおよび有効期限など、現在のライセンス情報を表示する

システムの初回インストール時には、期限が30日以内に指定された一時的なライセンスが設定されていま

す。(一時ライセンスはマストヘッドの [アセット ID]にUNREGISTERED_TRIALとして表示されま

す。)恒久ライセンスの入手も含め、システムを登録する必要があります。システムの登録は、初期展開の

直後か、後日改めて行うことができます。システムの登録の詳細については、「システムを登録して恒久

ライセンスを入手する」を参照してください。

システムに恒久ライセンスが適用されると、インターネットに接続できるシステムの場合は24時間ごとに

ライセンスサーバに更新がないかどうかを確認します。システムがインターネットにアクセスできない場

合でも、ユーザがライセンスを更新してそのステータスを確認できます。これを行うには、ztCコンソール

の(インターネットアクセスのない)ロケーションと、インターネットアクセスのあるロケーションとの間

でファイルを移動する必要があります。以下に2つの方法を示しますが、他の方法で行うことも可能で

す。

l USBフラッシュドライブ—(システムに接続可能な)管理PCと、インターネットアクセスのある

コンピュータの間でUSBフラッシュドライブを移動します。

l ラップトップやスマートフォンなどのモバイルデバイス—ztCコンソールにログインできるロケー

ションと、インターネットアクセスのあるロケーションとの間でモバイルデバイスを移動します。

次から条件に適した手順を選択します(必要に応じてドロップダウンをクリックしてください)。

ライセンスのステータスをチェックするには
システムがインターネットにアクセスできる場合は次の手順を使用します。この手順では必要に応

じてライセンスの更新も自動的に行われます。システムがインターネットにアクセスできない場合

は「インターネットアクセスのないシステムの場合」の手順を使用してください。ライセンスを手

動で更新する必要がある場合、「新しいライセンスを手動で更新するには」を参照してください。

1. ztCコンソールで、マストヘッドにある([アセット ID: asset_ID]の) asset_IDをクリッ

クします。

あるいは、登録済みのシステムではコンソールの左側のナビゲーションパネルで [基本設定]

をクリックしてから、次を行います。
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a. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

b. [オンラインライセンスチェック]で [ライセンスを今すぐチェック]をクリックしま

す。

2. コンソールにライセンスのステータスが表示されます(日付の形式はロケーションによって異

なります)。

ステータス

ライセンスはアクティベートさ

れています。有効期限はありま

せん。

前回のチェック 曜日、月dd、20yy、時刻

サービスの有効期限 曜日、月dd、20yy、時刻

アセット ID asset_ID

製品 UUID
xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-

xxxxxxxxxxxx

FT 有効 Yes_or_No

ALSR 許可 Yes_or_No

ゲストモニタリング許可 Yes_or_No

システム基本設定の保存/復元の許可 Yes_or_No

システム基本設定の保存/復元の有効期限
曜日、月dd、20yy、時刻_また

は_ライセンスなし

新しいライセンスを手動で更新するには (登録済みシステムの場合)

インターネットに接続できる登録済みのシステムでは、ライセンスが自動的に更新されます。必要な場合、

ライセンスを手動で更新することもできます。

インターネットアクセスのあるシステムの場合

1. コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [基本設定]をクリックします。

2. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

3. [オフラインのライセンスチェックとライセンスの手動インストール]バーをクリックして、

オプションが表示されていない場合はこれを表示します。

4. [URL ファイルによるオフラインのライセンスチェック]の下で、[URL ファイルのダウン

ロード]をクリックしてファイルを保存します。
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5. ファイル名をクリックします。Webブラウザが開き、Stratus ライセンスサーバがライセン

スファイルのステータスを確認します。必要な場合、新しいライセンス.key ファイルが自動

でダウンロードされます。

6. 次に、[アップロード]をクリックします。

インターネットアクセスのないシステムの場合
次の手順を使用して、ライセンスを確認し、必要な場合はインターネットアクセスのない登録済み

システム上で新しいライセンスを手動で取得します。ztCコンソールの(インターネットアクセスの

ない)ロケーションと、インターネットアクセスのあるロケーションの間でファイルを移動する必要

があります。次の手順は1つの方法を示しますが、他の方法で行うことも可能です。

ztCコンソールにアクセスできるコンピュータまたはモバイルデバイスでの手順

1. 管理PCを使用する場合、USBポートにUSBフラッシュドライブを挿入します。

モバイルデバイスを使用する場合、これがztCコンソールにアクセスできることを確認しま

す。

2. ztCコンソールにログオンします。

3. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックします。

4. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

5. [オフラインのライセンスチェックとライセンスの手動インストール]バーをクリックして、

オプションが表示されていない場合はこれを表示します。

6. [URL ファイルによるオフラインのライセンスチェック]で、[URL ファイルのダウンロー

ド]をクリックしてファイルをモバイルデバイスまたはUSBフラッシュドライブに保存しま

す。USBフラッシュドライブを使用している場合はドライブを取り出します。インターネッ

トアクセスのある場所に移動します。
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インターネットアクセスのある場所での手順

1. USBフラッシュドライブを使用している場合、これをインターネットアクセスのあるコン

ピュータのUSBポートに挿入します。

2. 保存したファイルに移動し、ファイル名をクリックします。

3. Webブラウザが開き、Stratus ライセンスサーバがライセンスファイルのステータスを確認

します。必要な場合、新しいライセンス.key ファイルが自動でダウンロードされます。USB

フラッシュドライブを使用している場合、新しいライセンスの.key ファイルをそこにコピー

してから、USBフラッシュドライブを取り出します。

4. コンソールにアクセスできる場所に戻ります。

ztCコンソールにアクセスできるコンピュータまたはモバイルデバイスでの手順

1. USBフラッシュドライブを使用している場合、これを管理PCのUSBポートに挿入します。

モバイルデバイスを使用する場合、これがztCコンソールにアクセスできることを確認しま

す。

2. コンソールで、左側のナビゲーションパネルの [基本設定]をクリックします。

3. [基本設定]ページで [製品ライセンス]をクリックします。

4. [オフラインのライセンスチェックとライセンスの手動インストール]バーをクリックして、

オプションが表示されていない場合はこれを表示します。

5. [アクティベート済みライセンスキーのシステムへのインストール]で [ファイルの選択]を

クリックし、ライセンスファイルを保存した場所に移動します。

6. ファイルを選択して [開く]をクリックし、次に [アップロード]をクリックしてシステムに

ファイルをアップロードします。

関連トピック

「ztCコンソール」

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソールを使用する」

ソフトウェア更新を管理する

システムソフトウェアの現行バージョンを確認し、ソフトウェア更新が利用可能かどうかをチェックする

ことにより、ソフトウェア更新を管理できます。また、オプションで以下を有効にすることもできます。
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l システムソフトウェアの更新が利用可能になると、[アラート履歴]ページにメッセージが送信され

るうようにする。

l システムソフトウェアの更新が利用可能になると、システム管理者に電子メールアラート(e ア

ラート)が送信されるようにする。

l システムが更新を自動的にダウンロードする(ただしインストールは行わない)ようにする。

更新を自動的にチェックするようにシステムを構成すると、システムは毎日1回、ローカル時間の深夜ご

ろにチェックを行います。利用可能な更新がある場合、システムは、更新されたソフトウェアがないか

チェックした直後に、これをシステムのステージング領域にダウンロードします。ステージング領域へのダ

ウンロードが正しく完了した場合、システムは、設定されている構成に応じて [アラート履歴]ページに

メッセージを送信したり、ソフトウェアのインストール準備ができたことを知らせるeアラートを送信し

ます。ダウンロードに失敗した場合、更新は削除されます。

前提条件: 更新が利用可能になるとシステム管理者がeアラートを受け取るようにするには、

メールサーバとeアラートがまだ構成されていない場合はこれを構成する必要があります。

「メールサーバを構成する」および「eアラートを構成する」を参照してください。

ソフトウェア更新を管理するには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [基本設定]ページで([システム]の下にある) [ソフトウェア更新]をクリックします。

3. [利用可能なシステムソフトウェア更新]に、次の情報が表示されます。

n 現在のシステムソフトウェアのバージョン番号

n システムソフトウェアの新しいバージョンが利用可能な場合、そのバージョン番号

システムソフトウェアの新しいバージョンが利用できる場合、次のリンクから適切なものを1つま

たは両方クリックします。

n ソフトウェアのダウンロード—利用可能なバージョンをダウンロードするにはこのリンクを

クリックします。

n リリースノートの確認—リリースノートを確認し、利用可能なバージョンのユーザガイド

全体を表示するには、このリンクをクリックします。

4. [システムソフトウェア更新の管理]に、次のオプションが表示されます。

n システムソフトウェア更新が利用可能になった場合、アラートを受け取る—更新が利用可能

になったことを知らせるメッセージを [アラート履歴]ページに送るには、このオプションを
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選択します。電子メールをシステム管理者に送信して、システムソフトウェアの更新が利用

可能になったことを通知するには、eアラートを構成する必要があります。

n システムソフトウェア更新が利用可能になった場合、自動的にダウンロードする (システム

にダウンロードするだけでインストールは行いません)—新しいシステム更新が利用可能に

なったらこれをシステムで自動的にダウンロードするには、このオプションを選択します。

ダウンロードされたソフトウェアは、[アップグレードキット]ページにアップグレードキッ

トとして表示され、ここからソフトウェアをインストールすることができます。詳細につい

ては、「[アップグレードキット]ページ」および「アップグレードキットを使用して

Stratus Redundant Linuxソフトウェアをアップグレードする」を参照してください。

5. [保存]をクリックします。

関連トピック

「[アラート履歴]ページ」

IP 設定を構成する

ztC Edge システムのインターネットプロトコル(IP) 設定を構成して、システムやノードのIPアドレスの

値、およびネットワークマスク、ゲートウェイアドレス、Domain Name System (DNS) サーバなどの

該当する設定の値を指定したり変更します。(ネットワーク設定は、[再展開]ボタンを使ってシステムを再

展開する際にも変更します。「ztC Edge システムを再展開する」を参照してください。)

展開中および展開後に、システムのIPアドレスを構成します。2つのノード用のライセンスが適用された

システムでは、システム用に1つと各ノード(node0とnode1) 用に1つずつ、合計3つのIPアドレスを

構成します。単一ノード用のライセンスが適用されたシステムでは、システム用に1つとノード(node0)

用に1つの合計2つのIPアドレスを構成します。これらのIPアドレスやその他のIP設定は、展開を完了

した後でも以下のうち適切な手順を使って変更できます。ztC Edge システムには静的なIPv4アドレスを

指定する必要があります。
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警告:

1. 特にVMが稼働中のシステムでは、担当のネットワーク管理者の了解とアドバイスなしに

IP構成の設定を変更することは避けてください。IP構成を変更すると、システムとその

すべてのVMにアクセスできなくなる可能性があります。

2. [静的なシステム IP]のアドレスを変更する場合、VMがリブートすると、VMに自動で

割り当てられているすべてのMACアドレスが変更されます。これは、Stratus

Redundant LinuxソフトウェアがシステムIPアドレスに基づいてVMのMACアドレス

を生成するためです。VMのMACアドレスが変更されないようにするには(たとえば、

MACアドレスベースのライセンスを使用するソフトウェアアプリケーションをサポート

する場合など)、固定されたMACアドレスを設定します。「仮想マシンに特定のMAC

アドレスを割り当てる」の説明を参照してください。

3. IPアドレスの変更にはztCコンソールを使用する必要があります。Linuxのツールは使

用しないでください。

注:

1. IP 設定の構成に使用する手順は、ztC Edge システムが同じサブネット上にとどまるか、

新しいサブネットに移動するかによって異なります。ztC Edge システムを新しいネット

ワークに移動する必要がある場合、移動する前にシステムを"再展開"してその設定をク

リアした後で移動します。手順については、「ztC Edge システムを再展開する」を参照

してください。

2. 通常の場合、新しいサブネット用にIP設定を変更するには、ノードの物理的なネット

ワーク接続を変更する必要があります(たとえば、PMを移動する場合はネットワーク

ケーブルをいったん抜いてから差し込み直します)。ノードからケーブルを取り外す前

に、ノードをシャットダウンする必要があります。これには [基本設定]ページの [IP 構

成]セクションにある [保存してシャットダウン]ボタンを使うオプションがあります。

3. 単一ノード用のライセンスが適用されたシステムでは、[IP 構成]ページに1つのノード

のみの設定が表示されます。

システムやノードの IP 設定を、同じサブネット上のシステムの設定に変更するには

この手順はztC Edge システムおよびすべての仮想マシン(VM)を実行したままの状態で行います。ただ

し、システムのIPアドレスを変更する場合はztCコンソールとシステムとの接続が一時的に失われること

があります。新しいシステムIPアドレスにあるztCコンソールには1～2分以内にアクセスできるように
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なります。(各ノードのノードIPアドレスはそれぞれ個別に変更でき、その場合コンソールの接続は失われ

ません。)

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [IP 構成]をクリックします。

3. [静的なシステム IP]ボックスに、ネットワーク管理者から受け取った静的なシステムIPアドレス

を入力します。

4. [静的]ボタンをクリックし、[プライマリ DNS]と [セカンダリ DNS]に、有効かつ一意の値を入

力します。

5. 表示されたネットマスク値が正しいことを確認します。

6. [node0]と [node1] (存在する場合)に、[IP アドレス]と [ゲートウェイ IP]の適切な値を入力

します。

7. [保存]をクリックして値を保存するか、以前の値に戻すには [リセット]をクリックします。

システムIPアドレスを変更した場合、[システム IP が更新されました]というメッセージボックス

が表示されます。数秒後にブラウザが新しいシステムIPアドレスに自動的にリダイレクトされま

す。

関連トピック

「展開」

「システムIP情報を取得する」

「ztCコンソールに初めてログオンする」

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソール」

「ztCコンソールを使用する」

クォーラムサーバを構成する

ztC Edge システムに初めてログオンするときに、クォーラムサーバを構成します。
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前提条件:

1. クォーラムサーバを構成するには2つのノード用のライセンスが適用されたシステムが

必要です。

2. クォーラムサーバを構成する前に、「クォーラムサーバ」および「ALSR構成を作成す

る」を参照してください。クォーラムサーバについて説明されています。

注:

1. VMにクォーラムサーバ構成の変更を認識させるには、VMをシャットダウンしてから再

起動して、マシンをリブートする必要があります。「仮想マシンをシャットダウンす

る」および「仮想マシンを起動する」を参照してください。

2. クォーラムサーバ上でWindows Update を実行すると、サーバの運用が中断されて障害

復旧動作に影響する場合があります。クォーラムサーバではWindows Update をメンテ

ナンス期間中にスケジュールするか、Windows Update を無効にしてください。

クォーラムサーバを構成するには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [クォーラムサーバ]をクリックします。

3. [クォーラムサーバの追加]をクリックします。

4. [優先クォーラムサーバの追加]ダイアログボックスで、次の値を入力します(既に優先クォーラム

サーバが存在する場合は [代替クォーラムサーバの追加]ダイアログボックスが表示されます)。

n DNS または IP アドレス—優先クォーラムサーバの完全修飾DNSホスト名または IP アド

レスを入力します。

n ポート (デフォルト値は4557です)—デフォルト値以外のポートを使用する場合、その番号

を入力します。

[保存]をクリックして値を保存します。

5. ステップ4および5を繰り返して2台目の代替クォーラムサーバを構成します。Stratus では、

クォーラムサーバを2台構成することを推奨します。

6. クォーラムサービスを有効にするには、[有効]チェックボックスをオンにして [保存]をクリック

します。
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クォーラムサーバを削除するには

注意事項: 優先クォーラムサーバを削除すると、代替クォーラムサーバが優先クォーラムサー

バになります。代替クォーラムサーバがない場合、優先クォーラムサーバを削除すると自動的

にクォーラムサービスが無効になります。

1. ztCコンソールの [基本設定]ページに移動します。

2. [クォーラムサーバ]をクリックします。

3. 削除するクォーラムサーバのエントリを見つけます。

4. 一番右の列で [削除]をクリックします。

注: VMで使用されているクォーラムサーバを削除する場合、削除の操作を完了させるには、

VMをリブートしてクォーラムサーバが認識されないようにする必要があります。

関連トピック

「ztCコンソール」

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソールを使用する」

日付と時刻を構成する

ztC Edge システムに初めてログオンするときに、日付と時刻を設定してネットワークタイムプロトコル

(NTP) サービスを有効にします。NTPサービスを使用するとシステムクロックが自動的に設定され、実際

の時刻とのずれが生じないようになります。

注意事項: 日付と時刻の設定を変更すると、システム時刻が実際の時刻と一致しない場合にプラ

イマリの物理マシン(PM)がリブートされ、セカンダリPMが(存在する場合は)シャットダウ

ンすることがあります。リブートが完了するまですべての仮想マシン(VM)が停止され、ビジネ

スプロセスは中断されます。
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注: VMのマイグレーションや再起動が行われると、クロックのタイムゾーンが切り替わりま

す。VMのタイムゾーンが変更されないようにするには、次を行います。

l すべてのVMのタイムゾーンを、ztC Edge システム用に構成したタイムゾーンと一致す

るように設定します。

l すべての仮想マシンを、ztC Edge システム用に構成されたのと同じNTPサーバを使用す

るように構成します。

日付と時刻の設定を構成するには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [基本設定]ページで [日付と時刻]をクリックします。

3. [日付と時刻]の表示の [タイムゾーンの構成]はデフォルトで米国ニューヨーク州に設定されてい

ます。必要に応じて地域に適したタイムゾーンを選択してください。

4. [日付と時刻の構成]で、次のいずれかを選択します。

n [自動 (推奨設定)]を選択すると、NTPサービスが有効になります。テキスト領域で、NTP

サーバのアドレスを1行に1つずつ入力します。複数のNTPサーバを指定すると冗長性が得

られます。

n [手動]を選択すると、設定を手動で入力できます。

注: この方法で構成すると、ztC Edge システム時刻が実時刻と一致しなくなるこ

とがあります。

5. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

時刻のずれが生じたためにシステムのリブートが必要な場合、ztCコンソールのマストヘッドにシステムが

リブートされるというメッセージが表示されます。その場合には、プライマリ物理マシン(PM)がリブート

され、セカンダリPMが(存在する場合は)シャットダウンします。プライマリPMのリブート中はztCコ

ンソールへの接続が失われます。リブートが完了するとPMがコンソールとの接続を再確立し、セカンダリ

PMの再起動を求めるアラートが表示されます。

関連トピック

「ztCコンソール」

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソールを使用する」
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メールサーバを構成する

メールサーバを構成して、たとえばパスワードのリセットが必要な場合などにztC Edge システムで電子

メールを送信できるようにします。

メールサーバを構成するには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [システム]の下で [メールサーバ]をクリックします。

3. [メールサーバの有効化]ボックスをクリックします。以下の設定を指定や選択するためのボックス

が表示されます。

n SMTP サーバ (必須)—企業が電子メールの送信に利用している簡易メール転送プロトコル

(SMTP) サーバの名前を入力します。

n ポート番号 (オプション)—eアラートの送信に使用するポート番号を入力します。ポート番

号を指定しない場合、デフォルトのSMTPポート25が使用されます。(SMTPポートを含む

すべてのTCPおよびUDPポートの詳細については、ナレッジベースにアクセスして、

「TCP and UDP ports used by ztC Edge (ztC Edge で使用されるTCPおよびUDPポー

ト)」という記事(KB-9357) を検索してください。「ナレッジベースの記事にアクセスす

る」を参照してください。)

n 送信者の電子メールアドレス—次のいずれかが該当する場合、送信者の有効な電子メール

アドレスを指定してeアラートの配信を有効にします。

o ztC Edge システムにDNSサーバが指定されておらず、なおかつ SMTPサーバがドメ

インリテラル(noreply@<IP アドレス>という形式の差出人アドレス)を受け入

れるように構成されていない場合。

o e アラートの差出人メールアドレスとして、noreply@company.comなどの別のア

ドレスを使用する場合。

SMTPサーバで受け入れられる任意の電子メールアドレスを使用できます。

n 暗号化接続—プルダウンメニューから、SMTPサーバに必要な暗号化プロトコルの値を選択

します。

o なし—暗号化なし。デフォルトではポート番号25が使用されます。

o TLS—Transport Layer Security (TLS: トランスポート層セキュリティ)プロトコ

ル。TLSの場合、[ポート番号]にはデフォルトで25が使用されますが、Stratus で

は587を指定することを推奨します。
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o SSL—Secure Sockets Layer (SSL) プロトコル。SSLの場合、[ポート番号]にはデ

フォルトで25が使用されますが、Stratus では465を指定することを推奨します。

n 認証の有効化—電子メールを送信するためにSMTPサーバが認証を必要とする場合にこの

ボックスをオンにします。その後、SMTPアカウントの [ユーザ名]と [パスワード]を入力

します。

パスワードを指定しない場合、以前のパスワードが引き続き必須になります。以前のパス

ワードが空で、新しいパスワードも入力しない場合、パスワードは空のままになります。

4. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

関連トピック

「ztCコンソール」

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソールを使用する」

ユーザとグループを構成する

[ユーザとグループ]ページでは、ztC Edge システムのユーザアカウントの追加、変更、削除、または

Active Directory ユーザへのアクセスの許可を行います。ユーザを選択してそのユーザのパスワードが最

後に更新された時刻を確認できます。管理者はこのページを使用して、ユーザを選択して次回のログイン時

にパスワードの変更を強制することもできます。

このページを開くには、左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックしてから、[基本設定]

ページで [管理ツール]の下から [ユーザとグループ]を選択します。

ローカルユーザアカウントを管理するには

新しいユーザを追加するには、下部パネルにある [追加]をクリックします。既存のユーザに変更を加える

には、ユーザアカウントの名前をクリックして [編集]または [削除]をクリックします。

ユーザが最後にユーザのパスワードを変更した時刻を調べるには、選択したユーザの [前回のパスワード更

新時刻]列を確認します。ユーザに次回のログイン時にパスワードの変更を強制するには、管理者がその

ユーザを選択して [パスワードの失効]をクリックします。

詳細については、「ローカルユーザアカウントを管理する」を参照してください。

ドメインユーザアカウントを管理するには

ztC Edge システムでActive Directory サービスを有効にする手順については、「Active Directory を構

成する」を参照してください。ドメインユーザがztC Edge システムを管理するためのアクセスを許可した

り削除するには、「ドメインユーザアカウントを管理する」を参照してください。
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注: Active Directory ユーザまたはグループが構成されたシステムに管理者としてログインして

いる場合、[ユーザとグループ]ページの右上角に [アクセスの許可]ボタンが表示されます。

[アクセスの許可]ボタンをクリックすると、アクセスの許可ウィザードが起動します。アクセ

スの許可ウィザードの使い方については、「ドメインユーザアカウントを管理する」を参照し

てください。

ユーザアカウントをソートおよび検索するには

アカウントの数が多い場合、列見出しをクリックしてアカウントを特定のパラメータによってソートできま

す。アカウントのソート基準にはタイプ、ユーザ名、実名、電子メールアドレス、またはロールを使用で

きます。

関連トピック

「ドメインユーザアカウントを管理する」

「ローカルユーザアカウントを管理する」

「Active Directory を構成する」

ローカルユーザアカウントを管理する

ztCコンソールの [ユーザとグループ]ページで、ローカルユーザアカウントのユーザの追加、編集、削

除、パスワードの指定、およびユーザロールの割り当てを行えます。ユーザを選択してそのパスワードが

最後に更新された時刻を表示することもできます。また、管理者は、ユーザを選択して次回のログイン時に

パスワードを変更するよう強制できます。管理者ではないユーザに"ドメインにコンピュータを接続する"

タスク(または権限)を割り当てることができます。(Active Directory ドメイン内の設定済みユーザによ

るアクセスを許可したり拒否するには、「ドメインユーザアカウントを管理する」を参照してくださ

い。)

ローカルユーザアカウントは、中央のドメインサーバではなくztC Edge システム自体に保存されます。

[ユーザとグループ]ページでローカルアカウントを検索するには、[タイプ]列の値が [ローカルユーザ]

になっているエントリを探します。

次のユーザロールがあります。

l 管理者: 完全なシステム管理者権限

l プラットフォームマネージャー: ユーザの追加、削除、および変更を除く、システム管理者権限

l VM マネージャー: VMの管理権限(詳細は、「仮想マシンを管理する」を参照)
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l 読み取り専用: システム構成を表示する権限(構成の変更権限はありません)、およびシステムソフ

トウェアをインストールする権限

以下の手順では、まず [ユーザとグループ]ページを次のように開きます:左側のナビゲーションパネルで

[基本設定]をクリックして [基本設定]ページを開き、次に[管理ツール]の下で [ユーザとグループ]を選

択します。

ユーザアカウントを追加するには

1. 下部パネルで [追加]をクリックします。

2. [ロール]ドロップダウンウィンドウで [管理者]、[プラットフォームマネージャー]、[VM

マネージャー]、[読み取り専用]のいずれかを選択します。

3. [ユーザ名]、[パスワード] (および [パスワードの確認])、[電子メールアドレス]、[実名]

の各フィールドに値を入力します。ユーザ名は1～64文字にし、スペースを含めることはで

きません。パスワードはシステムの「パスワードポリシー」に準拠しなければなりません。

4. [保存]をクリックします。

ユーザアカウントを編集するには

1. 編集するアカウントを選択します。

2. 下部パネルで [編集]をクリックします。

3. 必要に応じてユーザの情報を編集します。たとえば、ユーザのロールを変更するには、[ロー

ル]ドロップダウンウィンドウで [管理者]、[プラットフォームマネージャー]、[VM マ

ネージャー]、[読み取り専用]のいずれかを選択します。

4. [保存]をクリックします。

ユーザにユーザパスワードの変更を強制するには

1. パスワードを失効させるユーザを選択します。

2. [パスワードの失効]をクリックします。

3. 確認のダイアログボックスで [はい]をクリックします。

管理者以外のユーザに "ドメインにコンピュータを接続する" タスクを割り当てるには

1. 管理者ではないユーザをADサーバに追加して、ドメインにコンピュータを接続するタスク

(権限)をそのユーザに委任します。詳細については、お使いのADサーバのマニュアルを参

照してください。
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2. ztC Edge システムで、/etc/resolv.confファイルを編集してADドメインコント

ローラのIPアドレスを追加します。次の行はその例です。

nameserver 123.456.28.910

3. ztCコンソールで、ADが有効になっていない場合はこれを有効化します。「Active

Directory を構成する」を参照してください。

ユーザアカウントを削除するには

1. 削除するアカウントを選択します。

2. 下部パネルで [削除]をクリックします。

3. 確認のダイアログボックスで [はい]をクリックします。

注:

1. デフォルトの adminアカウントを編集して名前とパスワードを変更する必要があります

が、このアカウントを削除することはできません。

2. パスワードを忘れた場合の回復機能を有効にするには、adminも含めて各ユーザアカウ

ントに電子メールアドレスを指定する必要があります。電子メールアドレスを指定して

いないユーザがコンソールのログインページで「パスワードをお忘れですか？」リンク

をクリックした場合、システムはuser@example.comに電子メールを送信します。

関連トピック

「Active Directory を構成する」

「ドメインユーザアカウントを管理する」

「ユーザとグループを構成する」

ドメインユーザアカウントを管理する

Active Directory (AD) ドメインユーザアカウントにztCコンソールへのアクセスを許可することができ

ます。ドメインユーザアカウントは、ローカルのztC Edge システムではなく中央のADドメインサーバ

上で管理します。

ドメインアカウントにアクセスを許可した後は、[ユーザとグループ]ページにあるアクセスの許可ウィ

ザードを使ってシステムへのアクセス許可のあるADアカウントの表示、管理、およびソートを行うことが

できます。
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前提条件: ドメインアカウントを管理するには、その前にztC Edge システムをActive

Directory ドメインに追加する必要があります。(「Active Directory を構成する」を参照し

てください。)Active Directory が構成されていない場合や、インタフェースにログインして

いるユーザが管理者の権限を持たない場合には、[ユーザとグループ]ページの[アクセスの許

可]ボタンはグレー表示されます。

以下の手順を行うには ztC Edge のアクセスの許可ウィザードを開きます。

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [管理ツール]の下で [ユーザとグループ]を選択します。

3. [アクセスの許可]をクリックします。

ドメインユーザアカウントにアクセスを許可するには

1. ztC Edge - アクセスの許可ウィザードの [Search for (検索対象)]メニューで検索範囲を

指定します。

2. 検索する名前またはグループを入力します。名前やテキストの一部を入力することができま

す。

3. [検索]をクリックします。

4. システムのztCコンソールグローバルユーザまたはグループとして追加する、ユーザまたは

グループの隣りにある緑色のプラス記号(+) をクリックします。

5. [ロール]列のドロップダウンメニューを使用して、上記の手順でアクセスを許可したユーザ

またはグループにロールを割り当てます。割り当てが可能なロールは以下のとおりです。

n 管理者—システム管理者が行うすべての操作の実行権限が有効になります。

n プラットフォーム管理者—管理者の権限からユーザアカウントの管理権限を除いたも

のが有効になります。

n VM マネージャー—VMの管理権限が有効になります(詳細は、「仮想マシンを管理

する」を参照)。

n 読み取り専用—読み取りアクセスは有効になりますが、管理機能は許可されません。

6. [完了]をクリックします。アクセスの許可ウィザードに新しいドメインユーザが表示されま

す。
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ドメインユーザアカウントからアクセスを削除するには

1. ztC Edge - アクセスの許可ウィザードで、削除するユーザまたはグループの隣のチェック

ボックスをオンにします。

2. [Deny Access (アクセスの拒否)]をクリックし、[完了]をクリックします。

関連トピック

「Active Directory を構成する」

Active Directory を構成する

ztC Edge システムのActive Directory を構成して、Active Directory ドメインからの既存のユーザまた

はグループが自身のActive Directory 資格情報を使ってztCコンソールにログオンする操作を許可するこ

とが可能です。

ztC Edge システムをActive Directory ドメインに追加した後、アクセスの許可ウィザードを使ってドメイ

ンユーザに管理者権限を割り当てることができます。このウィザードは [ユーザとグループ]ページから起

動できます(「ユーザとグループを構成する」を参照してください)。

Active Directory ドメインに ztC Edge システムを追加するには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [ユーザとグループ]をクリックします。

3. 下部パネルの [Active Directory の有効化]ボタンをクリックします。

4. [Active Directory ドメイン]の隣に、使用するドメインの名前を入力します。

5. 次のいずれかをクリックして、"全員"ロールの自動割り当てを禁止するか、許可します。

n すべての AD ユーザに "全員" ロールが自動的に割り当てられないようにする (デフォルト設

定)

n すべての AD ユーザの認証と、"全員" ロールアクセスの承認を許可する

6. [Active Directory へのシステムの追加]をクリックします。

7. このシステムをドメインに追加するには、Active Directory 管理者の [ユーザ名]と [パスワード]

を入力します。ztC Edge

8. [追加]をクリックします。

9. [ユーザとグループ]ページで管理者権限を割り当てます。「ドメインユーザアカウントを管理す

る」を参照してください。
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Active Directory ドメインから ztC Edge システムを削除するには

1. ztCコンソールで、左側のパネルの [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示し

ます。

2. [ユーザとグループ]をクリックします。

3. 下部パネルの [Active Directory からのシステムの削除]ボタンをクリックします。

4. そのドメインの管理権限が付与されている [ユーザ名]および [パスワード]を入力します。

5. [削除]をクリックします。

ドメイン認証を無効にするには

1. ztCコンソールで、左側のパネルの [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示し

ます。

2. [ユーザとグループ]をクリックします。

3. 下部パネルの [Active Directory の無効化]ボタンをクリックします。

注: Active Directory を無効にすると、ztC Edge システムの管理者を認証するためのド

メイン認証が使用できなくなりますが、システムがドメインから削除されることはありま

せん。ドメイン認証を再び使用できるようにするには、[Active Directory の有効化]

をクリックします。[ユーザとグループ]ページでコントローラの名前を再入力したり、

ドメインユーザを復元する必要はありません。

関連トピック

「ユーザとグループを構成する」

「ドメインユーザアカウントを管理する」

「ローカルユーザアカウントを管理する」

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソール」

セキュアな接続を構成する

セキュリティのため、デフォルトではztC Edge システムはHTTPS接続のみを許可します。HTTP接続を

許可するには、セキュアな接続を構成することができます。
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注:
下記の手順で [HTTPS のみ有効化 / HTTP を無効化]の横のボックスをオンやオフにしてから

[保存]をクリックすると、ユーザがシステムから自動的にztCコンソールからログアウトされ

るので、ログインし直す必要があります。

HTTPS接続が有効にされている場合、スクリプトを使ってカスタム証明書をホストマシンにインストール

することができます。カスタム証明書をインストールするにはを参照してください。

HTTP 接続と HTTPS 接続の両方を有効にするには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [管理ツール]の下で [セキュアな接続]をクリックします。

3. [HTTPS のみ有効化 / HTTP を無効化]の横のチェックボックスをオフにします。

4. [保存]をクリックします。

ztCコンソールから自動的にログアウトされ、ブラウザがHTTPSログインページにリダイレクトさ

れます。HTTPログインページにアクセスするには、ブラウザのアドレスバーでhttpsをhttpに

手作業で変更すると、ログインできるようになります。

システムでHTTPとHTTPS接続が許可されている場合にHTTPS接続のみが許可されるようにするには、

このチェックボックスをオンにする必要があります。

HTTPS 接続のみを有効にするには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [管理ツール]の下で [セキュアな接続]をクリックします。

3. [HTTPS のみ有効化 / HTTP を無効化]の横のチェックボックスをオンにします。

4. [保存]をクリックします。

ztCコンソールから自動的にログアウトされ、ブラウザがHTTPSログインページにリダイレクトさ

れるので、再度ログインする必要があります。

カスタム証明書をインストールするには

カスタム証明書をインストールするには、certificate_installerスクリプトを使用しま

す。このスクリプトを使用して、次のようにカスタムのSSL証明書をインストールしたり、以前に

使用した証明書や組み込み証明書を復旧したり、現在使用中の証明書や以前使用していた証明書に

関する情報を表示することができます。
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l カスタム証明書をインストールするには(HTTPSのみのモードを除く)

i. 証明書をホストマシンの /tmpフォルダにコピーします。

ii. コマンドは次のように入力します。

certificate_installer install -c /tmp/server.crt -k

/tmp/server.key

l カスタム証明書をインストールするには(HTTPSのみのモード)

i. 証明書をホストマシンの /tmpフォルダにコピーします。

ii. コマンドは次のように入力します。

certificate_installer install -c /tmp/server.crt -k

/tmp/server.key -f

l カスタム証明書を以前使用していた証明書に戻すには

certificate_installer recover -p

l カスタム証明書を組み込み証明書に戻すには

certificate_installer recover -b

l 現在使用中の証明書に関する情報を一覧するには

certificate_installer list -c

l 以前使用していた証明書に関する情報を一覧するには

certificate_installer list -p

カスタム証明書のインストールの詳細については、ナレッジベースにアクセスして、「Adding

Certificates to ca-bundle.crt in ztC Edge (ztC Edge で ca-bundle.crt に証明書を追加する)」と

いう記事(KB-9792) を検索してください。「ナレッジベースの記事にアクセスする」を参照して

ください。

certificate_installer スクリプト

使用方法

certificate_installer [command command_options] [script_

options]
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コマンドとコマンドオプション

install command_

options

カスタム証明書をインストールします。次のコマ

ンドオプションがあります。

l -c、--cert=certificate_path:

証明書が保存されるパス。

l -k、--key=private_key_path:

キーが保存されるパス。

l -f、--[no-]force: 使用中のSSL証

明書を強制的に置換します。

recover command_

options

カスタム証明書を復旧します。次のコマンドオプ

ションがあります。

l -b、--[no-]built-in (デフォル

ト): 組み込み証明書に戻します。

l -p、--[no-]previous: 以前使用し

ていた証明書に戻します。

list command_options

カスタム証明書の一覧を表示します。次のコマン

ドオプションがあります。

l -a、--[no-]all (デフォルト): ホスト

マシン上のすべてのSSL証明書を表示しま

す。

l -c、--[no-]current: 現在の使用中

の証明書を表示します。

l -p、--[no-]previous: 以前使用し

ていた証明書を表示します。

l -L、--location=location: 指定の

場所にある証明書の情報を表示します。
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スクリプトのオプション

-v, --[no_]verbose
詳細モード。スクリプトがすべての情報を表

示します。

-l, --log=log_file
ログを STDOUTの代わりにファイル log_

fileに出力します。

関連トピック

「ztCコンソール」

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソールを使用する」

VMデバイスを構成する

VMデバイスを構成して、すべてのVMへの仮想CD (VCD) の挿入機能や、すべてのVMへのUSBの接続

機能を有効にしたり無効にします。デフォルトでは、これらのVMデバイスを挿入や接続することが可能で

す。構成を変更するには [基本設定]ページの [VM デバイスの構成]を使用します。

VMデバイスの挿入や接続が有効にされている場合(デフォルト設定)、すべてのVMにVCDを挿入した

り、すべてのVMにUSBデバイスを接続することができます。VMデバイスの挿入や接続が無効にされて

いる場合、これらのデバイスを挿入したり接続することはできません。

VM デバイスの挿入または接続を無効にするには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [基本設定]ページで [管理ツール]の下の [VM デバイスの構成]をクリックします。

3. 次のいずれか、または両方のチェックボックスをオンにします。

n すべての VM での CD の挿入の無効化—VMへのCDの挿入を無効にするにはチェックボッ

クスをオンにします。

n すべての VM への USB デバイスの接続の無効化—VMへのUSBデバイスの接続を無効に

するにはチェックボックスをオンにします。

4. [保存]をクリックします。
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VM デバイスの挿入または接続を有効にするには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [基本設定]ページで [管理ツール]の下の [VM デバイスの構成]をクリックします。

3. 次のいずれか、または両方のチェックボックスをオンにします。

n すべての VM での CD の挿入の無効化—VMへのCDの挿入を有効にするにはチェックボッ

クスをオフにします。

n すべての VM への USB デバイスの接続の無効化—VMへのUSBデバイスの接続を有効に

するにはチェックボックスをオフにします。

4. [保存]をクリックします。

関連トピック

「仮想CDを挿入する」

「仮想マシンにUSBデバイスを接続する」

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソールを使用する」

iptables を管理する

LinuxオペレーティングシステムでIPパケットのフィルタリングを管理するツールのことを通称

"iptables" と呼びます。ztC Edge システムで行う iptables の作業タスクが合理化され、簡単になりまし

た。[iptables のセキュリティ]ページを使用して、さまざまなフィルターテーブルチェーンとその基本

ルールの設定、保守、および検査を行うことができます。必要なパケットフィルタリングルールを適用す

るための3つの主要チェーン(INPUT、OUTPUT、FORWARD) にアクセスできます。ztC Edge システ

ムでは、ルールがIPv4パケットとIPv6パケットの両方で各物理マシン(PM)上のホストオペレーティン

グシステムに適用され、リブートした後もルールが保持されます。

ルールを挿入する際、チェーン(INPUT、OUTPUT、または FORWARD) と [ルール ID]を指定しま

す。受信パケットの処理ではカーネルが INPUT チェーンに関連付けられているルールを適用し、送信パ

ケットの処理時にはOUTPUT チェーンに関連付けられているルールを適用します。別のホストへのルー

ティングが必要な受信パケットを処理する場合、カーネルは FORWARDチェーンに関連付けられている

ルールを適用します。ルールは [ルール ID]の順序に従って適用されます。([ルール ID]は行IDと似て

います。たとえば、ルール IDが1の場合、1行目に相当します。)ルールを作成する代わりに、ルールの

デフォルト設定を読み込むこともできます。
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[iptables セキュリティ]ページに、3つのチェーンとその関連ルールについてそれぞれ個別の表が表示さ

れます。特定のチェーンに設定されているルールは、チェーンごとに [ルール ID]によってソートされま

す。列にはネットワーク名、ネットワークのタイプ、プロトコル、およびその他の情報が表示されます。必

要な場合は、ページの右側にあるスクロールバーを使ってすべてのルールを表示したり、下部にあるスク

ロールバーを使ってすべての列を表示できます。iptables の機能の詳細については、Linuxマニュアル

(man) ページで iptables を参照してください。

オプションとして、ホストに加えてゲストオペレーティングシステムへのルールの適用を有効化すること

ができます。デフォルトでは、ルールがホストオペレーティングシステムのみに適用され、ゲストオペ

レーティングシステムには適用されません。ルールがゲストにも適用されるよう有効化する際は、すべて

の既存のルール、インポートされたルール、および追加の新しく挿入されたルールも、すべてのゲストオ

ペレーティングシステムに適用されます(ゲストに割り当てられた同じビジネスネットワークに基づく

ルールについて)。

注:

1. ztC Edge ソフトウェアが使用するポートの詳細については、「システム要件の概要」を

参照してください。

2. ztC Edge TCPおよびUDPポートの詳細については、ナレッジベースにアクセスして、

「TCP and UDP ports used by ztC Edge (ztC Edge で使用されるTCPおよびUDP

ポート)」という記事(KB-2123) を検索してください。「ナレッジベースの記事にアク

セスする」を参照してください。

iptables を管理するには、まず iptables セキュリティを有効化します(まだ行っていない場合)。

iptables セキュリティを有効にするには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示し

ます。

2. [基本設定]ページで [iptables セキュリティ]をクリックします。

3. [iptables セキュリティの有効化]の横のチェックボックスをオンにします。

[iptables セキュリティの有効化]ウィンドウが数分間グレーになります。このウィンドウ

が再びアクティブになると、[iptables セキュリティの有効化]が選択されています。

デフォルトではルールがホストのみに適用されます。ただし、ホストに加えてゲストにもルールを適用する

ことが可能です。
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ホストに加えてゲストにもルールを適用するには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示し

ます。

2. [基本設定]ページで [iptables セキュリティ]をクリックします。

[iptables セキュリティの有効化]が選択されていることを確認します。

3. デフォルトでは [ホストに適用]が選択されています。

[ホストとゲストに適用]を選択して、ルールをホストとゲストの両方のオペレーティングシ

ステムに適用します。[ポート管理の有効化]ウィンドウが数分間グレーになります。

[ホストとゲストに適用]が選択されている場合、すべての既存のルール、インポートされた

ルール、および追加の新しく挿入されたルールも、すべてのゲストオペレーティングシステ

ムに適用されます(ゲストに割り当てられた同じビジネスネットワークに基づくルールにつ

いて)。

新しいルールの挿入、ルールの削除、デフォルト設定の読み込み、ルールのインポート、またはルールのエ

クスポートから、適切な操作を選んで続行します。

新しいルールを挿入するには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示し

ます。

2. [基本設定]ページで [iptables セキュリティ]をクリックします。

[iptables セキュリティの有効化]が選択されていることを確認します。

3. [新しいルールの挿入]ボタンをクリックして [新しいルールの挿入]ポップアップウィンド

ウを開きます。

4. [新しいルールの挿入]ウィンドウで、次の値を設定します。

n チェーン—ドロップダウンリストで [INPUT]、[OUTPUT]、または

[FORWARD]を選択します。

n ルール ID—ルールの処理順序を指定する数値を入力します。入力できる最小値は

1、最大値はチェーンに含まれるルールの総数に等しい値です。[ルール ID]の値は一

意でなければなりません。
他のルールに既に割り当てられている数値を入力すると、既存のルール(および該当す

る場合はその後のすべてのルール)の番号が1つ増え、入力した数値は新しいルールに
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割り当てられます。したがって、たとえばルール ID 1が既に存在する場合、新しい

ルールに1を指定すると、既存のルール ID 1がルール ID 2に変わり、さらに該当

する場合は既存のルール ID 2がルール ID 3となります。

n 共有ネットワーク—利用可能なすべての共有ネットワークが表示されたドロップダウ

ンリストからネットワークを選択します。

n プロトコル— [udp]、[tcp]、または [すべて]を選択します。

[すべて]を選択すると、ポート番号の範囲設定が不要になり、[グループ化]フィール

ドと [ポート番号]フィールドが非アクティブ(グレー)になります。

n ターゲット—ルールの仕様に一致するパケットに適用するアクションとして、[ド

ロップ]、[受容]、または [拒否]を選択します。

n ポート番号 (開始)—範囲の最初のポートには、0～65535の範囲内で [ポート番号

(終了)]以下の数値を入力します。

n ポート番号 (終了)—範囲の最後のポートには、0～65535の範囲内で [ポート番号

(開始)]以上の数値を入力します。

n IP アドレス (開始)—範囲の最初のIPアドレスには、0.0.0.0～255.255.255.255

の範囲内で [IP アドレス (終了)]以下の数値を入力します。

n IP アドレス (終了)—範囲の最後のIPアドレスには、0.0.0.0～255.255.255.255

の範囲内で [IP アドレス (開始)]以上の数値を入力します。

n IPv6 アドレス (開始)—範囲の最初のIPv6アドレスには、

0000:0000:0000:0000:0000:0000:0000:0000～ ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffffの

範囲内で [IPv6 アドレス (終了)]以下の数値を入力します。

n IPv6 アドレス (終了)—範囲の最後のIPv6アドレスには、

0000:0000:0000:0000:0000:0000:0000:0000～ ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffff:ffffの

範囲内で [IPv6 アドレス (開始)]以上の数値を入力します。

[挿入]をクリックして新しいルールを挿入します。

5. デフォルトで、挿入されたルールはホストのみに適用されます。ルールをホストとゲストの

両方に適用するには、「ホストに加えてゲストにもルールを適用するには」を参照してくだ

さい。
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6. ページの一番下にある [保存]をクリックするか、保存されていない変更をすべてキャンセル

して前回の保存済みセッションの状態にルールを復元するには [リセット]をクリックしま

す。

保存された新しいルールは [iptables セキュリティ]ページの適切なチェーンに表示されま

す。

ルールを削除するには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示し

ます。

2. [基本設定]ページで [iptables セキュリティ]をクリックします。

[iptables セキュリティの有効化]が選択されていることを確認します。

([ホストに適用]および [ホストとゲストに適用]は、ルールの削除には影響しません。)

3. 削除するルールを選択します。

4. 選択したルールの [削除] (一番右の列)をクリックします。

5. ページの一番下にある [保存]をクリックするか、保存されていない変更をすべてキャンセル

して前回の保存済みセッションの状態にルールを復元するには [リセット]をクリックしま

す。

ルールが削除されると、[iptables セキュリティ]ページに表示されなくなります。

デフォルト設定を読み込むには

注意事項: デフォルト設定を読み込むと、現在の設定がオーバーライドされます。

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示し

ます。

2. [基本設定]ページで [iptables セキュリティ]をクリックします。

[iptables セキュリティの有効化]が選択されていることを確認します。

3. ページの一番下にある [デフォルト設定の読み込み]をクリックします。

次の警告が表示されます:「現在の設定が初期設定でオーバーライドされます。」デフォルト

設定を読み込むには [OK]を、読み込みをキャンセルするには [キャンセル]をクリックしま

す。[OK] をクリックすると、[ポート管理の有効化]ウィンドウが数分間グレーになり、[デ

フォルト設定を読み込み中...] メッセージが表示されます。
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4. デフォルトのルールは、ホストのみに適用されます。ルールをホストとゲストの両方に適用

するには、「ホストに加えてゲストにもルールを適用するには」を参照してください。

ルールをインポートまたはエクスポートするには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示し

ます。

2. [基本設定]ページで [iptables セキュリティ]をクリックします。

[iptables セキュリティの有効化]が選択されていることを確認します。

3. ページの一番下にある [インポート]または [エクスポート]をクリックします。

n インポート— iptables セキュリティルールのインポート/リストアウィザードが開

きます。インポートするXMLファイルを参照して選択します。インポートしたXML

ファイル内で共有ネットワークのタイプに関連付けられている全ルールが、同じタイ

プをもつシステム上の既存の各共有ネットワーク用に生成されます。

XMLファイルを選択すると、次のメッセージが表示されます。

[追加]を選択すると現在のルールセットが維持されます。現在のルールをす

べて消去するには [上書き]を選択します。

次から適切なボタンをクリックします。

o 追加—選択したXMLファイルは既存のXMLファイルに追加され、既存のルー

ルが維持されます。

o 上書き—選択したXMLファイルが既存のXMLファイルを上書きし、既存の

ルールは消去されます。

n エクスポート—エクスプローラーウィンドウが開きます。ローカルシステム上で、

エクスポートしたルールのファイルを保存するロケーションを参照します。表内のす

べてのルールがXMLファイルにエクスポートされた後、選択したロケーションにその

ファイルがダウンロードされます。

4. デフォルトでは、インポートしたルールはホストのみに適用されます。ルールをホストとゲ

ストの両方に適用するには、「ホストに加えてゲストにもルールを適用するには」を参照し

てください。

5. ファイルをインポートした場合、[保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リ

セット]をクリックします。
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関連トピック

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソール」

ログインバナーを構成する

ztCコンソールのログインページにカスタムコンテンツを提供するログインバナーを構成できます。たと

えば、メッセージを追加できます。

ログインバナーを構成するには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [管理ツール]の下で [ログインバナー通知]をクリックします。

3. [ログインバナー通知の有効化]ボックスをオンにします。ボックスが表示されます。

このボックスに、コンソールのログインページに表示したい情報を入力します。たとえば、社名や

メッセージを入力できます。

4. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

関連トピック

「ztCコンソール」

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソールを使用する」

システム基本設定を保存または復元する

適切なライセンスが適用されているztC Edge システムでは、完全なシステム管理者権限をもつユーザが

ztCコンソール [基本設定]ページの設定(つまりバックアップファイル)を保存することができます。この

ファイルはローカルコンピュータ上の保存先フォルダか、クラウドのフォルダに保存できます。その後必

要に応じて、保存したファイルを選択し、[基本設定]の設定を復元することができます。

注: クラウドには最大50個のファイルを保存できます。

システムには [基本設定]の設定を保存および復元するための適切なライセンスが必要です。システムの最

初のインストール時には、この機能が無効にされています。[基本設定]ページの [システム基本設定の保

存]および [システム基本設定の復元]ウィンドウに、[基本設定]の設定を保存および復元するにはライセ

ンスをアクティベートする必要があるというメッセージが表示されます。この機能を使用するには、ライセ

ンスのアクティベーションを行う必要があります。
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ライセンスをアクティベートするには

前提条件: ライセンスのアクティベーションには次の情報が必要です。

l First Name (名)および Last Name (氏)

l Company Email (会社電子メール)—ライセンスが適用されるシステムを所有

している会社の電子メールアドレスを入力します。個人の電子メールアドレスは

使用しないでください。

l Company Name (会社名)—ライセンスが適用されるシステムを所有している

会社の名前を入力します。

l Company Phone Number (会社の電話番号)—ライセンスが適用されるシス

テムを所有している会社の電話番号を入力します。個人の電話番号は使用しない

でください。

l Asset ID (アセット ID)—Stratus 登録カードに記載のアセットIDを入力しま

す。

システムがインターネットにアクセスできる場合は次のステップ1に進みます。システムがイン

ターネットにアクセスできない場合、インターネットアクセスのあるロケーションと、(インター

ネットアクセスのない) ztCコンソールのロケーション間でライセンスファイルを移動させる必要

があります。次の手順ではUSBフラッシュドライブを使う方法を示しますが、他の方法で行うこと

も可能です。USBフラッシュドライブを使用している場合、この手順を開始する前にドライブを入

手して、ztCコンソールを実行しているリモート管理PCのUSBポートに挿入します。

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示しま

す。

2. [管理ツール]の下で、[システム基本設定の保存]または [システム基本設定の復元]をク

リックします。

3. ウィンドウに、[基本設定]を保存および復元するには個別のライセンスのアクティベーショ

ンが必要であることを伝えるメッセージが表示されます。

4. メッセージを読みます。システムがインターネットにアクセスできる場合、ライセンスの

Webページを開くリンクをクリックします。

注: システムを登録してその恒久ライセンスを入手する必要がある場合には、「シ

ステムを登録して恒久ライセンスを入手する」を参照してください。
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システムがインターネットにアクセスできない場合、次の手順を実行してライセンスのWeb

ページを開きます。

インターネットアクセスのないシステムの場合

a. ライセンスのWebページを開くリンクをクリックし、お使いのブラウザに適し

た方法でライセンスWebページのURLをコピーします。

b. テキストファイルにURLを貼り付けて、そのテキストファイルをUSBフラッ

シュドライブに保存します。

c. USBフラッシュドライブを取り出し、インターネットアクセスのあるコン

ピュータに移動します。

d. このコンピュータのUSBポートに、USBフラッシュドライブを挿入します。

e. テキストファイルを見つけて開き、ライセンスWebページのURLをコピーし

ます。

f. ブラウザを開いてアドレスバーにURLを貼り付け、Webページにアクセスし

ます。

5. Webページに情報を入力して [Submit (送信)]をクリックします。

6. [Download License (ライセンスのダウンロード)]ボタンが表示されたら、クリックしま

す。システムがインターネットにアクセスできる場合は次のステップに進みます。

システムがインターネットにアクセスできない場合、ダウンロードしたライセンスファイル

をUSBフラッシュドライブに保存して、フラッシュドライブを取り出します。コンソール

を実行しているリモート管理コンピュータに戻り、USBフラッシュドライブを挿入します。

7. ライセンスをシステムにアップロードします。まず、[基本設定]ページの [製品ライセンス]

をクリックします。次に、システムに応じて次のいずれかの手順を実行します。

n インターネットアクセスのあるシステムでライセンスを自動的にアップロードするに

は、まず [基本設定]ページの [製品ライセンス]をクリックした後、[オンラインのラ

イセンスチェック]の [ライセンスを今すぐチェック]をクリックします。新しくダウ

ンロードされたライセンスは、自動的にシステムに適用されます。

n インターネットアクセスのないシステムでライセンスをアップロードするには

a. [基本設定]ページの [製品ライセンス]をクリックします。

b. [オフラインのライセンスチェックとライセンスの手動インストール]バーのオ

プションが表示されていない場合は、バーをクリックして表示します。
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c. [アクティベート済みライセンスキーのシステムへのインストール]で [ファイ

ルの選択]をクリックし、ファイルを保存した場所に移動します。

d. ファイルを選択して [開く]をクリックし、次に [アップロード]をクリックし

てシステムにファイルをアップロードします。

これで [基本設定]の設定を保存および復元するための適切なライセンスがシステムに適用さ

れます。

システム基本設定を保存するには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示しま

す。

2. [管理ツール]の下で [システム基本設定の保存]をクリックします。

3. [システム基本設定の保存]の下で、次のいずれかを選択します。

n このコンピュータ上のファイルにシステム基本設定を保存する

n クラウドのファイルにシステム基本設定を保存する—これを選択すると、ztCコン

ソールを実行しているリモート管理コンピュータがインターネットに接続している場

合は、次のメッセージが表示されます。

Stratus カスタマサービスポータルにログオンしてアカウントを認証します。

Stratus カスタマサービスアカウントのユーザ名とパスワードを入力します。リモー

ト管理コンピュータがインターネットに接続していない場合、ログイン用のフィール

ドは表示されません。代わりに、インターネット接続が利用不可であるためファイル

を保存できないことを示すメッセージが表示されます。

4. 必要に応じて、次のフィールドに情報を入力します。

n ファイル名—このフィールドにはデフォルトのファイル名が表示されます。形式は

ztC_<アセット ID>_preferences_yyyy-mm-dd-hh-mm-ss.zipです。ファイ

ルを保存した後でも、必要に応じてファイル名は変更できます。

n 説明—説明を入力します(オプション)。

n キーワード—デフォルトではキーワード<システムID>が表示されます。デフォル

トのキーワードを変更したり、キーワードを追加することができます。合計3つの

キーワードを指定できます。
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5. 次のいずれかのボタンをクリックします。

n 保存—ファイルがデフォルトのファイル名で保存されます。あるいは必要に応じて

ファイル名を変更できます。

ファイルをローカルコンピュータに保存する場合、デフォルトの場所を使用するか、

別の場所に移動します。(デフォルトの保存場所はブラウザで設定されています。)

ファイルをクラウドに保存している場合、ユーザ名とパスワードが正しく検証される

と、ファイルが作成されてユーザのクラウドアカウントに保存されます。フォルダの

名前は<アセット ID>です。

n クリア— [説明]フィールドと [タグ]フィールドをクリアします。また、ファイルを

クラウドに保存している場合、ファイル名はデフォルトの名前にリセットされ、ユー

ザ名とパスワードがクリアされます。

正しく保存されると、「システム基本設定が保存されました。」というメッセージが表示さ

れます。

システム基本設定を復元するには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示しま

す。

2. [管理ツール]の下で [システム基本設定の復元]をクリックします。

3. [システム基本設定の復元]の下で、次のいずれかを選択します。

n このコンピュータ上に保存されたファイルからシステム基本設定を復元する—

a. [ファイルの選択]をクリックして、デフォルトの保存ディレクトリにあるファ

イルのリストを、保存されているzipファイルも含めて表示します。必要な場

合は別のディレクトリに移動してください。

b. 復元する基本設定を含むファイルをスクロールして選択し、ファイル名をク

リックします。次のような表が表示されます。

システム基本設定を次から復元しています:

ファイル名
ztC_<アセットID>_preferences_yyyy-mm-dd-

hh-mm-ss.zip

ソフトウェアバー <バージョン番号>
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ジョン

説明 <説明>

キーワード <キーワード>

復元された基本設定に「ユーザとグループ」が含まれる場合、次の情報も表示

されます。

Active Directory の

資格情報

「ユーザとグループ」の設定を復元するには、

Active Directory の資格情報が必要です。

選択したファイルにある設定を復元するには、[次へ]をクリックします。

n クラウドに保存されたファイルからシステム基本設定を復元する—これを選択する

と、リモート管理コンピュータがインターネットに接続している場合は、「Stratus

カスタマサービスポータルにログオンしてアカウントを認証します。」というメッ

セージと、[ユーザ名]ボックスおよび [パスワード]ボックスが表示されます(アカウ

ントにまだログインしていない場合)。リモート管理コンピュータがインターネットに

接続していない場合は、インターネット接続が利用不可であることを示すメッセージ

が表示されます。

Stratus カスタマサービスアカウントのユーザ名とパスワードを入力して [ログイン]

をクリックします。

接続が確立されると、次の表が表示されます。

アセット ID の選択 ID の検索 システム基本設定を復元する元のファイルを選択

アセットID ファイル名 時刻

<アセットID> <ファイル名> <時刻>

<アセットID> <ファイル名> <時刻>
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[アセット ID]列には<アセットID>フォルダのリストが表示されます。[ファイル

名]列には<アセットID>フォルダ内にあるファイルが表示され、[時刻]列にはファ

イルの保存時刻が表示されます。

さらに、「システム基本設定を次から復元しています:」の表も表示されます。

ファイルを検索するには、[IDの検索]ボックスにファイル名を入力します。

ファイルを選択するには、該当する<アセットID>をクリックし、次に適切な<ファ

イル名>をクリックします。[次へ]をクリックして、選択したファイルから [基本設

定]の設定を復元します。

4. [復元するシステム基本設定を選択します]ウィンドウが開いて基本設定のリストが表示され

ます。

注:
デフォルトでは、次を除くすべての基本設定が選択されています。

n 製品ライセンス

n 日付と時刻

n ユーザとグループ— [ユーザとグループ]を選択すると、Active Directory

のユーザ名とパスワードを入力するためのウィンドウが表示されます。

n セキュアな接続—HTTP/HTTPSの設定を変更すると、システムへの接続

が失われ、再度ログインが必要になります。

n iptables セキュリティ— [iptables セキュリティ]を選択すると、復元さ

れたルールを現在のルールセットに付加するか、現在のルールセットを上

書きするかを尋ねるウィンドウが表示されます。

n IP 構成— [IP 構成]を選択し、そのIP構成が変更された場合、システム

への接続が失われ、再度ログインが必要になります。

復元対象ではない基本設定のチェックボックスはすべてオフにします。

5. [リストア]をクリックして選択した基本設定をシステムに復元するか、[戻る]をクリックし

て前のウィンドウに戻ります。いったん [リストア]をクリックすると、処理をキャンセルす

ることはできません。

[復元ステータス]列に、復元のステータスが進行中、完了済み、一部完了、または失敗とし

て一覧されます。復元プロセスが完了すると、次のメッセージが表示されます。
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完了。上記の基本設定が正常に復元されました。

6. [完了]をクリックします。最初の [システムの基本設定の復元]画面が再び表示されます。

関連トピック

「ztCコンソール」

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソールを使用する」

e アラートを構成する

電子メールアラート(e アラート)を構成して、システムで管理者による対処が必要なイベントが発生した

ときに、ztC Edge システムが管理者に電子メールを送信できるようにします。

前提条件: e アラートが正しく機能するようにするには、メールサーバを構成する必要がありま

す。「メールサーバを構成する」を参照してください。

e アラートを有効にするには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [通知]の下で [e アラート]をクリックします。

3. [e アラートの有効化]ボックスをクリックします。以下の設定を指定や選択するためのボックスが

表示されます。

n e アラートの言語—プルダウンメニューから言語を選択します。

n 受信者リスト (必須)—すべてのeアラート受信者の電子メールアドレスを入力します。

4. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

注: e アラートの構成を有効にしたり更新した場合、テストアラートを作成して、アラートを受

信できることを確認します。

テストアラートを作成するには
[テストアラートの作成]をクリックします。Stratus Redundant Linuxソフトウェアがテストア

ラートを作成して「テストアラート」という件名のサンプル電子メールをすべての電子メール受信

者に送信します。SNMPが構成されている場合、SNMPがトラップの受信者にトラップを送信しま

す(「SNMP設定を構成する」を参照)。また、構成されている場合はサポート構成がStratus 認定

サービス業者に通知を送信します(「リモートサポート設定を構成する」を参照)。配信ステータス
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はアラート履歴ログ(「[アラート履歴]ページ」を参照)で確認できます。

セカンダリ物理マシンをいったんメンテナンスモードにしてから(「メンテナンスモード」を参照)

メンテナンスモードを解除することによってeアラートをテストすることもできます。両方のメン

テナンスモードイベントに関するeアラートが受信されることを確認してください。

関連トピック

「ztCコンソール」

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソールを使用する」

SNMP 設定を構成する

ztC Edge システム用に簡易ネットワーク管理プロトコル(SNMP) の設定を構成して、SNMP管理アプリ

ケーションがシステムをリモートでモニタリングできるようにします。(SNMP情報は個々のPMではな

く、システムのみに関する情報です。)SNMP要求およびSNMPトラップを次のように有効にできます。

l SNMP要求—Stratus Redundant LinuxソフトウェアでサポートされるMIBに登録されているオ

ブジェクトの値を取得するために、システムに送信される要求。これには、ztC Edge システムを記

述するオブジェクトの集合であるシステム固有のMIBが含まれます。MIBファイルのコピーは、

[Downloads (ダウンロード)]ページ(https://www.stratus.com/services-

support/downloads/?tab=ztcedge) の [Drivers and Tools (ドライバとツール)]セクション

からダウンロードできます。

l SNMPトラップ—アラートなどのイベントが発生した後、ztC Edge システムのいずれかのノード

によって作成されるメッセージ。このメッセージは、通常ネットワーク管理ステーション(NMS) な

どの所定の受信者リスト宛てに送信されます。

適切な手順に従い、SNMP要求またはトラップを有効化します。

SNMP 要求を有効にするには
SNMP要求を有効にするには、次のいずれかの操作を実行します。

l [基本設定]ページからSNMP要求を有効にします。

n SNMPv3要求を有効にできる、ztC Edge システムの完全なMIBへの読み取り専用ア

クセスを持つSNMPv3ユーザを追加します。
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n SNMPv1要求とSNMPv2要求のアクセス制御を構成します。ここでは全ユーザに要

求の送信を禁止(制限あり) するか、あるいはデフォルトのpublic コミュニティを使用

して全ユーザに許可(制限なし) します。

l snmpd.confファイルを編集してSNMP要求の機能をカスタマイズします。SNMPv1要求

とSNMPv2要求のアクセス制御をカスタマイズできます。SNMPv3要求のユーザのリストも

カスタマイズすることができます。詳細については、下記の「SNMP要求の機能をカスタマ

イズするには」を参照してください。

[基本設定] ページから SNMP 要求を有効にするには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示し

ます。

2. [通知]の下で [SNMP 構成]をクリックします。

3. [SNMP 要求の有効化]の横のチェックボックスをオンにします。

4. [SNMP 要求のユーザリスト (バージョン 3)]が表示されます。

[SNMP 要求のユーザリスト (バージョン 3)]の下にユーザ名が表示される場合、そのユー

ザのセキュリティレベルと、snmpd.confファイルの読み取り専用コピーも表示されま

す。ユーザは完全なMIBへの読み取り専用アクセスをもっています。システムでサポートさ

れるSNMP 要求 (バージョン 3)ユーザは1人だけであることに注意してください。

ユーザ名が表示されない場合、SNMPv3ユーザを追加できます。

SNMPv3 ユーザを追加するには

a. [追加]ボタンをクリックすると、ユーザの追加ウィザードが起動します。

b. 次の値を入力します。

ユーザ名—SNMPv3エージェントにアクセスできるユーザの名前。名前は一

意でなければなりません。

セキュリティレベル—ユーザのセキュリティレベル。有効な値は次のとおり

です。

o 認証なし・プライバシーなし—メッセージにセキュリティが適用され

ず、認証も暗号化も行われません。

o 認証あり・プライバシーなし—メッセージは認証されますが、暗号化は

されません。[認証タイプ]と [認証パスワード]に値を入力する必要が

あります。
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o 認証あり・プライバシーあり—メッセージは認証され暗号化されます。

[認証タイプ]、[認証パスワード]、[暗号化タイプ]、および [暗号化パ

スワード]に値を入力する必要があります。

セキュリティレベルに認証またはプライバシーが含まれる場合、次のフィール

ドが表示されます。

認証タイプ—ユーザの認証のタイプ。有効な値は次のとおりです。

o MD5: メッセージダイジェストアルゴリズム(MD5) をユーザの認証タ

イプとして構成します。

o SHA: セキュアハッシュアルゴリズム(SHA) をユーザの認証タイプと

して構成します。

認証パスワード—ユーザの必須のパスワード。認証秘密鍵の生成に使用されま

す。パスワードは8文字以上でなければなりません。

暗号化タイプ—ユーザの暗号化のタイプ。有効な値は次のとおりです。

o AES: 高度暗号化標準(AES) をユーザの暗号化タイプとして構成しま

す。

o DES: データ暗号化標準(DES) をユーザの暗号化タイプとして構成しま

す。

暗号化パスワード—ユーザの必須のパスワード。暗号化秘密鍵の生成に使用さ

れます。パスワードは8文字以上でなければなりません。

c. [保存]をクリックして変更を保存します。

5. アクセスオプションを選択します。

制限あり (デフォルト)—SNMPv1要求とSNMPv2要求の送信を全ユーザに禁止します。

制限なし—デフォルトのpublic コミュニティを使用してSNMPv1要求とSNMPv2要求の送

信を全ユーザに許可します。

カスタム (snmpd.confをユーザが手作業で編集した場合に利用可能。下記の「SNMP要

求の機能をカスタマイズするには」を参照)—カスタムのアクセスを可能にします。

6. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

snmpd.conf ファイルを編集して SNMP 要求の機能をカスタマイズするには

snmpd.confファイルを編集してSNMP要求の機能をカスタマイズします。
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SNMPv1要求とSNMPv2要求のアクセス制御をカスタマイズするには、次のように

/etc/snmp/snmpd.confファイルを編集します。

1. ホストにログインします。

2. 両方のノードで標準の /etc/snmp/snmpd.confファイルを手作業で編集しま

す。

3. ファイルを保存します。

4. systemctl restart snmpdコマンドを入力して各ノードで nmpdプロセスを再起動

します。

SNMPv3要求のユーザのリストをカスタマイズするには、次のように

/etc/snmp/snmpd.confファイルと /var/lib/net-snmp/snmpd.confファ

イルを編集します。

1. ホストにログインします。

2. 両方のノードで標準の /etc/snmp/snmpd.confファイルを手作業で編集しま

す。

3. 両方のノードで標準の /var/lib/net-snmp/snmp/snmpd.confファイルを

手作業で編集します。

4. ファイルを保存します。

5. systemctl restart snmpdコマンドを入力して各ノードで nmpdプロセスを再起動

します。

SNMP トラップを有効にするには

注:

1. SNMP トラップ (バージョン 3)の受信者を追加する場合、受信サーバ上のト

ラップユーザのエンジンIDが0x80001370017F000001であることを確認する

必要があります。

2. SNMPトラップの構成を有効にしたり更新した場合、テストアラートを作成し

て、トラップを受信できることを確認します。

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示し

ます。

2. [通知]の下で [SNMP 構成]をクリックします。
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3. [SNMP トラップの有効化]の横のチェックボックスをオンにします。

4. SNMPコミュニティの名前を入力するか、デフォルト値(public) のままにします。

5. [SNMP トラップの受信者リスト (バージョン 3)]の下に、トラップユーザのリストと、ト

ラップユーザがいる受信サーバのIPアドレスが表示されます。ztC Edge システムは受信

サーバ上のトラップユーザにSNMPv3トラップを送信します。必要に応じて受信者を追加し

ます。

受信者を追加するには

a. [追加]ボタンをクリックして、受信者の追加ウィザードを起動します。

b. 次の値を入力します。

受信者アドレス—受信サーバのホスト名またはIPv4アドレス。

ユーザ名—受信サーバ上のトラップユーザの名前。名前はその受信者に一意で

なければなりません。

セキュリティレベル—ユーザのセキュリティレベル。有効な値は次のとおり

です。

o 認証なし・プライバシーなし—メッセージにセキュリティが適用され

ず、認証も暗号化も行われません。

o 認証あり・プライバシーなし—メッセージは認証されますが、暗号化は

されません。[認証タイプ]と [認証パスワード]に値を入力する必要が

あります。

o 認証あり・プライバシーあり—メッセージは認証され暗号化されます。

[認証タイプ]、[認証パスワード]、[暗号化タイプ]、および [暗号化パ

スワード]に値を入力する必要があります。

セキュリティレベルに認証またはプライバシーが含まれる場合、次のフィール

ドが表示されます。

認証タイプ—ユーザの認証のタイプ。有効な値は次のとおりです。

o MD5: メッセージダイジェストアルゴリズム(MD5) をユーザの認証タ

イプとして構成します。

o SHA: セキュアハッシュアルゴリズム(SHA) をユーザの認証タイプと

して構成します。
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認証パスワード—ユーザの必須のパスワード。認証秘密鍵の生成に使用されま

す。パスワードは8文字以上でなければなりません。

暗号化タイプ—ユーザの暗号化のタイプ。有効な値は次のとおりです。

o AES: 高度暗号化標準(AES) をユーザの暗号化タイプとして構成しま

す。

o DES: データ暗号化標準(DES) をユーザの暗号化タイプとして構成しま

す。

暗号化パスワード—ユーザの必須のパスワード。暗号化秘密鍵の生成に使用さ

れます。パスワードは8文字以上でなければなりません。

c. [保存]をクリックして変更を保存します。

6. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

7. 組織のファイアウォールを構成して、SNMP操作を許可してSNMP管理システムがztC

Edge システムとの間でアラートの受信とトラップの送信を行えるようにします。そのために

は、SNMPポートを開くように組織のファイアウォールを構成します。

メッセージタイプ: SNMP

プロトコル: SNMP

ポート: 161(Get/Walk) 162 (トラップ)

8. [テストアラートを作成]をクリックしてテストアラートを作成します。

Stratus Redundant Linuxソフトウェアがテストアラートを生成し、SNMPがトラップを

SNMPトラップの受信者に送信します。構成されている場合にはeアラートが「テストア

ラート」という件名のサンプル電子メールをeアラートのすべての電子メール受信者に送信

します(「eアラートを構成する」を参照)。さらに、構成されている場合はサポート構成に

よってStratus 認定サービス業者に通知が送信されます(「リモートサポート設定を構成す

る」を参照)。配信ステータスはアラート履歴ログ(「[アラート履歴]ページ」を参照)で確

認できます。

関連トピック

「SNMP」

「ztCコンソール」

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソールを使用する」
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OPC 設定を構成する

Open Platform Communication (OPC) の設定を構成して、OPCサーバの機能を有効にします。この機能

はOPCクライアントによって受信され表示されるztC Edge システムのパフォーマンスデータを発行しま

す。これにより、ztC Edge システムを他の産業機械と一緒にモニタリングできるようになります。

OPC機能を使用するには、OPCクライアントソフトウェアを選択して個別のコンピュータにインストール

してから、OPCクライアントを構成してください(「OPCクライアントをインストールおよび構成するに

は」を参照)。OPCクライアントは、OPC用に構成するztC Edge システム上のポートからデータを受信す

るように構成しなければなりません。デフォルトのポートは4840ですが、それ以外のポート番号も指定で

きます。

OPC 設定を構成するには

1. 左側にあるナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [通知]の下で [OPC 構成]をクリックします。

3. [OPC サーバの有効化]の横のチェックボックスをオンにします。

4. デフォルトのポート番号は4840です。必要に応じて別の番号を指定します。

5. システムに合わせて次のチェックボックスのうち1つまたは両方をオンにします。

匿名 OPC クライアント接続の許可—OPCクライアントはztC Edge システム上のOPCサーバに接

続する際にユーザ名とパスワードを必要としません。(チェックボックスがオンにされていない場

合、OPCクライアントがユーザ名とパスワードを提供する必要があります。)

[ユーザとグループ] で構成されたユーザ名とパスワードによる OPC クライアント接続の許可—

OPCクライアントはztC Edge へのログインに使用するのと同じユーザ名とパスワードを使ってztC

コンソールシステム上のOPCサーバに接続することができます。(チェックボックスをオンにしな

い場合、OPCクライアントは、[ユーザとグループ]ページで指定したローカルユーザアカウント

のユーザ名とパスワードを使ってOPCサーバにログインすることができません。「ローカルユー

ザアカウントを管理する」を参照してください。)

6. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

OPC クライアントをインストールおよび構成するには
OPCクライアントソフトウェアは個別のコンピュータにインストールして構成する必要がありま

す。数多くの市販製品から好みのOPCクライアントソフトウェアを選択できます。下記の手順で

は、Unified Automation社のUaExpert®ソフトウェアを使用してOPCクライアントをインス

トールして構成する方法を説明します。

UaExpert ソフトウェアを使用して OPC クライアントをインストールおよび構成する
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注: 以下の手順だけでなく、UaExpert ソフトウェアに付属の操作手順にも従ってくださ

い。

1. UaExpert ソフトウェアのWindows バージョンをダウンロードしてインストールします。

https://www.unified-automation.com/products/development-tools/uaexpert.html

を参照してください。

2. UaExpert ソフトウェアを初めて起動する場合、ソフトウェアを初回起動する際の指示に従っ

てください。

3. UaExpert ソフトウェアを実行します。

[Unified Automation UaExpert - The OPC Unified Architecture Client -

NewProject (Unified Automation UaExpert - OPC Unified Architecture クライア

ント - 新規プロジェクト)]というメインウィンドウが開きます。

4. メニューバーの [Server (サーバ)]をクリックして [Add (追加)]を選択します。[Add

Server (サーバの追加)]ダイアログボックスが表示されます。

5. [Advanced (詳細)]タブをクリックします。

6. [Endpoint Url (エンドポイント URL)]ボックスにエンドポイントのURLを入力します。

これはztC Edge システムのクラスタIPアドレスです(例: opc.tcp://tcp_cluster_ip_

address:4840/)。

7. [Security Settings (セキュリティ設定)]で、[Security Policy (セキュリティポリ

シー)]と [Message Security Mode (メッセージセキュリティモード)]の両方に

[None (なし)]を選択します。

8. [Authentication Settings (認証設定)]で、お使いの構成に適したものを次から1つ選択

します。

Anonymous (匿名)—匿名OPCクライアント接続を許可するチェックボックスをオンに

した場合、これを選択します。

Username (ユーザ名)およびPassword (パスワード)—ユーザ名とパスワードを使用し

たOPCクライアント接続を許可するチェックボックスをオンにした場合、値を入力します。

入力するユーザ名とパスワードは、ztC Edge システム上でOPCアクセス用に読み取り専用

ユーザのために追加されるユーザ名とパスワードに一致していなければなりません。ztC

Edge システムにユーザを追加する方法の詳細については、「ローカルユーザアカウントを

管理する」を参照してください。
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9. [OK]をクリックして [Add Server (サーバの追加)]ダイアログボックスを閉じます。

メインウィンドウが再び表示されます。左側のパネルで、[Servers (サーバ)]の下の

[Project (プロジェクト)]ボックスにサーバの名前が表示されます。

10. 新しいサーバを選択してから、ツールバーでマイナス記号のアイコンの右に表示される接続

ボタンをクリックします。

クライアントがサーバに正しく接続すると、メインウィンドウの [Address Spaces (アド

レス空間)]ボックスにサーバのエンドポイントが表示されます。

[Address Spaces (アドレス空間)]ボックスで最上位レベルをクリックして展開表示すると、利

用できるデータ値を検査できます。[Attributes (属性)]ボックスの [Value (値)]列に、選択し

た項目の現行値が表示されます。

関連トピック

「OPC出力を表示する」

「ztCコンソール」

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソールを使用する」

OPC 出力を表示する

ztC Edge システム上でOPCサーバの機能を有効化した後、(ztC Edge システムではないコンピュータ上

の) OPCクライアントから、システムのパフォーマンスデータを発行することができます。このデータは

複数のアドレス空間に分割され、その各アドレス空間がいくつかのデータ項目を含むサブオブジェクトに分

かれています。ztC Edge システム上のOPCサーバ機能がデータ項目の値をOPCクライアントに渡し、ク

ライアントがデータを表示します。

このトピックでは、Unified AutomationのUaExpert®ソフトウェアで作成されたOPCクライアントを

使ってztC Edge システムの情報を表示する方法を説明します。

OPC 出力を表示する

1. OPCクライアントを作成したコンピュータ上で、OPCクライアントを開きます。

2. 左側の [Project (プロジェクト)]パネルで、[Project (プロジェクト)]、[Servers (サーバ)]、

[ztC OPC Server (ztC OPC サーバ)]の順にクリックします。
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[Project (プロジェクト)]の下の左パネルに [Address Space (アドレス空間)]が表示されま

す。[ztC OPC Server (ztC OPC サーバ)]を選択すると、[Address Space (アドレス空間)]パ

ネルに [Root (ルート)]の階層が表示されます。

3. [Address Space (アドレス空間)]パネルで、[Root (ルート)]の下の [Objects (オブジェク

ト)]をクリックします。[Objects (オブジェクト)]の下で、[Server (サーバ)]と [ztC]を選択

できます。

n サーバ
現在OPCサーバを実行しているノードに関する情報は、[BuildInfo (ビルド情報)]

サブオブジェクトで確認できます。[Server (サーバ)]、[ServerStatus (サーバス

テータス)]の順にクリックします。

[BuildInfo (ビルド情報)]サブオブジェクトに、次のデータ項目の値が表示されま

す。

データ項目 説明

ProductUrl 「http://www.stratus.com/」と表示されます。

ManufacturerName
「Stratus Technologies Ireland, Ltd」と表示さ

れます。

ProductName ハードウェアの製品名(ztC Edge) が表示されます。

SoftwareVersion
Stratus Redundant Linuxソフトウェアのバージョン

番号が表示されます。

BuildNumber
Stratus Redundant Linuxソフトウェアのビルド番号

が表示されます。

BuildDate
Stratus Redundant Linuxソフトウェアのビルドの日

付が表示されます。

Serverオブジェクトのその他の情報は、『OPC Unified Architecture

Specification』の「Part 5: Information Model」を参照してください。この文書は

opcfoundation.orgから入手できます。
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n ztC—ztCオブジェクトは、アドレス空間を、次の各表に示すデータ項目を含むサブオブ

ジェクトに分割します。

アプリケーション
アプリケーションのデータ項目は、アプリケーションの稼働状態に関する情報を提供

します。

データ項目 説明

AlertedApplicationsCount

AlertedApplicationsList にあるアプリケー

ションの数を表示します。

データ型: UInt32

AlertedApplicationsList

現在モニタリング対象のアプリケーションの

うち、ステータスが正常でないか、利用不可

のもの(Not Running (停止中)、Not

Responding (応答なし)、Unavailable (利用

不可)、およびNot found (検出不可)) を一覧

します。このリストには停止しているVMの

アプリケーションが含まれます。アクティブ

でないモニタ([Monitor (モニタ)]タブの

[Applications (アプリケーション)]パネル

にある、[Enabled (有効)]ボックスがオフ

になっているアプリケーションモニタ)はリス

トに含まれません。

データ型:動的な文字列配列

AllApplicationsHealthy

モニタリング対象のアプリケーションに警告

があるかどうかを示します。trueの場合は警

告がなく、falseの場合は1つ以上のモニタリ

ング対象アプリケーションに警告がありま

す。

データ型: Boolean
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データ項目 説明

ApplicationMonitoringEnabled

アプリケーションのモニタリングにライセン

スが適用され有効になっているかを示しま

す。trueの場合は有効です。falseの場合は有

効にされていません。

データ型: Boolean

ApplicationsCount

現在モニタリング対象となっているアプリ

ケーションの数を示します。この値は

ApplicationsList のアプリケーションの数と一

致します。

データ型: UInt32

ApplicationsList

現在モニタリング対象となっているアプリ

ケーションを一覧します。これは1次元の配

列で、モニタリング対象のアプリケーション

が追加や削除されると、それに応じて増減し

ます。アクティブでないモニタ([Monitor

(モニタ)]タブの [Applications (アプリ

ケーション)]パネルにある、[Enabled (有

効)]ボックスがオフになっているアプリケー

ションモニタ)はリストに含まれません。リス

トされる名前には、アプリケーション名の前

に接頭辞としてVM名が含まれています(例:

vm1/testapp.exe)。

データ型:動的な文字列配列

物理マシン
物理マシンのデータ項目は、システム内の個々のノードが正常かどうかについての情

報を提供します。

111/331ページ



ztC Edge ユーザガイド

データ項目 説明

AllPhysicalMachinesHealthy

両方のノードが正常かどうかを示します。

trueの場合は両方のノードが存在し、緑の

チェックマーク付きで実行され、メンテナ

ンスモードになっていません。falseの場合

は片方または両方のノードが存在しない

か、緑のチェックマーク付きで実行されて

いないか、メンテナンスモードになってい

ません。

データ型: Boolean

node0および node1

NodenHostState: ホストの状態。有効な

値には次が含まれます: exiled (除外済み)、

failed (失敗)、firmware (ファームウェ

ア)、imaging (イメージング)、lost (損

失)、nfc、off (オフ)、proto (プロト)、

running (実行中)、starting (開始中)、

stopping (停止中)、unlicensed (ライセン

スなし)、unreachable (アクセス不可)。

NodenIPaddress: ノードのIPアドレス。

NodenMaintenanceMode: ホストのメン

テナンスモード。有効な値には次が含まれ

ます: evacuating (退去中)、maintenance

(メンテナンス)、normal (正常)。

NodenExists: ノードがシステムで認識され

ているかどうかを示します。trueの場合は

ノードがシステムに正しく接続していま

す。falseの場合は2つ目のノードがシステ

ムに追加されていないか、2つ目のノード
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データ項目 説明

が追加された後で削除されています。この

値が falseの場合、nodenの他のすべての

情報は無視してください。

NodenVirtualMachineList: このノードで

実行中の仮想マシン(VM)を一覧します。

NodenCombinedState:

NodenMaintenanceMode、

NodenExists、NodenHostState の組み合

わせを次のように示します。

o NodenExists が falseの場合、

NodenCombinedState はmissing

(不在)です。

o NodenExists が true、

NodenHostState が running (実行

中)、および

NodenMaintenanceMode が

evacuating (退去中)または

maintenance (メンテナンス)の場

合、NodenCombinedState は

evacuating (退去中)または

maintenance (メンテナンス)で

す。

o NodenCombinedState がそれ以外

の値の場合、これは

NodenHostState の値を示します。

NodenHostState の有効値の範囲は

上記のとおりです。
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データ項目 説明

PhysicalMachinesList
存在するノードを一覧します。

データ型:動的な文字列配列

PhysicalMachinesWarningCount

緑のチェックマークが付いていない物理マ

シンの数を表示します。

データ型: UInt32

PhysicalMachinesWarningList

問題を報告している物理マシンを一覧しま

す。このリストは通常、両方のノードを含

みます。たとえば、セカンダリがメンテナ

ンスモードにあり、プライマリが安全でな

い場合など。

データ型:動的な文字列配列

PrimaryPhysicalMachine

現在のプライマリノードの名前を表示しま

す。

データ型:文字列

仮想マシン
仮想マシンのデータ項目は、システム上で実行中のVMのステータスについての情報

を提供します。

データ項目 説明

AllVirtualMachinesHealthy

警告またはエラーのステータスをもつVMが

あるかどうかを示します。trueの場合、すべ

てのVMに緑のチェックマークが付いていま

す。falseの場合、緑のチェックマークが付い

ていないVMが1つ以上あります。

データ型: Boolean
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データ項目 説明

FTVirtualMachinesList

システム上に存在するFTVMの名前を一覧し

ます。

データ型:動的な文字列配列

GetPhysicalMachine

指定のVMをどの物理マシンが実行している

かを示します。

データ型: 1つの文字列を受け入れて1つの文

字列を返す関数(関数の入力引数はVM名を示

す文字列、出力は入力引数に指定されたVM

を現在実行している物理マシンを示す文字

列、つまりnode0またはnode1です)

HAVirtualMachinesList

システム上に存在するHA VMの名前を一覧し

ます。

データ型:動的な文字列配列

RunningVirtualMachinesCount

RunningVirtualMachinesList にあるVMの数

を表示します。

データ型: UInt32

RunningVirtualMachinesList

running (実行中)とマークされているVMの

名前を一覧します。

データ型:動的な文字列配列

StoppedVirtualMachinesCount

StoppedVirtualMachinesList にあるVMの数

を表示します。

データ型: UInt32

StoppedVirtualMachinesList

stopped (停止)とマークされているVMの名

前を一覧します(booting (ブート中)など推移

中の状態は無視します)。
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データ項目 説明

データ型:動的な文字列配列

VirtualMachinesCount

システム上に存在するVMの数を表示しま

す。

データ型: UInt32

VirtualMachinesList

システム上に存在するVMの名前を一覧しま

す。

データ型:動的な文字列配列

システム
システムのデータ項目は、高レベルのステータス情報に加え、システム全体のアクセ

スメソッドに関する情報も提供します。

データ項目 説明

ManagementConnectionGood

OPCサーバがztC Edge システムから情報を

取得できるかどうかを示します。trueの場

合、サーバがシステムから情報を取得できま

す。falseの場合、サーバは情報を取得できま

せん。

データ型: Boolean

ManagementIP

ztC Edge システムの、システムのIPアドレ

スを示します。

データ型:文字列

ManagementURL
ztCコンソールのHTTP URLを示します。

データ型:文字列

OutstandingSeverity ログインページのシステム全体のステータス
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リモートサポート設定を構成する

データ項目 説明

アイコンに対応します。

データ型:文字列

SecureManagementURL
ztCコンソールのHTTPSURLを示します。

データ型:文字列

関連トピック

「OPC設定を構成する」

リモートサポート設定を構成する

ztC Edge システムに初めてログインするときに、サポート構成を設定して、注意の必要なイベントが発生

するとztC Edge システムがサポート通知(アラート)をStratus 認定サービス業者に送信する機能を有効

にします。

サポート構成の設定を行うには

注: [リモートサポートアクセスの有効化]または [通知の有効化]の設定を有効にしたり変更

する際は、Stratus 認定サービス業者が担当のシステムからのシステム稼動状態に関するメッ

セージを受信できることを確認するテストアラートを作成します。

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [リモートサポート]の下で [サポート構成]をクリックします。

3. システムに応じて、適切な設定に変更します。

n [リモートサポートアクセスの有効化]を使用すると、Stratus 認定サービス業者がトラブ

ルシューティングの目的でztC Edge システムにリモート接続できます。この設定は、有効に

した後でも必要に応じて無効にすることができます。

n [通知の有効化]を使用すると、ztC Edge システムからStratus 認定サービス業者に稼動状

態とスタータスの通知を送信できます。

o [サポート通知の有効化]は、注意が必要なすべてのイベントに関してアラートを送信

します。また、Stratus 認定サービス業者に定期的な"ハートビート" call-homeメッ

セージも送信します。
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o [定期レポートの有効化]を使用すると、システム情報のサマリを毎日送信し、製品お

よびサービスの品質向上に役立てることができます。

4. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

5. 組織のファイアウォールを構成して、サポートメッセージが許可されるようにします。

サポートメッセージが許可されるようにファイアウォールを構成するには
次の情報を使用して、企業のファイアウォールを、Stratus 認定サービス業者との通信が許可

されるように構成します。

メッセージタイプ:Call-homeとライセンス

プロトコル: TCP

ポート: 443

Stratus サポートサーバアドレス: *.stratus.com

メッセージタイプ:サポート診断

プロトコル: TCP

ポート: 443

Stratus サポートサーバアドレス: *.stratus.com

メッセージタイプ:Dial-in

プロトコル: TCP

ポート: 443、デフォルトプロキシポート: 3128 (デフォルトプロキシポート番号は

変更できます。)

Stratus サポートサーバアドレス: *.ecacsupport.com

メッセージタイプ: e アラート

プロトコル: SMTP

ポート: 25

(TCPおよびUDPポートの詳細については、ナレッジベースにアクセスして、「TCP and

UDP ports used by ztC Edge (ztC Edge で使用されるTCPおよびUDPポート)」という記

事(KB-9357) を検索してください。「ナレッジベースの記事にアクセスする」を参照して

ください。)

SNMP管理システムを有効にして、アラートを受信してztC Edge システムにトラップを送信

するには、ファイアウォールを以下のように構成します。

メッセージタイプ: SNMP

プロトコル: SNMP

ポート: 161(Get/Walk) 162 (トラップ)
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インターネットプロキシ設定を構成する

6. テストアラートを作成します。

テストアラートを作成するには
[テストアラートの作成]をクリックします。Stratus Redundant Linuxソフトウェアがテス

トアラートを生成し、サポート構成がStratus 認定サービス業者に通知を送信し、構成され

ている場合はeアラートが「テストアラート」という件名のサンプル電子メールをeアラー

トのすべての電子メール受信者に送信します(「eアラートを構成する」を参照)。さらに、

構成されている場合はSNMPによってSNMPトラップの受信者にトラップが送信されます(

「SNMP設定を構成する」を参照)。配信ステータスはアラート履歴ログ(「[アラート履歴]

ページ」を参照)で確認できます。サポート通知に失敗すると、後続のアラートが作成され

ます。

関連トピック

「ztCコンソール」

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソールを使用する」

インターネットプロキシ設定を構成する

組織でインターネットアクセスにプロキシサーバを使用する必要があり、ztC Edge あるいは他の認定

Stratus サービス業者とサービス契約を交わしている場合は、ztC Edge システムのプロキシ設定を構成し

ます。

プロキシサーバはztC Edge システムとインターネットとの間のセキュアなブリッジとして機能します。

Stratus Redundant Linuxソフトウェアは、サポート通知メッセージまたはリモートサポートのアクセス

機能に関連する発信HTTPトラフィック用としてのみプロキシサーバ情報を使用します。

インターネットプロキシ設定を構成するには

1. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

2. [リモートサポート]の下で [プロキシ構成]をクリックします。

3. プロキシサービスを有効にするには、[プロキシの有効化]ボックスをクリックします。

4. [プロキシサーバ]ボックスにプロキシサーバの完全修飾ホスト名か、IPアドレスを入力します。

5. デフォルトのポート番号(3128) と異なるポートを使用する場合は、[ポート番号]ボックスにポー

ト番号を入力します。
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6. プロキシサーバに認証が必要な場合、[認証の有効化]ボックスをクリックし、[ユーザ名]と [パス

ワード]を入力します。

パスワードを指定しない場合、以前のパスワードが引き続き必須になります。以前のパスワードが

空で、新しいパスワードも入力しない場合、パスワードは空のままになります。

7. [保存]をクリックするか、以前の保存値に戻すには [リセット]をクリックします。

関連トピック

「ztCコンソール」

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソールを使用する」

[アラート履歴] ページ

[アラート履歴]ページには、ztC Edge システムで発生したイベントに関するメッセージが表示されます。

[アラート履歴]ページを開くには、ztCコンソールの左側のナビゲーションパネルで [アラート履歴]をク

リックします。(ztC Edge システムにおけるユーザアクティビティのログを表示するには、「[監査ログ]

ページ」を参照してください。)

注: サポート通知アラート、eアラート、およびSNMPトラップが生成されるのは、ztCコン

ソールでこれらを有効にした場合のみです。詳細については、次を参照してください。

l 「リモートサポート設定を構成する」

l 「eアラートを構成する」

l 「SNMP設定を構成する」

アラートに関する情報を表示するには、アラートを下にスクロールします。デフォルトでは一番新しいもの

から順に表示されます。アラートをクリックすると、アラートが発生した日時、問題とその解決策(該当す

る場合)に関する情報、およびこのアラートに対して [サポート通知]、[e アラート]、[SNMP トラップ]

のうちどれが送信されたかが表示されます。(アラート情報の表示には snmptableを使用することもで

きます。「snmptable でシステムIP情報を取得する」を参照してください。)

アラートを削除するには、アラートを選択して [削除]をクリックします。

アラートをすべて削除するには、[すべてパージ]をクリックします。
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[監査ログ]ページ

関連トピック

「ztCコンソール」

「ztCコンソールを使用する」

[監査ログ] ページ

[監査ログ]ページには、ztCコンソールにおけるユーザアクティビティのログが表示されます。このペー

ジを開くには、左側のナビゲーションパネルで [監査ログ]をクリックします。(ztC Edge システムで発生

したイベントのログを表示するには、「[アラート履歴]ページ」を参照してください。)

ログに関する情報を表示するには、ログエントリを下にスクロールします。デフォルトでは一番新しいも

のから順に表示されます。次の情報が表示されます。

l 時刻—アクションの日付と時刻。

l ユーザ名—アクションを開始したユーザの名前。

l 発信元ホスト—ztCコンソールを実行していたホストのIPアドレス。

l アクション—ztCコンソールで実行されたアクション。

監査ログ情報の表示には snmptableを使用することもできます(「snmptable でシステムIP情報を取

得する」を参照してください)。

関連トピック

「ztCコンソール」

「ztCコンソールを使用する」

[サポートログ] ページ

[サポートログ]ページでは、診断ファイルの生成を行えます。診断ファイルには、特定時点におけるztC

Edge システムのログファイルと構成情報が含まれます。Stratus 認定サービス業者はこの情報を使用し

て、システムの問題を解決することができます。

詳細については、次を参照してください。

l 「診断ファイルを作成する」

l 「診断ファイルを削除する」

l 「診断ファイルをカスタマサポートにアップロードする」
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関連トピック

「ztCコンソール」

「ztCコンソールを使用する」

「[基本設定]ページ」

診断ファイルを作成する

診断ファイルは特定時点におけるztC Edge システムのログファイルと構成情報を提供します。診断ファイ

ルを作成すると、Stratus 認定サービス業者によるシステムの問題解決に役立ちます。

注: Stratus Redundant Linuxソフトウェアは診断ファイル用に一定容量のストレージを割り当

てます。診断ファイルの作成時に十分な空き容量がない場合、システムは以前に作成されたファ

イルを削除します。

診断ファイルを作成するには

1. 左側のナビゲーションパネルで [サポートログ]をクリックして [サポートログ]ページを表示しま

す。

2. [診断ファイルの生成]をクリックします。

3. Stratus 認定サービス業者にファイルをアップロードします。手順については、「診断ファイルを

カスタマサポートにアップロードする」を参照してください。

関連トピック

「ztCコンソール」

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソールを使用する」

診断ファイルをカスタマサポートにアップロードする

Stratus ztC Edge カスタマサポートWebサイトに診断ファイルをアップロードして、システムの問題解

決に役立てます。(診断ファイルを作成するには、「診断ファイルを作成する」を参照してください。)

診断ファイルをカスタマサポートにアップロードするには

1. 左側のナビゲーションパネルで [サポートログ]をクリックして [サポートログ]ページを表示しま

す。
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診断ファイルを削除する

2. 次のいずれかを実行します。

n ztC Edge システムがインターネットに接続している場合、[アップロード]をクリックして診

断ファイルをStratus ztC Edge カスタマサポートWebサイトに直接アップロードします。

アップロードが成功した場合、診断ファイルが正しくアップロードされたことを伝えるメッ

セージが表示されます。

n ztC Edge システムがインターネットに接続されていない場合や、アップロードに失敗した場

合、診断ファイルを [Stratus Diagnostic File Upload (Stratus 診断ファイルのアップ

ロード)]Webページに手動でアップロードできます。まず、ztCコンソールで [ダウンロー

ド]をクリックして診断ファイルをローカルコンピュータに.zipファイルとしてダウンロー

ドします。zip形式の診断ファイルを、インターネットに接続しているコンピュータに転送し

ます。Webブラウザを開いてアドレスバーに

「http://diags.stratus.com/DiagUpload.html」と入力します。[Stratus Diagnostic

File Upload (Stratus 診断ファイルのアップロード)]ページで [Choose File (ファイル

の選択)]をクリックし、コンピュータ上のファイルを選択して [Submit (送信)]をクリッ

クします。

この手順の詳しい説明が必要な場合、ztC Edge カスタマサポートまでお問い合わせください。電話

番号は ztC Edge サポートページ(https://www.stratus.com/services-support/customer-

support/?tab=ztcedge) に記載されています。

ファイルが一切不要になった時点で(たとえば、カスタマサポートによりファイルが正しくアップロードさ

れたことが確認された時点で)、オプションで「診断ファイルを削除する」の説明に従って、ファイルを

ztC Edge システムから削除することができます。

関連トピック

「ztCコンソール」

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソールを使用する」

診断ファイルを削除する

診断ファイルをStratus 認定サービス業者にアップロードした後、ztC Edge システムから削除します。

診断ファイルを削除するには

1. 左側のナビゲーションパネルで [サポートログ]をクリックして [サポートログ]ページを表示しま

す。
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2. 診断ファイルを選択し、[削除]をクリックします。

関連トピック

「ztCコンソール」

「[基本設定]ページ」

「ztCコンソールを使用する」

[物理マシン] ページ

[物理マシン]ページでは、ztC Edge システムの物理マシン(PM)を管理できます。(PMはノードとも呼ば

れます。)このページを開くには、左側のナビゲーションパネルで [物理マシン]をクリックします。

[物理マシン]という見出しとマストヘッドのすぐ下に、[状態]、[アクティビティ]、[名前]、[モデル]、

[VM の数]の各列が表示されます。特定のPMを管理するには、[名前]の下で [node0 (プライマリ)]ま

たは [node1] (存在する場合)をクリックします。PMの状態とアクティビティの意味については、「物理

マシンの状態とアクティビティ」を参照してください。ノードに関する情報の表示には、snmptableコ

マンドを使用します(「snmptable でシステムIP情報を取得する」を参照してください)。

下部パネルにはアクションボタンおよび選択したノードの詳細情報が表示されます。

l アクションボタン:選択したノードの状態に応じてさまざまなアクションボタンが表示されます。

非アクティブなボタンはグレー表示されています。通常の場合、メンテナンスタスクを実行するに

は [作業開始]をクリックしてノードをメンテナンスモードに切り替える必要があります(詳細につ

いては、「メンテナンスモード」を参照してください)。メンテナンスモードで使用できる追加の

PMアクションについては、「物理マシンのアクション」か、実行するタスクのヘルプトピックを

参照してください。

l 詳細情報:選択したノードの詳細や統計を表示するには、次のいずれかのタブをクリックします。

n [サマリ] (初期表示)には、選択したノードについて、メーカー、モデル、シリアル番号、総

合状態、アクティビティ、および構成(メモリおよび論理ディスク)などの該当する情報が表

示されます。

n [説明]には、ノードに関する情報を入力できるウィンドウが表示されます。

n [ストレージ]には、ストレージの状態、論理ID、サイズおよび使用サイズが表示されます。

SSDドライブの余命も表示されます。

n [センサー]には、センサーの名前と現在の状態に関する情報が表示されます。これには、電

圧と温度や、バッテリ電圧チェックなどの情報も含まれます。
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物理マシンのアクション

n [ネットワーク]には、ネットワークの状態、名前、速度、およびMACアドレスが表示され

ます。

n [仮想マシン]には、仮想マシンの状態、アクティビティ、および名前が表示されます。

n [USB デバイス]には、ノードに挿入されているUSBデバイスがすべて一覧されます。

n [モニタ]には、システムに関する情報(CPU使用率、メモリ使用状況など)が表示されま

す。詳細については、「ztC Edge システムをモニタリングする」を参照してください。

関連トピック

「ztCコンソール」

「ztCコンソールを使用する」

物理マシンのアクション

物理マシン(PM)を選択すると、PMの状態とアクションに応じて以下のアクションボタンまたはこの一部

が表示されます。非アクティブなボタンはグレー表示されています。

注意事項: PMのメンテナンスを行うには、ztCコンソールの [物理マシン]ページを使用しま

す。コンピュータのコントロールは使用しないでください。ztCコンソールは、サービスの中断

につながる可能性のある大半のアクションからztC Edge システムを守ります。

コマンド 説明

作業開始

PMをメンテナンスモードにします。このPMで実行中のVMは、もう片方のPMが

存在し、サービスに使用されている場合はそちらにマイグレーションされます。(そ

うでない場合、要求を再確認してVMをシャットダウンするよう求められます。)VM

がマイグレーションまたはシャットダウンされると、PMに「実行中 (メンテナンス

中)」と表示されます。「メンテナンスモード」を参照してください。

[作業開始]ボタンをクリックすると、PMがメンテナンスモードになった後、一部のシステムでは次の

アクションを実行できるようになります。

最終処理

PMの「実行中 (メンテナンス中)」の状態を解除します。「メンテナンスモード」

を参照してください。
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コマンド 説明

シャットダウン

PMをシャットダウンします。PMは「オフ (メンテナンス中)」に切り替わります。

「物理マシンをシャットダウンする」を参照してください。

リブート

PMをリブートします。PMは「リブート準備中 (メンテナンス中)」に切り替わりま

す。「物理マシンをリブートする」を参照してください。

削除

PMやそのコンポーネントを交換できるよう、Stratus Redundant Linuxソフトウェ

アがPMをztC Edge システムのデータベースから削除します。「物理マシンを交換

する(手動)」を参照してください。

以下のアクションは、障害率が高いためにPMが故障したりStratus Redundant Linuxソフトウェアが

PMをサービスから除外し、電源をオフにした場合に使用できます。

リカバリ

故障したPMを復旧します。状況によっては、ztCコンソールに故障したPMの状態

が「アクセス不可能 (同期/退去中...)」と表示されることもあります。「故障した

物理マシンを復旧する(手動)」を参照してください。

関連トピック

「ztCコンソール」

「ztCコンソールを使用する」

「[物理マシン]ページ」

物理マシンの状態とアクティビティ

物理マシン(PM)には以下の状態とアクティビティがあります。各状態とアクティビティに応じて特定のア

クションが有効になります。

状態 アクティビティ
使用できるコマ

ンド
説明

実行中 作業開始 PMは正常に稼働しています。
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[仮想マシン]ページ

状態 アクティビティ
使用できるコマ

ンド
説明

退去中 最終処理
仮想マシンがこのPMからパートナー

マシンにマイグレーションしています。

実行中 作業開始 PMは故障が予想されます。

実行中 作業開始 PMが故障しました。

電源オフ 作業開始
障害率が高すぎるため、ztC Edge が

PMの電源をオフにしました。

ブート中 最終処理 PMがブートしています。

リブート中 最終処理 PMがリブートしています。

実行中

最終処理
シャットダウン

リブート

リカバリ

交換

PMはメンテナンスモードで実行中で

す。「メンテナンスモード」を参照し

てください。

関連トピック

「ztCコンソール」

「ztCコンソールを使用する」

「[物理マシン]ページ」

[仮想マシン] ページ

[仮想マシン]ページを使用して、ztC Edge システムで実行中の仮想マシン(VM)を管理します。このペー

ジを開くには、ztCコンソールの左側のナビゲーションパネルで [仮想マシン]をクリックします。

特定のVMを管理するには、[仮想マシン]ページの上部パネルでVMの名前をクリックします。下部のパ

ネルに、そのVMを管理するためのコントロールと情報が表示されます。
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[仮想マシン]ページに表示されるVMの状態とアクティビティの意味については、「仮想マシンの状態と

アクティビティ」を参照してください。このページに表示されるコントロールの詳細については、「仮想

マシンのアクション」か、特定のタスクのヘルプトピックを参照してください。

[仮想マシン]ページを使用して、次のような管理タスクを実行できます。

l VMに関する情報(VMの名前、オペレーティングシステム、説明、および下部パネルのタブに表示

されるリソースなど)を表示する

l VMを作成、コピー、エクスポート、インポート、復元する(「仮想マシンを作成/マイグレーショ

ンする」を参照)

l 「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

l 「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」

l VMの電源を制御する

n 「仮想マシンを起動する」

n 「仮想マシンをシャットダウンする」

n 「仮想マシンの電源をオフにする」

l 「仮想マシンを削除する」または「仮想マシンの名前を変更する」

l 高度なタスクやトラブルシューティングを実行する(「高度なトピック(仮想マシン)」を参照)

l USBデバイスまたはネットワークマウントフォルダをマウントしてゲストオペレーティングシス

テムで使用する(「ztC Edge システム上のUSBデバイスまたはネットワークマウントフォルダの

マウント」を参照)

l USBデバイスとVMを接続(または切断)する(「仮想マシンにUSBデバイスを接続する」を参照)

l Windows ベースのVMとアプリケーションをモニタリングする(「システム、Windows ベースの

VM、およびアプリケーションをモニタリングする」を参照)

管理者またはプラットフォームマネージャーのロールが割り当てられているユーザは、[仮想マシン]ペー

ジのすべてのタスクを実行できます。[VM マネージャー]のロールが割り当てられているユーザはすべて

のタスクを実行できますが、ボリュームを拡張することができません。VM マネージャーの権限の詳細につ

いては、「仮想マシンを管理する」を参照してください。これらのロールの割り当ての詳細については、

「ローカルユーザアカウントを管理する」を参照してください。

関連トピック

「仮想マシンを管理する」

「ztCコンソールを使用する」
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仮想マシンのアクション

仮想マシンのアクション

仮想マシン(VM)を選択すると、VMの状態とアクションに応じて以下のアクションボタンが表示されま

す。非アクティブなボタンはグレー表示されています。

アクション 説明

作成

VM作成ウィザードを起動します。「新しい仮想マシンを作成する」を参照してくだ

さい。

コピー

システム上の既存のVMをコピーして新しいVMを作成するか、トラブルシューティ

ングの目的でVMを複製します。「仮想マシンをコピーする」を参照してください。

インポート/リ

ストア

OVF およびVHDファイルのセットからVMをインポートします。「仮想マシンを作

成/マイグレーションする」を参照してください。

インポートウィザードでは、VMを"インポート"してそのVMの新しいインスタンス

を作成するか、あるいはVMを"リストア"してOVF およびVHDファイルに指定され

ているのと同じハードウェアIDが設定された同一のVMを作成することができます。

Open Virtual Machine Format (OVF) は、物理マシンまたは仮想マシンデータを

パッケージングして配布するためのオープンスタンダードです。OVF フォーマットは

VMに関するメタデータ情報を含みます。仮想ハードディスク(VHD)は、仮想ディス

ク情報を含むファイルです。

VMが稼動している場合、次のアクションを使用できます。

マウント

USBデバイスまたはネットワークマウントフォルダ(つまりディレクトリ)をマウン

トして、ゲストオペレーティングシステムで利用できるようにします。その後、マウ

ントしたロケーションにVMをエクスポートできます。「ztC Edge システム上の

USBデバイスまたはネットワークマウントフォルダのマウント」を参照してくださ

い。

アンマウント

USBデバイスまたはネットワークマウントフォルダをアンマウントします。「ztC

Edge システム上のUSBデバイスまたはネットワークマウントフォルダのマウント」

を参照してください。
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アクション 説明

コンソール

選択したVMのコンソールを開きます。「仮想マシンコンソールのセッションを開

く」を参照してください。

シャットダウ

ン

選択したVMをシャットダウンします。「仮想マシンをシャットダウンする」を参照

してください。

電源オフ

選択したVMの処理を直ちに停止して、そのメモリの状態を破棄します。これは、VM

を正常にシャットダウンできない場合の最後の手段としてのみ使用してください。

「仮想マシンの電源をオフにする」を参照してください。

VMがシャットダウンまたは停止している場合、次のアクションを使用できます。

構成

仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを起動します。このウィザードを起動す

る前にVMがシャットダウンされている必要があります。「仮想マシンのリソースを

再プロビジョニングする」を参照してください。

リストア

OVF またはVHDファイルの以前のバックアップコピーからVMを上書きすること

で、お使いのztC Edge システム上の既存のVMを復旧します。「OVF ファイルから

仮想マシンを交換/復元する」を参照してください。

エクスポート

OVF およびVHDファイルのセットにVMのイメージを保存します。これらのファイ

ルを別のシステムにインポートしたり、同じztC Edge システムにインポートし直し

て元のVMを復元や複製することもできます。「仮想マシンをエクスポートする」を

参照してください。

起動

選択したVMをブートします。「仮想マシンを起動する」を参照してください。
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アクション 説明

CDからブート

選択したCDからVMをブートします。「仮想CDからブートする」を参照してくだ

さい。

削除

VMを削除します。「仮想マシンを削除する」を参照してください。

次のアクションは、障害率が高いためにStratus Redundant LinuxソフトウェアがVMをサービスから

除外し、電源をオフにした場合に使用できます。

デバイスのリ

セット

VMの平均故障間隔(MTBF) カウンタをリセットしてサービスに戻せるようにしま

す。「故障した仮想マシンのMTBF をリセットする」を参照してください。

VMがクラッシュすると、MTBF しきい値に達している場合はStratus Redundant

LinuxソフトウェアがそのVMを自動的に再起動します。VMがMTBF のしきい値を

下回る場合、Stratus Redundant Linuxソフトウェアはそのマシンをクラッシュした

状態のまま維持します。必要に応じて [デバイスのリセット]をクリックし、VMを再

起動してMTBF カウンタをリセットできます。

関連トピック

「仮想マシンの運用を管理する」

「[仮想マシン]ページ」

「ztCコンソールを使用する」

仮想マシンの状態とアクティビティ

仮想マシン(VM)では、以下のように状態とアクティビティに応じて特定のアクションが有効になります。
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状態 アクティビティ 有効なアクション 説明

インストール中
Stratus Redundant Linuxソフト

ウェアが新しいVMのブートボ

リュームをインストールしていま

す。

停止

起動

コピー

構成

エクスポート

CDからブート

削除

VMはシャットダウンされたか電源

オフになっています。

ブート中
コンソール

電源オフ
VMが起動しています。

実行中

コンソール

シャットダウン

電源オフ

VMは冗長な物理マシンで正常に稼

動しています。

実行中
コンソール

シャットダウン

電源オフ

VMは正常に稼動していますが、完

全に冗長なリソースで実行されてい

ません。

停止中
電源オフ

削除

VMはシャットダウンアクションが

実行されたためシャットダウンして

いる最中か、もう片方の物理マシン

がメンテナンスモードに推移してい

るためにシャットダウンされていま

す。
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[ボリューム]ページ

状態 アクティビティ 有効なアクション 説明

クラッシュ

VMがクラッシュし、再起動してい

ます。有効な場合、eアラートとサ

ポート通知メッセージが送信されま

す。

クラッシュ

VMがクラッシュした回数が多く、

そのMTBF しきい値を超えました。

[デバイスのリセット]をクリックす

るまでVMはクラッシュ状態のまま

になります。「故障した仮想マシン

のMTBF をリセットする」を参照し

てください。

関連トピック

「仮想マシンの運用を管理する」

「[仮想マシン]ページ」

「ztCコンソールを使用する」

[ボリューム] ページ

[ボリューム]ページには、ztC Edge システム内の仮想マシン(VM)に接続されているボリュームに関する

情報が表示されます。このページを開くには、ztCコンソールの左側のナビゲーションパネルで [ボリュー

ム]をクリックします。[ボリューム]ページの上部パネルに、ボリュームに関する以下の列と情報が表示

されます。

l 状態

l 名前

l ディスクの同期 (存在する場合)

l サイズ

l ブート可能

l 用途。次のいずれかが表示されます。
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n ボリュームをVMが使用している場合、そのVMへのリンク。

n ボリュームが rootまたは swapの場合、物理マシン(PM)ページ(node0または存在する

場合はnode1) へのリンク。

n 共有ボリューム(shared.fs) の場合は「システム」。

n ボリュームがシステムボリュームではなく、VMでも使用されていない場合は「なし」。

[ボリューム]ページの上部パネルでボリュームの名前をクリックすると、下部パネルにそのボリュームに

関する追加の情報が表示されます。(ボリューム情報の表示には snmptableコマンドを使用することも

できます。「snmptable でシステムIP情報を取得する」を参照してください。)下部パネルでは、ボ

リュームに対して次のような管理タスクを実行できます。

l [説明]テキストボックスに各ボリュームの説明を追加する

l ボリュームの名前を変更する(「ztC Edge システムのボリュームの名前を変更する」を参照)

l [削除]をクリックしてボリュームを削除するただし、VMがボリュームを使用している場合、[削

除]ボタンはグレー表示されます。

その他のボリューム管理タスクは、[仮想マシン]ページから実行します。これには以下のタスクが含まれ

ます。

l 「仮想マシンにボリュームを接続する」

l 「仮想マシンのボリュームを作成する」

l 「仮想マシンからボリュームを切断する」

l 「仮想マシンからボリュームを削除する」

関連トピック

「ztCコンソール」

「ztCコンソールを使用する」

[ネットワーク] ページ

[ネットワーク]ページには、ztC Edge システムに接続されている共有ネットワークに関する情報が表示さ

れます。このページを開くには、ztCコンソールの左側のナビゲーションパネルで [ネットワーク]をク

リックします。

[ネットワーク]ページを使用して特定のネットワークに関する情報を表示できます。これにはネットワー

クの状態、リンク状況、名前、内部名、タイプ、接続されている仮想マシン(VM)の数、MTUなどが含ま

れます。また、下部パネルの [説明]タブでネットワークの説明を追加することもできます。
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MTUを設定する

特定のネットワークを管理したり、単にその情報を表示するには、[ネットワーク]ページの上部パネルで

[名前]または [内部名]にあるネットワークの名前をクリックするか、[サマリ]タブのネットワーク接続

図にあるポートをクリックします。下部のパネルに、そのネットワークのノードに関する追加の情報が表示

されます。[サマリ]タブの列にはノードの状態、物理インタフェース、速度、MACアドレス、スロット、

およびポートに関する情報が表示されます。列の表示/非表示を切り替えるには、カーソルを列見出しの右

に移動して、表示された下矢印をクリックし、列をクリックして表示/非表示する列を選択または選択解除

します。

[ネットワーク]ページを使用して、次のような管理タスクを実行できます。

l [サマリ]タブで、ネットワークを構成する物理アダプタのリストを確認する

l [説明]タブで、ネットワークの説明を追加する

l [仮想マシン]タブで、ネットワークを使用する仮想マシンのリストを確認する

l [名前]列で、名前をダブルクリックして名前を変更する

l A-Linkおよびビジネスネットワークの 「MTUを設定する」

ネットワークに関するその他の情報については、以下を参照してください。

l 「ネットワークアーキテクチャ」

l 「イーサネットケーブルを接続する」

l 「全般的なネットワーク要件と構成」

l 「ネットワークの要件を満たす」(ALSR構成)

注: [ネットワーク]ページには、両方の物理マシンに物理的に接続されているネットワークのみ

が表示されます。存在するはずのネットワークが表示されない場合、両方のネットワーク接続が

正しく配線されていて、そのリンクがアクティブであることを確認します。

関連トピック

「ztCコンソール」

「ztCコンソールを使用する」

MTUを設定する

ネットワークでサポートされる最大転送単位(MTU) が大きいほど、ネットワークのパフォーマンスが向上

します。ztCコンソールの [ネットワーク]ページを使用して、A-Linkおよびビジネス(biz) ネットワーク

にMTUの値を設定することができます。
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注: いずれかのビジネスネットワーク(network0または network1) のMTUの設定を変更

すると、システムがVMを自動的に一方のノードからもう片方のノードにマイグレーションし

ます。特に、network0のMTUを変更した場合、システムはプライマリノードからセカン

ダリノードへのフェイルオーバーも自動的に行います。この問題を回避するには、ビジネス

ネットワークのMTUの設定を変更しないようにするか、計画的なメンテナンス期間中のみに

MTUを変更するようにします。

A-Link またはビジネスネットワークのMTUを設定するには

1. 左側のナビゲーションパネルで [ネットワーク]をクリックして [ネットワーク]ページを表示しま

す。

2. 上部パネルでMTU値を設定するA-Linkまたはビジネスネットワークを選択します。

3. [構成]をクリックします。

4. [共有ネットワークの構成]ウィンドウで、[ネットワークロール]に [ビジネス]または [A-Link]

を選択します。

5. [MTU]の下で1280～65535のバイト値を入力します。デフォルト値は次のとおりです。

n 100iシステムの場合、すべてのイーサネットポートのデフォルト値は1500です。

n 110iシステムの場合、デフォルト値はイーサネットポートによって異なります。

o A1 (A-Link1) とA2 (priv0) ポートの値は9000です。

o P1～P6 (ibiz0～ ibiz5) ポートの値は1500です。

6. [保存]をクリックします。

関連トピック

「[ネットワーク]ページ」

「ztCコンソール」

「ztCコンソールを使用する」

[仮想 CD] ページ

[仮想 CD]ページを使用して仮想CD (VCD) を作成します。VCDを使用して、システム上の仮想マシンで

使用できる、ソフトウェアインストールメディアまたはリカバリメディアを作成できます。このページを

開くには、ztCコンソールの左側のナビゲーションパネルで [仮想 CD]をクリックします。
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[アップグレードキット]ページ

特定のVCDを管理するには、[仮想 CD]ページの上部パネルでVCDの名前をクリックします。下部のパ

ネルに、そのVCDの説明が表示されます。

[仮想 CD]ページを使用して、次のような管理タスクを実行できます。

l 「仮想CDを作成する」

l 「仮想CDを削除する」

l 「仮想CDの名前を変更する」

l [説明]テキストボックスに各ボリュームの説明を追加する

その他のVCD管理タスクを実行するには、「仮想CDを管理する」を参照してください。

関連トピック

「仮想CDを挿入する」

「仮想CDを取り出す」

「ztCコンソールを使用する」

[アップグレードキット] ページ

ztC Edge の [アップグレードキット]ページでは、お使いのシステムを新しいバージョンのStratus

Redundant Linuxソフトウェアにアップグレードするためのアップグレードキットのアップロードと管理

を行えます。システムソフトウェアの新しいバージョンが利用可能かどうかを確認し、利用できる場合は

ダウンロードすることができます。USBメディアにアップグレードキットをコピーして、このメディアを

システムソフトウェアの再インストールに使用することもできます。

[アップグレードキット]ページを開くには、ztCコンソールの左側のナビゲーションパネルで [アップグ

レードキット]をクリックします。

注: 利用できるアップグレードキットを自動でダウンロードするように指定できます。電子メー

ルアラート(e アラート)をシステム管理者に送信して、システムソフトウェアの更新が利用可

能になると通知するようにも設定できます。「ソフトウェア更新を管理する」を参照してくだ

さい。

システムソフトウェアの新しいバージョンをチェックしてダウンロードするには

1. 左側のナビゲーションパネルで [アップグレードキット]をクリックして [アップグレード

キット]ページを表示します。
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2. マストヘッドの下にある [更新のチェック]ボタンをクリックします。

メッセージボックスが開き、システムソフトウェアの新しいバージョンが利用可能かどうか

が表示されます。

3. 更新を利用できる場合、[利用可能なソフトウェア更新]ウィンドウが開くので、[ソフトウェ

アのダウンロード]をクリックして、ソフトウェアをダウンロードします。または、[リリー

スノートの確認]をクリックして、更新に関する情報を確認することもできます。

注: [アップグレードキット]ページで使用できる保存済みキットは2つだけで

す。ページに2つのキットが表示されているときに、もう1つ別のキットをダウ

ンロードするには、その前にキットを1つ削除する必要があります。

[ソフトウェアのダウンロード]をクリックすると、次が行われます。

n ztC Edge システムがインターネットに接続している場合、ソフトウェア更新を含む

.kitファイルがシステムに直接ダウンロードされ、[アップグレードキット]ページ

に一覧されます。

n システムがインターネットに接続していない場合、.kitファイルはztCコンソールを

実行しているリモートの管理コンピュータにダウンロードされます。ファイルをブラ

ウザの既定のダウンロードフォルダに保存するか、別の保存場所に移動します。シス

テムソフトウェアの新しいバージョンが利用可能で、システムへのアップロードが必

要なことを知らせるeアラート(設定されている場合)が届きます。

4. 続けてアップグレードを行うには、「アップグレードキットを使用してStratus

Redundant Linuxソフトウェアをアップグレードする」を参照してください。

Stratus Redundant Linuxソフトウェアのアップグレードの詳細については、「Stratus Redundant

Linuxソフトウェアをアップグレードする」を参照してください。

(USBメディアの作成の詳細については、「システムソフトウェアのUSBメディアを作成する」を参照し

てください。)

関連トピック

「ztCコンソール」

「ztCコンソールを使用する」
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システムソフトウェアのUSBメディアを作成する

システムソフトウェアの USB メディアを作成する

[アップグレードキット]ページを使用して、システムソフトウェアインストール展開Stratus

Redundant Linux用 ISOファイルのコピーが含まれたUSBメディアを作成できます。その後、このUSB

メディアを使用して障害のあるノードを手動で復旧したり交換する必要がある場合にソフトウェアを再イン

ストールします。

注: USBメディアにアップグレードキットをコピーすると、ファイルシステムがある場合はこ

れがメディアからアンマウントされます。

システムソフトウェアの USB メディアを作成するには

1. まだ行っていない場合はアップグレードキットをダウンロードします。「アップグレードキットを

使用してStratus Redundant Linuxソフトウェアをアップグレードする」を参照してください。

2. プライマリノードにUSBメディアを挿入します。[物理マシン]ページで、デバイス一覧のある

[USB デバイス]タブをクリックします。

3. ztCコンソールの左側のナビゲーションパネルで [アップグレードキット]をクリックします。

4. [アップグレードキット]ページに複数のキットが表示される場合、コピーするISOのあるバージョ

ンを選択します。

5. [USB メディアの作成]ボタン(マストヘッド下部にあります)をクリックします。

[USB メディアの作成]ダイアログボックスが開きます。

6. ノードに複数のUSBメディアがある場合、ドロップダウンリストからメディアを選択する必要があ

ります。その後、[続行]をクリックします(または、手順をキャンセルするには [キャンセル]をク

リックします)。

[USB メディアの作成]ダイアログボックスに進捗状況のパーセントが表示されます。コピーが完

了するとウィンドウが閉じます。

このUSBメディアを使用して障害のあるノードを手動で復旧したり交換する必要がある場合にソフトウェ

アを再インストールします。「故障した物理マシンを復旧する(手動)」または「物理マシンを交換する

(手動)」を参照してください。

関連トピック

「[アップグレードキット]ページ」
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第 4 章: Stratus Redundant Linux ソフトウェアをアップグレードする

Stratus Redundant Linuxソフトウェアをアップグレードするには、アップグレードキットを使用しま

す。「アップグレードキットを使用してStratus Redundant Linuxソフトウェアをアップグレードする」

を参照してください。

関連トピック

「ソフトウェア更新を管理する」

「[アップグレードキット]ページ」

「ztCコンソール」

「ztCコンソールを使用する」

アップグレードキットを使用して Stratus Redundant Linux ソフトウェアをアップグ

レードする

このトピックでは、Stratus Redundant Linuxソフトウェアのアップグレードキットを使用してシステム

ソフトウェアをアップグレードする方法を説明します。また、システムをアップグレードする前に、キット

をダウンロードしてからシステムにアップロードする必要がある場合、その方法についても説明します。2

つのノード用のライセンスが適用されたシステムでは、オプションで一時停止を有効にしてアップグレード

を制御することもできます(単一ノード用のライセンスが適用されたシステムで一時停止を有効にすること

はできません)。一時停止中のシステムの検査は、システムで管理されていないサードパーティ製ツールや

その他のサービスを確認したり再構成する場合に役立ちます。
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注意事項: ztC Edge システムのCentOSホストオペレーティングシステムを、Stratus 以外の

ソースから更新しないでください。ztC Edge ソフトウェアと一緒にインストールされる

CentOSリリースのみを使用してください。

前提条件:
l システムソフトウェアをアップグレードする前に、すべてのPMとVMが正常な稼働状

態になければなりません。アップグレードを開始する前に、ztCコンソールでPMまた

はVMの問題を示すアラートが発生していないことを確認してください。

l システムソフトウェアのアップグレードを行う前に、すべてのVCDおよびUSBメディ

アをVMから取り出してください。VCDまたはUSBメディアがVMに接続されたまま

の場合、システムがアップグレードプロセスのためにVMをマイグレーションしてPM

をメンテナンスモードに切り替えることはできません。

l システムがアップグレードキットの要件を満たしていることを確認するには、このト

ピックの説明に従って [評価]ボタンを使用します。

l 単一ノード用のライセンスが適用されたシステムをアップグレードする前に、VMを

バックアップしてください。その後、下記の手順に従いソフトウェアをアップグレード

して評価します。最後に、「単一ノード用のライセンスが適用されたシステムをアップ

グレードするには」の手順を使用して、システムの単一PMをアップグレードします。

アップグレードの操作中にシステムがリブートする際、ztCコンソールとの通信が少な

くとも15分間失われます。

次に手順を示します。

「I. アップグレードキットをダウンロードするには」

「II.システムにアップグレードキットをアップロードするには」

「III.ソフトウェアを評価するには」(オプション)

「IV.システムソフトウェアをアップグレードするには」

I. アップグレードキットをダウンロードするには

利用可能な更新がある場合、新しいシステムソフトウェアを含むアップグレードキットがまだダウンロー

ドされていない場合には、ダウンロードすることができます。[アップグレードキット]ページから、[利

用可能なソフトウェア更新]ウィンドウで [ソフトウェアのダウンロード]をクリックします(「[アップグ

レードキット]ページ」を参照)。
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アップグレードキットを使用してStratus Redundant Linuxソフトウェアをアップグレードする

あるいは、ソフトウェアをStratus のダウンロードページからダウンロードすることもできます。

注: ztCコンソールの [アップグレードキット]ページで使用できる保存済みキットは2つだけ

です。ページに2つのキットが表示されているときに、もう1つ別のキットをダウンロードす

るには、その前にキットを1つ削除する必要があります。

1. [Downloads (ダウンロード)]ページ(https://www.stratus.com/services-

support/downloads/?tab=ztcedge) を開きます。

2. アップグレードセクションにスクロールして、アップグレードリンクをクリックしてキットをダウ

ンロードします。

3. ローカルコンピュータでファイルを保存するロケーションに移動します。必要な場合、ztCコン

ソールを実行しているリモート管理コンピュータにファイルを転送します。

II.システムにアップグレードキットをアップロードするには

必要な場合、ztCコンソールを実行しているリモート管理コンピュータから、ztC Edge システムにアップ

グレードキットを転送します。

1. ztCコンソールの左側のナビゲーションパネルで [アップグレードキット]をクリックします。

2. [アップグレードキット]ページでマストヘッドの下にある [キットの追加]ボタンをクリックし

て、ztC Edge -キットのアップロードウィザードを開きます。

3. ztC Edge - キットのアップロードウィザードダイアログボックスで、Google Chromeの場合

は [ファイルの選択]、FirefoxまたはInternet Explorer の場合は [参照]をクリックしてから、.kit

ファイルを参照して選択します。

4. .kit ファイルを選択した後、[アップロード]、[インポート]、または [完了]をクリックします(実

行される機能は同じです)。ファイルをアップロードする間、「ファイルをアップロードしています

(ウィザードを閉じないでください)」というメッセージが表示されます。アップロードの所要時間

は、ローカルに保存されているファイルで最大2分間、ネットワーク経由で保存されているファイ

ルの場合は10分以上かかることがあります。アップロードに失敗した場合、ウィザードに「ファイ

ルのアップロードに失敗しました。」というメッセージが表示されます。

5. アップロードが完了すると、ウィザードが閉じて [アップグレードキット]ページにアップグレード

キットの状態とバージョン番号が表示されます。また、[キットの追加]ボタンに加え、[評価]、

[アップグレード]、および [削除]ボタンも表示されます。

6. 複数のアップグレードキットが読み込まれている場合、どれを使用するか選択してください。

III.ソフトウェアを評価するには
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ソフトウェアを評価して、システムがアップグレードキットの要件を満たしているかどうかを確認しま

す。(この手順は推奨しますが、必須ではありません。)

これを行うには、[アップグレードキット]ページで評価するアップグレードキットを選択して、[評価]

をクリックします。

評価の所要時間は最大6分です。評価に成功した場合、次のステップに進みます。

評価に失敗した場合は、ポップアップウィンドウが開いてエラーの原因を示すメッセージが表示されま

す。これらのメッセージには、リリースがサポートされない、ストレージが不足している、パーティション

に問題がある、VMのシャットダウンが必要、あるいはその他のシステムアップグレードに関する情報が示

されます。たとえば、システムのディスク領域が不足していてアップグレードを完了できない場合、空き

容量の不足を示すメッセージに必要な容量が報告されます。評価の問題を解決するための詳しい情報は、

Stratus カスタマサービスポータル (https://support.stratus.com)のナレッジベースで該当する評価

エラーメッセージを検索してください。

IV.システムソフトウェアをアップグレードするには

1. まず [アップグレードキット]ページの [アップグレード]をクリックして、アップグレードを開始

します。

システムのアップグレードが選択されたことを示す [確認]ウィンドウが開き、選択したアップグ

レードキットへのアップグレードの確認を求めるメッセージが表示されます。このウィンドウに

は、アップグレードを制御するために一時停止を有効にするチェックボックスも表示されます。一

時停止を有効にするには、[各ノードのアップグレード後に一時停止]ボックスをオンにします。

2. [はい]をクリックしてアップグレードを続行します。

アップグレードが開始されます。一時停止を有効にした場合、アップグレードのステップを示す図

に、アップグレードの現在の状態が表示されます。アップグレードが一時停止された場合、続行す

るには [最終処理]をクリックする必要があります。

ノードがアップグレードされた後、もう片方のノード(存在する場合)をアップグレードするまでは、2つ

のノードで異なるバージョンのソフトウェアが実行されています。この間、マストヘッドに「システムは次

の状態で稼働中: バージョン不一致」というメッセージが表示されます。

アップグレードが完了した後は、すべてのWindows ベースのVM上の更新されたvirtIOドライバを

チェックします。詳細については、「VirtIOドライバを更新する(Windows ベースのVM)」を参照してく

ださい。

単一ノード用のライセンスが適用されたシステムをアップグレードするには

1. ztC Edge システムで稼働しているすべてのVMをシャットダウンします。

144/331ページ

https://support.stratus.com/
https://support.stratus.com/
https://support.stratus.com/


アップグレードキットを使用してStratus Redundant Linuxソフトウェアをアップグレードする

2. 上記のステップの手順を使用して、アップグレードキットでシステムをアップグレードしま

す。

注: アップグレードの操作中にシステムがリブートする際、ztCコンソールとの通

信が少なくとも15分間失われます。

3. システムが正常に稼働していることを確認します。

4. すべてのVMを起動します。

関連トピック

「ソフトウェア更新を管理する」

「[アップグレードキット]ページ」

「ztCコンソール」

「ztCコンソールを使用する」

「ztC Edge システムの説明」
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第 5 章: 物理マシンを管理する

物理マシン(PM)つまりノードを管理して、その運用を制御しメンテナンスを行います。

PMの表示と管理にはztCコンソールの [物理マシン]ページを使用します。詳細については、「[物理マシ

ン]ページ」を参照してください。

[物理マシン]ページから行う多くのタスクはメンテナンスモードで実行する必要があります。詳細につい

ては、「メンテナンスモード」を参照してください。

メンテナンスモードでPMの運用状態を管理するには、次を参照してください。

l 「物理マシンをリブートする」

l 「物理マシンをシャットダウンする」

l 「負荷分散」

PMの電源を(その物理コンソールで)オンにするには、「物理マシンの電源をオンにする」を参照してく

ださい。

障害のあるPMを復旧したり、MTBF をリセットしてPMのトラブルシューティングを行うには、「物理

マシンのトラブルシューティングを行う」を参照してください。

PMの交換などPMハードウェアの保守タスクを実行するには、「物理マシンのメンテナンスを行う」を参

照してください。

適切なモニタリングのライセンスが適用されたシステムで、ztC Edge システムのホストオペレーティング

システムをモニタリングするには、「ztC Edge システムをモニタリングする」を参照してください。
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メンテナンスモード

物理マシン(PM)がメンテナンスモードに切り替わると、メンテナンスを行えるようマシンがオフライン

になります。メンテナンス後に最終処理すると、PMのメンテナンスモードが解除されて再びオンラインに

なり、仮想マシン(VM)を実行できるようになります。

2台のPM用のライセンスが適用されたシステムでPMがメンテナンスモードになると、そのPMは実行中

のVMをもう片方のPMにマイグレーションします。これにより、サービスに起因する中断からVMを保護

できます。2台のPM用のライセンスが適用されたシステムで両方のPMがメンテナンスモードになると、

これらのPMはすべてのVMを正常にシャットダウンします。したがって、PMがシャットダウンやリブー

トされる前にVMのメモリ状態は保護されます。

物理マシン(nodex (プライマリ)) がメンテナンスモードに切り替わると、もう片方のPMが存在する場

合はこれがプライマリになります。

単一ノード(つまり1台のPM)用のライセンスが適用されたシステムで1台のPMがメンテナンスモード

になると、そのPMはVMをシャットダウンします。

PMのシャットダウンは、PMがメンテナンスモードにある状態で [物理マシン]ページから行う必要があ

ります。これはztCコンソールが、PMの電源を手動でオフにした結果生じる可能性のあるサービス中断か

らシステムを保護するためです。

注意事項:

1. PMがメンテナンスモードになっている間、システムはフォールトトレラントでありま

せん。ダウンタイムの発生を回避するには、PMのメンテナンスモードを解除して再びオ

ンラインに戻せるよう、サービスをできるだけ早く最終処理します。

2. すべてのPMをメンテナンスモードにするのは、すべてのビジネスプロセスをシャット

ダウンできる場合に限られます。2台のPM用のライセンスが適用されたシステム上で

VMの運用を継続する必要がある場合には、両方のPMを同時にメンテナンスモードにす

ることは避けてください。VMの運用を継続するには、少なくとも1台のPMが正常に稼

動している必要があります。(ztC Edge システム全体をシャットダウンする必要がある場

合、「物理マシンをシャットダウンする」を参照してください。)

注: 2台のPM用のライセンスが適用されたシステム上で、両方の物理マシンをメンテナンス

モードにするには、まずセカンダリPMをメンテナンスモードにした後で、プライマリPMをメ

ンテナンスモードにします。この順序を守ることで、仮想マシンの不要なマイグレーションを

回避できます。
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物理マシンの電源をオンにする

PM をメンテナンスモードにするには

1. [物理マシン]ページからPMを選択します。

2. [作業開始]をクリックします。

PMがメンテナンスモードになると、その状態が と表示されます。

PM を最終処理してメンテナンスモードを解除するには

1. [物理マシン]ページからPMを選択します。

2. [最終処理]をクリックして、PMのメンテナンスモードを解除します。

関連トピック

「ztCコンソール」

「物理マシンを管理する」

「物理マシンと仮想マシン」

「[物理マシン]ページ」

「[仮想マシン]ページ」

物理マシンの電源をオンにする

物理マシン(PM)の電源はそのPMの物理コンソールでオンにします。

注: 電源コードを抜いたためにPMの電源が失われたり、メインのAC電源が失われた場合、ztC

Edge システム内の各PMが電源回復の直後に自動で電源オンになるよう設定されます。

PM の電源をオンにするには

1. PMのフロントパネルにある電源ボタンを押します。

2. フロントパネルのPWR LEDが点灯することを確認します。

システムの電源をオンにするには、システム内の各PMでフロントパネルの電源ボタンを押します。手順

については、「システムの電源をオンにする」を参照してください。
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関連トピック

「メンテナンスモード」

「ztCコンソール」

「物理マシンを管理する」

「[物理マシン]ページ」

物理マシンをリブートする

物理マシン(PM)をリブートしてStratus Redundant Linuxソフトウェアを再起動し、オプションでPM

のメンテナンスモードを解除します。(2つのノード用のライセンスが適用されたシステムの両方のPMを

リブートする必要がある場合には、「システムをリブートする」を参照してください。)

PM をリブートするには

1. リブートするPM (node0または存在する場合はnode1) を決定します。

2. ztCコンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックします。

3. 作業するPM (node0または存在する場合はnode1) を選択して [作業開始]をクリックします。PM

の総合状態が「メンテナンスモード」に変わり、アクティビティ状態が「実行中 (メンテナンス

中)」に変わります。

4. [リブート]をクリックします。PMがリブートし [アクティビティ]状態が表示されます。

n リブート準備中 (メンテナンス中)

n リブート中 (メンテナンス中)

n ブート中 (メンテナンス中)

n 実行中 (メンテナンス中)

5. PMのメンテナンスモードを解除して仮想マシンを実行できるようにするには、[最終処理]をク

リックします。

関連トピック

「メンテナンスモード」

「ztCコンソール」

「物理マシンを管理する」

「[物理マシン]ページ」
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物理マシンをシャットダウンする

物理マシンをシャットダウンする

物理マシン(PM)、つまりノードをシャットダウンして、修復や交換の必要がある場合にPMの実行を停止

します。次の手順を使用して、からztCコンソールまたはPMの電源ボタンを使って1台のPMだけを

シャットダウンします。

注意事項:

1. この手順を使って2つのノードをもつシステム上の両方のPMをシャットダウンすると、

データが失われます。両方のPMを停止する必要がある場合、ztC Edgeシステムを

シャットダウンする「システムをシャットダウンする」システムをシャットダウンしま

す(これにより仮想マシン(VM)もシャットダウンされます)。

2. -f (強制)オプションは、PMのホストオペレーティングシステムの halt、

poweroff、または rebootコマンドで使用しないでください。これにより、同じPM

上でアクティブなゲストがハングします。

3. PMをシャットダウンすると、ztC Edge システムがフォールトトレラントではなくなり

ます。アップタイムを継続させるには、オフラインのPMをできるだけ早くサービスに戻

します。

注: PMをシャットダウンする際、スタンバイ電源がLOMのためにオンのままになります。ただ

し、電源コードを抜いたりメインのAC電源がオフにされた場合は例外です。

ztC コンソールで PM をシャットダウンするには

PMをシャットダウンするには、PMをメンテナンスモードにする必要があります。すると、そのPMで実

行中のすべてのVMがもう片方のPM (存在する場合)にマイグレーションされます。2つのノードをもつシ

ステムでは、このプロセス(1～2分かかります)の間もVMが引き続き実行されます。

1. シャットダウンするPMを決定します。

2. ztCコンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックします。

3. 作業するPM (node0または存在する場合はnode1) を選択して [作業開始]をクリックします。PM

の総合状態が「メンテナンスモード」に変わり、アクティビティ状態が「実行中 (メンテナンス

中)」に変わります。

4. このPMの状態が「実行中 (メンテナンス中)」になった後、[シャットダウン]をクリックします。
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PMがシャットダウンした後はアクティビティが 「オフ (メンテナンス中)」になります。このPMは手

動で再起動する必要があります。

電源ボタンを使って PM をシャットダウンするには
PMの電源ボタンを使用してPMをシャットダウンすることもできます。2つのノード用のライセン

スが適用されたシステムでは、このプロセス(1～2分かかります)の間もVMが引き続き実行され

ます。

1. 両方のPMが実行を継続している間に、シャットダウンするPMのフロントパネルの電源ボ

タンを押し、放します。

2. システムがPMを自動的にメンテナンスモードに切り替え、その結果そのPMで実行中のVM

がもう片方のPMにマイグレーションされます。

3. PMが自動的にシャットダウンします。

PMがシャットダウンすると、フロントパネルのPWR LEDは消灯しますが、スタンバイ電源はオ

ンのままです。このPMは手動で再起動する必要があります。

電源ボタンを使って PM を強制的に電源オフにするには

注意事項: [シャットダウン]をクリックした後や電源ボタンを押した後にPMがオフにな

らない場合、PMの電源を強制的にオフにする必要があります。PMの電源オフを強制的

に行うとメモリの状態情報が失われるため、これは最後の手段としてのみ使用します。

強制的に電源を切断するには、PMの電源ボタンを数秒間押し続けます。

PMの電源がオフになると、フロントパネルのPWR LEDは消灯しますが、スタンバイ電源はオン

のままです。このPMは手動で再起動する必要があります。

関連トピック

「メンテナンスモード」

「ztCコンソール」

「物理マシンを管理する」

「[物理マシン]ページ」

負荷分散

2つのノード用のライセンスが適用されたシステムの場合、HA負荷分散はVMを両方のPMに分散させる

ことによりパフォーマンスと可用性の改善を図ります。負荷分散はVMごとに構成され、ztC Edge システ
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運用モード

ム上で自動的に有効化されます。(単一ノード用のライセンスが適用されたシステムは、負荷分散を提供し

ません。)

一方のPMが使用不可となった場合、もう片方のPMですべてのVMが実行されます。VMは、それを実行

するターゲットのPMがサービスに復帰して完全に同期されると、すぐに自動的にマイグレーションされて

戻ります。

運用モード

負荷分散は [仮想マシン]ページにある、VMの [負荷分散]タブで設定します。次のモードがサポートされ

ています。

l [自動で分散]。VMの自動負荷分散機能を提供します。自動負荷分散が設定されたVMは、最も多く

のリソースがある使用可能なPM上で実行されます。自動設定された1つ以上のVMを移動するこ

とにより負荷分散の効果が向上するとシステムで判定された場合、アラートが生成されます。ダッ

シュボードにアラートが表示され、マストヘッドに負荷分散の通知が表示されます。アラートへの

応答として、マストヘッドで [負荷分散]をクリックしてVMの自動負荷分散を開始します。

[仮想マシン]ページの [現在の PM]列のアイコンに、次にマイグレーションするVMが表示されま

す。

l [nodeNに手動で配分]。上級ユーザの場合、自動ポリシーに依存せず、特定のPM (ノード)をそれ

ぞれのVMに手動で割り当てることができます。

[仮想マシン]ページで、各VMの[現行 PM]列にグラフィックが表示されます。このグラフィックは、

VMの現在の負荷分散状態、VMを実行しているPM、およびその優先PMを示します。

次のサンプルグラフィックは、VMが現在PM 0で実行されていて、優先マシンはPM 1であることを示し

ています。

ztC Edge ポリシーはVMを常に稼動状態に保ちます。一方のPMで故障が予想されていたり、メンテナン

ス中または使用不可となっている場合、VMは正常な方のPM上で実行されます。両方のPMが正常な状態

にある場合、VMはその優先PMにマイグレーションします。

関連トピック

「仮想マシンの優先PMを選択する」
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物理マシンのトラブルシューティングを行う

次のトピックでは、PMのトラブルシューティングの手順について説明します。

l 「故障した物理マシンを復旧する(手動)」

これらのソフトウェアベースのトラブルシューティング手順のいずれかを使ってPMを復旧できない場合、

「物理マシンのメンテナンスを行う」にあるPMハードウェアを物理的に交換する方法を参照してくださ

い。

故障した物理マシンを復旧する (手動)

注意事項: ztC Edge システム内の1台のPMを復旧または交換する必要がある場合、『ztC

Edge 100i/110iシステム:ノードを交換する(R013Z)』の手順を使用してください。(必要な場

合、「物理マシンを交換する(自動)」を参照してください。)Stratus 認定サービス業者から特

に指示を受けた場合を除き、このトピックに記載されている手動の手順は使用しないでくださ

い。

物理マシン(PM)、つまりノードの復旧は、PMがブート不可能になったり、ztC Edge システムでPMとし

て機能しなくなった場合に行います。状況によっては、ztCコンソールに故障したPMの状態が「アクセス

不可能 (同期中/退去中)」と表示されることもあります。

PMを復旧するには、PMが実行していたStratus Redundant Linuxリリースを再インストールする必要が

あります。ただし、故障したPMの復旧は最初に行うソフトウェアのインストールとは異なります。復旧操

作ではすべてのデータが維持されますが、/bootおよびrootファイルシステムの再作成、Stratus

Redundant Linuxシステムソフトウェアの再インストール、および既存のシステムへの接続試行が行われ

ます。(システムソフトウェアの復旧ではなく物理的なPMハードウェアの交換が必要な場合、「物理マシ

ンを交換する(手動)」を参照してください。)

システムソフトウェアを再インストールするには、システムが交換ノードをプライマリPM上の一時的な

Preboot Execution Environment (PXE) サーバから自動的にブートできるように設定します。各PMに一

番最近インストールされたソフトウェアキットの完全なコピー(ztCコンソールの [アップグレードキッ

ト]ページに記載)が含まれている限り、PXEブートインストールを使ってどちらのPMからでもそのパー

トナーPMの復旧を開始できます。必要な場合、交換ノードをUSBインストールメディアから手動でブー

トすることもできます。

インストールに使用するメディアに応じて、PXEまたはUSBインストールのいずれかの手順を使用しま

す。
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故障した物理マシンを復旧する(手動)

注意事項: 復旧手順を行うと、PMのホストオペレーティングシステムにインストールされてい

る全ソフトウェアと、復旧前に入力したすべてのPM構成情報が削除されます。この手順を完了

した後は、ホストレベルの全ソフトウェアを手動で再インストールして、元の設定に一致するよ

うPMを再構成する必要があります。

前提条件:

1. 復旧が必要なPMを判断します。

2. USBメディアを使って交換PMにシステムソフトウェアをインストールする場合、「シ

ステムソフトウェアのUSBメディアを作成する」の説明を参照してブート可能なUSB

メディアを作成します。

USBメディアを作成する際は、必ず一番最後にインストールしたアップグレードキット

を含めてください。たとえば、ztCコンソールウィンドウのマストヘッドに表示された

リリースが 1.2.0-550である場合、550がビルド番号となり、[アップグレードキッ

ト]ページでUSBメディアの作成用に選択するキットのバージョンは 1.2.0-550にす

る必要があります。システムでターゲットPM上に異なるビルドが検出された場合、ユー

ザ操作なしで自動的に復旧プロセスがオーバーライドされ、ターゲットPM上のすべての

データを初期化して、PXEブートインストールを使って一番最近インストールされたソ

フトウェアキットがPMに再インストールされます。

3. USBメディアを使用する場合、キーボードとモニタを交換PMに接続してインストール

手順を監視し、設定を指定します。

PM を復旧するには (PXE ブートインストール)
次の手順を使用してPMを復旧します。ここではPXEブートインストールにより、プライマリPM

上のソフトウェアキットからシステムソフトウェアを再インストールします。

1. ztCコンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックします。

2. 作業するPM (node0またはnode1) を選択して [作業開始]をクリックします。PMの総合

状態が "メンテナンスモード"に変わり、アクティビティ状態が "実行中 (メンテナンス中)"

に変わります。

3. PMが「実行中 (メンテナンス中)」になった後、[リカバリ]をクリックします。

4. 修復のタイプを選択するよう求められたら、[PXE PM リカバリ - データの維持]をクリック

します。
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注意事項: このとき [PXE PM リカバリ - データの維持]を選択しないと、インス

トールプロセスによってターゲットPMのデータが削除される可能性があるので

注意してください。

5. [続行]をクリックして、復旧プロセスを開始します。システムソフトウェアの再インストー

ルの準備として、システムがターゲットPMをリブートします。

6. リカバリプロセスがユーザによる操作なしで次のように続行されます。

n ターゲットPMが、プライマリノードで一時実行されるPXEサーバからのブートを開

始します。

n ターゲットPMが、システムソフトウェアのインストールを自動的に開始します。こ

れはプライマリノード上のインストールキットのコピーから実行されます。

n インストールプロセスが、データをすべて維持したままシステムソフトウェアを再イ

ンストールします。

ターゲットPMの物理コンソールでソフトウェアインストールの進捗状況を監視したり、プ

ロンプトに応答する必要はありません。リカバリプロセスは自動化されており、ソフトウェ

アのインストール処理中PMに空白の画面が長時間表示されるのは正常な動作です。

7. ソフトウェアのインストールが完了すると、ターゲットPMが新しくインストールされたシ

ステムソフトウェアからリブートします。

8. ターゲットPMのブート中、ztCコンソールの [物理マシン]ページでそのアクティビティを

確認できます。復旧が完了すると、[アクティビティ]列のPMの状態が「(メンテナンス

中)」として表示されます。

9. 必要に応じて、アプリケーションおよびすべてのホストレベルのソフトウェアを手動で再イ

ンストールし、元の設定に一致するようPMを再構成してください。

10. ターゲットPMをオンラインに戻す準備が完了したら、[最終処理]をクリックしてメンテナ

ンスモードを終了します。両方のPMが「実行中」の状態に戻り、PMの同期が完了すること

を確認します。

注: ターゲットPMがメンテナンスモードを終了すると、システムはリカバリプロセス

に使用したプライマリノード上のPXEサーバを自動的に無効にします。

PM を復旧するには (                 USB インストール)
次の手順を使用して、USBメディアからシステムソフトウェアを再インストールすることにより、
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故障した物理マシンを復旧する(手動)

PMを復旧します。

1. ztCコンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックします。

2. 作業するPM (node0またはnode1) を選択して [作業開始]をクリックします。PMの総合

状態が "メンテナンスモード"に変わり、アクティビティ状態が "実行中 (メンテナンス中)"

に変わります。

3. PMが「実行中 (メンテナンス中)」になった後、[リカバリ]をクリックします。

4. 修復のタイプを選択するよう求められたら、USB PM リカバリ - データの維持]をクリック

します。

注意事項: このときUSB PM リカバリ - データの維持]を選択しないと、インス

トールプロセスによってターゲットPMのデータが削除される可能性があるので

注意してください。

5. [続行]をクリックして、復旧プロセスを開始します。システムソフトウェアの再インストー

ルの準備として、システムがターゲットPMをシャットダウンします。

6. ターゲットPMにブート可能なUSBメディアを接続し、次に手動でPMの電源をオンにしま

す。

7. ターゲットPMの電源がオンになったら、ファームウェア(UEFI) のセットアップユーティ

リティを起動します。[Save & Exit (保存して終了)]メニューの [Boot Override (ブー

トオーバーライド)]で、USBメディアに [UEFI]エントリを選択して、次のブートシーケ

ンスでこのデバイスから1回ブートするようにします。PMが再起動します。

注: [Boot (ブート)]メニューで恒久的なBOOT ORDER Prioritiesを変更す

る代わりに、ブートデバイスを一時的に変更するには [Boot Override (ブート

オーバーライド)]プロパティを使用します。ztC Edge システムで通常実行される

ノードの自動交換をサポートするため、最上位のブート優先度はUEFI Network

(デフォルト)のままにする必要があります。

8. ターゲットPMの物理コンソールでインストールのプロセスを監視します。

9. [Welcome (ウェルカム)]画面で、矢印キーを使ってインストール用に国のキーボードマッ

プを選択します。

10. [インストールまたはリカバリ]画面で、[Recover PM, Join system: Preserving data
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(PM のリカバリ、システムの結合: データの維持)]を選択し、Enterキーを押します。リカ

バリプロセスがユーザによる操作なしで続行されます。

注意事項: このとき [Recover PM, Join system: Preserving data (PM のリ

カバリ、システムの結合: データの維持)]を選択しないと、インストールプロセ

スによってターゲットPMのデータが削除される可能性があるので注意してくださ

い。

11. ソフトウェアのインストールが完了すると、ターゲットPMが新しくインストールされたシ

ステムソフトウェアからリブートします。

12. ターゲットPMのブート中、ztCコンソールの [物理マシン]ページでそのアクティビティを

確認できます。復旧が完了すると、[アクティビティ]列のPMの状態が「(メンテナンス

中)」として表示されます。

13. 必要に応じて、アプリケーションおよびすべてのホストレベルのソフトウェアを手動で再イ

ンストールし、元の設定に一致するようPMを再構成してください。

14. ターゲットPMをオンラインに戻す準備が完了したら、[最終処理]をクリックしてメンテナ

ンスモードを終了します。両方のPMが「実行中」の状態に戻り、PMの同期が完了すること

を確認します。

関連トピック

「メンテナンスモード」

「物理マシンを管理する」

「ztCコンソール」

「[物理マシン]ページ」
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第 6 章: 仮想マシンを管理する

仮想マシン(VM)を管理して、その運用の制御、リソースのプロビジョニング、またはゲストオペレー

ティングシステムとアプリケーションの構成を行います。

VMの表示と管理はztCコンソールの [仮想マシン]ページで行えます。このページにアクセスする方法

は、「[仮想マシン]ページ」を参照してください。特定の管理タスクの実行手順については次のトピック

を参照してください。

VMの運用状態を管理するには、次を参照してください。

l 「仮想マシンを起動する」

l 「仮想マシンをシャットダウンする」

l 「仮想マシンの電源をオフにする」

l 「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

l 「仮想マシンの名前を変更する」

l 「仮想マシンを削除する」

VMに関する情報の表示には、snmptableコマンドを使用します(「snmptable でシステムIP情報を

取得する」を参照してください)。

VMの作成または構成を行うには、次を参照してください。

l 「仮想マシンのリソースを計画する」(仮想CPU、メモリ、ストレージ、およびネットワーク)

l 「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

l 「仮想CDを管理する」

l 「Windows ベースの仮想マシンを構成する」
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l 「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

l 「仮想マシンのリソースを管理する」

USBデバイスをVMに接続するには、「仮想マシンにUSBデバイスを接続する」を参照してください。

高度なタスクを実行するには、次を参照してください。

l 「仮想マシンに特定のMACアドレスを割り当てる」

l 「仮想マシンの優先PMを選択する」

l 「仮想マシンの保護レベルを変更する(HAまたはFT)」

l 「仮想マシンのブートシーケンスを構成する」

l 「故障した仮想マシンのMTBF をリセットする」

VM マネージャーのローカルユーザロールはこれらのタスクの多くを実行できます。具体的には、VM マ

ネージャーで次のことを行えます。

l 「[仮想マシン]ページ」にある利用可能な機能ボタンとアクションのタスクを実行する

l 「[仮想マシン]ページ」にあるすべての利用可能なタブを表示する

l 「[仮想CD]ページ」からVCDの作成と削除を行う

VM マネージャーのロールの割り当ての詳細については、「ローカルユーザアカウントを管理する」を参

照してください。

仮想マシンのリソースを計画する

仮想マシンを作成するときは、システムのパフォーマンスと可用性を最大限にできるようなシステムリ

ソースの割り当て方法を計画してください。

仮想マシンへのリソース割り当てを計画するには、次を参照してください。

l 「仮想マシンのvCPUを計画する」

l 「仮想マシンのメモリを計画する」

l 「仮想マシンのストレージを計画する」

l 「仮想マシンのネットワークを計画する」

仮想マシンの vCPUを計画する

仮想CPU (vCPU) の割り当てによって、ztC Edge システムの仮想マシン(VM)にコンピューティングリ

ソースを割り当てます。
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仮想マシンのvCPUを計画する

VMにvCPUを割り当てるときは、以下の情報と制限事項に配慮してください。

l 各vCPUは処理能力の仮想単位を表します。システムで利用可能なvCPUの合計数は、システム内

で処理能力が低い方の物理マシン(PM)が表すハードウェアスレッドの数に一致します。たとえ

ば、1台のPMにそれぞれ2つのスレッドで構成されるコアが4つ(つまりvCPUが8個)あり、同

じシステム内の2台目のPMにそれぞれ2つのスレッドで構成されるコアが8つ(つまりvCPUが

16個)ある場合、利用できるvCPUの合計数は8個(つまり処理能力が小さい方のPMのスレッド

数)となります。

l VMに割り当てることのできるvCPUの数は、システム内にあるvCPUの合計数に等しくなりま

す。

l 1つのVMに割り当てることのできるvCPUの最大数は、システム内にあるvCPUの合計数に等し

くなります。

l Windows ベースのVM: 割り当て済みvCPUの数を1から nまたは nから1に変更した場合、再プ

ロビジョニングの完了時にVMを再起動した後で(「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングす

る」を参照)、VMをもう一度シャットダウンして再起動する必要があります。これにより、VMが

対称型マルチプロセッシング(SMP) のために正しく再構成されます。このVMは、再起動されるま

で異常な動作を示し、使用不可になります。

l ztCコンソールの [システム]ページ(「[システム]ページ」を参照)に、vCPUの合計容量、ztC

Edge システムソフトウェアに割り当てられたvCPUの数、実行中のVMにより使用されるvCPU

の数、および利用可能なvCPUの数が表示されます。

l Stratus Redundant LinuxソフトウェアではvCPUのオーバープロビジョニングが許可されます。

[システム]ページに表示された空きvCPUの数がゼロ未満の場合、vCPUのオーバープロビジョニ

ングが発生したことを示します。これはコンソールにも表示され、vCPUがどの程度オーバープロビ

ジョニングされているかも表示されます。

l vCPUをオーバープロビジョニングしてもVMの作成や起動には支障はありませんが、オーバープロ

ビジョニングが発生した状態でシステムを稼動するのは避けることを推奨します。

仮想 CPU のオーバープロビジョニングに関する考慮事項

注: 一般に、VMリソースのオーバープロビジョニングは避けてください。各VMのリソースは

隔離して、VMをリソースリークや予期しないパフォーマンスピークの発生し得る他のVMか

ら保護するのが理想的です。VMを作成して構成する際は、他のVMでは使用できない専用のリ

ソースを割り当てるようにします。

物理CPUのオーバープロビジョニングは、次の状況が当てはまる場合のみに行います。
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l すべてのVMによって消費されるピーク時vCPUリソースが、ztC Edge システムの物理リソースを

超えていない場合。

l 1つ以上のVMを異なる時間に使用している場合(オフピーク時のバックアップなど)。

l 1つ以上のVMを、別のVMの稼動中に停止する場合(VMのアップグレード中、VMのバックアッ

プや復旧時など)。

l VMで使用されるピーク時合計CPUが、サービスレベルアグリーメントまたは必要な応答時間に影

響を及ぼさない場合。

l 各VMのCPU使用状況をよく把握していて、そのアプリケーションにリソースリークの傾向がない

場合。CPUがオーバープロビジョニングされた場合、1つのVMで発生したリークが他のVMのパ

フォーマンスに影響を及ぼすことがあります。

関連トピック

「システム要件の概要」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンのリソースを管理する」

仮想マシンのメモリを計画する

メモリの割り当てによって、ztC Edge システムの仮想マシン(VM)に物理メモリを割り当てます。

VMにメモリを割り当てるときは、以下の情報と制限事項に配慮してください。

l VMに割り当てることのできる合計メモリは、ztC Edge システムで使用可能な合計メモリ(「シス

テム要件の概要」を参照)から、ztC Edge システムソフトウェアに割り当てられたメモリ容量を差

し引いたものです。たとえば、メモリの合計容量が32GBあり、システムソフトウェアに2GBを

割り当てた場合、VMで使用可能なメモリは30GBになります。

l 2つのノード用のライセンスが適用されたシステムでは、1つのVMに、すべてのVMに利用できる

メモリの合計容量をプロビジョニングすることができます。各VMは、その要求されたメモリ容量

に20%のオーバーヘッドを加算した容量を使用します。

l 許容される最小のメモリ割り当ては256MBですが、64ビットオペレーティングシステムでは少

なくとも600MBが必要です。ゲストオペレーティングシステムのメモリの要件を必ず確認してく

ださい。
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仮想マシンのストレージを計画する

l ztCコンソールの [システム]ページ(「[システム]ページ」を参照)に、メモリの合計容量、ztC

Edge システムソフトウェアに割り当てられたメモリ、実行中のVMにより使用されるメモリ、およ

び空きメモリの容量が表示されます。このページを使用してメモリの割り当てを確認します。

l Stratus Redundant Linuxソフトウェアでは、実行中のVMのオーバープロビジョニングが許可さ

れないため、物理マシンの合計物理メモリ容量を超えるVMを起動することはできません。メモリ

のオーバープロビジョニングの発生を許可しても安全なのは、たとえばVMのアップグレードやポ

イントインタイムバックアップまたは復旧の最中などの、VMのうち1つ以上が停止中で、なおか

つ別のVMが実行中の場合のみです。

l 必要な場合には使用度の低い仮想マシンを1つ以上シャットダウンするか再構成し、使用度の高い

VMに利用可能なリソースを割り当て直すことによって、メモリを手動で再配分することができま

す。

関連トピック

「システム要件の概要」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンのリソースを管理する」

仮想マシンのストレージを計画する

ztC Edge システムのストレージ割り当てを計画して、仮想マシン(VM)とシステム管理のニーズを満たす

のに十分な空き容量を確保します。

ストレージを仮想マシン(VM)に割り当てる際、以下の点について考慮してください。

l ストレージの最大容量を考慮する

Stratus Redundant Linuxソフトウェアはストレージのオーバープロビジョニングを許可しませ

ん。すべてのVMおよびVCDに必要なストレージの合計は、ztC Edge システムで利用可能なスト

レージの合計未満でなければなりません。

l 追加のVCD用にストレージ容量を残しておく

追加のVMやアプリケーションをインストールするためのVCD用として、少なくとも5GBの空き

容量を残しておきます。(このストレージ容量を確保するため、使用し終わったVCDを削除するこ

とを検討してください。)

l 各VMに個別のブートボリュームとデータボリュームを作成する
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ゲストオペレーティングシステムとアプリケーションを最初の(ブート)ボリュームにインストール

し、その関連データ用には別のボリュームを作成します。ブートボリュームとデータボリュームを

区別しておくとデータの保護に役立ち、ブートボリュームがクラッシュした際にVMを簡単に復旧

できます。

l ゲストオペレーティングシステムにオーバーヘッドを追加した容量を持つブートボリュームを作成

する

ゲストオペレーティングシステムの容量の最小要件に従い、ボリュームのフォーマット後の容量と

使用容量を考慮して、容量を大めに割り当てることを検討します。たとえば、VMの作成時にブート

ドライブに5GB割り当てた場合、そのブートボリュームのフォーマット後の容量は、使用開始前

に約4.8 GBとなり、5GBの要件を満たすには不十分な可能性があります。

l 最大ボリュームサイズを確認する

ボリュームのエクスポート、インポート、または復元を行う際、最大ボリュームサイズを確認して

おきます(「重要な考慮事項」を参照してください)。

関連トピック

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンのリソースを管理する」

仮想マシンのネットワークを計画する

ネットワークリソースを計画して、利用可能な仮想ネットワークをztC Edge システム上の仮想マシン

(VM)に割り当てる方法を決定します。

システムを展開すると、ソフトウェアが、2台のPM用のライセンスが適用されたシステム上で、2台の物

理マシン(PM)をまたぐ物理ネットワークポートのペアをバインディングして、冗長な仮想ネットワーク

を形成します。ztC Edge システム上にVMを作成またはプロビジョニングする際は、物理ネットワーク

ポートではなく、仮想ネットワークにVMを接続します。2つのノード用のライセンスが適用されたシステ

ムの場合、ソフトウェアが2台の物理マシン(PM)をまたぐ物理ネットワークポートのペアをバインディ

ングして、これらの冗長な仮想ネットワークを形成します。

VMを仮想ネットワークに接続するときは、以下の情報と制限事項に配慮してください。

l 1つのVMを複数の仮想ネットワークに接続できます。複数のVMを同じ仮想ネットワークに接続す

ることもできます。
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仮想マシンを作成/マイグレーションする

l Stratus Redundant Linuxソフトウェアでは、ネットワークリソースのオーバープロビジョニング

に制限がありません。したがって、仮想ネットワークを割り当てる際はVMのネットワーク帯域幅

および応答時間の必要条件を考慮します。

l 複数のVMで同じ仮想ネットワークを共有する場合、利用可能なネットワーク帯域幅はこれらのVM

間で均等に共有されます。vCPU容量と異なり、帯域幅リソースを比例して割り当てる方法はありま

せん。したがって、1つのVMによるネットワークリソースの使用度が高い場合、当該ネットワー

ク上のすべてのVMのパフォーマンスが劣化することがあります。VMの帯域幅要件が大きい場合、

そのVMに専用の仮想ネットワークを接続することを検討してください。

関連トピック

「全般的なネットワーク要件と構成」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンのリソースを管理する」

仮想マシンを作成/マイグレーションする

新しいVMを作成するか、既存のVMまたは物理マシン(PM)をネットワーク経由で直接マイグレーション

する、あるいはOVF (Open Virtualization Format) ファイルまたはOpen Virtualization Appliance

(OVA) ファイルを既存のVMからインポートする方法で、システムに新しい仮想マシン(VM)を作成しま

す。

既存のソースVMまたはPMを使用せずに新しいVMを作成するには、「新しい仮想マシンを作成する」

を参照してください。

新しいVMを作成するためや、トラブルシューティングの目的でVMを複製するためにシステム上の既存の

VMをコピーするには、「仮想マシンをコピーする」を参照してください。

別のシステムからVMをマイグレーションやインポートしたり、同じシステム上のVMを復元するには、

次のいずれかのトピックを参照してください。

l 「物理マシンまたは仮想マシンをシステムにマイグレーションする」

"P2Vクライアント" (virt-p2v) を使用して、PMまたはVMをネットワーク経由で直接システム上

の新しいVMに転送します。

l 「仮想マシンをエクスポートする」

ztCコンソールを使用してソースVMをネットワーク共有上のOVF およびVHDファイルにエクス

ポートします。
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l 「OVF またはOVAファイルをインポートする」

ztCコンソールを使用して、OVF またはVHDファイルを別のztC Edge システムからztC Edge シ

ステムにインポートするか、OVF およびVHDファイルまたはOVAファイルをVMware vSphere

ベースのシステムからztC Edge システムにインポートします。

l 「OVF ファイルから仮想マシンを交換/復元する」

ztCコンソールを使用して、OVF およびVHDファイルを同じシステムにインポートし、既存のVM

を以前のバックアップコピーで上書きして復元します。

関連トピック

「仮想マシンを管理する」

新しい仮想マシンを作成する

新しい仮想マシン(VM)を作成して、ztC Edge システムにゲストオペレーティングシステムをインストー

ルします。(既存のVMまたは物理マシン(PM)をマイグレーションすることもできます。説明は、「仮想

マシンを作成/マイグレーションする」を参照してください。)

[仮想マシン]ページの [作成]をクリックして、VM 作成ウィザードを起動します。ウィザードにVMのリ

ソース割り当てのプロセスが順を追って表示されます。
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新しい仮想マシンを作成する

前提条件:

l 「仮想マシンのリソースを計画する」のリストを参照し、VMへのCPU、メモリ、スト

レージ、およびネットワークリソースの割り当てに関する前提条件と考慮事項を確認し

ます。

l サポートされるゲストオペレーティングシステムおよびブートインタフェースを実行す

るVMを作成できます。詳細については、「対応しているゲストオペレーティングシス

テム」を参照してください。

l VMをブートするソースとして、リモートのISOまたはブート可能な仮想CD (VCD) を

選択できます。リモートISOの場合、レポジトリのURLまたはパス名が必要です。ま

た、共有ネットワークドライブ上のリモートISOの場合は、ユーザ名とパスワードが必

要となります。Windows またはLinuxインストールメディアのブート可能なVCDが必

要な場合、「仮想CDを作成する」の説明を参照して作成してください。ブート可能な

VCDは単一のCDまたはDVDでなければなりません。複数のCDまたはDVDはサポー

トされていません。

l ztC Edge システムの両方のPMがオンラインになっていることと、ネットワークに接続

していることを確認します。そうでない場合、システムがVMを正しく作成できません。

新しい VM を作成するには

1. 2つのノード用のライセンスが適用されたシステムの [物理マシン]ページ(「[物理マシン]ペー

ジ」を参照)で、両方のPMが「実行中」の状態にあり、どちらのPMもメンテナンスモードではな

く、同期の実行中でもないことを確認します。

2. [仮想マシン]ページ(「[仮想マシン]ページ」を参照)で、[作成]をクリックしてVM 作成ウィ

ザードを開きます。

3. [名前、説明、保護および OS]ページで、次を行います。

a. VMにztCコンソールで表示される [名前]を入力し、オプションで [説明]を入力します。

VM名は、以下の要件を満たす必要があります。

o VM名は単語または数字で始める必要があり、名前に特殊文字(たとえば#、%、また

は$)を含めることはできません。

o VM名にZombie- やmigrating- などのハイフン付きのプレフィックスは使用できま
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せん。

o VM名には最大85文字を使用できます。

b. VMで使用する保護のレベルを選択します。

o フォールトトレラント (FT)—2台の物理マシンで実行されるVMに冗長な環境を作

成することにより、アプリケーションを透過的に保護します。FTは、HAで提供され

る以上のダウンタイム保護を必要とするアプリケーションに使用します。

o 高可用性 (HA)—基本的なフェールオーバーと復旧機能を提供し、発生した障害に

よっては復旧に(自動の) VMリブートが必要です。HAは、ある程度のダウンタイム

が許容され、FTが提供する高レベルのダウンタイム保護を必要としないアプリケー

ションに使用してください。

保護のレベルの詳細については、「運用モード」を参照してください。

c. [ブートインタフェース]に次のいずれかを選択します。

o BIOS—Basic Input/Output System

o UEFI—Unified Extensible Firmware Interface

注:

1. 選択した [ブートインタフェース]がゲストオペレーティングシステムで

サポートされていることを確認します。そうでない場合、ゲストオペレー

ティングシステムを正しくブートできません。ztC Edge システムでサポー

トされているゲストオペレーティングシステムとブートインタフェースの

リストは、「対応しているゲストオペレーティングシステム」を参照して

ください。

2. [ブートインタフェース]を設定できるのはVMの作成時のみです。後で設

定を変更することはできません。

d. [ブートのソース]で、ブートソースとして次のいずれかを選択します。

o VCD—ブートソースはVCDです。プルダウンメニューからソースを選択します。

o Windows 共有経由のリモート ISO (CIFS/SMB)—ブートソースは共有ネット

ワークドライブ上のリモートISOファイルです。[ユーザ名]と [パスワード]に値を

入力する必要があります。[レポジトリ]に、「\\<マシンの URL>\<共有名>」の

形式で値を入力します(例: \\192.168.1.34\MyISO_Folder)。
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o NFS 経由のリモート ISO—ブートソースはNFS経由でアクセスするISOファイル

です。[レポジトリ]に、リモートシステムのURLを「nnn.nnn.nnn.nnn」の形式

で入力します(http://やhttps://は含めません)。

利用可能なISOレポジトリのリストを表示するには、[ISO のリスト]をクリックしてISO

ファイルを選択します。選択したISOファイルの完全パス名が [レポジトリ]の下に表示され

ます。表示されたISOURLを編集することはできません。

e. [次へ]をクリックします。

4. [vCPU とメモリ]ページで次を行います。

a. VMに割り当てる vCPUの数とメモリの容量を指定します。詳細については、「仮想マシン

のvCPUを計画する」および「仮想マシンのメモリを計画する」を参照してください。

b. [次へ]をクリックします。

5. [ボリューム]ページで次を行います。

a. ztCコンソールに表示されるブートボリュームの [名前]を入力します。

b. 作成するボリュームの [ボリュームサイズ]をギガバイト(GB) 単位で入力します。ストレー

ジ割り当ての詳細については、「仮想マシンのストレージを計画する」を参照してくださ

い。

c. 必要に応じて、[新しいボリュームの追加]をクリックして各ボリュームのパラメータを指定

し、追加のデータボリュームを作成します。(VMを作成した後、仮想マシンの再プロビジョ

ニングウィザードを使用してボリュームを追加することもできます。詳細については、「仮

想マシンのボリュームを作成する」を参照してください。)

d. [次へ]をクリックします。

6. [ネットワーク]ページで、VMに接続する共有ネットワークを選択します(詳細については、「仮

想マシンのネットワークを計画する」を参照してください)。ネットワークを有効化や無効化して、

MACアドレスを指定することもできます。続行するには [次へ]をクリックします。

7. [作成サマリ]ページで次を行います。

a. 作成サマリの内容を確認します。変更が必要な場合、[戻る]をクリックします。

b. コンソールセッションの自動開始を避け、ソフトウェアのインストール処理をモニタリング

できるようにするには、[コンソールの起動]の選択を解除します。
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c. VMのプロビジョニング内容を受け入れてソフトウェアのインストールを開始するには、[完

了]をクリックします。

VM 作成ウィザードに作成の進捗状況が表示され、状況に応じてコンソールウィンドウが開きま

す。コンソールウィンドウが開く際、コンソールがVMに接続するのに1分ほどかかることがあり

ます。

8. Windows ベースのVMでは、VMコンソールが開いたら、コンソールウィンドウ内をクリックし、

VCDまたはリモートISOからWindows セットアップを実行するために任意のキーを押す準備を

してください。

Press any key to boot from CD or DVD...

UEFIブートタイプのWindows ベースのVMでは、1～2秒以内にキーを押す必要があります。そ

うでないと、[UEFI Interactive Shell (UEFI インタラクティブシェル)]が表示されます。その

場合には、次のようにWindows セットアップを実行することができます。

a. [UEFI Interactive Shell (UEFI インタラクティブシェル)]で、Shell>プロンプトに

「exit」と入力して Enterキーを押します。

Shell> exit

b. 矢印キーを使用して [Continue (続行)]を選択し、Enterキーを押します。

Select Language

Device Manager

Boot Manager

Boot Maintenance Manager

Continue

Reset

c. VMが再起動したら、任意のキーを押して、VCDまたはリモートISOからWindows セット

アップを実行します。

Press any key to boot from CD or DVD...

d. 任意のキーを押すタイミングが合わず [UEFI Interactive Shell (UEFI インタラクティブ

シェル)]が再び表示された場合は、ステップa～cを繰り返します。
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9. 必要に応じて、VMコンソールセッションでオペレーティングシステムのインストールの進行状況

を確認したり(必要な場合はブラウザでポップアップを許可してください)、任意のプロンプトに応

答できます。

10. オペレーティングシステムをインストールした後、稼動時に必要となる追加のリソースとソフト

ウェアを構成します。詳細については次を参照してください。

n 「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

n 「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

注意事項: インストール処理が完了した後、最後のリブートを実行する前にプライマリPMで障

害が生じたりVMがクラッシュした場合、VMのインストールを再開しなければならないことが

あります。

次のいずれかのインストールが中断した場合、VMがリブートしないことがあります。

l 構成手順を含む、ゲストオペレーティングシステム

l システムファイルを処理する任意のミドルウェアまたはアプリケーション

関連トピック

「仮想マシンをコピーする」

「仮想マシンの名前を変更する」

「仮想マシンを削除する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンをコピーする

ztC Edge システム上の既存のVMを複製するには、仮想マシン(VM)をコピーします。たとえば、正常な

VMをコピーして新しいVMを作成したり、不具合のあるVMをコピーしてトラブルシューティングに使用

することができます。(VMを別のシステムからインポートしたりマイグレーションする場合は、「仮想マ

シンを作成/マイグレーションする」を参照してください。)

VMをコピーするには、[仮想マシン]ページでVMを選択して [コピー]をクリックします。ウィザードに

新しいVMの名前変更とリソース割り当てのプロセスが順を追って表示されます。
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VMのコピー操作では、一意のSMBIOSUUID、システムシリアル番号、MACアドレス、およびハード

ウェアIDを持つ、同一のVMが作成されます。

注:

l ソースVMとの競合を避けるため、コピーウィザードは新しいVMにある各ネットワー

クインタフェースに新しいMACアドレスを自動的に割り当てますが、場合によっては

IPアドレスとホスト名を手動で更新しなければなりません。

l VMのコピー中にztC Edge システムがプライマリPMからセカンダリPMに切り替わっ

た場合、そのコピープロセスは失敗します。これはシステムの継続運用には影響しませ

んが、コピーしたVMに関連付けられているすべてのボリュームを削除してから、コピー

を再起動する必要があります。

前提条件:

l コピーを実行する前にVMをシャットダウンする必要があります。

l コピープロセスが正しく機能するためには、ztC Edge システムの両方のPMがオンライ

ンになっている必要があります。

ztC Edge システム上の VM をコピーするには

1. 2つのノード用のライセンスが適用されたシステムの [物理マシン]ページ(「[物理マシン]ペー

ジ」を参照)で、両方のPMが「実行中」の状態にあり、どちらのPMもメンテナンスモードではな

く、同期の実行中でもないことを確認します。

2. [仮想マシン]ページ(「[仮想マシン]ページ」を参照)で、コピーするVMを選択して [シャットダ

ウン]をクリックします。

3. VMが停止したら [コピー]をクリックしてコピーウィザードを開きます。

4. [名前、説明および保護]ページで、次を行います。

a. VMにztCコンソールで表示される [名前]を入力し、オプションで [説明]を入力します。

b. VMで使用する保護のレベルを選択します。

o フォールトトレラント (FT)

o 高可用性 (HA)

これらの保護レベルの詳細については、「新しい仮想マシンを作成する」と、「運用モー

ド」を参照してください。
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c. [次へ]をクリックします。

5. [vCPU とメモリ]ページで次を行います。

a. VMに割り当てる vCPUの数とメモリの容量を指定します。詳細については、「仮想マシン

のvCPUを計画する」および「仮想マシンのメモリを計画する」を参照してください。

b. [次へ]をクリックします。

6. [ボリューム]ページで、次を行えます。

n [名前]にボリューム名を入力します。

n 各ボリュームの [ボリュームサイズ]を指定します。

n [新しいボリュームの追加]をクリックして新しいデータボリュームを作成します。(ボタン

が表示されない場合、ウィザードページの一番下までスクロールします。)

詳細については、「仮想マシンのストレージを計画する」を参照してください。続行するには [次

へ]をクリックします。

7. [ネットワーク]ページで、このVMに接続する各共有ネットワークのチェックボックスをオンにし

ます。

8. [コピーサマリ]ページで次を行います。

a. 構成サマリの内容を確認します。変更が必要な場合、[戻る]をクリックします。

b. VMのコピーを続行するには [完了]をクリックします。

コピープロセスの完了後、ztC Edge システムは高可用性(HA) またはフォールトトレラント(FT) 運用を

有効にするため、PM間のデータ同期を続行することがあります。

トラブルシューティング
コピープロセスで発生した問題を解決するには、必要に応じて以下の情報を参照してください。

コピー操作をキャンセルしたり、コピーが失敗した後でクリーンアップするには

コピーしたVMに関連付けられているすべてのボリュームを削除します。

関連トピック

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンの運用を管理する」
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物理マシンまたは仮想マシンをシステムにマイグレーションする

物理マシン(PM)または仮想マシン(VM)のマイグレーションでは、ネットワークを経由してシステムの新

しいVMにマシンを転送します。(Open Virtualization Format (OVF) またはOpen Virtualization

Appliance (OVA) ファイルをシステムにインポートすることもできます。概要は、「仮想マシンを作成/マ

イグレーションする」を参照してください。)

下の手順では、PMまたはVMをネットワーク経由でマイグレーションし、ソースPMまたはVMで"P2V

クライアント" (virt-p2v) ISOファイルをダウンロードし、P2VクライアントISOファイルをブートした

後、このクライアントを使用してソース側からセキュアなネットワーク転送の構成、開始、およびモニタリ

ングを行う方法を示します。マイグレーションが完了するまではシステムで構成手順を行う必要はありませ

んが、ztCコンソールの [ボリューム]ページに新しいVMに関連付けられたボリュームが順次表示される

ので、マイグレーションが進行中であることを確認できます。

注意事項: マイグレーションの準備を行う前に、ソースPMまたはVMのバックアップを取るこ

とを検討してください。
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注:

l マイグレーションプロセスでは、次のオペレーティングシステムを実行するPMまたは

VMのみがサポートされます。

n CentOS/RHEL 7.4または7.5

n Microsoft Windows 7、8.x、10、またはWindows Server 2008 R2、2012、

2016

n Ubuntu 14.04 LTS、16.04 LTS、または18.04サーバ—このVMをマイグレー

ションした後は、追加の手順を行う必要があります。「Ubuntu VMのマイグ

レーションを完了するには」を参照してください。

n VMware リリース6.x

l "休止状態"や "高速スタートアップ"モードをサポートするWindows ベースのPMや

VMでは、マイグレーションプロセスの前にこれらの機能を無効にする必要があります。

休止や高速スタートアップモードを完全に無効にするには、下記の「トラブルシュー

ティング」で、「Failed to mount '/dev/sda1: Operation not

permitted ('/dev/sda1をマウントできません。操作が許可されていません)」という

エラーメッセージが表示されて失敗したマイグレーションから復旧する手順を参照して

ください。

l LinuxベースのPMまたはVMの場合、マイグレーションプロセスの前に

/etc/fstabファイルを編集してデータボリュームのエントリをコメントアウトし、

ブートボリュームのみがマウントされるようにすることを検討してください。Linuxベー

スのVMはztC Edge システム上で異なるデバイス名を使用するので、元のデバイス名の

ボリュームをマウントできない場合、新しいVMがシングルユーザモードでブートされ

ることがあります。マイグレーションの後、/etc/fstabのエントリを正しいデバイ

ス名に戻すことができます。詳細については、下記の「トラブルシューティング」を参照

してください。

l VMware VMをマイグレーションする場合、VMware のコンソールから電源をオフにす

るのに加え、オペレーティングシステムのシャットダウンコマンドを使ってVMを

シャットダウンする必要があります。VMware のコンソールだけを使ってVMをシャッ

トダウンすると、マイグレーションは失敗します。
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l マイグレーションプロセスの進行中はソースPMまたはVMをオフラインにする必要が

あります。マイグレーションのために計画的なメンテナンス期間を設定することを検討し

てください。

l PMまたはVMのマイグレーションにかかる時間は、ソースシステムにあるボリュームの

サイズと数、およびソースとターゲットシステム間のネットワーク帯域幅によって異な

ります。たとえば、20GBのブートボリュームが1つあるソースシステムを1Gbネッ

トワークで転送するには約30分かかります。

l 1度に複数のPMやVMのマイグレーションを行えますが、ネットワーク帯域幅を共有す

ると、マイグレーションの処理時間は長くなります。

l 元のPMまたはVMとの競合を避けるため、P2Vクライアントは新しいVMにある各

ネットワークインタフェースに新しいMACアドレスを自動的に割り当てますが、IPア

ドレスとホスト名は必要に応じて手動で更新する必要があります。

l マイグレーションの処理中にシステムがプライマリPMからセカンダリPMに切り替わっ

た場合、そのマイグレーションプロセスは失敗します。これはシステムの継続運用には

影響しませんが、ソースPMまたはVMのP2Vクライアントをリブートして再実行する

必要があります。詳細については、下記の「トラブルシューティング」を参照してくださ

い。

l PMやVMをマイグレーションした後、ネットワークドライバが正しくインストールされ

ないことがあります。この問題が発生した場合は、ドライバを手動でインストールしてく

ださい。詳細については、下記の「トラブルシューティング」を参照してください。

前提条件: 2つのノード用のライセンスが適用されたシステムの場合、マイグレーションプロセ

スが正しく機能するためには、システムの両方のPMがオンラインになっている必要がありま

す。ztCコンソールの [物理マシン]ページで、両方のPMが「実行中」の状態にあり、どちら

のPMもメンテナンスモードではなく、同期も行われていないことを確認します。

次のマイグレーション手順を実行します(必要に応じてドロップダウンメニューをクリックしてくださ

い)。
ztC Edge システムへの PM のマイグレーションを準備するには

1. P2VクライアントのISOファイルを [Downloads (ダウンロード)]ページ

(https://www.stratus.com/services-support/downloads/?tab=ztcedge) からダウン

ロードします。
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a. [Downloads (ダウンロード)]ページで ztC Edgeをクリックし(まだ表示されてい

ない場合)、次に適切なバージョンを選択します。

b. [Drivers and Tools (ドライバとツール)]にスクロールし、さらに [ztC Edge

P2V Client for Virtual or Physical Machine Migration (仮想マシンまたは物理

マシンマイグレーション用の everRun P2V クライアント)]までスクロールしま

す。

c. P2V クライアント (virt-p2v)ファイルを選択します。

2. ISOイメージの整合性を検証する場合、関連する fcivチェックサムファイルもダウンロー

ドし、さらにMicrosoft サポートWebサイトからMicrosoft File Checksum Integrity

Verifier (FCIV) 実行可能ファイルをダウンロードしてください。ダウンロードしたISOファ

イルが保存されているディレクトリに、両方のファイルを保存します。

コマンドプロンプトを開きます。ISO、実行可能ファイル、および検証ファイルを含むディ

レクトリから、次のようなコマンドを入力してISOイメージを検証します。

fciv -v -xml virt-p2v-n.n.n-n.nnnnnnnn.n.el6.centos.xml

コマンドが成功した場合(つまり「All files verified successfully (すべての

ファイルが正しく確認されました)」というメッセージが返された場合)、次の手順に進みま

す。コマンドが失敗した場合はもう一度ダウンロードを行います。

3. ソースPMのブートに使用するCD-ROMに、P2VクライアントのISOファイルを書き込み

ます。

4. P2VクライアントCDを、ソースPMのCDまたはDVDドライブに挿入します。

5. PMをシャットダウンして、P2Vクライアントをブートする準備をします。

ztC Edge システムへの VM のマイグレーションを準備するには

1. P2VクライアントのISOファイルを、[Downloads (ダウンロード)]ページ

(https://www.stratus.com/services-support/downloads/?tab=ztcedge) の [Drivers

and Tools (ドライバとツール)]セクションからダウンロードします。VMをマイグレー

ションするターゲットのztC Edge システムバージョンに一致するバージョンのP2Vクライ

アントをダウンロードしてください。

2. ISOイメージの整合性を検証する場合、関連する fcivチェックサムファイルもダウンロー

ドし、さらにMicrosoft サポートWebサイトからMicrosoft File Checksum Integrity

Verifier (FCIV) 実行可能ファイルをダウンロードしてください。ダウンロードしたISOファ
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イルが保存されているディレクトリに、両方のファイルを保存します。

コマンドプロンプトを開きます。ISO、実行可能ファイル、および検証ファイルを含むディ

レクトリから、次のようなコマンドを入力してISOイメージを検証します。

fciv -v -xml virt-p2v-n.n.n-n.nnnnnnnn.n.el6.centos.xml

コマンドが成功した場合(つまり「All files verified successfully (すべての

ファイルが正しく確認されました)」というメッセージが返された場合)、次の手順に進みま

す。コマンドが失敗した場合はもう一度ダウンロードを行います。

3. P2VクライアントISOファイルをソースVMに挿入または接続し、関連するハイパーバイザ

で仮想CDドライブをブートデバイスに設定します。

4. VMをシャットダウンして、P2Vクライアントをブートする準備をします。

ztC Edge システムに PM または VM をマイグレーションするには

1. ソースPMまたはVMの電源をオンにしてP2Vクライアントをブートします。約1分後に

virt-p2vウィンドウが開きます。

2. P2VクライアントはDHCPからネットワーク設定を自動的に取得します。静的な設定はマイ

グレーションプロセスに必要ありませんが、オプションとして [Configure network (ネッ

トワークの構成)]をクリックして設定を指定することもできます。(必要な場合は、後でztC

Edge システム上でターゲットVMのネットワーク設定を構成します。)

3. 変換サーバ (ztC Edge システム)の接続設定を入力します。システムのホスト名またはIPア

ドレスと rootアカウントの [Password (パスワード)]を入力します。(「ホストオペ

レーティングシステムにアクセスする」にあるように、ztC Edge ホストオペレーティング

システムの rootアカウントを使用する必要があります。)

4. [Test connection (接続のテスト)]をクリックします。P2VクライアントがztC Edge シ

ステムに接続できる場合、[Next (次へ)]をクリックして操作を続行します。[Target

properties (ターゲットプロパティ)]、[Fixed hard disks (固定ハードディスク)]、お

よびその他の設定用のセクションを含むページが開きます。

P2Vクライアントが接続できない場合には、接続設定を確認してから接続を再試行してくだ

さい。

5. [Target properties (ターゲットプロパティ)]セクションで、に表示されるターゲット

VM の [Name (名前)]ztCコンソールを入力します。(ztC Edge システムのすべての既存の

VMと異なる名前を指定する必要があります。)
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6. [# vCPUs (vCPU の数)] および [Memory(MB) (メモリ (MB))]の値は自動的に検知さ

れて入力されますが、ztC Edge システムのVMにソースPMまたはVMよりも多くのCPU

やメモリを割り当てたい場合には、これらの値を変更することもできます。

7. ターゲットVMの [Virt-v2v output options (Virt-v2v 出力オプション)]を次のように

指定します。

a. [Output to (出力先)]の横で [HA] (高可用性)または [FT] (フォールトトレラン

ト)のどちらかの運用モードを選択します。(運用オプションの詳細については、「新

しい仮想マシンを作成する」および「運用モード」を参照してください。)

b. [Output format (出力フォーマット)]の横で、ディスクイメージのフォーマットに

[raw]または [qcow2]を選択します。

8. マイグレーションプロセスからのデバッグメッセージを保存する場合、オプションで

[Enable server-side debugging (サーバサイドデバッグの有効化)]チェックボックス

をオンにします。(Stratus 認定サービス業者用に診断ファイルを作成する場合、そのファイ

ルにデバッグメッセージも含まれています。「診断ファイルを作成する」を参照してくださ

い。)

9. マイグレーションに含める [Fixed hard disks (固定ハードディスク)] (ボリューム)を選

択するには、各デバイスの横のチェックボックスをオンにします。

ブートボリュームを含めて1つ以上のボリュームを選択する必要があります。(P2Vクライ

アントはLinuxベースのユーティリティなので、すべてのデバイスがLinuxデバイス名を

使って表示されます。したがって sdaまたは vdaはブートボリュームを表します。)

10. マイグレーションに含める [Network Interfaces (ネットワークインタフェース)]を選択

するには、各デバイスの横のチェックボックスをオンにします。

ターゲットのztC Edge システムに複数の共有ネットワークがある場合、各ネットワークイ

ンタフェースに接続する共有ネットワークを選択することもできます。ネットワークインタ

フェースをダブルクリックして [Configure Network (ネットワークの構成)]ダイアログ

ボックスを開き、ドロップダウンリストから共有ネットワークを選択します。

[Configure Network (ネットワークの構成)]ダイアログボックスで、特定のネットワー

クインタフェースにMACアドレスを指定することもできます。アドレスを指定しない場

合、各ネットワークインタフェースのMACアドレスがシステムによって自動的に設定され

ます。

ネットワークインタフェースの構成を完了したら [OK]をクリックします。
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11. ztC Edge システムにPMまたはVMをマイグレーションする準備が完了したら、[Start

conversion (変換の開始)]をクリックします。(何らかの理由でマイグレーションをキャン

セルする必要がある場合はこの後の「トラブルシューティング」を参照してください。)

12. マイグレーションが完了すると、P2Vクライアントに処理が成功したというメッセージが表

示されます。該当する場合はCDまたは仮想CDを取り出し、[電源オフ]をクリックして

ソースPMまたはVMをシャットダウンします。

注: マイグレーションの後、ztC Edge システムの新しいVMはプライマリPM上に配置

され、停止中の状態のままになります。VMを起動する前に、次の手順を実行してマイグ

レーションの処理を完了してください。

ztC Edge システムのマイグレーションを完了させるには

1. ztCコンソールで [仮想マシン]ページを開きます(「[仮想マシン]ページ」を参照してくだ

さい)。

2. 上部パネルで新しいVMを選択して [構成]をクリックし、仮想マシンの再プロビジョニング

ウィザードを開きます。「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」を参照してく

ださい。ウィザードを使用してVMに必要なvCPU、メモリ、ストレージ、およびネット

ワーク設定を構成します。

n ソースPMまたはVMに複数のネットワークインタフェースがある場合、マイグレー

ションプロセスに含まれないその他のネットワークインタフェースを構成します。

n ソースPMまたはVMを引き続き実行する場合、新しいVMで各ネットワークインタ

フェースのMACアドレスが、ソースPMまたはVMのものとは異なることを確認して

ください。

ウィザードの最後のページで [完了]をクリックし、変更を有効にします。

3. [起動]をクリックして、新しいVMをブートします。

4. [コンソール]をクリックしてVMのコンソールを開き、ゲストオペレーティングシステムに

ログオンします。(コンソールの使用方法については、「仮想マシンコンソールのセッショ

ンを開く」を参照してください。)

5. ztC Edge システムで操作に不要なゲストオペレーティングシステムのサービスをすべて無

効にします。
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n PMソースからマイグレーションを行った場合、ハードウェアと直接やり取りを行うす

べてのサービスを無効にします。例:

n Dell OpenManage (OMSA)

n HP Insight Manager

n Diskeeper

n VMソースからマイグレーションを行った場合、他のハイパーバイザに関連付けられて

いるすべてのサービスを無効にします。例:

n VMware ツール

n Hyper-Vツール

n 仮想マシン用Citrixツール

これらのサービスを無効にした後、ゲストオペレーティングシステムを再起動して変更を実

装します。

6. 必要に応じてゲストオペレーティングシステムのネットワーク構成の設定を更新し、再起動

して設定を有効にします。

7. ゲストオペレーティングシステムに追加のWindows またはLinuxベースのシステム設定を

構成済みであることを確認します。次を参照してください。

n 「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

n 「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

新しいVMが正しく機能することを確認できたら、マイグレーションプロセスは完了します。ただ

しシステムは、高可用性(HA) 運用を有効にするため、PM間のデータの同期を続行することがあり

ます。

Ubuntu VM のマイグレーションを完了するには
Ubuntuリリースを実行するベアメタルマシンからP2Vを使ってVMをマイグレーションした後、

VMでアクティブネットワークがないなどの問題が発生する場合があります。問題を修正するに

は、Ubuntu VMをマイグレーションした後で、以下のうち適切な手順を実行してください。

Ubuntu 18.04 VM のマイグレーションの後で行う手順

1. ztC Edge コンソールから、VMのコンソールウィンドウを開きます。

2. VMにログインしてターミナルに移動します。

3. 次のコマンドを入力します: cd /etc/netplan
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4. 次のコマンドを入力します: sudo vi 01-netcfg.yaml

5. 01-netcfg.yamlファイルで、eno1を ens3f0に変更します。

6. 次のコマンドを入力します: sudo netplan apply

7. 次のコマンドを入力します: ifconfig

これらのコマンドを実行した後はVMがその構成済みIPアドレスを使ってネットワーク上に

存在するため、VMをリブートする必要はありません。

Ubuntu 16.04 VM のマイグレーションの後で行う手順

1. ztC Edge コンソールから、VMのコンソールウィンドウを開きます。

2. VMにログインしてターミナルに移動します。

3. 次のコマンドを入力します: cd /etc/network

4. 次のコマンドを入力します: sudo vi interfaces

5. eno1インタフェースを ens3f0に変更します。

6. 変更を保存します。

7. 次のコマンドを入力します: sudo systemctl restart

networking.service

Ubuntu 14.04 VM のマイグレーションの後で行う手順
次の手順ではシステムをリブートする必要がありません。

1. ztC Edge コンソールから、VMのコンソールウィンドウを開きます。

2. VMにログインしてターミナルに移動します。

3. 次のコマンドを入力します: ifconfig

ここでコマンド出力には eth0が含まれていません。

4. 次のコマンドを入力します: ifconfig -a

ここでコマンド出力に eth0が含まれています。

5. 次のコマンドを入力します: cd /etc/network/

6. 次のコマンドを入力します: sudo vi interfaces

interfacesファイルで em1を eth0に変更します。

7. 次のコマンドを入力します: cd run
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8. 次のコマンドを入力します: ls –l

9. 次のコマンドを入力します: sudo touch ifup.eth0

10. 次のコマンドを入力します: sudo vi ifstate.eth0

ifstate.eth0ファイルの冒頭に eth0を挿入します。

11. 次のコマンドを入力します: sudo ifdown eth0

12. 次のコマンドを入力します: sudo ifup eth0

次の手順ではVMをリブートする必要があります。

1. ztC Edge コンソールから、VMのコンソールウィンドウを開きます。

2. VMにログインしてターミナルに移動します。

3. /etc/network/interfacesファイルを編集して、em1を eth0に変更

します。

4. VMをリブートします。

トラブルシューティング
必要に応じて以下の情報を参照し、マイグレーションプロセスで発生した問題を解決してくださ

い。

マイグレーションプロセスをキャンセルするには

P2Vクライアントを実行しているソースPMまたはVMの電源をオフにします。

キャンセルしたマイグレーションや失敗したマイグレーションをクリーンアップするには

ztCコンソールを開いてソースPMまたはVMに関連するマイグレーション済みボリュームをすべて

削除します。マイグレーションプロセスを再開するには、ソースPMまたはVMでP2Vクライアン

トをリブートします。

失敗したマイグレーションから復旧するには

マイグレーションプロセスが失敗した場合、ソースPMまたはVMでP2Vクライアントにエラー

メッセージが表示されます。また、ztC Edge システムにもメッセージが表示されることがありま

す。これらのメッセージに基づいて問題を特定します。

その後もマイグレーションが失敗する場合、可能であればサーバサイドデバッグを有効にします。

マイグレーションの後、Stratus 認定サービス業者に送信する診断ファイルを作成します。詳細につ
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いては、「診断ファイルを作成する」を参照してください。診断ファイルには、マイグレーション

プロセスで生成されたサーバサイドのデバッグメッセージが含まれています。

「Failed to mount '/dev/sda1: Operation not permitted ('/dev/sda1 を

マウントできません。操作が許可されていません)」というエラーメッセージが表示されて失敗した

マイグレーションから復旧するには

Windows ベースのPMまたはVMで次のエラーメッセージが表示されてマイグレーションプロセ

スが失敗する場合、"休止状態"または"高速スタートアップ"モードが有効になっている可能性があ

ります。

Failed to mount '/dev/sda1': Operation not permitted

The NTFS partition is in an unsafe state. Please resume and

shutdown Windows fully (no hibernation or fast restarting), or

mount the volume read-only with the 'ro' mount option.

この問題を解決するには、ソースPMまたはVMで休止機能と高速スタートアップを無効にします。

1. ソースPMまたはVMのオペレーティングシステムにログオンします。

2. [Power Options (電源オプション)]コントロールパネルを開いて [Choose what the

power buttons do (電源ボタンの動作の選択)]をクリックします。

3. [When I press the power button (電源ボタンを押したとき)]の横で、([Hibernate

(休止)]や [Sleep (スリープ)]ではなく) [Shutdown (シャットダウン)]を選択します。

4. [Shutdown Settings (シャットダウンの設定)]の下で、[Turn on fast startup

(recommended) (高速スタートアップをオンにする (推奨))]の横のチェックボックスを

オフにします。

5. [Save changes (変更の保存)]をクリックします。

6. [Administrator Power Shell (管理者)]を開いて次のコマンドを実行します。

> powercfg /h off

7. オペレーティングシステムをシャットダウンしてマイグレーションプロセスを再開します。

新しくマイグレーションした Linux ベースの VM が「ブート中」の状態から戻らない場合に復旧す

るには

VMのネットワークがオフラインの場合、LinuxベースのVMがztCコンソールでブート中の状態の

ままになることがあります。
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マイグレーションプロセス中にP2Vクライアントは各ネットワークインタフェースに新しいMAC

アドレスを設定して、元のVMとの競合を回避しようとします。Linuxベースの一部のオペレーティ

ングシステムは新しいMACアドレスを検出し、元のインタフェースを維持したまま、その新しい

ネットワークインタフェースを自動的に作成します。ゲストオペレーティングシステムはブートし

ますが、ネットワーク設定を手動で構成するまではネットワークがオフラインのままになることが

あります。

この問題を解決するには、VMコンソールを開き、ゲストオペレーティングシステムにログオンし

てネットワークスタートアップスクリプトを更新します。各ネットワークインタフェースにつき1

つのエントリだけを残すようにし、各インタフェースが環境に適した一意のMACアドレスと正しい

ネットワーク設定を使用していることを確認してください。

ztC Edge システムの VM で見つからないデータボリュームを復旧するには

インポートの完了後にztC Edge システムのVMにデータボリュームが表示されない場合、次の手

順に従ってこれらのボリュームを手作業で復元できます。

l VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ボリュー

ム]ページで正しいボリュームを含めます。

l Windows ベースのVMではディスク管理を使用してデータボリュームをオンラインにしま

す。

l LinuxベースのVMでは /etc/fstabファイルを編集して、ストレージデバイスを

(/dev/vda～ /dev/vdh) の新しいデバイス名に更新します。たとえばインポートにボ

リュームが含まれなかった場合、デバイス名が一致しなくなることもあります。

ztC Edge システムの VM で見つからないネットワークデバイスを復旧するには

インポートの完了後にztC Edge システムのVMにネットワークデバイスが表示されない場合、次

の手順に従ってこれらのデバイスを手作業で復元できます。

l VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ネット

ワーク]ページで正しいネットワークを含めます。

l LinuxベースのVMの場合、ネットワークスタートアップスクリプトを再構成して、ネット

ワークインタフェースに新しいデバイス名を反映させます。

新しいネットワークドライバを手動でインストールするには
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PMやVMをマイグレーションした後、ネットワークドライバが正しくインストールされないことが

あります(たとえば、[デバイスマネージャー]に警告( ) 付きのドライバが一覧される場合があ

ります)。この問題が発生した場合は、ドライバを手動でインストールしてください。

1. VMコンソールウィンドウで、ゲストオペレーティングシステムの [デバイスマネー

ジャー]を開きます。

2. [ネットワークアダプタ]を展開して [Red Hat VirtIO Ethernet Adapter]を右クリック

します(ドライバが正しく機能していません)。

3. [ドライバソフトウェアの更新]を選択します。

4. ポップアップウィンドウで [コンピュータを参照してドライバソフトウェアを検索する]を

クリックします。

5. [コンピュータ上のデバイスドライバの一覧から選択する]をクリックします。

6. [Red Hat VirtIO Ethernet Adapter]を選択します。

7. [次へ]をクリックしてネットワークドライバをインストールします。

ドライバがインストールされたら、ztCコンソールでVMの状態を確認します。状態が実行中( )

であればドライバが正しく機能しています。

関連トピック

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンの運用を管理する」

OVF または OVA ファイルをインポートする

VMをあるシステムから別のシステムに転送する必要がある場合や、作成したイメージを同じシステムに転

送して戻すことにより元のVMを復元または複製する場合、システムからOpen Virtualization Format

(OVF) またはOpen Virtual Appliance (or Application) (OVA) ファイルをインポートします。(OVF また

はOVAファイルを使用せずに物理マシン(PM)または仮想マシン(VM)をシステムにマイグレーションす

るには、「物理マシンまたは仮想マシンをシステムにマイグレーションする」を参照してください。)

VMは "インポート"または"リストア"することができます。VMをインポートすると、一意のハードウェ

アIDが設定されたVMの新しいインスタンスが作成されます。VMをリストア(復元)する場合、同じハー
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ドウェアID (SMBIOSUUID、システムシリアル番号、およびVMイメージに指定されている場合はMAC

アドレス)が設定された同一のVMが作成されます。これらのIDはゲストオペレーティングシステムやア

プリケーションのソフトウェアライセンスに必要となる場合があります。元のVMとの競合を避けるた

め、VMのリストアはこれをztC Edge システムに転送した後ソースシステム上での使用を停止する場合の

みに行ってください。

このトピックでは、OVF またはOVAファイルをローカルコンピュータ、USBデバイス、またはNFSエク

スポートやWindows 共有(Samba など、CIFS共有とも呼ばれます)などのリモートファイルシステムか

らインポートする方法を説明します。既存のVMを同じシステム上に復元してVMを上書きし、これを以

前のバックアップコピーから復旧する場合は、「OVF ファイルから仮想マシンを交換/復元する」を参照

してください。
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注:

l VMのインポートは、正常な状態のイメージからVMを作成したりクローンする場合に行

います。VMのインポート中、システムによって一意のハードウェアIDとMACアドレ

スが割り当てられます。(正常な状態のイメージは、通常、複数回コピーするために作成

されたテンプレートのVMです。)ソースVMとの競合を避けるため、インポートウィ

ザードは新しいVMにある各ネットワークインタフェースに新しいMACアドレスを自動

的に割り当てますが、必要に応じてIPアドレスとホスト名を手動で更新しなければなり

ません。

l インポートできるのは、サポートされるゲストオペレーティングシステムおよびブート

インタフェースを実行しているVMのみです。詳細については、「対応しているゲスト

オペレーティングシステム」を参照してください。

VMをインポートする際、システムはブートインタフェースの設定(BIOSまたはUEFI)

をOVF あるいはOVAファイルからインポートします。この設定は変更できません。

l VMをVMware ソースからインポートできるのは、ソースがVMware リリース6.xを

実行している場合のみです。

l VMware OVAファイルからVMをインポートする場合、操作を行うのに十分なディス

ク容量がシステムにあることを確認してください。システムに必要なディスク容量は、

「OVAファイルのサイズ+作成するVMボリュームの合計サイズ+圧縮OVAファイ

ルの解凍と処理用に一時予約される100GBのディスク容量」の総計に等しくなりま

す。たとえば、3GBのOVAファイルを、32GBボリュームを要するVMのためにイン

ポートするには、最低限3GB+ 32GB + 100GB = 135GBのストレージが必要です。

システム上の空きディスク容量は、ztCコンソールの [システム]ページの、[ストレー

ジ割り当て]で確認できます。お使いのシステムで、VMware OVAファイルをインポー

トするのに十分なディスク容量がない場合、ディスク容量を解放するか、代わりにVM

をネットワーク経由で(OVF やOVAファイルを使わずに)直接マイグレーションするこ

とができます。詳細については、「物理マシンまたは仮想マシンをシステムにマイグ

レーションする」を参照してください。

l VMを同じシステムにインポートし直してVMを複製する際、VMの名前を変更して、エ

クスポートまたはインポートの処理中にボリュームを複製する必要があります。VMの名

前を変更しなかった場合、ソースVMとの競合を避けるため、インポートウィザードに

よって新しいVMと新しいボリュームの名前が自動的に変更されます。ウィザードはVM
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名とボリューム名に数字を追加して、VMに複製が追加されるたびにその数字を増やしま

す(MyVM、MyVM0、MyVM1など)。

l VMのインポートにかかる時間はソースVMにあるボリュームのサイズと数、およびネッ

トワーク帯域幅によって異なります。たとえば、20GBのブートボリュームが1つある

VMを1Gbネットワークで転送するには約30分かかります。

l インポートの処理中にシステムがプライマリPMからセカンダリPMに切り替わった場

合、そのプロセスは失敗します。これはシステムの継続運用には影響しませんが、シス

テムで不完全なVMとその関連ボリュームを削除してから、もう一度インポートを実行す

る必要があります。

l PMやVMをマイグレーションした後、ネットワークドライバが正しくインストールされ

ないことがあります。この問題が発生した場合は、ドライバを手動でインストールしてく

ださい。詳細については、下記の「トラブルシューティング」を参照してください。

前提条件:
OVF ファイルからVMイメージをインポートする前に、ソースシステム上でztCコンソールを

使用して、サポートされるネットワーク共有またはUSBデバイス上のOVF および仮想ハード

ディスク(VHD)ファイルにVMをエクスポート(「仮想マシンをエクスポートする」を参照)

します。これらのファイルはお使いの管理PCにコピーするか、ターゲットのztC Edge システ

ム上のUSBデバイスまたはネットワーク共有にマウントします。手順については、「ztC Edge

システム上のUSBデバイスまたはネットワークマウントフォルダのマウント」を参照してくだ

さい。その後、ターゲットシステム上のztCコンソールを使ってOVF およびVHDファイルを

インポートします。

OVAファイルからVMイメージをインポートする前に、VMware システム上にOVAファイル

を作成します。ztC Edge システムは、1つのメタデータファイルと1つ以上のディスクイメー

ジファイルを含むVMware OVAファイルをサポートしています。

OVF または OVA ファイルをインポートするには

1. ターゲットシステム上でztCコンソールにログオンします。

2. 2つのノード用のライセンスが適用されたシステムの [物理マシン]ページ(「[物理マシン]ペー

ジ」を参照)で、両方のPMが「実行中」の状態にあり、どちらのPMもメンテナンスモードではな

く、同期の実行中でもないことを確認します。
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3. (ztCコンソールを実行しているPCではなく) USBデバイスまたはネットワーク共有からVMをイ

ンポートしている場合、デバイスまたは共有をztC Edge システム上にマウントします。手順につい

ては、「ztC Edge システム上のUSBデバイスまたはネットワークマウントフォルダのマウント」

を参照してください。

4. [仮想マシン]ページ(「[仮想マシン]ページ」を参照)で、[インポート/リストア]をクリックし

て仮想マシンのインポート/リストアウィザードを開きます。

5. 次のいずれかを選択します。

n PC からインポート—ztCコンソールを実行しているPCからVMをインポートします。

注: PCからインポートする際にはVMware OVF およびOVAの参照がサポートさ

れませんが、その他の方法を使用してVMware OVF およびOVAをインポートす

ることができます。

[次へ]、[参照]の順にクリックして、ローカルコンピュータ上の適切なファイルを見つけま

す。

n USB からインポート—ztC Edge システム上にマウントされたUSBデバイスからVMをイ

ンポートします。

[次へ]をクリックし、プルダウンメニューからパーティションを選択します。[OVF/OVA

のリスト]をクリックし、プルダウンメニューから適切なファイルを選択します。オプショ

ンとして、[ファイルの検索]ボックスにファイル名またはその一部を入力してファイルを検

索できます。

n リモートまたはネットワークWindows 共有経由からインポート (CIFS/SMB)—ローカ

ルネットワーク上のWindows 共有からVMをインポートします。

[次へ]をクリックし、[ユーザ名]と [パスワード]に値を入力します。[レポジトリ]に、

「\\<マシンの URL>\<共有名>」の形式で値を入力します(例:

\\192.168.1.34\MyOVFsForImport)。次に、[OVF/OVA のリスト]をクリックして

リストから適切なファイルを選択します。

n リモートまたはネットワーク NFS からインポート—ローカルネットワーク上のNFS共有

からVMをインポートします。
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[次へ]をクリックし、[レポジトリ]に、リモートシステムのURLを

「nnn.nnn.nnn.nnn/<フォルダ名>」の形式で入力します(http://やhttps://は含め

ません)。

[OVF/OVA のリスト]をクリックしてリモートフォルダにあるすべてのファイルのリスト

を表示します。インポートする適切なファイルを選択してください。オプションとして、

[ファイルの検索] ボックスにファイル名またはその一部を入力してファイルを検索できま

す。あるいは、列の見出し(名前、変更日、サイズなど)をクリックしてファイルを並べ替え

ることも可能です。ファイル名をクリックしてファイルを選択し、[次へ]をクリックしま

す。

OVAファイルを選択した場合、次のステップに進んでください(OVAファイルで行えるのはイン

ポートのみです)。

OVF ファイルを選択した場合、[次へ]をクリックします。これがztC Edge で作成されたファイル

かどうか、およびVMのインポートとリストアを行えるかどうかを確認するメッセージが表示され

ます。ztC Edge で作成したOVF ファイルを選択する際は、オプションとして、ファイルをイン

ポートまたはリストアすることができ、次のメッセージの表示も可能です。

VMを復元すると、全ネットワークインタフェースのハードウェアIDとMACアドレスの維

持が試行されます。[リストア]は、VMの特定インスタンスを指定して復元する場合で、そ

のインスタンスがネットワーク上のすべてのシステムで実行されるこのVMの唯一のコピー

である場合のみに選択してください。通常の場合、リストアは過去のバックアップからVM

を復旧させるために使用します。正常な状態のイメージからVMを作成したりクローンする

場合には、インポートを選択します。この操作では一意のハードウェアIDとMACアドレス

が割り当てられます。

6. [インポート]を選択します(必要な場合はウィンドウを下にスクロールしてください)。(ztC Edge

で作成されたOVF の場合、[リストア]を選択することもできます。「OVF ファイルから仮想マシ

ンを交換/復元する」を参照してください。)

7. ウィザードの [仮想マシンのインポートの準備]ウィンドウが開き、必要に応じて追加のファイルを

アップロードするプロンプトが表示されます。プロンプトが表示されたら、VMに関連付けられてい

る各ボリュームについて含める適切なファイルを選択します。

8. OVF ファイルを選択した場合、情報を確認し、必要な場合は編集することができます(必要に応じ

てウィンドウを下にスクロールしてください):
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n 名前、ブートインタフェース、CPU、メモリ

VMの名前、ブートインタフェース、vCPUの数、またはVMが利用できる合計メモリが表

示されます。必要に応じて情報を編集します。(ブートインタフェースは変更できません。

この設定はシステムによってOVF またはOVAファイルからインポートされます。)

n ストレージ

各ボリュームの名前およびサイズが表示されます。[作成]列で、システム上のボリューム用

にストレージを割り当てるには、ボリュームのボックスを選択します(ブートボリュームは

必須です)。[データの復元]列で、VHDファイルからボリュームのデータをインポートする

場合はボックスを選択します。

n ネットワーク

利用可能なネットワークが表示されます。既存のネットワークを削除したり、まだ割り当て

られていない新しいネットワークを追加することも可能です。選択した各ネットワークに1

つの静的なIPアドレスを指定することもできます。少なくとも1つのネットワークが必要で

す。

ネットワークの総数は、ztC Edge システム上のビジネスネットワークの数を超えることがで

きません。VMをOVF ファイルからインポートする場合、ウィザードでどのネットワークを

削除するかを選択できます。VMをOVAファイルからインポートする場合、システムはイン

ポートの処理中に余分なネットワークを自動的に無視します。どちらの場合も、VMをイン

ポートする前や後に追加のビジネスネットワークをztC Edge システムに接続して、ネット

ワーク接続を復元することができます。

9. 初めて起動する前にVMの再プロビジョニングが必要な場合、オプションで [インポート後に仮想マ

シンを自動的に起動]チェックボックスをオフにすることもできます。

10. [インポート]をクリックして、VMのインポートを開始します。オプションとして、[キャンセル]

をクリックして手順をキャンセルできます。

ウィザードに進捗状況が表示されます。転送が完了したら [完了]をクリックしてウィザードを閉じ

ます。

注: インポートの処理中、ztCコンソールの [ボリューム]ページにインポートされたボ

リュームが順次表示されます。インポートウィンドウに処理が完了したことが示される

まで、インポートされたボリュームを接続したり削除しないでください。そうでない場

合、インポートは失敗します。
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11. 該当する場合は仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを使用してVMに追加のリソースを割

り当てます。「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」を参照してください。

VMの再プロビジョニングが完了したら、[起動]をクリックしてVMをブートします。

12. [コンソール]をクリックしてVMのコンソールを開き、ゲストオペレーティングシステムにログオ

ンします。

13. Windows ベースのVMの場合のみ、VirtIOドライバをダウンロードして、サポートされる最新の

バージョンに更新します。手順については、「VirtIOドライバを更新する(Windows ベースの

VM)」を参照してください。(LinuxベースのVMには既に正しいVirtIOドライバがインストールさ

れています。)

注: ドライバを更新した後、ゲストオペレーティングシステムの再起動が必要となる場

合があります。

14. 必要に応じてゲストオペレーティングシステムのネットワーク設定を更新します。

新しいVMが正しく機能することを確認できたら、インポートプロセスは完了します。ただしシステム

は、高可用性(HA) またはフォールトトレラント(FT) 運用を有効にするため、PM間のデータの同期を続

行することがあります。

注: データが同期されてVirtIOドライバが稼動するまでの間、新しいVMとその関連ボリューム

に警告マークが表示される場合があります。

トラブルシューティング
エクスポートプロセスやインポートプロセスで発生した問題を解決するには、必要に応じて以下の

情報を参照してください。

インポートをキャンセルしたり、インポートが失敗した後でクリーンアップするには

ターゲットシステム上のztCコンソールで、インポートしたVMおよびそれに関連するすべてのボ

リューム(存在する場合)を削除します。

ターゲット VM で見つからないデータボリュームを復旧するには

インポートの完了後にターゲットシステムのVMにデータボリュームが表示されない場合、次の手

順でこれらのボリュームを手作業で復元できます。

l VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ボリュー

ム]ページで正しいボリュームを含めます。
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l Windows ベースのVMではディスク管理を使用してデータボリュームをオンラインにしま

す。

l LinuxベースのVMの場合、/etc/fstabファイルを編集して、ストレージデバイスに新

しいデバイス名を反映させます。インポートにボリュームを含めなかった場合には、デバイ

ス名が一致しなくなることがあります。

ztC Edge システムの VM で見つからないネットワークデバイスを復旧するには

インポートの完了後にターゲットシステムのVMにネットワークデバイスが表示されない場合、次

の手順でこれらのデバイスを手作業で復元できます。

l VMをシャットダウンして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを実行し、[ネット

ワーク]ページで正しいネットワークを含めます。VMがウィザードに表示される数よりも多

くのネットワークを必要とする場合、追加のビジネスネットワークをztC Edge システムに

接続してから、VMを再プロビジョニングして新しいネットワークを含めてください。

l LinuxベースのVMの場合、ネットワークスタートアップスクリプトを再構成して、ネット

ワークインタフェースに新しいデバイス名を反映させます。

新しいネットワークドライバを手動でインストールするには

PMやVMをインポートした後、ネットワークドライバが正しくインストールされないことがありま

す(たとえば、[デバイスマネージャー]に警告( ) 付きのドライバが一覧される場合がありま

す)。この問題が発生した場合は、ドライバを手動でインストールしてください。

1. VMコンソールウィンドウで、ゲストオペレーティングシステムの [デバイスマネー

ジャー]を開きます。

2. [ネットワークアダプタ]を展開して [Red Hat VirtIO Ethernet Adapter]を右クリック

します(ドライバが正しく機能していません)。

3. [ドライバソフトウェアの更新]を選択します。

4. ポップアップウィンドウで [コンピュータを参照してドライバソフトウェアを検索する]を

クリックします。

5. [コンピュータ上のデバイスドライバの一覧から選択する]をクリックします。

6. [Red Hat VirtIO Ethernet Adapter]を選択します。

7. [次へ]をクリックしてネットワークドライバをインストールします。

ドライバがインストールされたら、ztCコンソールでVMの状態を確認します。状態が実行中( )

であればドライバが正しく機能しています。
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関連トピック

「ztC Edge システム上のUSBデバイスまたはネットワークマウントフォルダのマウント」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンの運用を管理する」

OVF ファイルから仮想マシンを交換/復元する

ztC Edge で作成したOpen Virtualization Format (OVF) ファイルから仮想マシン(VM)を交換して、VM

を以前のバックアップコピーで上書きすることによりztC Edge システム上のVMを復元(つまり復旧)し

ます。(VMを別のシステムからインポートする場合は、「仮想マシンを作成/マイグレーションする」を参

照してください。)

通常の場合、VMをインポートすると、一意のハードウェアIDが設定されたVMの新しいインスタンスが

作成されます。VMをリストア(復元)する場合、SMBIOSUUID、システムシリアル番号、およびVMイ

メージに指定されている場合はMACアドレスがそれぞれ同じ値に設定された、同一のVMが作成されま

す。この情報は、ゲストオペレーティングシステムやアプリケーションのソフトウェアライセンスに必要

となる場合があります。ただし、復元されたVMのハードウェアIDは一意です。ztC Edge システム上に

同一のVMが既に存在する場合、VMを復元することでVMを置換して前のコピーで上書きできます。

ztC Edge システム上の既存のVMを復元できるのは、既にVMを ztC Edge システム(「仮想マシンをエ

クスポートする」を参照)から、サポートされるネットワーク共有またはUSBデバイス上のOVF および仮

想ハードディスク(VHD)ファイルにエクスポートしてある場合のみです。これらのファイルはお使いの管

理PCにコピーするか、ターゲットのztC Edge システム上のUSBデバイスまたはネットワーク共有にマ

ウントします。手順については、「ztC Edge システム上のUSBデバイスまたはネットワークマウント

フォルダのマウント」を参照してください。その後、ターゲットztC Edge システム上のztCコンソールを

使って管理PCからOVF およびVHDファイルを復元します。

注意事項: 上書きと復元を行う前に、ztC Edge システム上の既存のVMをバックアップするこ

とを検討してください。VMをエクスポートしてバックアップを作成する場合、復元対象のOVF

およびVHDファイルを上書きしないよう注意してください。
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注:

l VMを復元できるのは、ztC Edge システムで作成されたOVF からだけです。サード

パーティシステムで作成されたOVF からVMを復元することはできません。OVAファ

イルからVMを復元することもできません。

l 通常、リストアは過去のバックアップからVMを復旧させるために使用します。VMを復

元すると、システムは全ネットワークインタフェースのハードウェアIDとMACアドレ

スを維持しようとします。

l VMのリストアは、ztC Edge VMの特定インスタンスを指定して復元するために行い、

復元されたVMが、ネットワーク内のすべてのztC Edge サーバで実行されるこのVMの

唯一のコピーになる場合のみに実行します。

l VMの復元にかかる時間はソースVMにあるボリュームのサイズと数、およびネットワー

ク帯域幅によって異なります。たとえば、20GBのブートボリュームが1つあるVMを

1Gbネットワークで転送するには約30分かかります。

l 既存のVMを上書きして復元すると、ztC Edge システムによって既存のVMとそのボ

リュームが削除されます。

l VMの復元処理中にztC Edge システムがプライマリPMからセカンダリPMに切り替

わった場合、その復元プロセスは失敗します。これはシステムの継続運用には影響しませ

んが、ztC Edge システムで不完全なVMとその関連ボリュームを削除してから、もう一

度復元を実行する必要があります。
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前提条件:

l ztC Edge システムからVMイメージを交換(つまり復元)する前に、ソースztC Edge シ

ステム上でztCコンソールを使用して、サポートされるネットワーク共有またはUSBデ

バイス上のOVF および仮想ハードディスク(VHD)ファイルにVMをエクスポート(

「仮想マシンをエクスポートする」を参照)します。これらのファイルはお使いの管理

PCにコピーするか、ターゲットのztC Edge システム上のUSBデバイスまたはネット

ワーク共有にマウントします。手順については、「ztC Edge システム上のUSBデバイ

スまたはネットワークマウントフォルダのマウント」を参照してください。その後、

ターゲットztC Edge システム上のztCコンソールを使ってOVF およびVHDファイル

を復元します。

l 復元プロセスが正しく機能するためには、ztC Edge システムの両方のPMがオンライン

になっている必要があります。

VM を復元するには

1. ターゲットztC Edge システム上でztCコンソールにログオンします。

2. 2つのノード用のライセンスが適用されたシステムの [物理マシン]ページ(「[物理マシン]ペー

ジ」を参照)で、両方のPMが「実行中」の状態にあり、どちらのPMもメンテナンスモードではな

く、同期の実行中でもないことを確認します。

3. (ztCコンソールを実行しているPCではなく) USBデバイスまたはネットワーク共有からVMを復

元している場合、デバイスまたは共有をztC Edge システム上にマウントします。手順については、

「ztC Edge システム上のUSBデバイスまたはネットワークマウントフォルダのマウント」を参照

してください。

4. [仮想マシン]ページ(「[仮想マシン]ページ」を参照)で、上部パネルから復元するVMを選択し

ます。

5. 下部パネルで、[リストア]をクリックするか、[インポート/リストア]をクリックします(上部パネ

ルの近く)。

6. 次のいずれかを選択します。

n PC からインポート—ztCコンソールを実行しているPCからVMをインポートします。

a. [次へ]をクリックします。

b. [参照]をクリックしてローカルコンピュータ上の適切なフォルダを見つけます。
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c. 目的のファイルの名前をクリックします。

d. [開く]をクリックします。

n USB からインポート—ztC Edge システム上にマウントされたUSBデバイスからVMをイ

ンポートします。

[次へ]をクリックし、プルダウンメニューからパーティションを選択します。[OVF/OVA

のリスト]をクリックし、プルダウンメニューから適切なOVF ファイルを選択します。

n リモートまたはネットワークWindows 共有経由からインポート (CIFS/SMB)—ローカ

ルネットワーク上のWindows 共有からVMをインポートします。

[次へ]をクリックし、[ユーザ名]と [パスワード]に値を入力します。[レポジトリ]に、

「\\<マシンの URL>\<共有名>」の形式で値を入力します(例:

\\192.168.1.34\MyOVFsForImport)。次に、[OVF/OVA のリスト]をクリックして

リストから適切なOVF ファイルを選択します。

n リモートまたはネットワーク NFS からインポート—ローカルネットワーク上のNFS共有

からVMをインポートします。

[次へ]をクリックし、[レポジトリ]に、リモートシステムのURLを

「nnn.nnn.nnn.nnn/<フォルダ名>」の形式で入力します(http://やhttps://は含め

ません)。

[OVF/OVA のリスト]をクリックしてリモートフォルダにあるすべてのファイルのリスト

を表示します。適切なOVF ファイルを選択します。オプションとして、[ファイルの検索]

ボックスにファイル名またはその一部を入力してファイルを検索できます。あるいは、列の

見出し(名前、変更日、サイズなど)をクリックしてファイルを並べ替えることも可能です。

ファイル名をクリックしてファイルを選択し、[次へ]をクリックします。

7. [リストア]を選択します。(必要な場合はウィンドウを下にスクロールしてください。)[リストア]

によって既存のデータと構成の詳細がすべて上書きされるために注意を促す警告メッセージが表示

されます。

8. [続行]をクリックします。

9. プロンプトが表示されたら、VHDファイルを追加します。

10. 次の情報を確認し、必要に応じて編集します。
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n 名前、ブートインタフェース、CPU、メモリ

VMの名前、ブートインタフェース、vCPUの数、またはVMが利用できる合計メモリが表

示されます。必要に応じて情報を編集します。(ブートインタフェースは変更できません。こ

の設定はシステムによってOVF ファイルからインポートされます。)

n ストレージ

各ボリュームの名前およびサイズが表示されます。[作成]列で、ztC Edge システム上のボ

リューム用にストレージを割り当てるには、ボリュームのボックスを選択します(ブートボ

リュームは必須です)。[データの復元]列で、VHDファイルからボリュームのデータをイン

ポートする場合はボックスを選択します。

n ネットワーク

利用可能なすべてのネットワークが表示されます。既存のネットワークを削除したり、まだ

割り当てられていない新しいネットワークを追加することも可能です。少なくとも1つの

ネットワークが必要です。

ネットワークの総数は、ztC Edge システム上のビジネスネットワークの数を超えることがで

きません。ウィザードで、削除するネットワークを選択したり、VMやネットワーク接続を復

元する前や後に追加のビジネスネットワークをztC Edge システムに接続して、ネットワー

ク接続を復元することができます。

11. システムで最初に起動する前にVMの再プロビジョニングが必要な場合、オプションで [復元後に仮

想マシンを自動的に起動]チェックボックスをオフにすることもできます。

12. [リストア]をクリックして、VMのリストアを開始します。転送が完了したら [完了]をクリックし

てウィザードを閉じます。

注: 復元の処理中、ztCコンソールの [ボリューム]ページに復元されたボリュームが順

次表示されます。リストアウィンドウに処理が完了したことが示されるまで、復元した

ボリュームを接続したり削除しないでください。これを行うと、復元操作が失敗します。

13. 該当する場合は仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを使用してVMに追加のリソースを割

り当てます。「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」を参照してください。

VMの再プロビジョニングが完了したら、[起動]をクリックしてVMをブートします。

復元したVMが正しく機能することを確認したら、復元プロセスが完了します。ただしztC Edge システム

は、高可用性(HA) またはフォールトトレラント(FT) 運用を有効にするため、PM間のデータの同期を続

行することがあります。
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注: データが同期されてVirtIOドライバが稼動するまでの間、復元したVMとその関連ボリュー

ムに警告マークが表示される場合があります。

トラブルシューティング
復元プロセスで発生した問題を解決するには、必要に応じて以下の情報を参照してください。

復元操作をキャンセルしたり、復元が失敗した後でクリーンアップするには

ターゲットシステム上のztCコンソールで、復元したVMおよびそれに関連するすべてのボリュー

ム(存在する場合)を削除します。

関連トピック

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンをエクスポートする

システム上の仮想マシン(VM)をエクスポートして、ネットワークにマウントされたフォルダ(つまりディ

レクトリ)またはUSBデバイスにVMのイメージを保存します。ztC Edge システムからVMをエクスポー

トすると、VMイメージを別のシステムにインポートしたり、同じztC Edge システムへインポートし直し

て元のVMの復元や複製を行えるようになります。このトピックで説明されている手順でztC Edge システ

ムからVMを直接エクスポートできます。。

VMのエクスポートを準備するには、エクスポートしたVMを環境内に保存するためのUSBデバイスを挿

入するか、ネットワークマウントされたフォルダを作成します。USBデバイスを使用する場合、システム

の現在のプライマリノード([物理マシン]ページにnoden (プライマリ)として表示されます)にデバイ

スを挿入します。フォルダを使用している場合、Windows 共有またはネットワークファイルシステム

(NFS) エクスポート用にフォルダを作成します。Windows 共有はCommon Internet File System

(CIFS) 共有とも呼ばれます(たとえばSambaなど)。次に、フォルダまたはUSBデバイスを、このト

ピックの説明に従ってztC Edge システムのホストオペレーティングシステムにマウントします。ztCコ

ンソールでエクスポートを開始すると、ztC Edge システムによってVMが標準のOpen Virtualization

Format (OVF) および仮想ハードディスク(VHD)ファイルとして保存されます。
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注:

l ソースVMをエクスポートするにはこれをシャットダウンする必要があるので、このプロ

セスのために計画的なメンテナンス期間を設けることを検討してください。

l エクスポートにかかる時間はソースVMにあるボリュームのサイズと数、およびネット

ワーク帯域幅によって異なります。たとえば、20GBのブートディスクが1つあるVM

を1Gbネットワークで転送するには約30分かかります。

l エクスポートした後でVMを引き続き使用する場合には、ターゲットシステムへのイン

ポート時に必ず別のMACアドレスおよびIPアドレスを設定してください。

l エクスポートの処理中にztC Edge システムがプライマリPMからセカンダリPMに切り

替わった場合、そのプロセスは失敗します。この操作はシステムの継続運用に影響するこ

とはありません。ネットワークマウントされたフォルダから部分的にエクスポートされた

ファイルを削除して、もう一度ファイルをエクスポートすることができます。

l エクスポートできるvfat ファイルの最大サイズは4GBです。4GBを超えるサイズの

vfat ファイルをエクスポートしようとすると、操作が失敗します。

l LinuxベースのVMでは、VMを別のシステムにエクスポートするときに /etc/fstab

ファイルを変更する必要はありません。

l 古いリリースのUbuntuを実行しているUbuntuベースのVMでは、必要に応じてVM

をエクスポートする前に /boot/grub/grub.cfgファイルを編集して gfxmodeパ

ラメータを textに変更する必要があります(たとえば set gfxmode=text)。これ

を行わないと、新しいVMのコンソールが別のシステムでハングすることがあります。マ

イグレーションの後、ソースVMで元の設定を復元できます。
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前提条件:

l エクスポートを実行する前にVMをシャットダウンする必要があります。

l エクスポートの保存先を準備します。

n USBデバイスを使用する場合、システムの現在のプライマリノード([物理マシ

ン]ページにnoden (プライマリ)として表示されます)にデバイスを挿入しま

す。システムにUSBデバイスが表示されることを確認します。[物理マシン]ペー

ジに移動します。デバイスを挿入したノードをクリックして、下部パネルで

[USB デバイス]タブを選択します。挿入したUSBデバイスがタブに表示される

ことを確認します。

n Windows/CIFS共有またはNFSエクスポート用のネットワークマウントフォル

ダを使用している場合、環境内のエクスポートされたVMを保存できる場所にそ

のフォルダを作成します。ファイルの転送が許可されるよう、ネットワークマウ

ントフォルダの完全な読み書き権限を設定するか、Windows/CIFS共有の場合

は、その共有をホストするシステム/ドメインの特定のユーザに読み書きのアクセ

ス許可を割り当てます。NFSエクスポートやCIFS共有のURLまたはパス名、お

よびCIFS共有のユーザ名とパスワードを記録します。これはVMをエクスポート

するときに使用します。

エクスポートするVMを保存するのに十分なストレージがあることを確認します。

また、Windows ベースのVMにはWindows 固有の準備を行う必要があります。

VM のエクスポート準備をするには (Windows ベースの VM)

1. ztCコンソールを使用してztC Edge システムにログオンします。

2. [仮想マシン]ページで、エクスポートするVMを選択します。

3. [コンソール]をクリックしてVMのコンソールを開き、Windows ゲストオペレーティング

システムにログオンします。

4. 「Windows ドライブのラベルを管理する」を参照して、すべてのボリュームのラベルが正

しいことを確認します。

5. Windows システム準備ツール(Sysprep) を実行してゲストオペレーティングシステムを

再展開用に準備します。
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VM をエクスポートするには

1. ztCコンソールを使用してztC Edge システムにログオンします。

2. [仮想マシン]ページで、エクスポートするVMを選択して [シャットダウン]をクリックしま

す。VMがシャットダウンするのを待ちます。「[仮想マシン]ページ」を参照してくださ

い。

3. VMを選択した状態で、[エクスポート]をクリックしてエクスポートウィザードを開きま

す。

4. 次のいずれかを選択します。

注: [マウント]ボタンを使ってロケーションを既にマウントしてある場合(「ztC

Edge システム上のUSBデバイスまたはネットワークマウントフォルダのマウン

ト」を参照)、エクスポートウィザードに、マウントされているデバイスのURL

が緑で表示されます。これを変更するには、[変更]ボタンをクリックします。

n Windows 共有経由でデバイスをマウント (CIFS/SMB)

エクスポートの保存先はCIFS共有上のフォルダ内です。[ユーザ名]、[パスワー

ド]、および [レポジトリ]に値を入力します。[レポジトリ]に、「\\<マシンの

URL>\<共有名>」の形式で値を入力します(例:

\\192.168.1.34\MyExportVMs)。

n NFS 経由でデバイスをマウント

エクスポートの保存先はNFS経由でアクセスするリモートシステム上のフォルダ内で

す。[レポジトリ]の値はリモートシステムのURLで、「nnn.nnn.nnn.nnn」の形

式で入力します(http://やhttps://は含めません)。

n USB をマウント

[USB パーティションリスト]で、プルダウンメニューからパーティションを選択し

ます。

5. [エクスポートパス: /mnt/ft-export:]で、VMをエクスポートしてそのOVF および

VHDファイルを保存する場所のパスを入力します。たとえば、VMを ocean1という新しい

フォルダにエクスポートするには、ocean1と入力します。
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6. [マウント]をクリックします。

マウントに成功した場合、[デバイス URL]の下にレポジトリが表示されて [VM のエクス

ポート]ボタンがアクティブになります。そうでない場合はアラートが表示されます。

7. [エクスポートするブートボリューム]および [エクスポートするデータボリューム]の下

で、含めるボリュームを選択します。(ブートボリュームは必須です。)

8. [VM のエクスポート]をクリックしてVMをエクスポートします。

エクスポートするVMの [サマリ]タブの [エクスポートステータス]で、エクスポート状況を監視できま

す。進捗状況はエクスポート全体および各ボリュームにおける比率(%)で報告されます。プロセスが完了

すると、[エクスポートを正しく完了しました]というステータスに変わります。

エクスポートをキャンセルするには、[エクスポート進捗状況]のパーセント値の横の [キャンセル]をク

リックします。ダイアログボックスが開き、キャンセルを確認するよう求められます。キャンセルするに

は [はい]をクリックします。

ztC Edge システムは、まずVHDファイル(ボリューム)をエクスポートしてから、OVF ファイルをエクス

ポートします。フォルダにOVF ファイルが表示された段階でプロセスの完了を確認できます。

エクスポートプロセスの後にztC Edge システム上のOVF ファイルやVHDファイルをインポートしたり

復元するには、「OVF またはOVAファイルをインポートする」を参照してください。

デバイスをアンマウントするには、「ztC Edge システム上のUSBデバイスまたはネットワークマウント

フォルダのマウント」を参照してください。

トラブルシューティング
エクスポートプロセスで発生した問題を解決するには、必要に応じて以下の情報を参照してくださ

い。

ztC Edge システムからのエクスポートをキャンセルしたり、エクスポートが失敗した後でクリー

ンアップするには

エクスポートフォルダからVMファイルを削除するか、その後で行うエクスポート用に新しいフォ

ルダを作成します。

関連トピック

「仮想マシンにUSBデバイスを接続する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンの運用を管理する」
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ztC Edge システム上の USB デバイスまたはネットワークマウントフォルダのマウント

ztC Edge システム上のUSBデバイスまたはネットワークマウントフォルダ(つまりディレクトリ)をマウ

ントおよびマウント解除するには、[マウント] (または [アンマウント]) ボタンを使用します。これは [仮

想マシン]ページにあります。ロケーションをマウントすると、プライマリノードのマウントポイント

/mnt/ft-export/で利用可能になります。その後、プライマリノード上のVMを、マウントした場所

にエクスポートしたり、マウントした場所からVMをztC Edge システムインポートすることができます。

エクスポートまたはインポートが完了したら、[アンマウント]ボタンを使ってそのロケーションをアンマ

ウントします。

(VMのゲストオペレーティングシステムでデバイスにアクセスするためにUSBデバイスをマウントする

必要がある場合、「仮想マシンにUSBデバイスを接続する」を参照してください。)

注:

1. 使用中のロケーションをアンマウントしたりマウントすることはできません。たとえば、

VMのエクスポートやインポートの処理中にロケーションをアンマウントすることはでき

ません。

2. ztC Edge システム上のStratus Redundant Linuxソフトウェアは、exFATファイルシ

ステムをサポートしていません。USBメディアをマウントする前に、デバイスをNTFS

で書式設定します。(デフォルトではほとんどのUSBメディアがFATファイルシステム

用に書式設定されていますが、ファイルサイズが4GBに制限されるため大半のVMでは

不十分です。)
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前提条件: マウントロケーションを準備します。

l USBデバイスを使用してVMのエクスポートやインポートを行っている場合、デバイス

をシステムの現在のプライマリノードに接続します(これは [物理マシン]ページに

noden (プライマリ)として表示されます)。システムにUSBデバイスが表示されること

を確認します。[物理マシン]ページに移動してデバイスを接続したノードをクリック

し、下部のパネルで [USB デバイス]タブを選択します。接続したUSBデバイスがタブ

に表示されることを確認します。

l Windows/CIFS共有またはNFSエクスポート用のネットワークマウントフォルダを使

用している場合、環境内のエクスポートされたVMを保存できる場所にそのフォルダを作

成します。ファイルの転送が許可されるよう、ネットワークマウントフォルダの完全な

読み書き権限を設定するか、Windows/CIFS共有の場合は、その共有をホストするシス

テム/ドメインの特定のユーザに読み書きのアクセス許可を割り当てます。NFSエクス

ポートやCIFS共有のURLまたはパス名、およびCIFS共有のユーザ名とパスワードを記

録します。これはCIFS共有のNFSエクスポートをマウントするときに使用します。

USB デバイスまたはネットワークマウントフォルダをマウントするには

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

2. 下部パネルで [マウント]ボタンをクリックします。

3. マウントポイント /mnt/ft-export/に次のいずれかを選択します

n Windows 共有経由でデバイスをマウント (CIFS/SMB)

マウントする場所はCIFS共有上のフォルダ内です。[ユーザ名]、[パスワード]、および [レ

ポジトリ]に値を入力します。[レポジトリ]に、「\\<マシンの URL>\<共有名>」の形

式で値を入力します(例: \\192.168.1.34\MyMountLocation)。

n NFS 経由でデバイスをマウント

マウントする場所はNFS経由でアクセスするリモートシステム上のフォルダ内です。[レポ

ジトリ]に、リモートシステムのURLを「nnn.nnn.nnn.nnn」の形式で入力します

(http://やhttps://は含めません)。

n USB をマウント

[USB パーティションリスト]で、プルダウンメニューからパーティションを選択します。

4. [マウント]をクリックします。

ロケーションがプライマリノードにマウントされ、[マウント]ボタンが [アンマウント]に変わります。
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USB デバイスまたはネットワークマウントフォルダをアンマウントするには

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

2. 下部パネルで [アンマウント]ボタンをクリックします。

3. [確認]ダイアログボックスが開き、ロケーションのアンマウントを確認するメッセージが表示され

ます。アンマウントするには [はい]をクリックします。

ロケーションがアンマウントされ、[アンマウント]ボタンが [マウント]に変わります。

関連トピック

「仮想マシンをエクスポートする」

「仮想マシンを管理する」

Windows ドライブのラベルを管理する

Windows ベースの仮想マシンにあるボリュームにラベルを付けて、仮想マシンをエクスポートする前に、

仮想マシンが正しくマッピングされていることを確認します。

注意事項: (エクスポートまたはスナップショットの準備のため)を実行する前に、各ボリューム

に識別可能な一意のラベルが付いていることを確認します。この手順を実行するには管理者の権

限が必要です。

コマンドプロンプトからラベルを設定するには、次を入力します。

C:\>label C:c-drive

すべてのボリュームラベルを一覧して確認するには、diskpartユーティリティを使用します。

C:\> diskpart

DISKPART> list volume

...

DISKPART> exit

仮想マシンをインポートした後、ディスクマネージャーを使ってドライブ名を割り当て直します。エクス

ポートを実行する前にラベルを付けることで、ドライブの識別が容易になります。Windows システムにお

けるドライブ文字の再割り当て手順については、Microsoft サポートWebサイトを検索してください。

207/331ページ



ztC Edge ユーザガイド

関連トピック

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

Windows ベースの仮想マシンを構成する

Windows ベースの仮想マシンをインストールした後、以下を参照して稼動時に必要となる追加のリソース

とソフトウェアを構成します。

l 「VirtIOドライバを更新する(Windows ベースのVM)」

l 「ディスクを作成して初期化する(Windows ベースのVM)」

l 「アプリケーションをインストールする(Windows ベースのVM)」

また、以下の設定も構成する必要があります。

l ゲストオペレーティングシステムのタイムゾーンを、ztCコンソールの [日付と時刻]の基本設定

ページに構成されているタイムゾーンに対応するよう変更します(「日付と時刻を構成する」を参

照)。これを行わないと、VMの再起動やマイグレーションを実行するたびにVMのタイムゾーンが

変更されます。VMとztC Edge システムの両方で、ネットワークタイムプロトコル(NTP) を使用

することを推奨します。

l ゲストオペレーティングシステムが省エネルギー状態になるのを防ぐため、休止機能を無効にしま

す(これはデフォルトで有効になっている場合があります)。

l ゲストオペレーティングシステムの電源ボタンのアクションを、ゲストを"休止"する代わりに"

シャットダウン"するように構成して、ztCコンソールのVMの [シャットダウン]ボタンが正しく

機能するようにします(「仮想マシンをシャットダウンする」を参照してください)。

l システムがクラッシュしたときにクラッシュダンプファイルが生成されるようにゲストオペレー

ティングシステムを構成します。Microsoft の記事「How to generate a complete crash dump

file or a kernel crash dump file by using an NMI on a Windows-based system (Windows ベー

スのシステムでNMIを使用して、完全クラッシュダンプファイルまたはカーネルクラッシュダン

プファイルを生成する方法)」(記事 ID: 927069) の指示に従います。「More Information (詳

細)」セクションの手順を実行します。

適切なモニタリングのライセンスが適用されたシステムでWindows ベースのVMをモニタリングする場合

の詳細については、「Windows ベースの仮想マシンをモニタリングする」を参照してください。

関連トピック

「仮想マシンを管理する」
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VirtIO ドライバを更新する (Windows ベースの VM)

VMが正常に稼働するように、Windows ベースの仮想マシン(VM)のRed Hat VirtIOドライバを、最新の

対応バージョンに更新します。たとえば、システムソフトウェアをアップグレード(「Stratus

Redundant Linuxソフトウェアをアップグレードする」)した後や、P2Vクライアントを使ってVMまた

は物理マシン(PM)を ztC Edge システムにマイグレーション(「物理マシンまたは仮想マシンをシステム

にマイグレーションする」)した後に、VirtIOドライバを更新します。

注:

l 操作を正しく行うには、次の手順に従って ztC Edge サポートページからVirtIOドライ

バをダウンロードしてください。このサポートページには、Stratus Redundant Linux

ソフトウェアで動作が確認済みのバージョンのVirtIOドライバを含むVirtIO ISOファイ

ルが用意されています。

l 場合によっては、ドライバ更新の後にゲストオペレーティングシステムの再起動を求め

られることがあります。その場合にはゲストオペレーティングシステムを再起動しま

す。

Windows ベースの仮想マシンで VirtIO ドライバを更新するには

1. [Downloads (ダウンロード)]ページ(https://www.stratus.com/services-

support/downloads/?tab=ztcedge) からVirtIOの ISOファイルをダウンロードします。

a. [Downloads (ダウンロード)]ページで ztC Edgeをクリックし(まだ表示されていない場

合)、次に適切なバージョンを選択します。

b. [Drivers and Tools (ドライバとツール)]にスクロールして、さらに [ztC Edge VirtIO

Driver Update (everRun VirtIO ドライバの更新)]までスクロールします。

c. 適切なファイルのリンクをクリックします。

必ずお使いのztC Edge システムのバージョンに一致するVirtIO ISOファイルをダウンロードして

ください。

2. ISOイメージの整合性を検証する場合、関連する fcivチェックサムファイルもダウンロードし、

さらにMicrosoft サポートWebサイトからMicrosoft File Checksum Integrity Verifier (FCIV) 実

行可能ファイルをダウンロードしてください。ダウンロードしたISOファイルが保存されている

ディレクトリに、両方のファイルを保存します。
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コマンドプロンプトを開きます。ISO、実行可能ファイル、および検証ファイルを含むディレクト

リから、次のようなコマンドを入力してISOイメージを検証します。

fciv –v –xml virtio-win-n.n.nn.xml

コマンドが成功した場合(つまり「All files verified successfully (すべてのファイ

ルが正しく確認されました)」というメッセージが返された場合)、次の手順に進みます。コマンドが

失敗した場合はもう一度ダウンロードを行います。

3. ztCコンソールを開いてVirtIO ISOファイルのVCDを作成し、VCDをWindows ベースのVMに

挿入します(「仮想CDを作成する」および「仮想CDを挿入する」を参照してください)。

4. VMコンソールウィンドウで、ゲストオペレーティングシステムの [デバイスマネージャー]を開

きます。

デバイスマネージャーを開く方法はゲストオペレーティングシステムのバージョンによって異なり

ます。たとえば、コントロールパネルを開いて [デバイスマネージャー]を選択するのも1つの方

法です。あるいは検索ウィンドウを開いて「デバイスマネージャー」と入力することもできます。

5. [ネットワークアダプタ]を展開して [Red Hat VirtIO Ethernet Adapter]を見つけます。VM

内のネットワークインタフェースの数によっては、複数のアダプタが存在する場合もあります。

Red Hat VirtIO Ethernet Adapterが存在しない場合、VirtIOドライバがインストールされて

いません。[その他のデバイス]を展開して不明の [イーサネットコントローラ]デバイスを見つけ

ます。このデバイス用にドライバを更新します。

a. [Red Hat VirtIO Ethernet Adapter] (または [イーサネットコントローラ]) を右クリッ

クして、[ドライバソフトウェアの更新]を選択します。[コンピュータを参照してドライバ

ソフトウェアを検索する]をクリックし、ゲストオペレーティングシステムのVirtIOイーサ

ネットドライバ(netkvm) の場所を指定して、ドライバの更新を完了します。(たとえば、

Windows Server 2012 R2ゲストのドライバを更新するには、VirtIO VCD上の

NetKVM\2k12R2\amd64\netkvm.infファイルを選択します。)

b. その他の各Red Hat VirtIO Ethernet Adapter (またはイーサネットコントローラ) デバ

イスについて、ドライバの更新を繰り返します。

6. [ストレージコントローラ]を展開して [Red Hat VirtIO SCSI controller]が存在することを確

認します。VM内のボリュームの数によっては、複数のコントローラが存在する場合もあります。

Red Hat VirtIO SCSI controllerが存在しない場合、VirtIOドライバがインストールされていま

せん。不明のSCSI コントローラを見つけて、このデバイス用にドライバを更新します。
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a. [Red Hat VirtIO SCSI]コントローラ(または [SCSI コントローラ]) を右クリックして、

[ドライバソフトウェアの更新]を選択します。[コンピュータを参照してドライバーソフト

ウェアを検索します]をクリックし、ゲストオペレーティングシステムのVirtIO SCSIドラ

イバ(viostor) の場所を指定して、ドライバの更新を完了します。(たとえば、Windows

Server 2012 R2ゲストのドライバを更新するには、VirtIO VCD上の

viostor\2k12R2\amd64\viostor.infファイルを指定します。)

b. 追加の各Red Hat VirtIO (またはSCSI コントローラ) デバイスについてドライバの更新を

繰り返します。

注意事項: デバイス名はRed Hat VirtIO SCSIコントローラですが、vioscsiで

はなく(存在する場合)、viostorというラベルのストレージドライバーファイル

を選択する必要があります。vioscsiドライバをインストールするとVMがクラッ

シュする場合があります。

7. 必要に応じてゲストオペレーティングシステムを再起動し、更新されたドライバを読み込みます。

関連トピック

「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」

ディスクを作成して初期化する (Windows ベースの VM)

ディスクを作成して初期化し、Windows ベースの仮想マシンでボリュームにパーティションできるよう準

備します。

Windows ベースの仮想マシンでディスクを作成して初期化するには

1. ztCコンソールで、ztC Edge システムに新しいボリュームを作成します。詳細については、「仮想

マシンのボリュームを作成する」を参照してください。

2. Windows ゲストオペレーティングシステムで、ディスク管理または類似したユーティリティを開

きます。

3. 新しく追加したディスクを初期化します。(これを自動で行うプロンプトが表示されることもありま

す。)

4. ディスクをダイナミックディスクに変換します。
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5. ディスク上に1つ以上のシンプルボリュームを作成します。

6. Windows ゲストオペレーティングシステムを再起動します。

詳しい手順はWindows のマニュアルを参照してください。

注: Stratus Redundant Linuxソフトウェアは既に物理レベルでデータのミラーリングを行って

いるため、Windows ゲストオペレーティングシステムにおけるボリュームの冗長性は必要あ

りません。

関連トピック

「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」

アプリケーションをインストールする (Windows ベースの VM)

Windows ベースの仮想マシンにアプリケーションをインストールするには、次のいずれかを実行します。

l ゲストオペレーティングシステムに、インストールプログラムを実行可能ファイルまたはISOファ

イルとしてダウンロードします。

l インストールプログラムを含むネットワークドライブをマウントします。

l インストールプログラムを含む仮想CD (VCD) を作成して挿入します。「仮想CDを管理する」を

参照してください。

(適切なモニタリングのライセンスが適用されたシステムで)Windows ベースのVM上のアプリケーション

をモニタリングする場合の詳細については、「Windows ベースの仮想マシン上のアプリケーションをモニ

タリングする」を参照してください。

関連トピック

「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」
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Linux ベースの仮想マシンを構成する

Linuxベースの仮想マシンをインストールした後、次を参照して稼動時に必要となる追加のリソースとソフ

トウェアを構成します。

l 「ディスクを作成して初期化する(LinuxベースのVM)」

l 「アプリケーションをインストールする(LinuxベースのVM)」

また、以下の設定も構成する必要があります。

l ゲストオペレーティングシステムが省エネルギー状態になるのを防ぐため、休止機能を無効にしま

す(これはデフォルトで有効になっている場合があります)。

l ゲストオペレーティングシステムの電源ボタンのアクションを、ゲストを"休止"にする代わりに"

シャットダウン"するように構成して、ztCコンソールのVMの [シャットダウン]ボタンが正しく

機能するようにします。最小サーババージョンのUbuntu Linuxの場合、オプションで acpid

パッケージをインストールして [シャットダウン]ボタンを有効にします。「仮想マシンをシャット

ダウンする」を参照してください。

l kexec-toolsパッケージをインストールして、システムがクラッシュしたときにクラッシュダ

ンプファイルが生成されるようにゲストオペレーティングシステムを構成します。

l Ubuntu Linuxゲストオペレーティングシステムの場合、VMコンソールがztCコンソールでハン

グする問題を避けるため、/boot/grub/grub.cfgファイルを編集して gfxmodeパラメータ

を textに変更します(例: set gfxmode=text)。VMコンソールがハングしてパラメータを設

定できない場合、「仮想マシンコンソールのセッションを開く」のトラブルシューティング情報を

参照し、問題を解決してください。

これらの設定の詳細については、お使いのLinuxのマニュアルを参照してください。

関連トピック

「仮想マシンを管理する」

ディスクを作成して初期化する (Linuxベースの VM)

ディスクを作成して初期化し、Linuxベースの仮想マシンでデータを保存できるようにします。

Linux ベースの仮想マシンでディスクを作成して初期化するには

1. ztCコンソールで、新しいボリュームを作成します。詳細については、「仮想マシンのボリューム

を作成する」を参照してください。
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2. Linuxベースの仮想マシンでは、必要に応じてボリューム管理ツールを使用するか、適切なファイル

を編集して、ボリュームを初期化してマウントします。詳しい手順はLinuxのマニュアルを参照し

てください。

Linuxベースの仮想マシンのディスクデバイス名は /dev/vda～ /dev/vdhです。標準の /dev/sda

～ /dev/sdhではありません。ztC Edge 仮想ディスクボリュームはゲストオペレーティングシステム

に表示され、物理ディスクであるかのように使用されます。

関連トピック

「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」

アプリケーションをインストールする (Linuxベースの VM)

Linuxベースの仮想マシンにアプリケーションをインストールするには、次のいずれかを実行します。

l ゲストオペレーティングシステムに、インストールパッケージを実行可能ファイルまたはISOファ

イルとしてダウンロードします。

l インストールパッケージを含むネットワークドライブをマウントします。

l インストールパッケージを含む仮想CD (VCD) を作成して挿入します。「仮想CDを管理する」を

参照してください。

関連トピック

「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

「Linuxベースの仮想マシンを構成する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンの運用を管理する

仮想マシンの運用を管理する方法は次を参照してください。

l 「仮想マシンを起動する」

l 「仮想マシンをシャットダウンする」

l 「仮想マシンの電源をオフにする」
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仮想マシンを起動する

l 「仮想マシンコンソールのセッションを開く」

l 「仮想マシンの名前を変更する」

l 「仮想マシンを削除する」

構成とトラブルシューティングの詳細については、「高度なトピック(仮想マシン)」を参照してくださ

い。

仮想マシンを起動する

仮想マシン(VM)を起動してVMのゲストオペレーティングシステムをブートします。ztC Edge システム

のブート時にVMの起動モードを構成することもできます。

仮想マシンを起動するには

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

2. 下部のパネルで [起動]をクリックします。

システムブート時の仮想マシンの起動モードを構成するには

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

2. 下部のパネルで [ブート]タブをクリックします。

3. [自動起動モード]に次のいずれかを選択します。

n 最終—VMをシステムがシャットダウンされたときの状態に戻します。VMが稼働していた

場合、システムのブート時にVMが再起動されます。VMが停止していた場合はシステムの

ブート時にVMは起動されません。

n オン—システムのブート時にVMを起動します。

n オフ—システムのブート時にVMを起動しません。

4. [保存]をクリックします。

関連トピック

「仮想マシンをシャットダウンする」

「仮想マシンの電源をオフにする」

「仮想マシンの運用を管理する」
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仮想マシンをシャットダウンする

仮想マシン(VM)をシャットダウンして、ゲストオペレーティングシステムの正常なシャットダウンを開

始します。

注: VMのシャットダウンにはゲストオペレーティングシステムのコマンドを使用できます。

一部のゲストOSではztCコンソールを使用したVMのシャットダウンが許可されています

(または許可されるよう構成できます)。

ztCコンソールを使ってVMをシャットダウンする操作は、物理マシンの電源ボタンを押す場合と似てお

り、通常はオペレーティングシステムが正常にシャットダウンされます。場合によっては、ゲストオペ

レーティングシステムでこの機能を有効に設定する必要があります。例:

l すべてのゲストで、電源ボリュームのアクションが、ゲストオペレーティングシステムの休止では

なくシャットダウンを実行するように設定されていることを確認します。ztCコンソールで、休止す

るように設定されているゲストの [シャットダウン]をクリックすると、そのVMは「停止中」のま

まの状態になり、正しくシャットダウンされません。

l ゲストによっては、ユーザがオペレーティングシステムにログオンしていないと、電源ボタンを

使ってシステムをシャットダウンすることができません。その場合、セキュリティ設定を更新し

て、ログインセッションがない場合でも電源ボタンを有効にできることがあります。

l Ubuntuの最小サーババージョンの一部には、電源ボタンを有効にする acpidパッケージがデ

フォルトのインストールに含まれていません。このパッケージを手動でインストールして電源ボタ

ンを有効にするには、次のコマンドを使用できます(またはゲストオペレーティングシステムのマ

ニュアルを参照してください)。

sudo apt-get install acpid

デスクトップを実行しているUbuntuのバージョンの場合、ztCコンソールの [シャットダウン]ボ

タンを押すとVMのUbuntuデスクトップに中断、スリーブ、シャットダウンの3つのアイコンの

いずれかを選択するようプロンプトが表示されます。Ubuntu VMがデスクトッププロンプトなしで

シャットダウンできるようにするには、powerbtnファイルを変更する必要があります。

powerbtn ファイルを変更するには

a. VMで /etc/acpi/events/powerbtnファイルを編集します。

b. 次のラインをコメントアウトします。

event=button[ /]power

action=/etc/acpi/powerbtn.sh
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c. 次のラインを追加します。

event=button/power (PWR.||PBTN)

action==/sbin/poweroff

d. 次のコマンドを実行して acpidを再起動します。

systemctl restart acpid

[シャットダウン]ボタンがztCコンソールで機能するようにシステム電源ボタンの動作を構成する方法

は、ゲストオペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。

ztC コンソールで VM をシャットダウンするには

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

2. 下部のパネルで [シャットダウン]をクリックします。

シャットダウンを確認するための警告メッセージが表示されます。シャットダウンする場合は [は

い]を、シャットダウンを中断する場合は [いいえ]をクリックします。

VMが応答しない場合、仮想マシンを電源オフにして、ゲストオペレーティングシステムを正常にシャッ

トダウンせずにVMを停止することもできます。

関連トピック

「仮想マシンを起動する」

「仮想マシンの電源をオフにする」

「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンの電源をオフにする

ゲストオペレーティングシステムの正常なシャットダウンを行わずに仮想マシン(VM)を停止するには、

仮想マシンを電源オフにします。

注意事項: [電源オフ]コマンドは、[シャットダウン]コマンドやゲストオペレーティングシス

テムのコマンドが失敗した場合のみに使用してください。VMを電源オフにする操作は、電源

コードをコンセントから引き抜く場合と似ており、データ損失の原因となる可能性があります。

仮想マシンの電源をオフにするには

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

2. 下部のパネルで [電源オフ]をクリックします。
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関連トピック

「仮想マシンを起動する」

「仮想マシンをシャットダウンする」

「仮想マシンの運用を管理する」

「高度なトピック(仮想マシン)」

仮想マシンコンソールのセッションを開く

仮想マシン(VM)コンソールセッションを開いて、VMで実行中のゲストオペレーティングシステムのコ

ンソールを表示します。

次に示すのはztCコンソールでVMコンソールセッションを開く手順ですが、リモートデスクトップアプ

リケーションを使用することもできます。

VM コンソールセッションを開くには

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

2. VMが稼動状態にあることを確認します。

3. 下部のパネルで [コンソール] ( ) をクリックします。
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仮想マシンコンソールのセッションを開く

注:
[コンソール]をクリックした後、ブラウザがHTTPSでシステムに接続していて、そこに

セキュリティ例外がない場合には、コンソールセッションが空白になることがありま

す。その場合、セッションウィンドウの右上角にある[IPアドレス]をクリックします。

このIPアドレスはhttps://system_IP_address:8000という形式で、システムIPア

ドレスをブラウザのセキュリティ例外として追加します。セキュリティ例外によって、ブ

ラウザがサイトを開けるようになります。

ブラウザによっては、追加のセキュリティ警告のウィンドウやメッセージが表示される場

合もあります。一部のブラウザでは、セキュリティメッセージがいくつか表示されるの

で、これらのメッセージをクリックする必要があります。その他のブラウザでは、アドレ

スバーが赤くなるだけでメッセージは表示されず、その場合はアドレスをクリックして

操作を続行する必要があります。次に具体的な例を示します。

n アドレスバーに [Certificate error (証明書のエラー)]が表示されたら、(1) ア

ドレスをクリックし、(2) [The website cannot display the page (Web サ

イトでこのページは表示できません)]と表示されたページで [More

information (詳細情報)]をクリックしてから、(3) [This site is not secure

(このサイトは安全ではありません)]と表示されたページで [Go on to the

webpage (not recommended) (Web ページに移動 (非推奨))]をクリック

します。

n [Warning: Potential Security Risk Ahead (警告: 潜在的なセキュリティリ

スクがあります)]というページが表示されたら、[Advanced (詳細)]をクリッ

クして、次のウィンドウで [Accept Risk and Continue (危険性を承知で続

行)]をクリックします。

n Error code 405 (エラーコード 405)の [Error response (エラー応答)]が

表示された場合は、ウィンドウまたはタブを閉じます。

すると、このセキュリティ例外がすべてのVMに適用されます。これらのアクションを行

う必要があるのは、各ブラウザで1度だけです。それ以降は、[コンソール]をクリック

すると、VMへのコンソールセッションが問題なく開きます。

VMコンソールセッションを開いた後、ブラウザウィンドウとVMコンソールセッションのサイズを変更

できます。キーボードショートカットを使用することもできます。
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ブラウザウィンドウと VM セッションのサイズを変更するには

1. 上記の手順を参照してVMコンソールセッションを開きます。

ウィンドウの左端にアイコンが表示されます。アイコンを表示するには、ウィンドウの左端

にあるタブ内の矢印をクリックしてください。

2. ブラウザウィンドウを全画面表示にするには、全画面のアイコン( )をクリックします。

全画面で表示されているときに全画面のアイコン( )をもう一度クリックすると、ブラウザ

が小さいウィンドウに戻ります。

3. ブラウザ内のVMセッションのサイズを変更するには、設定アイコン( )をクリックして

[拡大縮小モード]を選択します(現在のモードをクリックすると、その他の設定を含むプル

ダウンメニューが表示されます)。

n リモートサイズ変更 (デフォルト)—ゲストOSの解像度を変更するとVMセッション

のサイズが変わります。

n ローカル拡大縮小—VMセッションのサイズは、元の幅と高さの比率で全画面に収ま

るよう自動的に変更されます。

キーボードショートカットを使用するには

1. 上記の手順を参照してVMコンソールセッションを開きます。

2. ウィンドウの左端にあるAアイコン( )をクリックして、キーボードショートカットの選

択アイコンを表示します。

3. 次のアイコンが表示されます。

n —Ctrlキーの機能を使用する場合に選択します。

n —Altキーの機能を使用する場合に選択します。

n — Tabキーの機能を使用する場合に選択します。

n — Escキーの機能を使用する場合に選択します。

n —Ctrl+Alt+Deleteキーの機能を使用する場合に選択します。

トラブルシューティング
VM コンソールウィンドウが開かない場合に問題を解決するには

6900から6999まで(両者を含む)のポートを開くように、ネットワーク管理者に依頼してくださ

い。
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VM コンソールウィンドウが空白の場合に問題を解決するには

VMに電源が入っていて、ブート中でないことを確認します。また、コンソールウィンドウをク

リックして任意のキーを押し、スクリーンセーバーを無効にします。

複数の VM コンソールウィンドウが表示されていて、その動作が不安定な場合に問題を解決するに

は

すべてのコンソールウィンドウを閉じてから、コンソールウィンドウを1つだけ開きます。

VM コンソールウインドウが ztC Edge システムでハングする問題を解決するには

UbuntuベースのVMでは、gfxmodeパラメータが正しく設定されていないとVMコンソールが

ztCコンソールでハングします。ゲストオペレーティングシステムで、

/boot/grub/grub.cfgファイルを編集して gfxmodeパラメータを textに変更します

(例: set gfxmode=text)。

コンソールがハングしてパラメータを設定できない場合、次を行います。

1. ztCコンソールでVMを再起動します。

2. GRUBメニューで eを押して、grubコマンドを編集します。

3. 次の画面の gfxmode行で、$linux_gfx_modeを textに変更して次のようにしま

す。

gfxmode text

4. Ctrl-xまたは F10を押してゲストオペレーティングシステムをブートします。

5. リブートした後も設定が維持されるように更新するには、/boot/grub/grub.cfgファ

イルを編集して gfxmodeパラメータを textに変更します。行が次のようになります。

set gfxmode=text

6. /boot/grub/grub.cfgファイルを保存します。

コンソール画面が判読不能な場合に Linux ベースの VM でターミナルタイプを変更するには

デフォルトでは、LinuxオペレーティングシステムはztCコンソールでVMコンソールの基盤であ

る vnctermプログラムでは正しくサポートされない vt100-navに TERM変数を設定します。コ

マンドライン以外の方法を利用すると、画面が判読不能になります。この問題を解決するには、次

の手順に従いLinuxゲストオペレーティングシステムのターミナルのタイプを変更します。
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1. ゲストオペレーティングシステムの inittabファイルを開きます。

2. 以下の行で、行の末尾にある -navを削除して、vt100-navを vt100に変更します。更新

後の行は次のようになります。
# Run gettys in standard runlevels co:2345:respawn:/sbin/agetty xvc0

9600 vt100

3. inittabファイルを保存します。

関連トピック

「仮想マシンを起動する」

「仮想マシンをシャットダウンする」

「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンの名前を変更する

[仮想マシン]ページに表示される仮想マシン(VM)の名前を変更します。

VMで実行されるゲストオペレーティングシステムのホスト名を変更する必要がある場合は、ゲストオペ

レーティングシステムのツールを使用します。

前提条件: VMの名前を変更するには、VMをシャットダウンする必要があります。

仮想マシンの名前を変更するには

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

2. [シャットダウン]をクリックしてVMがシャットダウンするまで待ちます。

3. VMの名前をダブルクリックします。

4. 新しい名前を入力します。VM名は、以下の要件を満たす必要があります。

n VM名は単語または数字で始める必要があり、名前に特殊文字(たとえば#、%、または$)

を含めることはできません。

n VM名にZombie- やmigrating- などのハイフン付きのプレフィックスは使用できません。

n VM名には最大85文字を使用できます。

5. Enterキーを押します。
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関連トピック

「仮想マシンを削除する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンを削除する

ztC Edge システムから仮想マシン(VM)を永久に削除して、オプションでその関連ボリュームも削除する

には、仮想マシンの削除を行います。

前提条件: VMを正しく削除するには、ztC Edge システムの両方のPMがオンラインでなければ

なりません。ztCコンソールの [物理マシン]ページで、両方のPMが「実行中」の状態にあ

り、どちらのPMもメンテナンスモードではなく、同期も行われていないことを確認します。

仮想マシンを削除するには

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

2. 下部のパネルで [シャットダウン]をクリックします。

3. VMが停止したら、[削除]をクリックします。

4. [仮想マシンの削除]ダイアログボックスで、削除するボリュームの横のチェックボックスをオンに

します。ボリュームをアーカイブとして保存する場合や別のVMへの接続用に保存する場合は、こ

のチェックボックスをオフにします。

注意事項: 削除の対象として正しいVMとボリュームを選択してください。[VM の削除]

をクリックすると、これらの項目は永久に削除されます。

5. VMおよび選択した任意のボリュームを永久に削除するには、[VM の削除]をクリックします。

関連トピック

「仮想マシンの名前を変更する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」
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仮想マシンのリソースを管理する

仮想マシンのリソースを管理して、既存の仮想マシンのvCPU、メモリ、ストレージ、またはネットワーク

リソースを再構成します。

仮想マシンのリソースを再構成するには、仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを使用します。説

明は次を参照してください。

l 「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」

仮想マシンのボリュームを再構成するには、タスクに応じて以下のトピックを参照してください。

l 「仮想マシンのボリュームを作成する」

l 「仮想マシンにボリュームを接続する」

l 「仮想マシンからボリュームを切断する」

l 「仮想マシンからボリュームを削除する」

l 「ztC Edge システム上のボリュームを拡張する」

仮想マシンのリソースを復旧し、新しいボリュームや仮想CD用に容量を解放するには、次を参照してくだ

さい。

l 「仮想マシンのリソースを復旧する」

仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする

仮想マシン(VM)を再プロビジョニングして、その仮想CPU (vCPU)、メモリ、ストレージ、またはネッ

トワークのリソースの割り当てを変更します。

[仮想マシン]ページの下部パネルで [構成]をクリックして、仮想マシンの再プロビジョニングウィザー

ドを起動します。ウィザードにVMのリソース再割り当てのプロセスが順を追って表示されます。

前提条件:

l 「仮想マシンのリソースを計画する」のリストを参照し、VMへのvCPU、メモリ、スト

レージ、およびネットワークのリソースの割り当てに関する前提条件と考慮事項を確認し

ます。ストレージリソースの詳細については、「仮想マシンのストレージを計画する」

を参照してください。

l VMを再プロビジョニングするには、そのVMをシャットダウンする必要があります。
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仮想マシンを再プロビジョニングするには

1. [仮想マシン]ページを開きます(「[仮想マシン]ページ」を参照してください)。

2. VMを選択して [シャットダウン]をクリックします。

3. VMが停止したら、[構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを表示しま

す。

4. [名前および説明] [名前、説明および保護]ページで、次を行います。

a. VMにztCコンソールで表示される [名前]を入力し、オプションで [説明]を入力します。

VM名は、以下の要件を満たす必要があります。

o VM名は単語または数字で始める必要があり、名前に特殊文字(たとえば#、%、また

は$)を含めることはできません。

o VM名にZombie- やmigrating- などのハイフン付きのプレフィックスは使用できま

せん。

o VM名には最大85文字を使用できます。

b. VMで使用する保護のレベルを選択します。

o フォールトトレラント (FT)

o 高可用性 (HA)

これらの保護レベルの詳細については、「新しい仮想マシンを作成する」と、「運用モー

ド」を参照してください。

c. [次へ]をクリックします。

5. [vCPU とメモリ]ページで次を行います。

a. VMに割り当てる vCPUの数とメモリの容量を指定します。詳細については、「仮想マシン

のvCPUを計画する」および「仮想マシンのメモリを計画する」を参照してください。

b. [次へ]をクリックします。

6. [ボリューム]ページで、次を行えます。

注:
VMブートボリュームは変更できません。変更できるのはデータボリュームだけです。

ただし、ブートボリュームを切断することは可能です。

225/331ページ



ztC Edge ユーザガイド

n [ブートボリューム]をクリックして、ブートボリュームを切断します。

注意事項: ブートボリュームを切断すると、VMがブート不可能になります。

ブートボリュームを切断するとVMがブート不可能になることを知らせるメッセージが表示

されます。ブートボリュームの切断を取り消すには、[切断を元に戻す]をクリックします。

n ボリュームをVMから切断し、後日使用できるように維持しておくには、[切断]をクリック

します。

n ボリュームをztC Edge システムから完全に削除するには、[削除]をクリックします。

n プルダウンメニューが表示される場合、メニューから未接続のボリュームを選択し、[接続]

をクリックします。

あるいは、該当する場合は [新しいボリュームの追加]をクリックして新しいデータボリュー

ムを作成します。(ボタンが表示されない場合、ウィザードページの一番下までスクロールし

ます。)

未接続のボリュームや新しいボリュームの場合、ボリュームのパラメータを指定します。

a. ボリュームの [名前]を入力します。

b. ボリュームの [ボリュームサイズ]をギガバイト(GB) 単位で入力します。ストレージ

割り当ての詳細については、および「仮想マシンのストレージを計画する」を参照し

てください。

c. 該当する場合、[接続]をクリックしてボリュームをVMに接続します。

続行するには [次へ]をクリックします。

7. [ネットワーク]ページで、このVMに接続する各共有ネットワークのチェックボックスをオンにし

ます。

接続する各共有ネットワークについて、オプションで次を指定することもできます。

n カスタムのMACアドレスを設定する(詳細は、「仮想マシンに特定のMACアドレスを割り

当てる」を参照してください)

n [状態]を [有効]または [無効]に設定して、選択したネットワークへのトラフィックを許可

したりブロックする

詳細については、「仮想マシンのネットワークを計画する」を参照してください。続行するには

[次へ]をクリックします。
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8. [構成サマリ]ページで次を行います。

注意事項: 削除対象としてマークされているボリュームが正しいことを確認します。[完

了]をクリックすると、削除対象としてマークされたディスクのデータは永久に失われま

す。

a. 構成サマリの内容を確認します。変更が必要な場合、[戻る]をクリックします。

b. VMのプロビジョニング構成を受け入れるには、[完了]をクリックします。

9. [起動]をクリックして、VMを再起動します。

10. Windows ベースのVMで、割り当て済み仮想CPUの数を1から nに変更したり nから1に変更し

た場合、再プロビジョニングの完了時にVMを再起動した後で、VMをもう一度シャットダウンして

再起動する必要があります。これにより、VMが対称型マルチプロセッシング(SMP) のために正し

く再構成されます。このVMは、再起動されるまで異常な動作を示し、使用不可になります。

関連トピック

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンのリソースを計画する」

「仮想マシンを管理する」

仮想マシンのボリュームを作成する

ボリュームを作成して、新しい空白のボリュームを仮想マシン(VM)に接続します。(未接続の既存のボ

リュームを接続することもできます。詳細については、「仮想マシンにボリュームを接続する」を参照し

てください。)

前提条件: VMにボリュームを作成する前に、そのVMをシャットダウンする必要があります。

VM に新しいボリュームを作成するには

1. [仮想マシン]ページを開きます(「[仮想マシン]ページ」を参照してください)。

2. VMを選択して [シャットダウン]をクリックします。

3. VMが停止したら、[構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを表示しま

す。
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4. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[ボリューム]ページに進みます。(必要な場合、

「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」を参照し、追加のVMリソースを構成しま

す。)

5. [ボリューム]ページで、[新しいボリュームの追加]をクリックします。(ボタンが表示されない場

合、ウィザードページの一番下までスクロールします。)

6. [作成予定]の下で、次のいずれかを実行します。

a. ztCコンソールに表示されるボリュームの [名前]を入力します。

b. 作成するボリュームの [ボリュームサイズ]をギガバイト(GB) 単位で入力します。ストレー

ジ割り当ての詳細については、および「仮想マシンのストレージを計画する」を参照してく

ださい。

7. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[構成サマリ]ページに進みます。構成の変更内容

を確認します。

8. [完了]をクリックして、ボリュームを作成します。

9. VMを起動して、ゲストオペレーティングシステムで使用するボリュームを準備します。次を参照

してください。

n 「ディスクを作成して初期化する(Windows ベースのVM)」

n 「ディスクを作成して初期化する(LinuxベースのVM)」

関連トピック

「仮想マシンからボリュームを切断する」

「仮想マシンからボリュームを削除する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンのリソースを計画する」

「仮想マシンを管理する」

仮想マシンにボリュームを接続する

ボリュームを接続して、未使用のボリュームを仮想マシンに接続します。
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注: 既にブートボリュームを持つVMにブートボリュームを接続しようとすると、新しく追加

したボリュームはデータボリュームとして接続されます。この方法でボリュームを接続して、

ブート問題の診断や、別のVMのブートボリュームにあるデータ破損を診断することもできま

す。ゲストオペレーティングシステムのツールを使ってこの問題を解決した後、ボリュームを

切断し、元のVMに再び接続します。

前提条件: 仮想マシンにボリュームを接続するには、その前に仮想マシンをシャットダウンする

必要があります。

仮想マシンにボリュームを接続するには

1. 他の仮想マシンで使用されているボリュームを接続することはできません。[ボリューム]ページを

開いてボリュームを見つけ、[用途]列の値が [なし]であることを確認します。

2. [仮想マシン]ページを開きます(「[仮想マシン]ページ」を参照してください)。

3. VMを選択して [シャットダウン]をクリックします。

4. VMが停止したら、[構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを表示しま

す。

5. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[ボリューム]ページに進みます。(必要な場合、

「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」を参照し、追加のVMリソースを構成しま

す。)

6. [ボリューム]ページで、[新しいボリュームの追加]ボタンの横のプルダウンメニューを見つけま

す。プルダウンメニューから未接続のボリュームを選択し、[接続]をクリックします。

(プルダウンメニューが表示されない場合、ウィザードページの一番下までスクロールします。プル

ダウンメニューが表示されるのは、ztC Edge システムに未接続のボリュームがある場合のみで

す。)

7. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[構成サマリ]ページに進みます。構成の変更内容

を確認します。

8. [完了]をクリックして、選択したボリュームを接続します。
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関連トピック

「仮想マシンのボリュームを作成する」

「仮想マシンからボリュームを切断する」

「仮想マシンからボリュームを削除する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンのリソースを計画する」

「仮想マシンを管理する」

仮想マシンからボリュームを切断する

仮想マシンからボリュームを切断して、後日使用のために保持したり、別の仮想マシンに接続することがで

きます。手順については、「仮想マシンにボリュームを接続する」を参照してください。)(ボリュームを

ztC Edge システムから永久に削除することもできます。詳細については、「仮想マシンからボリュームを

削除する」を参照してください。)

注: VMからブートボリュームを切断すると、そのVMがブート不可になりますが、ブートボ

リュームを切断してブートの問題やボリューム内のデータ破損についての診断を行う場合もあり

ます。ブートボリュームを一時的に別のVMにデータボリュームとして接続することができま

す。詳細については、「仮想マシンにボリュームを接続する」を参照してください。ゲストオ

ペレーティングシステムのツールを使ってこの問題を解決した後、ボリュームを切断し、元の

VMに再び接続します。

前提条件: 仮想マシンからボリュームを切断するには、その前に仮想マシンをシャットダウンす

る必要があります。

仮想マシンからボリュームを切断するには

1. [仮想マシン]ページを開きます(「[仮想マシン]ページ」を参照してください)。

2. VMを選択して [シャットダウン]をクリックします。

3. VMが停止したら、[構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを表示しま

す。
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4. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[ボリューム]ページに進みます。(必要な場合、

「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」を参照し、追加のVMリソースを構成しま

す。)

5. [ボリューム]ページで、切断するボリュームを見つけます。(ボリュームが表示されない場合、ウィ

ザードページを下にスクロールします。)

6. ボリューム名の横の [切断]をクリックしてボリュームを切断の対象としてマークします。

注意事項: 正しいボリュームをマークする必要があります。現在使用中のボリュームは

マークしないでください。

7. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[構成サマリ]ページに進みます。構成の変更内容

を確認します。

8. [完了]をクリックして、選択したボリュームを切断します。

関連トピック

「仮想マシンにボリュームを接続する」

「仮想マシンからボリュームを削除する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンのリソースを計画する」

「仮想マシンを管理する」

仮想マシンからボリュームを削除する

仮想マシン(VM)のボリュームを削除して、ボリュームをztC Edge システムから永久に削除します。(VM

からボリュームを切断して後日使用できるよう残しておくこともできます。詳細については、「仮想マシ

ンからボリュームを切断する」を参照してください。)

前提条件: 仮想マシンに接続されているボリュームを削除するには、その前に仮想マシンを

シャットダウンする必要があります。

仮想マシンに接続されているボリュームを削除するには

1. [仮想マシン]ページを開きます(「[仮想マシン]ページ」を参照してください)。

2. VMを選択して [シャットダウン]をクリックします。
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3. VMが停止したら、[構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを表

示します。

4. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[ボリューム]ページに進みます。(必要な

場合、「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」を参照し、追加のVMリソース

を構成します。)

5. [ボリューム]ページで、削除するボリュームを見つけます。(ボリュームが表示されない場

合、ウィザードページを下にスクロールします。)

6. ボリューム名の横の [削除]をクリックしてボリュームを削除の対象としてマークします。

注意事項: 正しいボリュームをマークする必要があります。現在使用中のボリュー

ムはマークしないでください。

7. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[構成サマリ]ページに進みます。構成の変

更内容を確認します。

8. [完了]をクリックして、選択したボリュームを永久に削除します。

未接続のボリュームを削除するには

注意事項: ボリュームを削除する前に、他の管理者がそのボリュームを必要としていない

ことを確認します。

1. [ボリューム]ページで次を行います。

2. 未接続のボリュームを選択します。([用途]列の値が [なし]の場合のみ、[削除]ボタンが表

示されます。)

3. [削除]をクリックします。

関連トピック

「仮想マシンからボリュームを切断する」

「仮想マシンにボリュームを接続する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンのリソースを計画する」

「仮想マシンを管理する」
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ztC Edge システムのボリュームの名前を変更する

ztC Edge システム上のボリュームの名前を変更します。ボリューム名は [ボリューム]ページに表示され

ます。

仮想マシンで実行されるゲストオペレーティングシステムにあるディスクまたはボリュームの名前を変更

する必要がある場合は、ゲストオペレーティングシステムのツールを使用します。

ztC Edge システム上のボリュームの名前を変更するには

1. [ボリューム]ページでボリュームを見つけます。

2. ボリュームの名前をダブルクリックします。

3. 新しい名前を指定して Enterキーを押します。

関連トピック

「仮想マシンのボリュームを作成する」

「仮想マシンからボリュームを切断する」

「仮想マシンからボリュームを削除する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンのリソースを計画する」

「仮想マシンを管理する」

ztC Edge システム上のボリュームを拡張する

仮想マシン(VM)ボリュームを拡張して、プログラムやデータ用の追加の容量をゲストオペレーティング

システムに割り当てます。

ボリュームは拡張できますが、サイズを小さくすることはできません。VMが停止している場合のみ、次の

手順に従ってボリュームを拡張します。

前提条件:

l VMを含むボリュームを拡張する場合、その前にVMをシャットダウンする必要がありま

す。

l ztC Edge システムの両方のPMがオンラインになっていることを確認します。そうでな

い場合、システムはボリュームを正しく拡張できません。
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ボリュームを拡張するには

1. 2つのノード用のライセンスが適用されたシステムの [物理マシン]ページ(「[物理マシン]ペー

ジ」を参照)で、両方のPMが「実行中」の状態にあり、どちらのPMもメンテナンスモードではな

く、同期の実行中でもないことを確認します。

2. [仮想マシン]ページで(「[仮想マシン]ページ」を参照)、拡張するボリュームを含むVMを選択し

ます。VMが停止していることを確認します。

3. 下部パネルで [ボリューム]タブをクリックして、拡張するボリュームを選択します。[アクション]

列で、[ボリュームの拡張]をクリックします。

4. [追加するサイズ]の横に、ボリュームに追加するストレージ容量をギガバイト(GB) 単位で入力し

ます。値を入力すると、この操作の実行後に得られる [拡張後のボリュームサイズ]を示すダイアロ

グボックスが表示されます。

注: [追加するサイズ]に入力する値には注意してください。ボリュームは一度拡張する

と、その後でサイズ変更を取り消したり、サイズを小さくすることはできません。ボ

リュームのサイズは拡張することしかできません。

5. [ボリュームの拡張]をクリックして変更を確定し、ボリュームを拡張します。ダイアログボックス

に拡張処理の進捗状況が表示されます。操作が完了すると、このダイアログボックスは自動的に閉

じます。

関連トピック

「仮想マシンのボリュームを作成する」

「仮想マシンからボリュームを切断する」

「仮想マシンからボリュームを削除する」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンのリソースを計画する」

「仮想マシンを管理する」

仮想マシンのリソースを復旧する

ストレージ容量を節約するため、不要になったVMリソースは削除してください。また、ボリュームや

VCDの作成など、特定のタスクに必要な容量が不足している場合には、ストレージ容量を直ちに復旧しな

ければならないことがあります。

ストレージ容量を復旧するには、次のトピックを参照して未使用のリソースを削除します。
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l 「仮想マシンを削除する」

l 「仮想マシンからボリュームを削除する」

l 「仮想CDを削除する」

関連トピック

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンのリソースを計画する」

「仮想マシンを管理する」

仮想 CD を管理する

仮想CD (VCD) を作成および管理して、ISO形式のソフトウェアインストールメディアをztC Edge シス

テム上の仮想マシンで使用できるようにします。

VCDは、読み取り専用のISOイメージファイルで、ztC Edge システムのストレージデバイス上にありま

す。(ztCコンソールの)仮想 CD の作成ウィザードを使用して、既存のISOファイルをアップロードしま

す。詳細については、「仮想CDを作成する」を参照してください。

VCDを作成すると、そこからブートしてWindows やLinuxゲストオペレーティングシステムをインス

トールしたり、ブート可能な復旧VCDからVMを起動することができます。VCDはローカルコンピュー

タにダウンロードできます。稼働中のVMにVCDを挿入してソフトウェアアプリケーションをインストー

ルすることもできます。

VCDの管理については、次を参照してください。

l 「仮想CDを作成する」

l 「仮想CDを挿入する」

l 「仮想CDを取り出す」

l 「仮想CDからブートする」

l 「仮想CDの名前を変更する」

l 「仮想CDをダウンロードする」

l 「仮想CDを削除する」

管理者またはプラットフォームマネージャーのロールが割り当てられているユーザは、VCDのすべてのタ

スクを実行できます。VM マネージャーのロールを割り当てられているユーザは、VCDの名前変更を除く

すべてのVCDタスクを実行できます。(これらのロールの割り当ての詳細については、「ローカルユーザ

アカウントを管理する」を参照してください。)
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仮想 CD を作成する

仮想CD (VCD) を作成して、ソフトウェアインストールメディアをztC Edge システム上の仮想マシン

(VM)で使用できるようにします。

VCDを作成するには、仮想 CD の作成ウィザードを使用してISOファイルをztC Edge システム上のスト

レージデバイスにアップロードまたはコピーします。すると、そのVCDからブートして(「仮想CDから

ブートする」を参照)ゲストオペレーティングシステムをインストールしたり、ブート可能な復旧VCDか

らVMを起動できるようになります。稼働中のVMにVCDを挿入して(「仮想CDを挿入する」を参照)

ソフトウェアアプリケーションをインストールすることもできます。

注:

1. 定期的に使用するVCDを除いて、不要になったVCDは削除してください。

2. インストール用にブート可能なVCDを作成する場合、これは単一のCDまたはDVDで

なければなりません。複数のCDまたはDVDはサポートされていません。

VCD を作成するには

1. 必要に応じて、VCDを作成するすべての物理メディアのISOファイルを作成します。

2. ztCコンソールで [仮想 CD]ページを開きます。

3. [VCD の作成]をクリックして仮想 CD の作成ウィザードを開きます。

4. VCDの名前を入力します。

5. 次からVCDのソースを1つ選択します。

n [ISO ファイルのアップロード]は、ztCコンソールを実行しているシステムからファイルを

アップロードします。[参照]をクリックしてシステム上のISOファイルを選択し、[開く]を

クリックします。

n [ネットワークソースから CD ISO をコピーする]は、ファイルをWeb URLからコピーし

ます。ISOファイルのURLを指定します。

6. [完了]をクリックして、アップロードするか、指定のソースからISOファイルをコピーします。

仮想 CD の作成ウィザードにアップロードの進捗状況が表示されます。

VCDのステータスは、[仮想 CD]ページの [状態]列で確認できます。
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仮想CDを挿入する

l 同期中のアイコン( )は、VCDがまだ作成中であることを示します。

l 破損のアイコン( )は、VCDの作成に失敗したことを示します。VCDを削除してから、作成を再

試行してください。

l 正常のアイコン( )は、転送が完了しVCDを使用する準備が整ったことを示します。

関連トピック

「仮想CDを挿入する」

「仮想CDを取り出す」

「仮想CDを管理する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

仮想 CD を挿入する

仮想CD (VCD) を仮想マシン(VM)に挿入して、ゲストオペレーティングシステムでのアプリケーション

のインストール時にインストールメディアにアクセスします。(USBデバイスを接続するには、「仮想マ

シンにUSBデバイスを接続する」を参照してください。仮想マシンをVCDからブートするには、「仮想

CDからブートする」を参照してください。)

注意事項: 稼働中のVMにVCDを挿入すると、障害が発生した場合にStratus Redundant

LinuxソフトウェアがVMを別の物理マシンにマイグレーションすることができなくなります。

冗長性を復元するには、VCDの使用が完了した時点で直ちにVCDをアンマウントし、取り外し

てください。

注: デフォルトでは、VCDのVMへの挿入が有効にされています。この構成を変更するには、

「VMデバイスを構成する」を参照してください。

VCD を VM に接続するには

1. 必要に応じて、アクセスが必要なソフトウェアのインストールメディアとしてVCDを作成できます

(「仮想CDを作成する」を参照)。

2. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

3. 下部パネルで [CD ドライブと USB デバイス]タブをクリックします。

4. [CD の挿入]をクリックしてVCDを選択します。プルダウンメニューが表示された場合はこれを

終了します。
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システムがVCDを挿入すると、その名前がCD-ROMの右に表示されます。

関連トピック

「仮想CDを作成する」

「仮想CDを取り出す」

「仮想CDからブートする」

「仮想CDを管理する」

仮想 CD を取り出す

仮想CD (VCD) を取り出して、VCDを仮想マシン(VM)から切断します。VCDを取り出すと、そのVMに

別のVCDを挿入できるようになります。また、取り出したVCDを他のVMに挿入することもできます。

VM から VCD を取り出すには

1. ゲストオペレーティングシステムからVCDをアンマウントして、その使用を確実に停止します。

2. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

3. 下部パネルにある [CD ドライブと USB デバイス]タブをクリックします。

4. [CD ドライブ]タブで [CD の取り出し]をクリックします。

関連トピック

「仮想CDを作成する」

「仮想CDを挿入する」

「仮想CDからブートする」

「仮想CDを管理する」

仮想 CD からブートする

仮想マシンを仮想CD (VCD) からブートして、ゲストオペレーティングシステムをインストールしたり、

メンテナンスを実行します。

VCDからブートするには、その前に仮想マシンをシャットダウンする必要があります。

VCD から仮想マシンをブートするには

1. 必要な場合はブート可能なCD/DVDからVCDを作成します(「仮想CDを作成する」を参照)。

2. [仮想マシン]ページで、仮想マシンを選択します。

3. 仮想マシンが実行中の場合、[シャットダウン]をクリックします。

238/331ページ



仮想CDの名前を変更する

4. 仮想マシンのステータスが「停止」になったら、下部パネルで [CD からブート]をクリックしま

す。

5. ブート可能なVCDを選択して [ブート]をクリックします。

注: VCDからブートされたWindows ベースの仮想マシンは、ハードウェア仮想マシン(HVM)

としてブートされ、最初の3つのディスクボリュームのみにアクセスできます。

関連トピック

「仮想CDを作成する」

「仮想CDを挿入する」

「仮想CDを取り出す」

「仮想CDを管理する」

「仮想マシンを作成/マイグレーションする」

「仮想マシンの運用を管理する」

仮想 CD の名前を変更する

仮想CD (VCD) の名前を変更します。VCDの名前は [仮想 CD]ページに表示されます。

VCD の名前を変更するには

1. [仮想 CD]ページで、VCDを見つけます。

2. VCDの名前をダブルクリックします。

3. 新しい名前を指定して Enterキーを押します。

関連トピック

「仮想CDを削除する」

「仮想CDを挿入する」

「仮想CDを取り出す」

「仮想CDを作成する」

「仮想CDを管理する」

仮想 CD をダウンロードする

仮想CD (VCD) をダウンロードして、VCD上のソフトウェアを後日アップロードできるようにします。
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前提条件: まだ行っていない場合は、まずVCDを作成する必要があります。「仮想CDを作成

する」を参照してください。

VCD をダウンロードするには

1. ztCコンソールで [仮想 CD]ページを開きます。

2. ダウンロードするVCDの名前をクリックします。

3. [ダウンロード]をクリックします。ウィンドウが開き、ローカルコンピュータ上のフォルダが表示

されます。

4. ファイルの保存先を選択し、[保存]をクリックします。

ファイルのサイズによってはダウンロードが完了するまで数分かかります。

関連トピック

「仮想CDを管理する」

仮想 CD を削除する

ztC Edge システムから仮想CD (VCD) を永久に削除するには、VCDの削除を行います。

VCD を削除するには

1. ztCコンソールで、[仮想 CD]をクリックします。

2. リストで削除するVCDを見つけます。

3. VCDの [削除可能]列が [はい]になっていることを確認します。値が [いいえ]のVCDは現在使用

中です。

4. VCDを選択して下部パネルで [削除]をクリックします。

関連トピック

「仮想CDの名前を変更する」

「仮想CDを挿入する」

「仮想CDを取り出す」

「仮想CDを作成する」

「仮想CDを管理する」

高度なトピック (仮想マシン)

次のトピックでは、上級ユーザのための手順と情報を説明します。
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仮想マシンに特定のMACアドレスを割り当てる

l 「仮想マシンに特定のMACアドレスを割り当てる」

l 「仮想マシンの優先PMを選択する」

l 「VMを強制的にブートする」

l 「仮想マシンの保護レベルを変更する(HAまたはFT)」

l 「仮想マシンのブートシーケンスを構成する」

l 「故障した仮想マシンのMTBF をリセットする」

l 「仮想マシンにUSBデバイスを接続する」

仮想マシンの運用を管理するには、「仮想マシンの運用を管理する」を参照してください。

仮想マシンに特定の MAC アドレスを割り当てる

仮想マシン(VM)のデフォルトのメディアアクセス制御(MAC) アドレスをオーバーライドするには、VM

に特定のMACアドレスを割り当てます。

警告:

1. デフォルトではStratus Redundant LinuxソフトウェアがVMのMACアドレスを自動

的に割り当てます。特定の必要条件がある場合(たとえばMACアドレスに基づいてライ

センスされているソフトウェアアプリケーションをサポートする場合など)を除き、デ

フォルト設定をオーバーライドしないでください。

2. [静的なシステム IP]のアドレスを変更する場合、VMがリブートすると、VMに自動で

割り当てられているすべてのMACアドレスが変更されます。これは、Stratus

Redundant LinuxソフトウェアがシステムIPアドレスに基づいてVMのMACアドレス

を生成するためです。VMのMACアドレスが変更されないようにするには、下記の手順

に従って固定MACアドレスを設定します。お使いの環境に有効なMACアドレスを生成

するには、担当のネットワーク管理者に連絡してください。また、新しいMACアドレス

に基づいてファイアウォールルールを適宜更新することも忘れないでください。

前提条件: 仮想マシンのMACアドレスを上書きする前に、そのVMをシャットダウンする必要

があります。

VM に特定のMAC アドレスを割り当てるには

1. [仮想マシン]ページを開きます(「[仮想マシン]ページ」を参照してください)。

2. VMを選択して [シャットダウン]をクリックします。
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3. VMが停止したら、[構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを表示しま

す。

4. ウィザードの各ページで [次へ]をクリックして、[ネットワーク]ページに進みます。(必要な場

合、「仮想マシンのリソースを再プロビジョニングする」を参照し、追加のVMリソースを構成し

ます。)

5. [ネットワーク]ページで、変更するネットワークを見つけ、必要に応じて元に戻せるように、その

現在のMACアドレスをメモします。

6. [MAC アドレス]列に新しいアドレスを入力するか、Stratus Redundant Linuxソフトウェアに

よってMACアドレスを自動で割り当てるには、テキスト領域を空白のままにします。

7. [完了]をクリックします。

関連トピック

「高度なトピック(仮想マシン)」

「仮想マシンのリソースを管理する」

「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンの優先 PMを選択する

2つのノード用のライセンスが適用されたシステムの場合、仮想マシンがztC Edge システム内の特定の物

理マシンで実行されるようにするには、優先物理マシンを選択します。

注: デフォルトでは、システムが仮想マシンの負荷を2台の物理マシンに自動で分散させます。

負荷分散に特定の要件が課される場合を除き、この設定は変更しないでください。

優先物理マシンを選択するには

1. [仮想マシン]ページで、仮想マシンを選択します。

2. 下部パネルで [負荷分散]タブをクリックします。

3. ドロップダウンリストから、優先させるマシンを選択し、[保存]をクリックします。

関連トピック

「高度なトピック(仮想マシン)」

「仮想マシンの運用を管理する」
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VMを強制的にブートする

VMを強制的にブートする

[仮想マシン]ページの [ブートの強制]ボタンを使用して、VMを強制的にブートすることができます。た

だし、[ブートの強制]ボタンがアクティブになるのは、ztCコンソールにパートナーノードが電源オフま

たはアクセス不可の状態にあることが報告されている場合のみです。[ブートの強制]を使用してVMをオ

ンラインにする際は、データを保護するためのシステムの安全チェックを手動でバイパスするため、[ブー

トの強制]の使用にあたっては細心の注意を払い、その条件と影響について完全に理解しておく必要があり

ます。

注意事項: [ブートの強制]を使用する前に、このトピック全体をよく読んで、Stratus 認定

サービス業者までお問い合わせください。サービス業者は、お使いのシステムについて最後の

ボリューム同期日時などの詳細な情報を確認し、[ブートの強制]がもたらす影響のすべてにつ

いて詳しく説明することができます。その後、担当のサービス業者と協議したうえでVMの強

制ブートを行うかどうかを決定してください。

[ブートの強制]を使ってVMを強制的にオンラインにする際は、VMのブートを強制するノード(これはア

クセス可能なノードです)を選択します。データの実際の状態(たとえば、データの状態、前回の同期、ボ

リュームの状態など)とは関係なく、そのノードの全データが有効としてマークされます。

[ブートの強制]の処理中、VMのボリュームにはその強制ブート処理が開始された日時を示すタグが付け

られます。VMのAXコンポーネント(VMのAXペア)は、VMのボリューム上のデータを使用してその

データの状態を通信し、どのAXに最新のボリューム情報が含まれているかを判断します。[ブートの強制]

処理は、スプリットブレーン状態での実行からVMを保護するための組み込みロジックをオーバーライドし

ます。AXペアが通信できない場合、スプリットブレーン状態が発生してデータの整合性が失われます(ス

プリットブレーン状態の詳細については、「ALSR構成を作成する」を参照してください)。
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警告: 次の状況では [ブートの強制]を使用しないでください。

l 1つ以上のボリュームが [ブートの強制]を実行するノード上にある未完了のミラーコ

ピーのターゲットである。

l 未完了のミラーコピーのターゲットが良好でなく、[ブートの強制]を使用しても利用可

能にならない。

l ボリュームが同期されていない。次にその例を2つ示します。

n VMのAXの両方がVMのすべてのデータボリュームにアクセスを必要とする。

n 複数のボリュームをもつシステム上で、VMがそのすべてのボリュームにアクセス

するには、両方のAXが実行されている必要がある。これは、各ノードが別のボ

リュームの緑のチェックマークが付いたコピーをもち、もう片方のノード上にあ

るボリュームのミラーコピーに緑のチェックマークが付いていないために起こり

ます。

l 複数のVMが劣化していて、反対側のノードで緑のチェックマークが付いている(たとえ

ば、node0ではブートボリュームが良好でデータボリュームは不良であり、node1で

はブートボリュームが不良でデータボリュームは良好である場合など)ために、両方の

ノードが必要である。

l システムに単一ノード用のライセンスが適用されている。

古いボリュームのあるシステムで [ブートの強制]を実行する場合には、Stratus 認定サービス業者まで直

ちに連絡してください。両方のノードで電源がオンになりデータの同期が開始されている場合、システムは

強制ブートしたVMからのデータを使用するため、アクセス不可だったノード上のデータは復旧できませ

ん。

ただし、状況によっては、古いボリュームをもつシステムで [ブートの強制]を使用した後にデータを復旧

することも可能です。

l アクセス不可のノードの電源がまだオフになっている場合は、電源をオンにしないでください。

l [ブートの強制]をクリックする前にアクセス不可のノードの電源をオフにした場合は、電源オフの

ノード上でVMのAXが維持され、以下の条件下ではデータを失わずに [ブートの強制]を元に戻す

ことができます。

n ブートを強制したVMに新しいデータがない(つまり、VMをまだ稼働していない)場合。
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n VMのブートを強制する前に、アクセス不可のノードにあるVMのAXが、ブートを強制する

VMのAXとステータスを交換しなかった場合。

n アクセス不可のノードにあるVMのAXのブートを阻止している問題が解決した場合。

n 2ノード間のすべてのVMデータが正しく同期されている場合。システムには、各VMの2

つのAXコンポーネントにおいて、一方のノードのVMのAXのデータが、もう片方のノード

のVMのAXのデータと異なる状態にあるようなVMがありません。

お使いのシステムがこれらすべての条件を満たしている場合、Stratus 認定サービス業者に連絡し、

復旧プロセスについてのヘルプを依頼してください。

VMの強制ブートを行うことに決定した場合、前提条件となる手順を必ず実行して適切な準備を行ってくだ

さい。

前提条件:
l すべてのボリュームを手動でチェックして、これらをオーバーライドしても安全である

ことを確認します。たとえば、ボリュームに緑のチェックマークが付いていて、ディス

クの同期が完了している必要があります。

l VMの両方のAXコンポーネントが通信可能で、システムプロセスによる各ボリューム

の状態の判定を許可できるかどうかを判定します。スプリットブレーン状態を回避する

には、VMの2つのAXコンポーネントが状態を通信でき、良好なデータボリュームと

良好なブートボリュームをもつのがどちらのAXかを判断できることが確実でなければ

なりません。

l システムに2ノード用のライセンスが適用されていることを確認します。

l Stratus 認定サービス業者に連絡してください。

VM を強制的にブートするには

Stratus 認定サービス業者と協議したうえでVMの強制ブートを決定した場合、以下の手順を実行してくだ

さい。この例では、node0がオフライン、node1がプライマリ、VM-1が停止中であると仮定します。

1. 2ノード用のライセンスが適用されたシステムのztCコンソールで、左側のパネルにある [仮想マシ

ン]をクリックします。

2. [仮想マシン]ページに移動します。

3. [仮想マシン]ページで、ブートを強制する停止中のVMを選択します(例: VM-1)。

4. 下部パネルで [起動]ボタンをクリックします。
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VMのブートが開始されます。タイムアウト期限に達するまで最大5分間、ブート処理が継続しま

す。タイムアウト期限が経過すると、[ブートの強制]ボタンがアクティブになります。

5. VMのブートを強制するには、[ブートの強制]をクリックします。

警告が表示され、最新のVMデータが保存されているノードを確実に特定できるかどうか確認され

ます。また、データが失われる可能性があることを示す警告も表示されます。さらに、VMのブート

を強制できるノードを知らせるメッセージが表示されます。

注意事項: [ブートの強制]を行うときに誤ったノードを選択すると、データが破損され

ます。

ノードはメッセージに示されているとおりに入力する必要があります(node0またはnode1)。次に

メッセージの例を示します。

ブートの強制 VM-1

最新の VM データがどちらのノードに保存されているかが

確実な場合のみ、操作を続行してください。データが

失われる可能性があります。

ブートを強制できるのはnode1だけです。

node1のVMをブートするには、"node1" と入力します。

node1

[ OKボタン] [ キャンセルボタン]

6. [OK]をクリックして、ノード(たとえばnode1) を強制的にブートします。(キャンセルするには

[キャンセル]をクリックします。)強制ブートのプロセスが開始されます。VMが起動してデータが

有効であることがシステムにマークされるまでの間、追加の確認メッセージが表示されます。

VMが稼働し始めます。[仮想マシン]ページに、VMが警告付きで表示されます。これは、ノード

(たとえばnode0) がまだオフラインになっているためです。

セカンダリノードがシステムに復帰すると、VMを実行しているノードからすべてのデータが同期

されます。この例では、すべてのデータがnode1からnode0に同期されます。
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関連トピック

「高度なトピック(仮想マシン)」

「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンの保護レベルを変更する (HA または FT)

ゲストVMの保護レベルを高可用性(HA) からフォールトトレランス(FT)、またはFTからHAに変更で

きます。

保護レベルを変更するには

1. [仮想マシン]ページで、停止している(つまり [アクティビティ]列に「停止」とマークされてい

る) VMを選択します。(VMの停止の詳細については、「仮想マシンをシャットダウンする」を参照

してください。)

2. 下部パネルで [構成]をクリックして仮想マシンの再プロビジョニングウィザードを開きます。

3. [名前、説明および保護]ページで、[HA]ボタンか [FT]ボタンを選択します。

4. クリックしてウィザードの最後のページまで進みます。[完了]をクリックし、(再構成が成功した場

合は) [OK]をクリックします。

関連トピック

「運用モード」(HAまたはFT)

「高度なトピック(仮想マシン)」

「仮想マシンの運用を管理する」

仮想マシンのブートシーケンスを構成する

仮想マシンのブートシーケンスを構成して、ztC Edge システムにおけるゲストオペレーティングシステ

ムおよびアプリケーションの起動順序を設定します。

まず必須のブートシーケンスを決定してから、それに応じて各仮想マシンのブート設定を構成します。

仮想マシンのブートシーケンスを設定するには

1. [仮想マシン]ページで、仮想マシンを選択します。

2. 下部パネルで [ブートシーケンス]タブをクリックします。

3. 以下の説明に従ってブート設定を構成します。

4. [保存]をクリックします。

ブート設定は次のとおりです。
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l [優先度グループ]を使用して、ztC Edge システムに電源を投入した後や、VMの再起動が必要とな

るフェールオーバーの後の、仮想マシンのブート順序を指定できます。一部のビジネスソリュー

ションでは、他のVMを起動する前に、特定のVMを作動させなければならない場合があります。

優先度がもっとも高いのはグループ「1」で、もっとも低いのが「なし」です。Stratus Redundant

Linuxソフトウェアは、OS およびアプリケーションの起動時間が経過するまで待ってから、次の優

先度グループに含まれる仮想マシンを起動します。

ブートシーケンスの例:

VM 優先度グループ
OS およびアプリケーション

の起動時間

DNS 1 2分

App 2 30秒

DB 2 10分

Web 3 0

1 ztC Edge がDNSVMをブートします。

2
ztC Edge は、DNSVMが起動した2分後に、グループ2のAppサーバおよびDBサーバを

起動します。

3 ztC Edge は、DB VMが起動した10分後に、グループ3のWeb VMを起動します。

l [OS およびアプリケーションの起動時間]には、仮想マシンが起動してから、ゲストオペレーティ

ングシステムとアプリケーションが完全な動作状態になるまでの所要時間を設定します。

関連トピック

「高度なトピック(仮想マシン)」

「仮想マシンの運用を管理する」

故障した仮想マシンの MTBF をリセットする

仮想マシンの平均故障間隔(MTBF) カウンタをリセットして、故障した仮想マシンの再起動を試行しま

す。

仮想マシンのゲストOSがクラッシュした場合、ztC Edge は、そのMTBF しきい値を下回る場合を除き、

OSを自動的に再起動します。仮想マシンがMTBF のしきい値を下回る場合、ztC Edge はそのマシンをク

248/331ページ



仮想マシンにUSBデバイスを接続する

ラッシュした状態のまま維持します。必要な場合はMTBF カウンタをリセットして、仮想マシンを再起動

できます。

注意事項: Stratus 認定サービス業者から指示を受けた場合を除き、MTBF カウンタはリセット

しないでください。リセットを行うと、システムのフォールトトレランスに影響することがあ

ります。

注:

1. [デバイスのリセット]ボタンは、仮想マシンがそのMBTF しきい値に満たない場合にの

み表示されます。

2. [MTBF のクリア]ボタンは、1台の物理マシンでVMをサポートしているシステムソフ

トウェアが、そのMBTF しきい値に満たない場合にのみ表示されます。

仮想マシンのMTBF カウンタをリセットするには

1. [仮想マシン]ページで、仮想マシンを選択します。

2. [デバイスのリセット]をクリックします。

一方の物理マシンでVMをサポートしているシステムソフトウェアで、あまり多くの障害が発生する場

合、以下の手順に従ってそのMTBF カウンタをリセットします。

1 台の物理マシン上の VM のMTBF カウンタをリセットするには

1. [仮想マシン]ページで、仮想マシンを選択します。

2. [MTBF のクリア]をクリックします。

関連トピック

「高度なトピック(仮想マシン)」

「仮想マシンの運用を管理する」

「診断ファイルを作成する」

仮想マシンに USB デバイスを接続する

USBデバイスを仮想マシン(VM)に接続して、VMがデバイスを使用できるようにします。たとえば、ゲス

トオペレーティングシステムにアプリケーションをインストールするためにUSBベースのライセンスが要

求される場合などは、USBデバイスが必要です。USBデバイスが不要になったらデバイスを切断します。
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(USBデバイスを使用してVMのエクスポートやインポートを行うために、そのデバイスをztC Edge シス

テムにマウントする必要がある場合、「ztC Edge システム上のUSBデバイスまたはネットワークマウン

トフォルダのマウント」を参照してください。)

注意事項:
稼働中のフォールトトレラント(FT) VMにUSBデバイスを接続すると、障害が発生した場合

にStratus Redundant LinuxソフトウェアがVMを別の物理マシンにマイグレーションするこ

とができなくなります。フォールトトレラント運用を復元するには、USBデバイスの使用が完

了した時点で直ちにデバイスを切断し、取り外してください。
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注:

1. 以下のオペレーティングシステムを実行するVMにはUSB 3.0以上のデバイスを接続

しないでください。これらのオペレーティングシステムではUSB 3.0デバイスがサ

ポートされません。

n Windows 7Desktop

n Windows Small Business Server 2011

n CentOS 6.6などの古いLinux配布

2. ゲストオペレーティングシステムには、サポートされているUSBデバイスのみを接続

できます。ztCシステムはUSBデバイスをサポートし、次のUSBポートが用意されて

います。

n ztC 110iシステム—USB 3.0ポートとUSB 3.1ポートが1つずつありますが、

USB 3.1ポートはサポートされていません。ztC 110iシステムでは、USB 3.1お

よびUSB 3.0デバイスはUSB 3.0ポートに挿入した場合のみにサポートされま

す。

n ztC 100iシステム—USB 3.0ポートが2つありますが、USB 3.1ポートはあり

ません。ztC 100iシステムでは、USB 3.1およびUSB 3.0デバイスはUSB 3.0

ポートに挿入した場合にサポートされます。

3. USB接続SCSI (UAS) 準拠のデバイスをVMに接続しないでください。システムでは

UASデバイスがサポートされません。

4. USBデバイスを接続するには、そのVMが稼働していなければなりません。

5. デフォルトでは、USBデバイスのVM接続は有効にされています。この構成を変更する

には、「VMデバイスを構成する」を参照してください。

6. サポートされるUSBデバイスをWindows ベースのVMから切断する(つまり取り出

す)には、次のいずれかの方法を使用します。

n エクスプローラーで[Eject (取り出し)] をクリックする—エクスプローラーから

デバイスを取り出す場合、ztCコンソールで下記の手順を使用して切断する必要が

あります。その後、ztC Edge システムから物理的に取り除き、同じVMや別の

VMに再接続する前に、挿入し直さなければなりません。

n タスクバーで[ハードウェアの安全な取り外し]および[メディアの取り出し]をク

リックする—タスクバーからデバイスを取り出す場合、ztCコンソールで下記の
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手順を使用して切断する必要があります。同じVMや別のVMに再接続する前に

ztC Edge システムから物理的に取り除く必要はありません。

USB デバイスを VM に接続するには

1. USBデバイスをVMのプライマリ(アクティブ)ノードに挿入します。

[仮想マシン]ページに、各VMのプライマリノードが [現行 PM]として表示されます。(このノー

ドは、[物理マシン]ページに表示されるztC Edge システムの現在のプライマリノードとは異なる

場合があります。)

システムにUSBデバイスが表示されることを確認します。[物理マシン]ページに移動します。デバ

イスを挿入したノードをクリックして、下部パネルで [USB デバイス]タブを選択します。挿入し

たUSBデバイスがタブに表示されることを確認します。

2. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

3. 下部パネルで [CD ドライブと USB デバイス]タブをクリックします。

4. [CD ドライブと USB デバイス]タブの [USB]行で、プルダウンメニューからUSBデバイスを選

択します。

5. [USB の接続]をクリックして、VMにUSBデバイスを接続します。

6. [確認]ダイアログボックスが表示され、デバイスの接続を確認するメッセージと、USBデバイスの

使用中はゲストがシンプレックスモードになることを示す警告が表示されます。[はい]をクリック

してデバイスを接続します。

システムがVMにUSBデバイスを接続すると、[CD ドライブと USB デバイス]タブで、そのVM

のUSBデバイスのリストにUSBデバイスの名前が表示されるようになります。

USB デバイスを VM から切断するには

1. [仮想マシン]ページで、USBデバイスが接続されているVMを選択します。

2. 下部パネルで [CD ドライブと USB デバイス]タブをクリックします。

3. [CD ドライブと USB デバイス]タブの [USB]行で、[USB デバイスの切断] をクリックします。

必要な場合、プルダウンメニューからUSBデバイスを選択します。

4. [確認]ダイアログボックスが開き、デバイスの切断を確認するメッセージが表示されます。[はい]

をクリックしてデバイスを切断します。

システムがVMからUSBデバイスを切断すると、[CD ドライブと USB デバイス]タブで、その

VMのUSBデバイスのリストにUSBデバイスの名前が表示されなくなります。
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関連トピック

「仮想マシンを管理する」
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第 7 章: 物理マシンのメンテナンスを行う

ztC Edge システム内の物理マシン(PM)つまりノードのメンテナンスを行うには、これを交換するか復旧

します。

故障したPMを交換するには、次のいずれかの手順を使用します。

l 「物理マシンを交換する(自動)」 (推奨)

自動ノード交換プロセスを使用して故障したPMを交換する方法について説明します。このヘルプ

トピックは、各交換ノードに付属している『』または『』の情報を補足するものです。

l 「物理マシンを交換する(手動)」

ユーザによる手動交換プロセスを使用して故障したPMを交換する方法について説明します。この操

作はztCコンソールから開始して監視します。Stratus 認定サービス業者から特に指示を受けた場合

を除き、ユーザによる手動プロセスは使用しないでください。

PMのハードウェアを交換する代わりに故障したPMのシステムソフトウェアを復旧するには、「故障し

た物理マシンを復旧する(手動)」を参照してください。

単一ノード用のライセンスが適用されたシステムにノードを追加するには、「単一ノードシステムにノー

ドを追加する」を参照してください。

物理マシンを交換する (自動)

このトピックでは、自動ノード交換プロセスを使用してztC Edge システムで故障した物理マシン(PM)、

つまりノードを交換する方法について説明します。これは『ztC Edge 100i/110iシステム:ノードを交換

する(R013Z)』の情報を補足するものです。

システムの実行中にztC Edge ノードを交換することができます。
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ztC Edge ユーザガイド

前提条件: 交換ztC Edge ノードをリクエストするには、Stratus カスタマサービスポータル

にログオンし、[Customer Support (カスタマサポート)]を展開して [Add Issue (問題

の追加)]をクリックします。問題を作成する場合、次の情報を準備してください。

l Asset ID (アセット ID)—ztCコンソールウィンドウのマストヘッドにあるシステム

の [アセット ID]を確認します。

l 診断ファイル—ztCコンソールの [サポートログ]ページで診断ファイルを生成してダ

ウンロードします。「診断ファイルを作成する」を参照してください。サービスポータ

ルで追加する問題に診断ファイルを添付します。

問題を診断して必要な場合は交換ノードを提供するために弊社のカスタマサービス担当者から

連絡を差し上げます。

ztC Edge システム内のノードを交換するには

1. 交換するノードの位置を確認します。障害のあるノードは電源が(自動で)オフにされているか、電

源がオンでSYS LEDがオフまたは緑に点灯(非正常)しています。ノードの電源が既にオフになって

いる場合はステップ3に進みます。

2. 障害のあるノードの電源がオンになっている場合、ztCコンソールを開いてシャットダウンを妨げて

いる問題を解決します。たとえば、正常なノード上でエラーとなったネットワーク接続は、障害の

あるノードへの依存の原因となり得ます。問題をすべて解決して障害のあるノードをシャットダウ

ンします。

3. 障害のあるノードから電源ケーブルを切断し、次にネットワークケーブルを切断してシステムから

ノードを取り除きます。

4. システムに交換ノードを追加します。ネットワークケーブルを差し込み直し、電源を再接続して

ノードを自動的に電源オンにします。これでノードの交換が完了します。ユーザによる入力なしで

システムが同期を開始します。

5. 20分後にSYS LEDがオフから緑の点灯に切り替わり、交換ノード上のソフトウェアが起動したこと

を示します。さらに15分後、SYS LEDが点滅し始めてシステムが正常であることを示します。

6. ztCコンソールにログオンしてシステムの正常性を確認します。仮想マシンの同期には数時間かかる

場合があります。同期が正常に完了すると、未解決の問題がないことを示す緑のチェックマークが

[ダッシュボード]に表示されます。
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物理マシンを交換する(手動)

関連トピック

「メンテナンスモード」

「物理マシンのメンテナンスを行う」

「ztCコンソール」

「物理マシンと仮想マシン」

「[物理マシン]ページ」

物理マシンを交換する (手動)

注意事項: ztC Edge システム内の1台のPMを復旧または交換する必要がある場合、『ztC

Edge 100i/110iシステム:ノードを交換する(R013Z)』の手順を使用してください。(必要な場

合、「物理マシンを交換する(自動)」を参照してください。)Stratus 認定サービス業者から特

に指示を受けた場合を除き、このトピックに記載されている手動の手順は使用しないでくださ

い。

物理マシン(PM)つまりノードの交換は、システムが実行されている状態で行います。(PMのハードウェア

を交換する代わりに故障したPMのシステムソフトウェアを復旧する必要がある場合、「故障した物理マ

シンを復旧する(手動)」を参照してください。)

PMを削除して交換する場合、システムはStratus Redundant Linuxシステムソフトウェアの完全インス

トールを行う準備として、交換PMにあるすべてのディスクを完全に消去します。ソフトウェアをインス

トールするには、システムが交換ノードをプライマリPM上の一時的なPreboot Execution Environment

(PXE) サーバから自動的にブートできるように設定します。各PMに一番最近インストールされたソフト

ウェアキットの完全なコピー(ztCコンソールの [アップグレードキット]ページに記載)が含まれている

限り、PXEブートインストールを使ってどちらのPMからでもそのパートナーPMの交換を開始できま

す。必要な場合、交換ノードをUSBインストールメディアから手動でブートすることもできます。

インストールに使用するメディアに応じて、PXEまたはUSBインストールのいずれかの手順を使用しま

す。

注意事項: 交換手順を行うと、PMのホストオペレーティングシステムにインストールされてい

る全ソフトウェアと、交換前に入力したすべてのPM構成情報が削除されます。この手順を完了

した後は、ホストレベルの全ソフトウェアを手動で再インストールして、元の設定に一致するよ

うPMを再構成する必要があります。
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ztC Edge ユーザガイド

注意事項: データの損失を避けるため、ディスクミラーのアセンブリに手動の操作が必要なこと

がシステムログに示されている場合には、Stratus 認定サービス業者に連絡してヘルプを依頼し

てください。再同期を強制的に行ってミラー内の一番新しいディスクを上書きすると、貴重な

データが失われる可能性があります。

前提条件: 交換ztC Edge ノードをリクエストするには、Stratus カスタマサービスポータル

にログオンし、[Customer Support (カスタマサポート)]を展開して [Add Issue (問題

の追加)]をクリックします。問題を作成する場合、次の情報を準備してください。

l Asset ID (アセット ID)—ztCコンソールウィンドウのマストヘッドにあるシステム

の [アセット ID]を確認します。

l 診断ファイル—ztCコンソールの [サポートログ]ページで診断ファイルを生成してダ

ウンロードします。「診断ファイルを作成する」を参照してください。サービスポータ

ルで追加する問題に診断ファイルを添付します。

問題を診断して必要な場合は交換ノードを提供するために弊社のカスタマサービス担当者から

連絡を差し上げます。

前提条件: USBメディアを使って交換PMにシステムソフトウェアをインストールする場合

l ブート可能なUSBメディアを作成します。手順は、「システムソフトウェアのUSBメ

ディアを作成する」を参照してください。

USBメディアを作成する際は、必ず一番最後にインストールしたアップグレードキット

を含めてください。たとえば、ztCコンソールウィンドウのマストヘッドに表示された

リリースが 1.2.0-550である場合、550がビルド番号となり、[アップグレードキッ

ト]ページでUSBメディアの作成用に選択するキットのバージョンは 1.2.0-550にす

る必要があります。システムで交換PM上に異なるビルドが検出された場合、ユーザ操作

なしで自動的に交換プロセスが再開され、交換PM上のすべてのデータを初期化して、

PXEブートインストールを使って一番最近インストールされたソフトウェアキットが

PMに再インストールされます。

l キーボードとモニタを交換PMに接続してインストール手順を監視し、設定を指定しま

す。

故障した PM を削除して交換するには (PXE ブートインストール)
次の手順を使用して、故障したPMを交換し、プライマリPM上のソフトウェアキットからのPXE
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物理マシンを交換する(手動)

ブートインストールを使ってシステムソフトウェアを再インストールします。

1. ztCコンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックします。

2. 作業するPM (node0またはnode1) を選択して [作業開始]をクリックします。PMの総合

状態が "メンテナンスモード"に変わり、アクティビティ状態が "実行中 (メンテナンス中)"

に変わります。

3. PMが「実行中 (メンテナンス中)」になった後、[リカバリ]をクリックします。

4. 修復のタイプを選択するよう求められたら、[PXE PM 交換 - 全ディスクの初期化]をクリッ

クします。

注意事項: [PXE PM 交換 - 全ディスクの初期化]を選択すると、交換PM上のす

べてのデータが削除されます。

5. 次のPXE設定のいずれかを選択します。

n 現在のパートナーノードからの PXE 要求のみに応答する。

現在のパートナーノードのMACアドレスからのPXEブート要求を待機します。この

オプションは、既存のPMを完全にワイプして再インストールする方法で復旧する場

合に選択します。この手順ではPM上の全データが削除されますが、その現在のネッ

トワーク構成が復元されます。

n 次のMAC アドレスからの PXE 要求のみに応答する。

ユーザが指定するMACアドレスからのPXEブート要求を待機します。このオプショ

ンは、PMを新しいPMに交換する場合に選択します。PXEブートを開始する、特定の

ネットワークアダプタのMACアドレスを入力します。

n priv0 上のすべてのシステムからの PXE 要求を受け入れる。

2つのztC Edge ノードを接続するプライベートネットワークpriv0からのPXEブー

ト要求を待機します。このオプションは、PMを新しいPMに交換する場合で、新しい

PMのMACアドレスが不明な場合に選択します。

6. [続行]をクリックして、交換プロセスを開始します。システムがPMをシャットダウンして

電源をオフにします。

7. PMの電源がオフになった後、交換PMを必要に応じてインストールします。

a. 古いPMを切断して削除し、次に交換PMをインストールします。

b. ネットワークケーブルを元のポートにつなぎ直してから、電源を接続します。
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8. PMが自動的に電源オンにならない場合、電源ボタンを押します。

9. 交換プロセスがユーザによる操作なしで次のように続行されます。

n 交換PMが、プライマリノードで一時実行されるPXEサーバからのブートを開始しま

す。

n システムが交換PMのディスク上にあるすべてのデータを自動的に削除します。

n 交換PMがもう一度リブートし、システムソフトウェアのインストールを自動的に開

始します。これはプライマリノード上のインストールキットのコピーから実行されま

す。

交換PMの物理コンソールでソフトウェアインストールの進捗状況を監視したり、プロンプ

トに応答する必要はありません。交換プロセスは自動化されており、ソフトウェアのインス

トール処理中PMに空白の画面が長時間表示されるのは正常な動作です。

10. ソフトウェアのインストールが完了すると、交換PMが新しくインストールされたシステム

ソフトウェアからリブートします。

注: システムソフトウェアのインストール後、交換PMがシステムに結合してztC

コンソールに表示されるようになるには最大20分かかる場合があります。

11. 交換PMがシステムに結合する間、ztCコンソールの [物理マシン]ページでそのアクティビ

ティを確認できます。交換が完了すると、[アクティビティ]列のPMの状態が「(メンテナン

ス中)」から「実行中」に変わります。PMがメンテナンスモードを自動的に終了してシステ

ム上のVMの負荷分散を開始します。

12. 必要に応じて、アプリケーションおよびすべてのホストレベルのソフトウェアを手動で再イ

ンストールし、元の設定に一致するよう交換PMを再構成してください。

注: 交換PMがメンテナンスモードを終了すると、システムは交換プロセスに使用したプ

ライマリノード上のPXEサーバを自動的に無効にします。

故障した PM を削除して交換するには (USB インストール)
次の手順を使用して、故障したPMやを交換し、USBメディアを使ってシステムソフトウェアを再

インストールします。
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1. ztCコンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックします。

2. 作業するPM (node0またはnode1) を選択して [作業開始]をクリックします。PMの総合

状態が "メンテナンスモード"に変わり、アクティビティ状態が "実行中 (メンテナンス中)"

に変わります。

3. PMが「実行中 (メンテナンス中)」になった後、[リカバリ]をクリックします。

4. 修復のタイプを選択するよう求められたら、[USB PM 交換 - 全ディスクの初期化]をクリッ

クします。

注意事項: [USB PM 交換 - 全ディスクの初期化]を選択すると、交換PM上のす

べてのデータが削除されます。

5. [続行]をクリックして、交換プロセスを開始します。システムソフトウェアの再インストー

ルの準備として、システムがPMをシャットダウンします。

6. PMの電源がオフになった後、交換PMを必要に応じてインストールします。

a. 古いPMを切断して削除し、次に交換PMをインストールします。モニタとキーボー

ドを接続します。

b. ネットワークケーブルを元のポートに接続し直します。

c. 交換PMにブート可能なUSBメディアを接続し、次に電源ケーブルを接続し直しま

す。PMが自動的に電源オンにならない場合、電源ボタンを押します。

7. 交換PMの電源がオンになったら、ファームウェア(UEFI) のセットアップユーティリティ

を起動します。[Save & Exit (保存して終了)]メニューの [Boot Override (ブートオー

バーライド)]で、USBメディアに [UEFI]エントリを選択して、次のブートシーケンスで

このデバイスから1回ブートするようにします。PMが再起動します。

注: [Boot (ブート)]メニューで恒久的なBOOT ORDER Prioritiesを変更す

る代わりに、ブートデバイスを一時的に変更するには [Boot Override (ブート

オーバーライド)]プロパティを使用します。ztC Edge システムで通常実行される

ノードの自動交換をサポートするため、最上位のブート優先度はUEFI Network

(デフォルト)のままにする必要があります。

8. 交換PMの物理コンソールでインストールのプロセスを監視します。
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9. [Welcome (ウェルカム)]画面で、矢印キーを使ってインストール用に国のキーボードマッ

プを選択します。

10. [インストールまたはリカバリ]画面で、[Replace PM, Join system: Preserving data

(PM の交換、システムの結合: データの維持)]を選択し、Enterキーを押します。交換プロ

セスがユーザによる操作なしで続行されます。

注意事項: [Replace PM, Join system: Initialize data (PM 交換、システム

の結合: データの初期化)]を選択すると、交換PM上のすべてのデータが削除され

ます。

11. ソフトウェアのインストールが完了すると、交換PMが新しくインストールされたシステム

ソフトウェアからリブートします。

注: システムソフトウェアのインストール後、交換PMがシステムに結合してztC

コンソールに表示されるようになるには最大20分かかる場合があります。

12. 交換PMがシステムに結合する間、ztCコンソールの [物理マシン]ページでそのアクティビ

ティを確認できます。交換が完了すると、[アクティビティ]列のPMの状態が「(メンテナン

ス中)」から「実行中」に変わります。PMがメンテナンスモードを自動的に終了してシステ

ム上のVMの負荷分散を開始します。

13. 必要に応じて、アプリケーションおよびすべてのホストレベルのソフトウェアを手動で再イ

ンストールし、元の設定に一致するよう交換PMを再構成してください。

関連トピック

「メンテナンスモード」

「物理マシンのメンテナンスを行う」

「ztCコンソール」

「物理マシンと仮想マシン」

「[物理マシン]ページ」
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第 8 章: システム、Windows ベースの VM、およびアプリケーションをモニタ

リングする

モニタリングのライセンスが適用されているシステムでは、パフォーマンスに関する情報(たとえばCPU

使用状況など)をモニタリングすることができます。下限値と上限値を設定してモニタリングの対象となる

パラメータ値の範囲を作成できます。また、パラメータの値が設定範囲を超えた場合に送信される call-

homeや e アラート/トラップメッセージを設定することもできます。

以下に関する情報をモニタリングできます。

l ztC Edge システムのホストオペレーティングシステム— 「ztC Edge システムをモニタリングす

る」を参照してください。

l Windows ベースのVM上のWindows ベースのオペレーティングシステム— 「Windows ベース

の仮想マシンをモニタリングする」を参照してください。

l Windows ベースのVM上で実行しているアプリケーション— 「Windows ベースの仮想マシン上

のアプリケーションをモニタリングする」を参照してください。

注: システムにモニタリングのライセンスがない場合、[モニタ]タブの内容はグレー表示されま

す。この機能を有効にする方法については、アカウントの担当者までご連絡ください。

ztC Edge システムをモニタリングする

ztC Edge システムのホストオペレーティングシステムにおける、OSパフォーマンスに関する情報(CPU

使用状況など)をモニタリングします。モニタリングパラメータを設定すると、その後は値が30秒ごとに

更新されます。
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ホストオペレーティングシステムのモニタリングのパラメータを設定および表示するには

1. ztCコンソールで、左側のナビゲーションパネルの [物理マシン]をクリックします。

2. 下部パネルで [モニタ]タブをクリックします。

[モニタ]タブに、実行中の各ノードのモニタリング情報が表示されます。

3. 実行中の各ノードにおけるパラメータのモニタリングを有効にするには、そのパラメータの一番左

の列で [有効]ボックスをオンにします。

4. 該当するパラメータ値を設定します。

パラメータ— [CPU 使用]および [メモリ使用状況]。表示値のため設定できません。

単位—比率(%)。最大100%です。表示値のため設定できません。

範囲:

低—範囲の下限値。値は0または正の数にできます。値は両方のノードに適用されます。

高—範囲の上限値。値は0または正の数にできます。値は [低]の値より大きくなければな

りません。値は両方のノードに適用されます。

デフォルトでは範囲の値が空になっています。値を入力するには、パラメータ行の [低]また

は [高]列のセル内の空白部分をクリックします。空白部分をクリックするとボックスが表示

され、そこに値を入力できます。

call-home—どちらかのノードで範囲外の値が検知されるとcall-homeメッセージがStratus 認

定サービス業者に送信されます。

e アラート/トラップ—どちらかのノードで範囲外の値が検知されると電子メールアラート(e ア

ラート)とSNMPトラップが送信されます。

最初の検知—過去24時間以内に各ノードでパラメータ値が初めて検知された日付と時刻。表示値

のため設定できません。

最後の検知—過去24時間以内にどちらかのノードでパラメータ値が最後に検知された日付と時

刻。表示値のため設定できません。

最後のイベント—各ノードにおける最後のしきい値違反([低]または [高])。セルが空白の場合、

しきい値違反が発生していないことを示します。表示値のため設定できません。

インシデントカウント—過去24時間以内にどちらのノードで範囲を超えた回数。表示値のため設

定できません。

現行値—次のいずれかを示します(表示値のため設定できません)。
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n 1つのノードの現行値。

n 利用不可—この値は現在利用できません。

ステータス—1つのノード上のパラメータのステータス。表示値のため設定できません。

n 予期値( )—パラメータは過去24時間にその範囲を超えていません。

n 警告( )—パラメータは過去24時間にその範囲を超えていますが、現時点では発生が昇格

されません。

n 範囲外( )—現在範囲外です。

5. [保存]をクリックして変更を保存するか、まだ保存していない値をキャンセルするには [リセット]

をクリックします。

関連トピック

「システム、Windows ベースのVM、およびアプリケーションをモニタリングする」

「eアラートを構成する」

「SNMP設定を構成する」

「物理マシンを管理する」

Windows ベースの仮想マシンをモニタリングする

Windows ベースのVM上のオペレーティングシステムについてOSパフォーマンスに関する情報(たとえ

ばCPUの使用状況)をモニタリングします。モニタリングは以下のオペレーティングシステムを実行する

VMで利用できます。

l Windows 7 Professional

l Windows 10 Professional

l Windows 10 Enterprise

l Windows Server 2012 R2 Standard

l Windows Server 2016 Standard

Windows ベースのVMを作成した後、[仮想マシン]ページの [モニタ]タブでモニタリングのパラメータ

を表示して設定できます。モニタリングパラメータを設定すると、その後は値が60秒ごとに更新されま

す。

ゲストモニタリングエージェントがまだインストールされていない場合は、まずこれをインストールする

必要があります。
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ゲストモニタリングエージェントをインストールするには

1. ztCコンソールで、[仮想 CD]をクリックします。

2. guest_monitoring_agent_n.n.n.n VCDがリストされることを確認します。

3. 左側のナビゲーションパネルで [仮想マシン]をクリックします。

4. [仮想マシン]の下で、ゲストモニタリングエージェントをインストールするVMを選択しま

す。

5. VCDを挿入します。「仮想CDを挿入する」を参照してください。

6. VMコンソールセッションを開きます。「仮想マシンコンソールのセッションを開く」を参

照してください。

7. VMコンソールセッションで、エクスプローラーウィンドウを開いてMonitoring Agent

Installation (モニタリングエージェントのインストール) CDに移動します。

8. CDをダブルクリックして、Monitoring Agent Service Setup Wizard (モニタリング

エージェントサービスのセットアップウィザード)を開き、ウィザードで [Next (次へ)]を

クリックします。

ウィザードがエージェントをインストールします。インストールが完了したら [Finish (完

了)]をクリックします。

9. インストールが完了したら、VMからVCDを取り出します。「仮想CDを取り出す」を参照

してください。

注:

1. VMの名前を変更するとモニタリングパラメータが非表示になりますが、1～2分後に再

び表示されます。

2. Guest Monitoring Agent (ゲストモニタリングエージェント)によってプロセッサ、メ

モリ、ディスクの使用状況に関する情報を取得するには、ゲストオペレーティングシス

テムでパフォーマンスカウンタが有効にされ機能していることを確認する必要がありま

す。

VM のモニタリングのパラメータを設定および表示するには

1. ztCコンソールで、左側のナビゲーションパネルの [仮想マシン]をクリックします。

2. 適切なVMを選択します。
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3. 下部パネルで [モニタ]タブをクリックします。

[ゲスト OS]の下に、表示と設定が可能なパラメータを含むタブが表示されます。

4. パラメータのモニタリングを有効にするには、一番左の列で [有効]ボックスをオンにします。

5. 該当するパラメータ値を設定します。

パラメータ— [CPU 使用]、[使用ディスク容量]、および [メモリ使用状況]。表示値のため設定で

きません。

単位—比率(%)。表示値のため設定できません。

範囲:

低—範囲の下限値。値は0～100 (つまり100%)の間の正の整数でなければなりません。

高—範囲の上限値。値は0～100 (つまり100%)の間の正の整数で、[低]より大きくなけ

ればなりません。

デフォルトでは範囲の値が空になっています。値を入力するには、パラメータ行の [低]また

は [高]列のセル内の空白部分をクリックします。空白部分をクリックするとボックスが表示

され、そこに値を入力できます。

call-home—範囲外の値が検知されるとStratus 認定サービス業者にcall-homeメッセージが送

信されます。

e アラート/トラップ—範囲外の値が検知されると電子メールアラート(e アラート)およびSNMP

トラップが送信されます。

最初の検知—過去24時間以内にパラメータ値が初めて検知された日付と時刻。表示値のため設定

できません。

最後の検知—過去24時間以内にパラメータ値が最後に検知された日付と時刻。表示値のため設定

できません。

最後のイベント—各ノードにおける最後のしきい値違反([低]または [高])。セルが空白の場合、

しきい値違反が発生していないことを示します。表示値のため設定できません。

インシデントカウント—過去24時間以内に範囲を超えた回数。表示値のため設定できません。

現行値—次のいずれかを示します(表示値のため設定できません)。

n 現行値。

267/331ページ



ztC Edge ユーザガイド

n 応答なし—ゲストモニタリングエージェントがインストールされていないか停止されてい

るため、このVM上で応答しません。ゲストをモニタリングするには、このVMにゲストモ

ニタリングエージェントを手動でインストールするか再起動する必要があります。

n 停止中—ゲストが実行中の状態にありません。

n 利用不可—この値は現在利用できません。

ステータス—表示値のため設定できません。

n 予期値( )—パラメータは過去24時間にその範囲を超えていません。

n 警告( )—パラメータは過去24時間にその範囲を超えていますが、現時点では発生が昇格

されません。

n 範囲外( )—現在範囲外です。

6. [保存]をクリックして変更を保存するか、まだ保存していない値をキャンセルするには [リセット]

をクリックします。

関連トピック

「システム、Windows ベースのVM、およびアプリケーションをモニタリングする」

「eアラートを構成する」

「SNMP設定を構成する」

「Windows ベースの仮想マシンを構成する」

Windows ベースの仮想マシン上のアプリケーションをモニタリングする

Windows ベースのVMで実行しているアプリケーションのパフォーマンスに関する情報(たとえばCPU使

用状況)をモニタリングします。

Windows ベースのVMを作成した後、[仮想マシン]ページの [モニタ]タブでアプリケーションを追加で

きます。その後、モニタリングのパラメータを表示して設定します。モニタリングパラメータを設定する

と、その後は値が60秒ごとに更新されます。

注: VMの名前を変更するとモニタリングパラメータが非表示になりますが、1～2分後に再び

表示されます。

モニタリングするアプリケーションパラメータを追加や表示したり、パラメータを削除するには、アプリ

ケーションの実行可能ファイルの名前(拡張子なしで、たとえばmysqld) が必要です。この名前は
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Windows ユーティリティを使って調べます。たとえば、[タスクマネージャ]の [プロセス]タブにある名

前のリストから、適切な名前を取得します。
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アプリケーションとそのパラメータを追加、設定、表示するには

1. ztCコンソールで、左側のナビゲーションパネルの [仮想マシン]をクリックします。

2. 操作対象のアプリケーションを実行しているVMを選択します。

3. 下部パネルで [モニタ]タブをクリックします。

[アプリケーション]パネルが [ゲスト OS]パネルの下に表示されます。[アプリケーション]列に

アプリケーションとその関連パラメータが一覧されます。リストの下にある追加と削除を行うボタ

ンを使用して、アプリケーションとパラメータをリストに追加したり、削除することができます。

4. 必要に応じてアプリケーションとパラメータを追加します。

a. [追加]ボタンをクリックします。

2つのボックスが開き、最初(左)のボックスにアクティブなカーソルが表示されま

す。

b. 最初のボックスで、アプリケーションの実行可能ファイルの名前(拡張子なしで、

mysqldなど)を入力するか、ドロップダウンリストから名前を選択します。

c. 2番目(右)のボックスのドロップダウンリストから、モニタリングするパラメータを

選択します。

d. [保存]をクリックして変更を保存するか、まだ保存していない値をキャンセルするに

は [リセット]をクリックします。変更を保存すると、[アプリケーション]の下のリ

ストに新しいアプリケーションが表示されます。

新しいアプリケーションが表示されるまで少し時間がかかります。

5. アプリケーションとパラメータのモニタリングを有効にするには、一番左の列で [有効]ボックスを

オンにします。

6. 該当するパラメータ値を設定します。

アプリケーション—モニタリング対象として選択した、VMで実行中のアプリケーション。

パラメータ— [CPU 使用]および [メモリ使用状況]。表示値のため設定できません。

単位—比率(%)。表示値のため設定できません。

範囲:

低—範囲の下限値。値は0～100 (つまり100%)の間の正の整数でなければなりません。
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高—範囲の上限値。値は0～100 (つまり100%)の間の正の整数で、[低]より大きくなけ

ればなりません。

デフォルトでは範囲の値が空になっています。値を入力するには、パラメータ行の [低]また

は [高]列のセル内の空白部分をクリックします。空白部分をクリックするとボックスが表示

され、そこに値を入力できます。

call-home—範囲外の値が検知されるとStratus 認定サービス業者にcall-homeメッセージが送

信されます。

e アラート/トラップ—範囲外の値が検知されると電子メールアラート(e アラート)およびSNMP

トラップが送信されます。

最初の検知—過去24時間以内にパラメータ値が初めて検知された日付と時刻。表示値のため設定

できません。

最後の検知—過去24時間以内にパラメータ値が最後に検知された日付と時刻。表示値のため設定

できません。

最後のイベント—各ノードにおける最後のしきい値違反([低]または [高])。セルが空白の場合、

しきい値違反が発生していないことを示します。表示値のため設定できません。

インシデントカウント—過去24時間以内に範囲を超えた回数。表示値のため設定できません。

現行値—次のいずれかを示します(表示値のため設定できません)。

n 現行値。

n 応答なし—ゲストモニタリングエージェントがインストールされていないか停止されてい

るため、このVM上で応答しません。ゲスト上のアプリケーションをモニタリングするに

は、このVMのゲストモニタリングエージェントを手動でインストールするか再起動する必

要があります。

n 停止中—ゲストが実行中の状態にありません。

n 検出不可—アプリケーションが見つからないか、ゲストで実行されていません。

n 利用不可—この値は現在利用できません。

ステータス—表示値のため設定できません。

n 予期値( )—パラメータは過去24時間にその範囲を超えていません。

n 警告( )—パラメータは過去24時間にその範囲を超えていますが、現時点では発生が昇格
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されません。

n 範囲外( )—現在範囲外です。

7. [保存]をクリックして変更を保存するか、まだ保存していない値をキャンセルするには [リセット]

をクリックします。数秒後、新しい値を入力した場合はこれが表示されます。

パラメータを削除するには

1. ztCコンソールで、左側のナビゲーションパネルの [仮想マシン]をクリックします。

2. パラメータを削除するアプリケーションを実行しているVMを選択します。

3. 下部パネルで [モニタ]タブをクリックします。[アプリケーション]パネルが [ゲスト OS]パネル

の下に表示されます。

4. アプリケーション/パラメータ行を選択します。

5. [削除]ボタンをクリックします。

アプリケーションのリストでアプリケーション/パラメータ行が非表示になります。

6. [保存]をクリックして変更を保存するか、まだ保存していない値をキャンセルするには [リセット]

をクリックします。数秒後、アプリケーションのリストからアプリケーション/パラメータ行が再び

非表示になります。

関連トピック

「システム、Windows ベースのVM、およびアプリケーションをモニタリングする」

「eアラートを構成する」

「SNMP設定を構成する」

「アプリケーションをインストールする(Windows ベースのVM)」

「Windows ベースの仮想マシンを構成する」
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第 2 部: 関連ドキュメント

リリース情報、およびリファレンスとトラブルシューティングの情報については、次の関連ドキュメントを

参照してください。

l 「Stratus Redundant Linuxリリース2.1.0.0リリースノート」

l 「システムリファレンス情報」

l 「SNMP」



第 9 章: Stratus Redundant Linux リリース 2.1.0.0 リリースノート

これらのリリースノート(2020/06/02 11:25に更新)は、ztC Edge システム上で稼働するStratus

Redundant Linuxリリース2.1.0.0を対象とします。次のセクションを参照してください。

l 新しい機能と機能強化

l 修正されたバグ

l 修正されたCVE

l 重要な考慮事項

l 既知の問題

l マニュアルの更新内容

l Stratus ナレッジベースの記事にアクセスする

l ヘルプ情報

新しい機能と機能強化

Stratus Redundant Linuxリリース2.1.0.0の新機能は次のとおりです。

l ホストOSのサポート—CentOS 7.7が ztC Edge システムのホストオペレーティングシステムと

してサポートされるようになり、3.10.0-1062.12.el7.x86_64 linuxカーネルを提供します。

l セキュリティの強化—253個のCVEが修正されました。

l 仮想マシン

n Windows Server 2019、Windows Server 2016、Windows Server 2012のVirtual

Machine Generation ID (GENID) のサポート。(GENIDは vmgenidとも呼ばれます。)
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n Windows 2019およびWindows 2016ゲストオペレーティングシステムでのUEFIブート

ファームウェアインタフェースのサポート。

l VMの管理とサポート

n Open Virtualization Format (OVF) ファイルに加え、Open Virtual Appliance (または

Application) (OVA) ファイルのインポートのサポート。

n UEFIまたはBIOSブートインタフェース設定をもつVMの、OVF またはOVAファイルから

のインポートのサポート。

l ztCコンソール

n コンソールの [基本設定]ページの設定を、クラウドやローカルコンピュータのファイルに保

存する機能。保存したファイルを使用して、同じシステムや別のztC Edge システムに設定を

復元することができます。(この機能を使用するには、システムライセンスの更新が必要で

す。)

n ztC Edge システムまたはサードパーティアプリケーションによって作成される、OVF ファ

イルのインポート用の1つのインタフェース。

l インストールとアップグレード

n ユーザがコンソールの [アップグレードキット]ページで更新をチェックする機能。

n システムソフトウェアの更新をシステムが自動的にチェックして、利用可能な場合にはダウ

ンロードできます(ただしインストールは行いません)。

Stratus Redundant Linux リリース 2.0.1.0 の新機能

詳細については、「Stratus Redundant Linuxリリース2.0.1.0の新機能」を参照してください。

Stratus Redundant Linux リリース 2.0.0.0 の新機能

詳細については、「Stratus Redundant Linuxリリース2.0.0.0の新機能」を参照してください。

修正されたバグ

Stratus Redundant Linux リリース 2.1.0.0 で修正されたバグ

EV-50970: USBを取り出した後、引き続きユーザインタフェースに表示される場合がある。USBデバイ

スをゲストに接続しようとすると、正しくないUSBが接続される場合がある。

EV-50954: 停電の後に単一ノードシステムへの電源が復旧された場合、USBデバイスが接続されている

VMがブートしない。
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EV-50772: リリース1.3.0 (CentOS 7.5) からリリース2.1.0 (CentOS 7.7) へのキットアップグレード

中、node0からnode1へマイグレーションする際、Microsoft Windows Server 2016を実行している

HA VMがクラッシュする。

EV-50699: SNMPが構成されていない場合でも、SNMPサービスが実行中のため、セキュリティスキャン

に失敗する。

EV-50555: コンソールで静的なIPアドレス(DNS) を変更した後にシステムをリブートすると、

resolv.confで以前のIPアドレスが更新される。

EV-50407: biz ネットワークをリセットするタイミングを決定するアルゴリズムで、biz ネットワークがそ

の速度を再ネゴシエーションするのに最大24時間を要する。

EV-50330: 初期展開で、リブートを行うまでの間node0上でibiz0リンクの速度が10Mbps に設定され

る。

EV-50232: 日本語版の仮想CDの作成ウィザードでテキストとボタンが文字化けする。

EV-50224: Active Directory ユーザがドメイン管理者の権限を必要とする。

EV-50213: VMware エクスポートされたVMを読み込むと、コンソールで「ボリュームの読み込みに失敗

した」ことが報告される。

EV-50145: ドイツ語版Windows でゲストのモニタリング機能のすべての値が「検出不可」と表示され

る。

EV-49949: VM固有のaxstore 設定がノードの電源サイクル時に削除されるが、単なるノードのリブート

時には削除されない。

EV-49947: システムを7.6.0.0/2.0.0.0にアップグレードした後、システムが一部のeアラート、call-

homeメッセージ、SNMPトラップを送信しなくなる。

EV-49916: virt-p2v 1.36.10を使用するP2Vが、ディスク転送の試行時に「パーティションをディスク

の外に設定できない」というエラーで失敗する。

EV-49898: vmdkファイル名に「disk」が含まれていないと、エクスポートされたVMware VMのイン

ポートが失敗する。

EV-49881: DNSサーバが応答しない場合、管理ポートの接続が失われたことを伝えるアラートが送信さ

れ、ポートの状態が「ネットワークとの接続を失った」という警告に変更される。

EV-49868: インゲストのシャットダウンの後で、USBデバイスが接続されたVMがブートしない。

EV-49795: VMの単一ノードのリカバリを実行できない。
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EV-49380: ゲストに大容量の断片化されたボリュームがある場合、ノードのリブート後、コンソールにア

クセスできない。

EV-49361: 診断ファイルを生成しようとすると、プライマリノードでメモリ不足のエラーが報告されるこ

とがある。

EV-49041: ノードの交換中にノードがルートのマウントに失敗する。

EV-47842: 仮想マシンの再プロビジョニングウィザードが、初期にストレージグループの利用可能サイズ

に非常に近いコンテナサイズ値を受け入れるにもかかわらず、その後で容量不足のエラーを報告する。

Stratus Redundant Linux リリース 2.0.1.0 で修正されたバグ

詳細については、「Stratus Redundant Linuxリリース2.0.1.0で修正されたバグ」を参照してくださ

い。

Stratus Redundant Linux リリース 2.0.0.0 で修正されたバグ

詳細については、「Stratus Redundant Linuxリリース2.0.0.0で修正されたバグ」を参照してくださ

い。

修正された CVE

修正されたCVEのリストについては、「修正されたCVE」を参照してください。

重要な考慮事項

リリース 2.1.0.0 へのアップグレード

Stratus Redundant Linuxリリース2.1.0.0にアップグレードするには、システムで実行中のリリースに

適したアップグレードパスに従ってください。

l リリース2.0.1.0— 「アップグレードキットを使用してStratus Redundant Linuxソフトウェア

をアップグレードする」の手順に従って、リリース2.1.0.0に直接アップグレードします。

l リリース2.0.0.0— 「アップグレードキットを使用してStratus Redundant Linuxソフトウェア

をアップグレードする」の手順に従って、リリース2.1.0.0に直接アップグレードします。

l 2.0.0.0以前のリリース—まずリリース2.0.0.0にアップグレードした後で、リリース2.1.0.0に

アップグレードします。リリース2.0.0.0にアップグレードする方法の詳細については、リリース

2.0.0.0リリースノートおよびヘルプを参照してください。
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システムソフトウェアのバージョンを特定する

システムソフトウェアのバージョンを特定する

ztC Edge システムで実行しているStratus Redundant Linuxのバージョンを特定するには、そのシステム

のztCコンソールにログオンし、マストヘッドでシステム情報をチェックします。

ocean.abc.com

IP: 123.109.50.34 | Asset ID: ze-12345

Version: n.n.n-nnn

あるいは、[基本設定]ページの [ソフトウェア更新]をクリックする方法でも、システム上のStratus

Redundant Linuxソフトウェアの現行バージョン番号を表示することができます。

ソフトウェアリリースの番号がリリース2.1.0.0よりも低い場合、Stratus Redundant Linux 2.1.0.0

アップグレードキットを [Downloads (ダウンロード)]ページ(https://www.stratus.com/services-

support/downloads/?tab=ztcedge) からダウンロードして、システムのソフトウェアをアップグレード

してください。詳細は、「アップグレードキットを使用してStratus Redundant Linuxソフトウェアを

アップグレードする」を参照してください。

Intel Active Management Technology (AMT) for Lights-Out のサポートを使用する

ztC Edge システムには、リモート電源管理、リモートコンソール、およびリモートメディアのための

Intel Active Management Technology (AMT) lights-out のサポートが組み込まれています。AMTの構

成と制限事項についての重要な情報は、KB-8219を参照してください。

ztC Edge システムを再展開する

ztC Edge システムを再展開すると、システムのネットワーク設定をクリアして、別のネットワークでの展

開用に準備することができます。システムを新しいネットワークに移動する必要がある場合、移動する前に

システムを再展開してシャットダウンします。「ztC Edge システムを再展開する」を参照してください。

システムを再展開する場合、以下の問題と解決方法に注意してください。

l 新しい静的なシステムIPアドレスを設定する際はシステムのリブートが必要です。

システムを再展開してからシャットダウンし、新しいロケーションで起動した後で新しい静的なシ

ステムIPアドレスを構成した場合、システムはセカンダリノードへのアクセスを失います。セカン

ダリノードへのアクセスを再取得するには、[システム]ページを開いて [リブート]をクリック

し、システムをリブートします。システムをリブートするとセカンダリノードのゲートウェイ設定

がリフレッシュされ、システムに接続できるようになります。
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l 新しいネットワークに移動済みのシステムで、その前に再展開を行わなかった場合には、KB-8283

でシステムを再展開する手順を参照してください。

l 単一の使用ノードを新しいネットワークの最初のノードとして、あるいは別のシステムで2つ目の

ノードとして再展開する必要がある場合、KB-9391の手順を参照してください。

ztC Edge ノードを個別の物理サイトで展開する

ztC Edge システムを展開する際、同じサイトで両方のノードを展開して各ノード上の青(A2) と黄色(A1)

のネットワークポート間のA-Linkを直接接続する必要があります。冗長性を高めるために、各ノードが個

別の物理サイトにある自動ローカルサイト復旧(ALSR) 構成を用いてztC Edge システムをセットアップし

たい場合は、Stratus 認定サービス業者にヘルプを依頼してください。ALSR構成は地理的に距離があるこ

とから、コンポーネントの配置とネットワークトポロジを注意深く計画する必要があります。

既知の問題

USB 3.1 デバイスがサポートされない

USB 3.1デバイスはサポートされません。代わりにUSB 3.0デバイスを使用してください。

VMのインポート時の最大パス長

仮想マシンのインポート/リストアウィザードを使ってVMをインポートする場合のVMの最大パス長は、

[リモートまたはネットワークWindows 共有経由からインポート (CIFS/SMB)]および [リモートまた

はネットワーク NFS からインポート]オプションを使用する際はVM名を含めて4096文字です。

OVF ファイルのインポートが失敗する場合がある

OVAファイルのインポートを開始した後にノードがメンテナンスモードに切り替わったり電源が切断され

た場合、OVAのインポートが失敗し、それ以降に試行されるすべてのOVAファイルのインポートも失敗し

ます。この問題を解決する方法の詳細については、KB-10034を参照してください。

Linux VMware OVA ファイルをインポートした後はネットワーク情報を手動で構成する

Linux VMware OVAファイルをインポートすると、ネットワークインタフェースおよび networks-

scriptsファイルが変更されます。ファイルをインポートした後、以下の手順を使ってネットワーク情

報を手動で構成する必要があります。

1. [仮想マシン]ページで、VMを選択します。

2. 下部パネルの [コンソール]をクリックしてVMのログインページを開きます(詳細については、

「仮想マシンコンソールのセッションを開く」を参照してください)。
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「USBからインポート」の検索結果にさまざまなディレクトリ内のOVAファイルが一覧される

3. VMにログインします。

4. コマンドプロンプトウィンドウを開きます。

5. ifconfigコマンドを実行します。コマンドの出力で、ip addressが仮想ネットワークイン

タフェース eth0に割り当てられているかどうか確認します。

6. ip addressが eth0に割り当てられていない場合、/etc/sysconfig/network-

scriptsディレクトリの内容をリスト表示します。

7. ifcfg-xxxx (ただし ifcfg-loを除く)の値を書き留めます。

8. ifcfg-xxxxの名前を ifcfg-eth0に変更します。

9. ifcfg-eth0ファイルを編集し、DEVICEと ONBOOTの値を次のように変更します。

DEVICE=eth0

ONBOOT=yes

ファイルを保存します。

10. 次のコマンドを実行してネットワークサービスを再起動します。

systemctl restart network

11. ifconfigコマンドを使用してIPの割り当てを確認します。コマンドの出力で、ip address

が eth0に割り当てられていることを確認します。

「USB からインポート」の検索結果にさまざまなディレクトリ内の OVA ファイルが一覧さ
れる

仮想マシンのインポート/リストアウィザードで [USB からインポート]を選択してOVAファイルをイン

ポートする場合、[ファイルの検索]ボックスにファイル名またはその一部を入力することができます。こ

のボックスには、入力された名前に一致する、さまざまなディレクトリに保存されているOVAファイルが

一覧されます。

l 親(ルート)ディレクトリが検索ディレクトリである場合、一覧されるファイルは、親(ルート)ディ

レクトリに加えて、サブディレクトリにも保存されています。

l サブディレクトリが検索ディレクトリである場合、一覧されるファイルは、サブディレクトリに加

えて、親(ルート)ディレクトリにも保存されています。

OVAファイルをインポートする方法の詳細については、「OVF またはOVAファイルをインポートする」

を参照してください。
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UEFI VMコンソールセッションの最大解像度

ztCコンソールの [仮想マシン]ページで、VMコンソールセッションを開いてVMで実行中のゲストオペ

レーティングシステムのコンソールを表示できます。コンソールセッションを開いてUEFIブートタイプ

のゲストVMにアクセスした場合、コンソールセッションの最大解像度は800x600です。これより高い解

像度を得るには、リモートデスクトップ接続を使ってVMに接続してください。

vmgenidサポートを有効にするには VMを再起動する

アップグレードキットを使用してシステムをStratus Redundant Linuxリリース2.1.0.0にアップグレー

ドした後、Windows Server 2019、Windows Server 2016、またはWindows Server 2012を実行する

VM上で vmgenidのサポートを有効にするには、VMを再起動する必要があります。したがって、そのよ

うなVMはアップグレード後に再起動して、vmgenidのサポートを有効にしなければなりません。

コンソールブラウザが Microsoft Edge の場合、VCD の作成に失敗する

Microsoft Edge を ztCコンソール用のブラウザとして使用している場合、VCDを作成できず、処理が失敗

します。代わりに、別の対応するブラウザを使用してください(「対応しているインターネットブラウ

ザ」を参照)。

VMware VMをインポートするには、オペレーティングシステムのシャットダウンコマン
ドを使用する

VMware VMをインポートする場合、VMware のコンソールから電源をオフにするのに加え、オペレー

ティングシステムのシャットダウンコマンドを使ってVMをシャットダウンする必要があります。

VMware のコンソールだけを使ってVMをシャットダウンすると、インポートは失敗します。

単一ノードシステムで、VM作成ウィザードの追加された vCPUの表示が誤っている

単一ノード用のライセンスが適用されたシステム上にVMを作成する際、VM 作成ウィザードには、指定し

た数のvCPUに2つのvCPUを追加していると表示されます。しかし、いったんVMが作成されると、

ユーザが指定した数のvCPUがVMに接続されます。誤って表示された追加の2つのvCPUは追加されま

せん。

デュアルノード構成のシステムにアップグレードした後、VMに警告アイコンが表示される

単一ノード用のライセンスが適用されたシステムを、2つのノード用のライセンスが適用されたシステムに

アップグレードする際、VMは実行中のままになりますが、ダッシュボードにはVMの状態が警告アイコン

281/331ページ



IE10、IE11、Firefoxのコンソールでの日本語キーボード106および109のマッピングが正しくない

( )で表示されます。この警告は、アップグレード中にはシステムがA-Link1を追加しないため、VMが

1または0個のA-Linkで実行されていることを示します。

問題を回避するには、アップグレードの前にVMを停止し、アップグレードの後でVMを再起動します。こ

の問題が発生したら、アップグレードの後にVMを停止してから再起動してください。

IE10、IE11、Firefox のコンソールでの日本語キーボード 106 および 109 のマッピング
が正しくない

IE10、IE11、Firefoxを使用してztCコンソールにアクセスする場合、日本語キーボード106および109

のマッピングが正しくない可能性があります。代わりに、Chromeまたはリモート接続ソフトウェア

(VNCまたはRDP) を使用してください。

モニタリングを有効にして VMをマイグレーションすると "応答なし" になる

VMのモニタリングが3つすべてのパラメータ(CPU、メモリ、ディスク)に設定されている状態でVMを

もう片方のノードにマイグレーションすると、[モニタ]タブに「ゲストエージェントから応答がありませ

ん。」と表示されます。ゲストエージェントが再接続するまで数分かかる場合があります。

A-Link がオフラインの場合、VMがパフォーマンス劣化ではなく破損として報告される

A-Linkケーブルまたはネットワークが1つのノードで切断されていると、VMに別のアクティブなA-Link

接続がある場合でも、ztCコンソールでそのノード上のVMの状態が破損( )として報告される可能性が

あります。VMの可用性に影響はありません。

取り出した VCD が Linuxベースの VMでコンソールに引き続き表示される

ztCコンソールを使用してLinuxベースのゲストオペレーティングシステムを実行するVMからVCDを取

り出した場合、ゲストオペレーティングシステムでVCDが表示されたままになることがあります。必要

な場合はゲストオペレーティングシステムでVCDを取り出して、VCDを非表示にします。

一部のブラウザで https の使用中に VNC を接続できない

Microsoft Internet Explorer またはMozilla® FireFox®ブラウザでhttpsURLを使ってztCコンソール

に接続している場合、[仮想マシン]ページで実行中のVMを選択してから [コンソール]をクリックする

と、「VNC: Unable to connect, retrying in n seconds (VNC: 接続できません。n秒後に再試行しま

す)」というメッセージが表示されます。VNC接続を有効にするには、マストヘッドの右上角にあるVNC

コンソールページへのhttps リンクをクリックして、次の手順から適切なものを選択して続行します(お使

いのブラウザのバージョンによって手順が異なる可能性があります)。
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l Internet Explorer の場合、セキュリティの警告ウィザードが表示されます。

a. [このサイトの閲覧を続行する (推奨されません)]をクリックします。

b. [OK]をクリックします。

l FireFoxの場合、[安全な接続ではありません]というウィンドウが表示されます。

a. [詳細]をクリックします。セキュリティ証明書が無効であるというメッセージが表示されま

す。

b. [例外の追加]をクリックします。[セキュリティ例外の追加]ダイアログボックスが開いて

[場所]にコンソールの場所が表示されます。

c. [セキュリティ例外を承認]をクリックします。

VNCコンソールが表示されます。

ノード IP アドレスやネットマスクネットワーク設定を変更するとリブートが必要になる

「IP設定を構成する」の説明に従ってノードのIPアドレスやネットマスクの設定を変更する際、ノードを

リブートするまでは古い設定と新しい設定の両方が有効になります。両方の設定が有効な場合、ルーティン

グや接続の問題につながる可能性があります。

マニュアルの更新内容

リリース2.0.0.0以降、オンラインヘルプをドイツ語、日本語、中国語およびポルトガル語で利用するこ

とができます。

Stratus ナレッジベースの記事にアクセスする

Stratus カスタマサービスポータルは、ztC Edge システムおよびStratus Redundant Linuxソフトウェ

アを含むStratus の全製品に関する技術的な記事を収めた検索可能なナレッジベースを提供します。状況

によっては、リリースノートでこれらのナレッジベース記事を直接参照する場合もあります(例: KB-

nnnn)。カスタマサービスポータルおよびナレッジベースの記事にアクセスするには、既存のサービス

ポータル資格情報を使用するか、次の手順に従って新しいユーザアカウントを作成してください。

ナレッジベースにアクセスするには

1. Stratus カスタマサービスポータル (https://support.stratus.com)にログオンします。

必要な場合は次の手順で新しいアカウントを作成します。
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ヘルプ情報

a. [Register Account (アカウントの登録)]をクリックします。

b. 勤務先の電子メールアドレスと連絡先情報を入力して [Register (登録)]をクリックしま

す。

勤務先電子メールアドレスにはStratus の登録顧客企業のドメイン名(たとえば

「stratus.com」)を含める必要があります。

c. Stratus から受け取った電子メールに記載されているリンクをクリックします。

d. 新しいパスワードを入力してアカウントの構成を完了します。

アカウントの作成に関してヘルプが必要な場合はStratus 認定サービス業者に連絡してください。

2. サービスポータルで左側パネルにある [Knowledge Base (ナレッジベース)]をクリックしま

す。

3. [Keyword Search (キーワード検索)]ボックスに、必要な情報に関連するキーワードを入力して

から、[Search (検索)]をクリックします。

記事番号(KB-nnnn) で記事を検索するには、[Advanced Search (高度な検索)]をクリックしま

す。[Search by ID (ID で検索)]の横に記事のID番号(nnnn) を入力して [表示]をクリックし

ます。

ヘルプ情報

ztC Edge システムに関する技術的な質問がある場合、[Downloads (ダウンロード)]ページ

(https://www.stratus.com/services-support/downloads/?tab=ztcedge) にある最新の技術情報お

よびオンラインマニュアルを参照してください。ナレッジベースはStratus カスタマサービスポータル

(https://support.stratus.com)でも検索できます。

オンラインマニュアルを参照しても疑問点が解決されず、システムにサービス契約が適用される場合に

は、Stratus 認定サービス業者まで問い合わせてください。詳細については、ztC Edge サポートページ

(https://www.stratus.com/services-support/customer-support/?tab=ztcedge) を参照してくださ

い。
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第 10 章: システムリファレンス情報

リファレンス情報は、次のトピックを参照してください

l 「対応しているゲストオペレーティングシステム」

l 「物理マシンと仮想マシンの重要な考慮事項」

l 「ナレッジベースの記事にアクセスする」

l 「ALSR構成を作成する」

l 「修正されたCVE」

l 「RESTAPI」

対応しているゲストオペレーティングシステム

ztC Edge システムで実行する仮想マシン(VM)のBIOSファームウェア使用のゲストオペレーティングシ

ステムとして互換性があるのは以下のOSです。

オペレーティングシステム バージョン

ブート

ファームウェア

インタフェース

CentOS 7
7.4、7.5、7.6 (すべて

64ビット)
BIOS

Microsoft Windows Server 2019 64ビット BIOS
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オペレーティングシステム バージョン

ブート

ファームウェア

インタフェース

(Standard、2Core Datacenter) UEFI1

Microsoft Windows Server 2016

(Essentials、Standard、Datacenter)
64ビット

BIOS

UEFI2

Microsoft Windows Server 2012

(Foundation、Essentials、Standard、

Datacenter)

64ビット、64ビットR2 BIOS

Microsoft Windows Small Business Server

2011 (Standard、Essential、Premium Add-

On)

64ビット BIOS

Microsoft Windows Server 2008 (Web、

Small Business、Standard、Enterprise、

Datacenter)

32ビット、64ビットR2

のみ
BIOS

Microsoft Windows 10Desktop 64ビット BIOS

Microsoft Windows 8.1 Desktop

(Enterprise)
64ビット BIOS

Microsoft Windows 8 Desktop (Enterprise) 64ビット BIOS

1VMがvSphere Release 6.7を実行するVMware サーバからエクスポートされた場合に限り、UEFI

ブートファームウェアインタフェースをもち、Windows Server 2019を実行しているVMware VMを、

Stratus Redundant Linuxリリース2.1.0.0 (以降)を実行するシステムにインポートできます。
2VMがvSphere Release 6.7を実行するVMware サーバからエクスポートされた場合に限り、UEFI

ブートファームウェアインタフェースをもち、Windows Server 2016を実行しているVMware VMを、

Stratus Redundant Linuxリリース2.1.0.0 (以降)を実行するシステムにインポートできます。

287/331ページ



物理マシンと仮想マシンの重要な考慮事項

オペレーティングシステム バージョン

ブート

ファームウェア

インタフェース

Microsoft Windows 7 Desktop 32ビット、64ビット BIOS

Red Hat Enterprise Linux 8 (Workstation、

Server)
Red Hat 8.0 (64ビット) BIOS

Red Hat Enterprise Linux 7 (Workstation、

Server)

Red Hat 7.6、7.7 (とも

に64ビット)
BIOS

Ubuntu

12.04 LTS、14.04

LTS、16.04 LTS (すべて

64ビット)

17.10.1サーバ64ビッ

ト

18.04サーバ64ビット

BIOS

物理マシンと仮想マシンの重要な考慮事項

物理マシンと仮想マシンを最適な方法で実装するには、以下のセクションで説明されている最大限の構成と

必要条件に注意してください。

l 「仮想マシンの推奨事項と制限」

l 「重要な考慮事項」

仮想マシンの推奨事項と制限

仮想マシン(VM)には特定のCPUコアリソースが必要とされます。

推奨されるCPUコアの数

Stratus では、ztC Edge システム上の物理スレッドと同数のみのスレッドをワークロードに使用すること

を推奨します。ztC Edge 100iシステムには物理スレッドが合計8個あります。ztC Edge 110iシステムに

は物理スレッドが合計12個あります。
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ztC Edge のワークロードに推奨されるコア数は、次で説明するように各VMのvCPUの数およびVMのタ

イプによって異なります。

項目 物理スレッド数

n個のvCPUを持つ各FTゲスト n+ 2 (通常)

n個のvCPUを持つ各HAゲスト n (通常)

例

以下の例はztC Edge 100iシステムに適用されます。

l 4つの2-vCPU HAゲストでは、通常合計8つのスレッドが必要です。

l 2つの3-vCPU HAゲストと1つの2-vCPU HAゲストでは、通常合計8つのスレッドが必要です。

l 2つの4-vCPU HAゲストでは、通常合計8つのスレッドが必要です。

l 1つの8-vCPU HAゲストでは、通常合計8つのスレッドが必要です。

上記の例に加えて、以下の例はztC Edge 110iシステムに適用されます。

l 1つの4-vCPU FTゲストでは、通常合計6つのスレッドが必要です。

l 6つの2-vCPU HAゲストでは、通常合計12つのスレッドが必要です。

l 1つの2-vCPU FTゲストで4つのスレッド、2つの2-vCPU HAゲストで4つのスレッド、合計8

つのスレッドが必要です。

重要な考慮事項

以下の重要な点について考慮してください。

機能 コメント

USBデバイス

VMのインポートとエクスポートおよびシステムの復元にUSBキー

ボード、CD/DVDドライブ、ディスクドライブ、およびサムドラ

イブを使用できます。

コンソールの接続

各PMのテキストコンソールをCentOSオペレーティングシステ

ムで使用できます。ただし、VGAモードはサポートされないため

PMはランレベル3で実行する必要があり、ランレベル5には対応
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機能 コメント

していません。以下の「システム管理」を参照してください。

システム管理 ztC Edge のシステム管理はランレベル5では機能しません。

ボリューム
たとえば、ボリュームのエクスポート、インポート、または復元を

行う際、最大ボリュームサイズは2TBです。

ALSR 構成を作成する

このトピックのセクションでは、ALSR構成を作成する方法について説明します。クォーラムサーバに関す

る一般的な情報は、「クォーラムサーバ」および、「ALSRとクォーラムサービス」を参照してくださ

い。

注: ALSR構成を作成する前に、このトピックのすべてのセクションを読み、その説明に従って

ALSR構成を計画してください。構成を作成する前に、計画された構成がこのトピックの各セク

ションにある情報に準拠していることを確かめてください。

自動ローカルサイト復旧(ALSR) 構成は、次のいずれかが真の場合に存在します。

l システムの2つのノードが直接のケーブル接続ではなくネットワークインフラストラクチャを用い

て接続されている。

l 2つのノードを接続するA-Link (直接接続)ケーブルの長さが10mを超えている(たとえば、同じ

キャンパス内の別々のビルにある場合など)。

これらの構成では、より優れたディザスタトレランスとハードウェア冗長性が得られるだけでなく、それ

を含む物理的なコンピュータ室や建物の冗長性も提供されます。

Stratus では、ALSR構成にクォーラムサーバとなる3台目のコンピュータを含めることを推奨します。

クォーラムサーバは、node0とnode1の両方から物理的に離れた場所にあります。
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注: このトピックの各セクションでは、クォーラムサーバのあるALSR構成について説明しま

す。Stratus では、ALSR構成にクォーラムサーバを含めることを強く推奨します。クォーラム

サーバなしのALSR構成の作成を検討している場合、ナレッジベースにアクセスして

「Considerations if deploying ALSRwithout quorum (クォーラムなしでSplitSite を展開する

場合の考慮事項)」という記事(KB-9682) を参照したうえで、Stratus 認定サービス業者に連絡

してください。ナレッジベースの記事のアクセスに関する情報は、「ナレッジベースの記事に

アクセスする」を参照してください。

これらの物理マシンは地理的に離れているため、ALSR構成を作成する際は、コンポーネント配置の入念な

計画と、より複雑なネットワークトポロジが必要とされます。

以下のトピックでは、ALSR構成を作成する方法について説明します。トピックの手順を実行するには、

ztC Edge ソフトウェアとその実行ハードウェアに関する知識と、システムのネットワークインフラストラ

クチャおよびその場所を把握しておく必要があります。

注: ネットワークスイッチやルータ、その他のハードウェアを提供するすべてのベンダーと機種

についてこのトピックですべて説明することは不可能です。このヘルプトピックにある要件に

従ってハードウェアを構成する方法の詳細については、お使いのインフラストラクチャに関する

マニュアルを参照してください。

l 「構成を作成する」

l 「ネットワークの要件を満たす」

l 「クォーラムサーバの場所を決めて作成する」

l 「構成を完了する」

l 「クォーラムがシステム動作に与える影響を理解する」

次の表はALSR構成の作成に関連する用語とその定義を一覧したものです。

用語 意味

アクティブノード

ゲストVMが現在実行されているノード。各ゲストVMが異なるアク

ティブノードをもつ場合もあります。"アクティブ"の逆は"スタンバイ"

です(「スタンバイノード」を参照)。

A-Link アベイラビリティリンク。ztC Edge システムを形成する2台のコン
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とも呼ばれます。)A-Linkはポイントツーポイント接続でなければなら

ず、そのトラフィックをルーティングすることはできません。ztC Edge

システムには2つのA-Linkが必要です。一部のシステムではこれらの接

続に青と黄色のケーブル(およびポート)が使われます。VLAN接続は、

分散されたローカルサイトの展開におけるA-Linkに使用できます(

「VLAN」を参照)。

代替クォーラムサーバ
代替クォーラムサーバは、優先クォーラムサーバが利用できない場合に

使用されます(「優先クォーラムサーバ」を参照)。

自動ローカルサイト復旧

(ALSR)

ALSR構成は、次のいずれかが真の場合に存在します。

l ztC Edge システムの2つのノードが直接のケーブル接続ではなく

ネットワークインフラストラクチャを用いて接続されている。

l 2つのノードを接続するA-Link (直接接続)ケーブルの長さが

10mを超えている(たとえば、同じキャンパス内の別々のビルに

ある場合など)。

通常ALSR構成は、柔軟で細かいネットワークセットアップと構成オプ

ションを犠牲にして、代わりにより優れたディザスタトレランスを提供

するために使用されます。ALSR構成には、クォーラムサーバとなる3

台目のコンピュータが必要です(「クォーラムサーバ」を参照)。

AX

ztC Edge システム内にある、ゲストVMの動作を制御するコンテナ層。

AXは、アクティブノードとスタンバイノード間のVMの同期を維持す

る役割を果たします。各VMは独自のAXペアをもちます(「VM」、

「アクティブノード」、および「スタンバイノード」を参照)。

ビジネスネットワーク

(ibiz)

ztC Edge システムからLANへのネットワーク接続。管理メッセージな

どその他のトラフィック、およびアプリケーションとその他のクライア

ントやサーバのためのトラフィックも含むことがあります。通常ztC

Edge システムにはビジネスネットワーク接続用に2つのポートがあり

ます。ビジネスネットワークは、使用する1台以上のゲストVMに割り

当てることができますが、ゲストVMに一切割り当てない場合もありま

す。最初のビジネスネットワーク(ibiz0) は、Webブラウザからシステ
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ムを管理できるよう、LANに接続しなければなりません。

障害

システムがゲストVM (「VM」を参照)を実行する能力の劣化につなが

る可能性のある問題。ディスクエラー、ネットワークの損失、停電など

は、すべてシステムにより検知される障害の例です。

node0およびnode1

ztC Edge システムを形成する2台のコンピュータで、内部的には

node0およびnode1としてラベル付けされています。(これらのコン

ピュータは物理マシンまたはPMとも呼ばれます。)node0とnode1の

選択は自由で、システムを最初に構成するときに選択します。node0と

node1間に常時トラフィックフローがあり、システムや各ゲストVM (

「VM」を参照)の状態に関する情報がやり取りされます。

優先クォーラムサーバ

優先クォーラムサーバは、これが利用可能な場合に使用されます。優先

クォーラムサーバが利用できない場合には、代替クォーラムサーバが使

用されます(「代替クォーラムサーバ」を参照)。

プライマリノード

システムのコンピュータがペアとして設定される場合、管理メッセージ

にはそのうち1台のコンピュータのみが応答します。そのコンピュータ

がプライマリノードです。システムを最初に展開するときに割り当てら

れるシステムIPアドレスは、プライマリノードに適用されます。プライ

マリノードは、さまざまな障害条件の発生に伴いnode0とnode1の間

で切り替えることが可能です(「障害」を参照)。プライマリノードは必

ずしもゲストVMのアクティブノードではないことに注意してください

(「アクティブノード」および 「VM」を参照)。

priv0

2つのノード間におけるプライベート管理トラフィックを処理するネッ

トワーク。詳細については、「A-Linkネットワークとプライベート

ネットワーク」を参照してください。

クォーラムサーバ

各ゲストVMについてどちらのAXをアクティブにするかの判別に役立

つ3台目のコンピュータ(「アクティブノード」および 「VM」を参

照)。クォーラムサーバを正しく使用することでスプリットブレーン状

態を回避できます(「スプリットブレーン」を参照)。
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RTT

往復時間(Round-trip time)。ネットワークメッセージが開始点と宛先

の間を往復するのに要する時間。時間は通常ミリ秒(ms) 単位で計測さ

れます。

スプリットブレーン

ゲストVMのAXペアにおいて両方のAXが同時にアクティブになり、各

アクティブゲスト内に食い違うデータのコピーが生成される状態のこと

(「AX」および 「VM」を参照)。スプリットブレーンはnode0と

node1間のすべての通信パスが切断されたときに発生する可能性があり

ます(「node0およびnode1」を参照)。クォーラムサービスを使用し

てスプリットブレーン状態の発生を回避できます(「クォーラムサー

バ」を参照)。

スタンバイノード

ゲストVMのアクティブでない方のノード。スタンバイノードはA-Link

接続によるAX通信を通じて同期が保たれます(「AX」および 「A-

Link」を参照)。どちらのノードがアクティブでどちらがスタンバイか

は、各ゲストVMのAXペアによって決定されます(「アクティブノー

ド」を参照)。

システム管理

システムの総合状態の維持を担当する、Stratus Redundant Linuxソフ

トウェア内の層。どちらのノードがプライマリかを判別する処理はシス

テム管理の一部です(「プライマリノード」を参照)。システム管理は、

ztCコンソール内の情報表示も行います。

UPS
無停電電源装置。短期間の停電による可用性への影響を防ぐ、電気機器

用の外付けバッテリバックアップ。

VLAN

仮想LAN。VLANは、1つ以上のLAN上にあるデバイスのセットで、異

なるLANセグメント上に配置されているにも関わらず、まるでケーブル

でつながれた同じネットワークに接続されているかのように通信するよ

う構成されています。VLANはztC Edge システム内ではなく、ネット

ワークインフラストラクチャレベルで構成されます。「自動ローカル

サイト復旧(ALSR)」構成では、A-Link接続は隔離されたVLANとして

実装されます(「A-Link」を参照)。

VM 仮想マシン(ゲストとも呼ばれます)。システムには通常、1つ以上の
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VM (ゲスト)と実行アプリケーションが、ゲストオペレーティングシス

テムを介して割り当てられています。

構成を作成する

ALSR構成を作成するには、まず一般的なztC Edge システムの構成と、ALSR構成のVLAN要件について

検討します。その後、正しく計画されたALSR構成(クォーラムサーバを含みます)を観察し、VLAN要件

の構成を理解します。また、一般的なztC Edge システムを展開してからALSR構成を作成するプロセス全

体についても把握しなければなりません。以下のセクションではこの情報が提供されています。

一般的な ztC Edge システム

一般的なztC Edge システム構成では、2台のPMがA-Link用のネットワークケーブルのペアで直接接続

されています。1つのA-Linkは通常プライベートネットワーク(priv0) として機能します。2台のPMに

はビジネスネットワーク用の追加のネットワーク接続があり、これはztCコンソールおよびシステムでホ

ストされるゲストVMによって使用されます。次の図は一般的な構成を示すものです。

ビジネス ネットワーク

node0 node1

A-Link

ビジネス ネットワーク

A2 A1 P2 P1A2 A1 P2 P1

alsr001

一般的な構成においてPM間の物理的な距離は1本のA-Linkネットワークケーブルの長さによって制限さ

れます。これは約33 ft (10m)です。物理的な環境と周囲の電気ノイズを考慮に入れると、この距離は大幅

に短くなることもあります。

クォーラムサーバのある ALSR 構成

正しく計画されたALSR構成は、2箇所にある2つのノードと、3つ目の箇所でクォーラムサービスを実行

する3台目のコンピュータとで構成されています。ALSR構成内には単一障害点が存在しないよう、これら

3台すべてのコンピュータが適切なネットワークスイッチ機器でネットワーク化されています。次の図は

そのような構成の例です。ここではサイトAにnode0、サイトBにnode1、そしてサイトCにクォーラ

ムサーバがあります。
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A-Link ibiz0

冗長 LAN バックボーン

サイト A サイト B
node1

A1

クォーラム
サーバ

サイト C

A2 A1 P2 P1 A2 A1 P2 P1

node0

alsr002

注:

1. 各A-Linkは、スイッチAとスイッチBの間に構成された独自のVLANに接続されます。

2. この図では便宜上DNSサーバとゲートウェイは省略されていますが、ALSR構成には

DNSサーバへの接続と、ネットワーク故障に備えてゲートウェイを含めなければなりま

せん。

3. 最大限の保護を確保するため、各サイトに冗長スイッチをインストールしますが、図には

これらのスイッチが表示されていません。図に示す構成では、サイトAとサイトBの"そ

れぞれに" 2つのスイッチを含める必要があります。A-Linkがその一方のスイッチを経由

し、ビジネスネットワークはもう片方のスイッチを経由します。可能であれば、短時間

の停電による障害を回避できるよう、各スイッチに異なる回線からの電源を供給するか、

UPSを使用してください。

ALSR VLANの要件

スイッチAとスイッチB間のA-Link接続にはスイッチ上のVLAN構成が必要となります。A-Linkトラ

フィックはルーティングが不可能で、接続は1本の長いネットワークをエミュレートする必要がありま

す。各A-Linkはその独自のVLAN上で隔離されていなければなりません。

スイッチ機器間にVLANを作成できない場合、イーサネットツーファイバのメディアコンバータを使用し

て2台のPM間にさらに長いファイバー接続を作成できます。ただし、2つのA-Linkファイバ接続を同じ

物理的な導管には通さないでください。そうすると単一障害点が作成されます。

さらに、クォーラムサービスコンピュータはnode0とnode1のどちらともスイッチを共有できません。

これは、スイッチの共有により単一障害点が作成されるためです。
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A-Linkおよびクォーラム接続の遅延の要件に関する詳細については、「ネットワークの要件を満たす」を

参照してください。

初期展開から ALSR 構成の完了まで

ALSR構成を作成する際は、まずztC Edge 構成なしで一般的なALSRシステムを展開して登録します。

「一般的なztC Edge システム」の図は、そのようなシステムを示しています。作業を簡単にするには、提

供されているケーブルを使用して、ノードを並べてインストールします。「作業の開始」を参照してくだ

さい。

一般的なシステムが正常に作動するようになったら、ALSR構成を作成します。

1. まだ行っていない場合、「ALSR構成を作成する」のすべてのセクションを通読します。

2. クォーラムコンピュータをインストールしてクォーラムサーバを有効にします。次に記載されてい

るすべての情報に従ってください。

n 「 クォーラムサーバのあるALSR構成」

n 「ALSR VLANの要件」

n 「ネットワークの要件を満たす」

n 「構成を完了する」

3. クォーラムサーバが両方のノードにアクセスできることを確認します。

4. 1つのノードを正常にシャットダウンします。「物理マシンをシャットダウンする」を参照してく

ださい。

5. シャットダウンしたノードを離れたサイトに移します。

6. インフラストラクチャを接続します。上にあるALSR構成の図は、次を含む接続を示しています。

n ポートA2へのpriv0接続

n ポートA1への2つ目のA-Link接続

n ポートP1への ibiz0接続

7. 電源をオンにしてノードを(再)接続します。 「物理マシンの電源をオンにする」を参照してくださ

い。

8. 構成を確認します。以下のことを確かめてください。

n 共有ネットワークが正しくペアリングされること—ztCコンソールで [ネットワーク]ページ

に移動して、すべてのネットワークの状態が緑のチェックマークになっていることを確認し
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ます。必要に応じて、インフラストラクチャの問題のトラブルシューティングを行います。

n クォーラム接続が再確立されること—コンソールで [基本設定]、[クォーラムサーバ]の順

にクリックして [クォーラムサーバ]ページに移動します。クォーラムサーバの状態が緑の

チェックマークになっていることを確認します。必要に応じて、インフラストラクチャの問

題のトラブルシューティングを行います。

n プライマリノードがnode0からnode1へ移行でき、コンソールが両方の構成で接続できる

こと—各ノードをメンテナンスモードにします(「メンテナンスモード」を参照)。

9. VMを (再)接続する—VMをノード間でマイグレーションします(「物理マシンまたは仮想マシン

をシステムにマイグレーションする」を参照)。VMネットワークの正しいネットワークフェール

オーバーを確認します。

10. ネットワークのステータスを評価してイーサネットフェイルオーバーを検証します(「[ネットワー

ク]ページ」を参照)。

ネットワークの要件を満たす

このトピックでは、正しいALSR構成のためのA-Link、ビジネスネットワーク、クォーラムサーバ接続、

および管理ネットワークにおけるネットワークの要件と考慮事項について説明します。(これらのネット

ワークの一般的な情報は、「ネットワークアーキテクチャ」を参照してください。)

前提条件: ALSR構成を計画して作成するには、(まだ行っていない場合は)まず 「ALSR構成を

作成する」を読み、その手順に従います。

A-Linkネットワーク接続は、以下の要件を満たす必要があります。

l A-Linkは IPv6アドレス指定を使用します。

l 各A-Linkはその独自のVLAN上で接続されていなければなりません。A-Linkトラフィックはルー

ティングが不可能です。

n FTVMの場合、RTTA-Link遅延は2ms未満でなければなりません(110iシステムのみで利

用可能)。

n HA VMの場合、RTTA-Link遅延は10ms 未満でなければなりません(すべてのztC Edge シ

ステムで利用可能)。

n システム上のすべてのVMのニーズを満たすのに十分な帯域幅を提供する必要があり、少な

くとも各A-Linkにつき1Gbの速度を提供しなければなりません。
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n ネットワークインフラストラクチャを計画する場合、スイッチと、そのスイッチ上の全ポー

トにわたるネットワークバックボーンとの間のアップリンク帯域幅を考慮する必要がありま

す。

これらの要件が満たされない場合、2ノード間の同期帯域幅が制限されるためゲストVMの実行速度

が遅くなります。

最初のビジネスネットワーク(ibiz0) は、ノード間およびクォーラムサーバとの通信に使用されます。

ibiz0ネットワークは、以下の要件を満たす必要があります。

l 2つのノードは同じサブネット上になければなりません。

l ネットワークは2つのノード間におけるIPv6マルチキャストトラフィックを許可しなければなり

ません。

l 2つのノードがIPv4ネットワークアドレス指定を使ってクォーラムサーバにアクセスできなけれ

ばなりません。

クォーラムサーバのネットワーク接続は、以下の要件を満たす必要があります。

l クォーラムサービスへのアクセスは ibiz0を使用しIPv4ネットワークアドレス指定を用いて提供し

なければなりません。

l 2つのUDPポートが開いていてノードとクォーラムサービス間の通信に利用可能でなければなりま

せん。これにはファイアウォール内の通信も含みます。デフォルトでは、これらのポートは4557と

4558です。これらのポートを変更する場合、「クォーラムサービスポートを構成する」(クォー

ラムコンピュータ上)および「ztCコンソール内でクォーラムサーバを構成する」を参照してくだ

さい。

l ztC Edge ノードとクォーラムコンピュータ間の遅延が500ms RTT未満でなければなりません。

l スループットは重要な考慮事項ではありません。10Mbイーサネット、またはT1帯域幅でも十分で

す。

l クォーラムコンピュータは同じztC Edge システム上のすべてのVMに共通しています。

l クォーラムコンピュータは数多くのztC Edge システム間で共有できます。

l クォーラムコンピュータは、それを使用する同じztC Edge システム上のVMとして実装すること

は絶対にできません。

l 異なるネットワークインフラストラクチャを使用するようにし、共有は避けてください。ztC Edge

ノードが、クォーラムサービスコンピュータへのアクセスを維持するためにパートナーノードサイ

ト上のゲートウェイまたはスイッチ/ルータに依存してはいけません。
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注: クォーラムサービスを異なるノードペア上のゲストVMとして実装しないでください。こ

れらのノードで障害が発生するとクォーラムサービスを実行しているVMがフェールオーバー

し、ネットワークトポロジと障害管理が不必要に複雑化する結果を招きます。それだけでな

く、クォーラムサービスを実行しているztC Edge システム用のクォーラムを管理するために2

台目のクォーラムコンピュータが必要になります。

管理ネットワーク接続は、以下の要件を満たす必要があります。

l デフォルトでは管理ネットワークはビジネスネットワークと共有されます。その場合、ビジネス

ネットワークの要件のすべてが管理ネットワークにも適用されます。

l リモート管理用にビジネスLANへのゲートウェイを構成します。

クォーラムサーバの場所を決めて作成する

正しく計画されているALSR構成では、3台目のコンピュータがクォーラムサービスをホストします。

クォーラムサービスの処理要件は厳しくないので、ネットワークと運用の要件をすべて満たす既存のコン

ピュータまたはVMであれば、クォーラムサービスをホストすることができます。クォーラムサーバの効

果は、ネットワーク内のどこにクォーラムコンピュータを配置するかによって決まります。

クォーラムコンピュータ(および該当する場合は代替クォーラムコンピュータ)の効果的な場所を決定し、

そのコンピュータがクォーラムサービスの要件を満たすことを確認したら、クォーラムコンピュータを作

成できます。

前提条件: ALSR構成を計画して作成するには、(まだ行っていない場合は)まず 「ALSR構成を

作成する」を読み、その手順に従います。

クォーラムコンピュータの場所を決める

「クォーラムサーバのあるALSR構成」に示されるように、1台目のクォーラムコンピュータをネット

ワーク内の第3サイトに配置します。第3サイトが利用できない場合、node0とnode1の両方から物理的

に離れた場所にクォーラムコンピュータを配置してください。クォーラムコンピュータを専用のサイトに

配置すると、両方のノードとクォーラムコンピュータが失われるような問題が発生してもシステムの生存

確率を最大限にすることができます(たとえば、一時的な電力、配管、その他の問題によりネットワーク接

続が失われる場合があります)。

クォーラムコンピュータは、node0とnode1に電力を供給する回路とは異なる電気回路につないでくだ

さい。また、クォーラムコンピュータはUPSユニットに接続する必要があります。
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注意事項: 両方のAXがクォーラムサーバとの接続を失った場合、それらは代替クォーラム

サーバを選択しようとします。クォーラムサーバを選択することができない場合、別の障害が

発生したときにスプリットブレーン状態が起きるのを回避するため、VMはシンプレックス

モードにダウングレードされます。

片方のノードがシャットダウンし、残ったノード上のVM (AX) がクォーラムサーバまたはそ

のピアにアクセスできない場合には、そのVMはスプリットブレーン状態を回避するために

自らシャットダウンします。

クォーラムコンピュータの場所を決める際、次のことに注意してください。

l クォーラムコンピュータは、node0とnode1のどちらともスイッチ(またはルータ)

を共有しないようにしてください。

l クォーラムサービスの実行にはztC Edge システム内のゲストVMを使用しないでく

ださい。

システム動作と障害モードの説明については、「クォーラムがシステム動作に与える影響を理解する」を

参照してください。

代替クォーラムコンピュータを追加する

もう1台のクォーラムコンピュータ(とそのスイッチ)をシステムに追加して、代替クォーラムサービスを

作成することができます。代替クォーラムサーバを使用する最も一般的なケースは、たとえば優先クォー

ラムコンピュータにオペレーティングシステムの更新を適用する場合などです。優先クォーラムコン

ピュータが再起動されるとき、代替クォーラムコンピュータが選択されて、ダウングレードの発生を防ぎ

ます。優先クォーラムが復旧すると、元の優先クォーラムコンピュータが再び選択されます。

2つ目のクォーラムサービスを作成する際は、ネットワークとクォーラム配置のすべての要件に従わなけ

ればいけません。両方のノードが互いに通信でき、またこれらが同じクォーラムサーバ(優先または代替の

クォーラムサーバ)と通信できる場合、1台のクォーラム接続が失われても、システムはVMの冗長性を維

持できます。優先クォーラムサーバの選択は、両方のノードが相互に通信でき優先クォーラムサーバとも

通信できる状況において発生します。したがって、ノードの損失と同時にクォーラムサービスが失われた

場合には、2つ目の非優先クォーラムサービスが利用可能であっても、残っているノードがVMをシャッ

トダウンします。ただし、ノードを失う"前に"優先クォーラムサービスが失われ、両方のノードが引き続

き代替クォーラムサーバにアクセスできる場合には、選択対象が代替クォーラムサーバに移ります。障害

処理は選択されたクォーラムサーバのコンテキスト内のみで行われます。
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代替クォーラムサービスを作成する場合、ztCコンソールでクォーラムサービスを追加するときに2つ目

のクォーラムIPアドレスを追加する必要があります。

クォーラムコンピュータの要件

クォーラムサービスソフトウェアは、Windows オペレーティングシステムを実行していて以下の要件を

満たす、すべての汎用コンピュータ、ラップトップまたはVM上にインストールできます。

l ztC Edge システムの ibiz0ネットワークが常にクォーラムサーバにアクセスできるよう、コン

ピュータは電源が常にオンでネットワークに接続された状態を維持できること。

l コンピュータに静的なIPv4ネットワークアドレスが割り当てられていること。DHCPは使用しな

いでください。

l オペレーティングシステムがWindows Server 2016、Windows Server 2012、Windows

Server 2008、Windows 7、Windows 10のいずれかであること。Windows OSの埋め込みバー

ジョンはサポートされません。

l 最小100MBのディスク領域が利用可能であること。

l 2つのUDPポートが開いていてノードとクォーラムサービス間の通信に利用可能でなければなりま

せん。これにはファイアウォール内の通信も含みます。デフォルトでは、これらのポートは4557と

4558です。これらのポートを変更するには、「クォーラムサービスポートを構成する」(クォー

ラムコンピュータ上)および「ztCコンソール内でクォーラムサーバを構成する」を参照してくだ

さい。

クォーラムサービスソフトウェアをダウンロードしてインストールする

クォーラムコンピュータの適切な場所を決定したら、クォーラムサーバの作成に必要なソフトウェアをダ

ウンロードしインストールします。

クォーラムサーバソフトウェアをダウンロードしてインストールするには

1. [Downloads (ダウンロード)]ページ(https://www.stratus.com/services-

support/downloads/?tab=ztcedge) を開きます。

2. [Drivers and Tools (ドライバとツール)]セクションにスクロールして、[Quorum Service

(クォーラムサービス)]をクリックし、クォーラムサーバソフトウェアのインストーラファイルを

クォーラムサーバにダウンロードします。

3. クォーラムサーバでインストーラファイルをダブルクリックします。
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4. ダウンロードしたファイルをアクセス可能な場所に移動します。

5. クォーラムコンピュータにログインします。

6. クォーラムサービスインストーラに移動し、これをダブルクリックします。

7. 表示される指示に従いインストールを完了します。

クォーラムサービスをインストールするときに製品名の"everRun"が表示されることがあります。

注: クォーラムサーバソフトウェアを新しいバージョンにアップグレードする場合、以前の

バージョンをアンインストールする必要はありません。

構成を完了する

ALSR構成を作成したら、必要に応じてクォーラムサービスポートを変更します。その後、ztCコンソー

ル内でクォーラムを有効にします。最後に、構成を確認してVMを(再)接続します。

前提条件: ALSR構成を計画して作成するには、(まだ行っていない場合は)まず 「ALSR構成を

作成する」を読み、その手順に従います。

注: クォーラムコンピュータ上でクォーラムサービス用に構成されているポートと、ztCコン

ソールクォーラムコンピュータ上のクォーラムサービスポートを変更する場合、そのクォーラ

ムコンピュータに接続するすべてのztC Edge システム上で(ztCコンソールを使用して)

クォーラムサービスポートを変更しなければなりません。これは、クォーラムコンピュータと

ztC Edge システムの両方で同じポート番号が使用されるようにするためです。「ztCコンソー

ル内でクォーラムサーバを構成する」を参照してください。

クォーラムサービスポートを構成する

デフォルトでは、クォーラムサービスはUDPポート4557でリッスンします。

大半の場合、デフォルトのポートを変更する必要はありません。ただし、ポートを変更する場合には、ネッ

トワーク構成のために次の操作が必要となります。

クォーラムサーバ上のポート番号を変更するには

1. 管理者権限のあるアカウントを使ってクォーラムコンピュータにログオンします。

2. コマンドプロンプトウィンドウを管理モードで開きます。
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3. 次を入力してクォーラムサービスを停止します。

net stop sraqserver

4. 次を入力してポートを変更します(nnnnを新しいポート番号で置き換えます)。

sraqserver -install nnnn

5. 次を入力してクォーラムサービスを再開します。

net start sraqserver

クォーラムサービスポートを確認する

クォーラムサービスポートを確認する必要がある場合、次のWindows レジストリキーを調べます。

HKEY_LOCAL_

MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\SraQserver\Parameters\

QSServerPortForReceive

ztC コンソール内でクォーラムサーバを構成する

クォーラムサービスが稼働したら、ztCコンソール内でクォーラムサービスを有効にしてください。

クォーラムサーバを削除することもできます。

クォーラムサービスを有効にするには

1. 管理者権限のあるアカウントを使ってztCコンソールにログインします。

2. 左側のナビゲーションパネルで [基本設定]をクリックして [基本設定]ページを表示します。

3. [クォーラムサーバ]をクリックします。クォーラム構成のページが開きます。

4. ページの左側にある [クォーラムサーバの追加]をクリックします。

5. [優先クォーラムサーバの追加]ダイアログボックスで、次の値を入力します(既に優先クォーラム

サーバが存在する場合は [代替クォーラムサーバの追加]ダイアログボックスが表示されます)。

n DNS または IP アドレス—優先クォーラムサーバの完全修飾DNSホスト名または IP アド

レスを入力します。

n ポート—デフォルトのポートは4557です。デフォルト以外のポートが必要な場合、ポート

番号を入力します。入力が必要なポート番号は1つだけです。クォーラムサービスは、[ポー

ト]およびその次のポートのポート番号(たとえば4557と4558) を開きます。
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注: ポート番号はクォーラムサービスがリッスンしているポートと一致しなければ

なりません。(必要な場合はクォーラムサーバのポートを変更できます。)

[保存]をクリックして値を保存します。

6. ステップ4および5を繰り返して2台目の代替クォーラムサーバを構成します。Stratus では、

クォーラムサーバを2台構成することを推奨します。

7. クォーラムサービスを有効にするには、[有効]チェックボックスをオンにして [保存]をクリック

します。

クォーラム構成に行った変更は既に実行中のVMには反映されません。クォーラム構成を変更した後は、実

行中のすべてのVMを停止して再起動する必要があります。

クォーラムサーバを削除するには

注意事項: 優先クォーラムサーバを削除すると、代替クォーラムサーバが優先クォーラムサー

バになります。代替クォーラムサーバがない場合、優先クォーラムサーバを削除すると自動的

にクォーラムサービスが無効になります。

1. ztCコンソールの [基本設定]ページに移動します。

2. [クォーラムサーバ]をクリックします。

3. 削除するクォーラムサーバのエントリを見つけます。

4. 一番右の列で [削除]をクリックします。

注: VMで使用されているクォーラムサーバを削除する場合、削除の操作を完了させるには、

VMをリブートしてクォーラムサーバが認識されないようにする必要があります。VMはクォー

ラムサーバが構成されて再起動されるまでの間、シンプレックスモードにダウングレードしま

す。

構成を確認して VM を (再) 接続する

構成を確認してVMを(再)接続します。「初期展開からALSR構成の完了まで」の適切な手順に従いま

す。

305/331ページ



クォーラムがシステム動作に与える影響を理解する

クォーラムがシステム動作に与える影響を理解する

ALSRシステム内のクォーラムサーバによって、システムの可用性と復旧動作が変更されます。クォーラム

がシステム動作に与える影響を理解するには、その前にクォーラムサーバをもたないシステムの動作を理

解しておく必要があります。

前提条件: ALSR構成を計画して作成するには、(まだ行っていない場合は)まず 「ALSR構成を

作成する」を読み、その手順に従います。

ztC Edge システムは、1台以上のゲストVMに高可用性を提供するよう設計されています。そのため、通

常ならアプリケーションのダウンタイムを引き起こすような障害が発生した場合であっても、VMを継続し

て実行できるようになります。ztC Edge システムは、たとえば1つのネットワーク接続やハードディス

ク、あるいはコンピュータ全体が失われた場合でも、ゲストVMを引き続き実行することができます。

ただし、さらに致命的な障害が発生した場合(たとえば可能なネットワークパスすべての故障など)、ztC

Edge システムはシステム全体の総合状態を判断しようとします。その後、システムはゲストVMの整合性

を保護するために必要なアクションを実行します。

次の例は、致命的な障害発生時のシステムのプロセスを示すものです。

例1: クォーラムサーバなしのシステムではスプリットブレーン状態が発生する

ALSRの例では、ztC Edge システムにnode0とnode1が含まれますが、クォーラムサーバは含まれませ

ん。動作は正常で、現在検知されている障害はありません。2つのノードは正常な(障害のない)動作のと

きと同様に、A-Link接続を介してその状態と可用性をやり取りします。次の図は正常な接続を示すもので

す。

node0

A2 A1 P2 P1

node1

A1
A2 A1 P2 P1

ibiz0 ibiz0

A-Link

alsr003
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致命的な障害

フォークリフトを運転する作業員が不注意から壁に衝突し、すべてのネットワーク接続(ビジネスリンクと

A-Linkの両方)を切断してしまいました。ただし電源は残っており、システムも実行を継続しています。次

の図は障害のある状態を示すものです。

node0

A2 A1 P2 P1

node1

A1A2 A1 P2 P1

ibiz0

ibiz0

A-Link

X

alsr004

障害処理

2つのノードは次のように障害を処理します。

l node0—node0のAXが、A-Linkとその他のネットワークパスの両方が失われたことを検知しま

す。node0 AXがそのパートナーの存在を検知できなくなると、node0 AXがアクティブになりゲス

トVMを実行します。ゲストVM内のアプリケーションは、ネットワーク損失のため、おそらく機

能が制限された状態で実行を継続します。

l node1—node1のAXが、両方のA-Linkが失われたことを検知しますが、ibiz0は引き続き利用可

能です。パートナーが ibiz0内のメッセージに応答しないため、node1 AXがアクティブになりま

す。ゲストVM内のアプリケーションは、おそらくシステムの問題を認識しない状態で、実行を継

続します。

アプリケーションクライアントまたは外部オブザーバの観点からは、ゲストVMの両方がアクティブであ

り、同じ返信アドレスでネットワークメッセージを生成しています。両方のゲストVMがデータを生成

し、それぞれ異なる量の通信エラーを検知します。ゲストVMの状態は、時間が経つにつれて相違が大きく

なります。
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復旧と修復

しばらくしてネットワーク接続が復元され、壁の修理が済みネットワークケーブルの配線もやり直しまし

た。

AXペアの各AXは、それぞれのパートナーがオンラインに戻ったことを認識し、障害処理規則のあるAX

ペアが、アクティブな状態を続けるAXを選択します。この選択は予測が不可能であり、スプリットブ

レーン状態の間にどちらのノードのパフォーマンスがより正確であったかを一切考慮に入れません。

(その時点での) スタンバイノードから生成されたデータはアクティブノードの再同期によって上書きされ

るため、(その時点での) スタンバイノードにあるデータは永久に失われます。

スプリットブレーン状態の後、システムが再同期を完了するまで数分間かかります。この所要時間はスタ

ンバイノードに送信が必要なディスクアクティビティの量によって決まります。異なるアクティブノード

をもつゲストVMがいくつか実行されている場合、両方向の同期トラフィックが生じることがあります。

注: 状況によっては、ztC Edge システムが致命的な障害の後に取るべき最善の処理を判定でき

ないこともあります。その場合、システムを手動で復旧する必要があります。復旧方法として

は、片方のノードを実行し続けながら、ztCコンソールを使ってもう一方のノードをシャットダ

ウンし、リブートすることを推奨します。この方法では実行中のノードを強制的にプライマリと

し、そのノード上のAXがアクティブになります。実行中のノードがプライマリになった後、も

う一方のノードの電源を手動でオンにすることができます。既に再同期が進行中の場合には、

どちらのノードもシャットダウンしないでください。

例2: クォーラムサーバのあるALSR システムではスプリットブレーン状態を回避できる

このALSRの例では、ztC Edge システムに例1のシステムとまったく同じ接続をもつnode0とnode1が

含まれています。これに加えて、例2のシステムにはクォーラムサーバが含まれます。次の図はこれらの

接続を示すものです。
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node0

A2 A1 P2 P1

node1

A1
A2 A1 P2 P1

ibiz0 ibiz0

A-Link

クォーラム
サーバ

alsr005

致命的な障害

例の不注意な作業員が再びフォークリフトで壁に衝突し、ネットワーク接続をすべて切断してしまいまし

た。ただし電源は残っており、システムも実行を継続しています。次の図は障害のある状態を示すもので

す。

クォーラム
サーバ

node0

A2 A1 P2 P1

node1

A1

A2 A1 P2 P1

ibiz0

ibiz0

A-Link

X

alsr006

障害処理

2つのノードは次のように障害を処理します。

l node0—node0のAXが、A-Linkとその他のネットワークパスの両方が失われたことを検知しま

す。node0 AXはそのパートナーの存在を検知できなくなったため、node0 AXはクォーラムサー

バへの通信を試行します。この場合、クォーラムサーバも利用不可になります。したがって、

node0 AXはシャットダウンを選択します。このシャットダウンはWindows の正常なシャットダウ
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ンではなく強制停止であるため、ゲストVM内のアプリケーションが停止されます。

l node1—node1のAXが、両方のA-Linkが失われたことを検知しますが、ibiz0は引き続き利用可

能です。node1 AXがクォーラムサーバへの通信を試行し、サーバが応答するため、node1 AXは

アクティブなままになります。ゲストVM内のアプリケーションはおそらくシステムの問題を認識

していない状態で、実行されます。

注: node1 AXは以前アクティブではなくゲストVMがHA VMであるため、場合によっては

node1のゲストVMがnode1のハードドライブからブートする必要があります。その場合、ゲ

ストVMのブート中、アプリケーションのダウンタイムが一時発生します。(FTVMは実行を継

続します。)

アプリケーションクライアントまたは外部オブザーバの観点からは、node1のゲストVMはアクティブな

ままになり、node0のVMがシャットダウンしている間もデータを生成します。スプリットブレーン状態

は存在しません。

復旧と修復

しばらくしてネットワーク接続が復元され、壁の修理が済みネットワークケーブルの配線もやり直しまし

た。

node1 AXでそのパートナーがオンラインに戻ったことが認識されると、node0 AXがスタンバイになりま

す。node0は以前実行中ではなかったので、node1からnode0へのデータ同期が開始されます。

スプリットブレーン状態は発生していないので、データ損失はありません。

システムが再同期を行うには数分間かかります。この所要時間はスタンバイノードに送信が必要なディス

クアクティビティの量によって決まります。

例2 (応用編): 致命的な障害時にクォーラムサーバがアクセス不可の場合

クォーラムサーバのあるALSRシステムでは、電源は残っていてシステムが実行を継続している状態で

あっても、致命的な障害によりすべてのネットワーク接続が切断されてクォーラムサーバがオフラインま

たはアクセス不可になる可能性があります。次の図は、このようなシステムでクォーラムサーバがオフラ

インになった状態を示すものです。
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クォーラム
サーバ

node0

A2 A1 P2 P1

node1

A1A2 A1 P2 P1

ibiz0

ibiz0

A-Link

X

X alsr007

障害処理は例2の場合と似ていますが、node1に重要な違いが1つあります。

node1 AXも、両方のA-Linkが失われたことを検知しますが、ibiz0は引き続き利用可能です。

node1 AXがクォーラムサーバへの通信を試行しますが、通信が失敗します。AXがゲストVMを終

了します。

この場合、ゲストVMがnode0とnode1の両方でシャットダウンされ、スプリットブレーンの発生は回

避されます。トレードオフは、node0とクォーラムサーバのどちらかへの接続が復元されるまでゲスト

VMが利用不可になる点です。

その場合、運用しない方のノードを特定し、その電源を切ります。次に、運用する方のノードを強制ブート

してら、VMを強制ブートします。VMをシャットダウンしてから起動する方法については、「仮想マシン

の運用を管理する」を参照してください。)

例2 (応用編): 致命的な障害のない時にクォーラムサーバがアクセス不可の場合

場合によっては、致命的な物理的障害がなくてもクォーラムサーバがアクセス不可になる可能性がありま

す。これはたとえば、OSパッチの適用などの定期的なメンテナンスのためにクォーラムコンピュータがリ

ブートされる場合などです。こうした状況では、クォーラムサービスが応答していないことがAXで検知

されるため、AXはクォーラムサーバへの接続が復元されるまで同期のトラフィックを中断します。ゲスト

VMは、接続が失われた時点でアクティブだったノード上で実行を継続します。ただし、追加の障害が発生

する可能性があるため、ゲストVMはスタンバイノードに移行しません。クォーラムサービスが復元され

た後、クォーラムサーバへの接続が維持されていれば、AXは同期と通常の障害処理を再開します。

停電から復旧する

停電やシステムシャットダウンの後にシステムを再起動する場合、ztC Edge システムはゲストVMの起動

を行う前に、まずそのパートナーがブートして応答するまで待機します。以前アクティブだったAXが
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クォーラムサーバにアクセスできる場合には、AXがパートナーノードのブートを待たずにゲストVMを

直ちに起動します。以前スタンバイだったAXが最初にブートした場合、このAXはパートナーノードを待

機します。

システムがパートナーノードまたはクォーラムサーバのいずれかから応答を受け取ると、正常な運用が再

開されてVMが起動します。その際、その他のケースと同じ障害処理規則が適用されます。

システムがクォーラムサーバからの応答を受け取らない場合や、システムにクォーラムサーバがない場

合、ユーザが手作業でゲストVMを強制的にブートする必要があります。これはAXまたは障害処理機能に

よって下されたすべての判断を上書きします。node0とnode1でそれぞれ異なるユーザが同じゲストVM

をブートすることは避けてください。そうすると、誤ってスプリットブレーン状態を引き起こす結果とな

ります。

ナレッジベースの記事にアクセスする

Stratus カスタマサービスポータルは、を含む Stratus の全製品に関する技術的な記事を収めた検索可

能なナレッジベースztC Edgeを提供します。状況によっては、オンラインのヘルプがこれらのナレッジ

ベース記事を直接参照する場合もあります(例: KB-nnnn)。カスタマサービスポータルおよびナレッジ

ベースにアクセスするには、既存のサービスポータル資格情報を使用するか、次の手順に従って新しい

ユーザアカウントを作成してください。

ナレッジベースにアクセスするには

1. Stratus カスタマサービスポータル (https://support.stratus.com)にログオンします。

必要な場合は次の手順で新しいアカウントを作成します。

a. [Register Account (アカウントの登録)]をクリックします。

b. 勤務先の電子メールアドレスと連絡先情報を入力して [Register (登録)]をクリックしま

す。

勤務先電子メールアドレスにはStratus の登録顧客企業のドメイン名(たとえば

「stratus.com」)を含める必要があります。

c. Stratus から受け取った電子メールに記載されているリンクをクリックします。

d. 新しいパスワードを入力してアカウントの構成を完了します。

アカウントの作成に関してヘルプが必要な場合はStratus 認定サービス業者に連絡してください。

2. サービスポータルで左側パネルにある [Knowledge Base (ナレッジベース)]をクリックしま

す。

3. [Keyword Search (キーワード検索)]ボックスに、必要な情報に関連するキーワードを入力して
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から、[Search (検索)]をクリックします。

記事番号(KB-nnnn) で記事を検索するには、[Advanced Search (高度な検索)]をクリックしま

す。[Search by ID (ID で検索)]の横に記事のID番号(nnnn) を入力して [表示]をクリックし

ます。

関連トピック

「関連ドキュメント」

修正された CVE

以下に、それぞれのリリースで修正された共通脆弱性識別子(CVE: Common Vulnerabilities and

Exposures) を一覧します。

Stratus Redundant Linux リリース 2.1.0.0 で修正された CVE

次の表に、このリリースで修正された CVE を一覧します (必要に応じてドロップダウンアイコンをクリッ

クしてください)。

このリリースで修正された CVE

CVE-2016-3186 CVE-2016-3616 CVE-2016-10713

CVE-2016-10739 CVE-2017-5731 CVE-2017-5732

CVE-2017-5733 CVE-2017-5734 CVE-2017-5735

CVE-2017-14503 CVE-2017-17742 CVE-2018-0495

CVE-2018-0734 CVE-2018-1050 CVE-2018-1111

CVE-2018-1122 CVE-2018-1139 CVE-2018-1312

CVE-2018-3058 CVE-2018-3063 CVE-2018-3066

CVE-2018-3081 CVE-2018-3282 CVE-2018-3613

CVE-2018-5383 CVE-2018-5407 CVE-2018-5741

CVE-2018-6790 CVE-2018-6914 CVE-2018-6952
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Stratus Redundant Linuxリリース2.1.0.0で修正されたCVE

このリリースで修正された CVE

CVE-2018-7159 CVE-2018-7409 CVE-2018-7456

CVE-2018-7485 CVE-2018-7755 CVE-2018-8087

CVE-2018-8777 CVE-2018-8778 CVE-2018-8779

CVE-2018-8780 CVE-2018-8905 CVE-2018-9363

CVE-2018-9516 CVE-2018-9517 CVE-2018-10689

CVE-2018-10779 CVE-2018-10853 CVE-2018-10858

CVE-2018-10904 CVE-2018-10907 CVE-2018-10911

CVE-2018-10913 CVE-2018-10914 CVE-2018-10923

CVE-2018-10926 CVE-2018-10927 CVE-2018-10928

CVE-2018-10929 CVE-2018-10930 CVE-2018-10963

CVE-2018-11212 CVE-2018-11213 CVE-2018-11214

CVE-2018-11645 CVE-2018-11813 CVE-2018-12015

CVE-2018-12121 CVE-2018-12181 CVE-2018-12207

CVE-2018-12327 CVE-2018-12404 CVE-2018-12641

CVE-2018-12697 CVE-2018-12900 CVE-2018-13053

CVE-2018-13093 CVE-2018-13094 CVE-2018-13095

CVE-2018-13346 CVE-2018-13347 CVE-2018-14348

CVE-2018-14498 CVE-2018-14598 CVE-2018-14599

CVE-2018-14600 CVE-2018-14625 CVE-2018-14647
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ztC Edge ユーザガイド

このリリースで修正された CVE

CVE-2018-14651 CVE-2018-14652 CVE-2018-14653

CVE-2018-14654 CVE-2018-14659 CVE-2018-14660

CVE-2018-14661 CVE-2018-14734 CVE-2018-15473

CVE-2018-15594 CVE-2018-15686 CVE-2018-15853

CVE-2018-15854 CVE-2018-15855 CVE-2018-15856

CVE-2018-15857 CVE-2018-15859 CVE-2018-15861

CVE-2018-15862 CVE-2018-15863 CVE-2018-15864

CVE-2018-16062 CVE-2018-16396 CVE-2018-16402

CVE-2018-16403 CVE-2018-16646 CVE-2018-16658

CVE-2018-16838 CVE-2018-16842 CVE-2018-16866

CVE-2018-16881 CVE-2018-16885 CVE-2018-16888

CVE-2018-17100 CVE-2018-17101 CVE-2018-17336

CVE-2018-18074 CVE-2018-18281 CVE-2018-18310

CVE-2018-18384 CVE-2018-18520 CVE-2018-18521

CVE-2018-18557 CVE-2018-18661 CVE-2018-18897

CVE-2018-19058 CVE-2018-19059 CVE-2018-19060

CVE-2018-19149 CVE-2018-19519 CVE-2018-19788

CVE-2018-20060 CVE-2018-20481 CVE-2018-20650

CVE-2018-20662 CVE-2018-20856 CVE-2018-20969
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Stratus Redundant Linuxリリース2.1.0.0で修正されたCVE

このリリースで修正された CVE

CVE-2018-1000073 CVE-2018-1000074 CVE-2018-1000075

CVE-2018-1000076 CVE-2018-1000077 CVE-2018-1000078

CVE-2018-1000079 CVE-2018-1000132 CVE-2018-1000876

CVE-2018-1000877 CVE-2018-1000878 CVE-2019-0154

CVE-2019-0155 CVE-2019-0160 CVE-2019-0161

CVE-2019-0217 CVE-2019-0220 CVE-2019-1125

CVE-2019-1387 CVE-2019-1559 CVE-2019-2503

CVE-2019-2529 CVE-2019-2614 CVE-2019-2627

CVE-2019-2945 CVE-2019-2949 CVE-2019-2962

CVE-2019-2964 CVE-2019-2973 CVE-2019-2975

CVE-2019-2978 CVE-2019-2981 CVE-2019-2983

CVE-2019-2987 CVE-2019-2988 CVE-2019-2989

CVE-2019-2992 CVE-2019-2999 CVE-2019-3459

CVE-2019-3460 CVE-2019-3811 CVE-2019-3827

CVE-2019-3840 CVE-2019-3846 CVE-2019-3858

CVE-2019-3861 CVE-2019-3880 CVE-2019-3882

CVE-2019-3900 CVE-2019-5010 CVE-2019-5489

CVE-2019-6470 CVE-2019-7149 CVE-2019-7150

CVE-2019-7222 CVE-2019-7310 CVE-2019-7664
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ztC Edge ユーザガイド

このリリースで修正された CVE

CVE-2019-7665 CVE-2019-9200 CVE-2019-9500

CVE-2019-9506 CVE-2019-9631 CVE-2019-9740

CVE-2019-9824 CVE-2019-9947 CVE-2019-9948

CVE-2019-10086 CVE-2019-10126 CVE-2019-10216

CVE-2019-11043 CVE-2019-11135 CVE-2019-11236

CVE-2019-11599 CVE-2019-11729 CVE-2019-11745

CVE-2019-11810 CVE-2019-11833 CVE-2019-12155

CVE-2019-13616 CVE-2019-13638 CVE-2019-13734

CVE-2019-14287 CVE-2019-14378 CVE-2019-14744

CVE-2019-14811 CVE-2019-14812 CVE-2019-14813

CVE-2019-14816 CVE-2019-14817 CVE-2019-14821

CVE-2019-14835 CVE-2019-14869 CVE-2019-14895

CVE-2019-14898 CVE-2019-14901 CVE-2019-14906

CVE-2019-15239 CVE-2019-17133 CVE-2019-18397

CVE-2019-18408 CVE-2019-1000019 CVE-2019-1000020

CVE-2019-1010238 CVE-2020-2583 CVE-2020-2590

CVE-2020-2593 CVE-2020-2601 CVE-2020-2604

CVE-2020-2654 CVE-2020-2659

Stratus Redundant Linux リリース 2.0.1.0 で修正された CVE

次の表に、このリリースで修正された CVE を一覧します (必要に応じてドロップダウンアイコンをクリッ
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Stratus Redundant Linuxリリース2.0.1.0で修正されたCVE

クしてください)。

このリリースで修正された CVE

CVE-2015-8830 CVE-2015-9262 CVE-2016-4913

CVE-2016-9396 CVE-2017-0861 CVE-2017-3735

CVE-2017-10661 CVE-2017-16997 CVE-2017-17805

CVE-2017-18198 CVE-2017-18199 CVE-2017-18201

CVE-2017-18208 CVE-2017-18232 CVE-2017-18267

CVE-2017-18344 CVE-2017-18360 CVE-2017-1000050

CVE-2018-0494 CVE-2018-0495 CVE-2018-0732

CVE-2018-0737 CVE-2018-0739 CVE-2018-1050

CVE-2018-1060 CVE-2018-1061 CVE-2018-1092

CVE-2018-1094 CVE-2018-1113 CVE-2018-1118

CVE-2018-1120 CVE-2018-1130 CVE-2018-1139

CVE-2018-1304 CVE-2018-1305 CVE-2018-5344

CVE-2018-5391 CVE-2018-5407 CVE-2018-5729

CVE-2018-5730 CVE-2018-5742 CVE-2018-5743

CVE-2018-5803 CVE-2018-5848 CVE-2018-6485

CVE-2018-6764 CVE-2018-7208 CVE-2018-7568

CVE-2018-7569 CVE-2018-7642 CVE-2018-7643

CVE-2018-7740 CVE-2018-7757 CVE-2018-8014
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https://access.redhat.com/security/cve/CVE-2018-text
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https://access.redhat.com/security/cve/CVE-2018-text
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ztC Edge ユーザガイド

このリリースで修正された CVE

CVE-2018-8034 CVE-2018-8781 CVE-2018-8945

CVE-2018-9568 CVE-2018-10322 CVE-2018-10372

CVE-2018-10373 CVE-2018-10534 CVE-2018-10535

CVE-2018-10733 CVE-2018-10767 CVE-2018-10768

CVE-2018-10844 CVE-2018-10845 CVE-2018-10846

CVE-2018-10852 CVE-2018-10858 CVE-2018-10878

CVE-2018-10879 CVE-2018-10881 CVE-2018-10883

CVE-2018-10902 CVE-2018-10906 CVE-2018-10911

CVE-2018-10940 CVE-2018-11236 CVE-2018-11237

CVE-2018-11784 CVE-2018-12126 CVE-2018-12127

CVE-2018-12130 CVE-2018-12180 CVE-2018-12910

CVE-2018-13033 CVE-2018-13405 CVE-2018-13988

CVE-2018-14526 CVE-2018-14618 CVE-2018-14633

CVE-2018-14646 CVE-2018-14665 CVE-2018-15688

CVE-2018-15908 CVE-2018-15909 CVE-2018-15911

CVE-2018-16395 CVE-2018-16511 CVE-2018-16539

CVE-2018-16540 CVE-2018-16541 CVE-2018-16802

CVE-2018-16863 CVE-2018-16864 CVE-2018-16865

CVE-2018-16871 CVE-2018-16884 CVE-2018-17183
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https://access.redhat.com/security/cve/CVE-2018-16884
https://access.redhat.com/security/cve/CVE-2018-17183


Stratus Redundant Linuxリリース2.0.1.0で修正されたCVE

このリリースで修正された CVE

CVE-2018-17456 CVE-2018-17961 CVE-2018-17972

CVE-2018-18073 CVE-2018-18284 CVE-2018-18311

CVE-2018-18397 CVE-2018-18445 CVE-2018-18559

CVE-2018-18690 CVE-2018-19134 CVE-2018-19409

CVE-2018-19475 CVE-2018-19476 CVE-2018-19477

CVE-2018-1000007 CVE-2018-1000026 CVE-2018-1000120

CVE-2018-1000121 CVE-2018-1000122 CVE-2018-1000301

CVE-2019-2422 CVE-2019-2602 CVE-2019-2684

CVE-2019-2698 CVE-2019-2745 CVE-2019-2762

CVE-2019-2769 CVE-2019-2786 CVE-2019-2816

CVE-2019-2842 CVE-2019-3813 CVE-2019-3815

CVE-2019-3835 CVE-2019-3838 CVE-2019-3839

CVE-2019-3855 CVE-2019-3856 CVE-2019-3857

CVE-2019-3862 CVE-2019-3863 CVE-2019-5953

CVE-2019-6116 CVE-2019-6133 CVE-2019-6454

CVE-2019-6778 CVE-2019-6974 CVE-2019-7221

CVE-2019-8322 CVE-2019-8323 CVE-2019-8324

CVE-2019-8325 CVE-2019-9636 CVE-2019-10132

CVE-2019-10160 CVE-2019-10161 CVE-2019-10166
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ztC Edge ユーザガイド

このリリースで修正された CVE

CVE-2019-10167 CVE-2019-10168 CVE-2019-11085

CVE-2019-11091 CVE-2019-11477 CVE-2019-11478

CVE-2019-11479 CVE-2019-11811 CVE-2019-12735

Stratus Redundant Linux リリース 2.0.0.0 で修正された CVE

次の表に、このリリースで修正された CVE を一覧します (必要に応じてドロップダウンアイコンをクリッ

クしてください)。

このリリースで修正された CVE

CVE-2016-2183 CVE-2017-3636 CVE-2017-3641

CVE-2017-3651 CVE-2017-3653 CVE-2017-10268

CVE-2017-10378 CVE-2017-10379 CVE-2017-10384

CVE-2017-11600 CVE-2017-13215 CVE-2018-1336

CVE-2018-2562 CVE-2018-2622 CVE-2018-2640

CVE-2018-2665 CVE-2018-2668 CVE-2018-2755

CVE-2018-2761 CVE-2018-2767 CVE-2018-2771

CVE-2018-2781 CVE-2018-2813 CVE-2018-2817

CVE-2018-2819 CVE-2018-2952 CVE-2018-3133

CVE-2018-3136 CVE-2018-3139 CVE-2018-3149

CVE-2018-3169 CVE-2018-3180 CVE-2018-3183

CVE-2018-3214 CVE-2018-3620 CVE-2018-3639
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RESTAPI

このリリースで修正された CVE

CVE-2018-3646 CVE-2018-3665 CVE-2018-3693

CVE-2018-5390 CVE-2018-5740 CVE-2018-7550

CVE-2018-7566 CVE-2018-8088 CVE-2018-10194

CVE-2018-10675 CVE-2018-10873 CVE-2018-10897

CVE-2018-10915 CVE-2018-11235 CVE-2018-11806

CVE-2018-12020 CVE-2018-12384 CVE-2018-14634

CVE-2018-15910 CVE-2018-16509 CVE-2018-16542

CVE-2018-1002200

REST API

説明

物理マシンのプロパティ、統計、システムパフォーマンス、現在のアラートリストなどを含むシス

テム情報を取得します。多量(約14 KB) の情報が返されることがあります。

ヘッダ

ヘッダ 値 必須

Locale

de (ドイツ語)、en-US (英語)、ja (日本語)、zh-CN (中国

語)、またはpt-br (ポルトガル語)。デフォルトのロケール

はen-USです。

いいえ

Content-type application/json はい

エンドポイント

GET /system/overview

例

要求URL:

322/331ページ

https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-3646
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-3665
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-3693
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-5390
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-5740
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-7550
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-7566
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-8088
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-10194
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-10675
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-10873
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-10897
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-10915
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-11235
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-11806
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-12020
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-12384
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-14634
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-15910
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-16509
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-16542
https://access.redhat.com/security/cve/cve-2018-1002200


ztC Edge ユーザガイド

https://{hostname or IP address}/restapi/system/overview
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第 11 章: SNMP

簡易ネットワーク管理プロトコル(SNMP) は、アラームの受信、トラップの送信、およびシステムステー

タスのモニタリングに使用される標準プロトコルです。SNMPは、階層型に構成された管理情報ベース

(MIB) に格納されているシステム定義情報を使用します。

ztC Edge システムがSNMPを使用するように構成するには、「SNMP設定を構成する」を参照してくだ

さい。

snmptableコマンドを実行して、システムに関するアラート、監査ログ、ノード、VM、ボリュームなど

の情報を取得できます。「snmptable でシステムIP情報を取得する」を参照してください。

MIBファイルのコピーは、[Downloads (ダウンロード)]ページ

(https://www.stratus.com/services-support/downloads/?tab=ztcedge) の [Drivers and Tools

(ドライバとツール)]セクションからダウンロードできます。

snmptable でシステム IP 情報を取得する

snmptableコマンドを実行して、システムに関するアラート、監査ログ、ノード、VM、ボリュームなど

の情報を取得できます。

アラート情報を表示するには
アラートに関する情報を表示するには、次のコマンドを実行します。

snmptable -v2c -m+/usr/smd/STRATUS-ZTC-EDGE-MIB.txt -c

public localhost ztCEdgeAlertTable

コマンドの出力には以下が表示されます。
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ztC Edge ユーザガイド

フィールド 説明

ztCEdgeAlertIndex アラート番号。

ztCEdgeAlertSeverity

アラートの重大度(数値については

ztCEdgeAlertSeverityNumを参照してくださ

い)。次の値があります。

クリア

情報目的

軽度

重度

深刻

重大

ztCEdgeAlertType

アラートのタイプ。例:

l node_singleSystemDisk

l ノードメンテナンス

l ユニットが適切に負荷分散されていませ
ん

ztCEdgeAlertSource

アラートのソース。例:

l node0または node1

l ztC Edge システムネットワークの名前

l ネットワークホストの名前

ztCEdgeAlertDateTime

アラートの日時。yyyy-mm-dd hh:mm:ss形式で yyyy

が年、mmが月、 ddが日付、hhが時、mmが分、ssが

秒を表します(例: 2017-11-03 23:49:45)。
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snmptable でシステムIP情報を取得する

フィールド 説明

ztCEdge

AlertCallHomeSent

trueの場合はcall-homeが送信されました。falseの

場合は送信されていません。

ztCEdgeAlertEAlertSent
trueの場合はeアラートが送信されました。falseの

場合は送信されていません。

ztCEdge

AlertSNMPTrapSent

trueの場合はSNMPトラップが送信されました。

falseの場合は送信されていません。

ztCEdgeAlertInformation

アラートに関する情報。例:

l ノード node1 はメンテナンス中です

l node0 は単一のシステムディスクをも
ち、ポリシーはこのディスクの冗長性を
仮定しています。そうでない場合は別の
内蔵ディスクを追加してください

l ビジネスネットワーク net_728 がリ

ンクの劣化を報告しています

l ユニットが適切に負荷分散されていませ
ん

ztCEdgeAlertSNMPTrapOID
SNMPトラップオブジェクトID (OID) (例: COMPANY-

MIB::nodeSingleSystemDisk)

ztCEdgeAlertSeverityNum

ztCEdgeAlertSeverityの数値。次の値がありま

す。

0 クリア

1 情報目的

2 軽度
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フィールド 説明

3 重度

4 深刻

5 重大

監査ログ情報を表示するには
監査ログに関する情報を表示するには、次のコマンドを実行します。

snmptable -v2c -m+/usr/smd/STRATUS-ZTC-EDGE-MIB.txt -c

public localhost ztCEdgeAuditTable

コマンドの出力には以下が表示されます。

フィールド 説明

ztCEdgeAuditIndex
番号(1、2など)。情報を表示している監査ログを示

します。

ztCEdgeAuditDateTime

監査の生成日時。yyyy-mm-dd hh:mm:ss形式で

yyyyが年、mmが月、 ddが日付、hhが時、mm

が分、ssが秒を表します(例: 2017-11-03

23:49:45)。

ztCEdgeAuditUsername
監査を生成したユーザの名前(例: auditや

admin)。

ztCEdge

AuditOriginatingHost
監査を実行したホストのIPアドレス。

ztCEdgeAuditAction

監査対象となるアクションの説明。例:

l "Login user \"audit"

l "Start virtual machine

\"manager1"

l "Remove all cleared alert"
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ノード情報を表示するには
ノード情報を表示するには、次のコマンドを実行します。

snmptable -v2c -m+/usr/smd/STRATUS-ZTC-EDGE-MIB.txt -c

public localhost ztCEdgeNodeTable

コマンドの出力には以下が表示されます。

フィールド 説明

ztCEdgeNodeIndex
番号(具体的には 1または 2)。情報を表示しているノー

ドを示します。

ztCEdgeNodeId ノードのホストID (例: host:o34)。

ztCEdgeNodeDisplayName ノード名。node0または node1。

ztCEdgeNodeIsPrimary
trueの場合、ノードはプライマリです。falseの場

合、ノードはセカンダリです。

ztCEdgeNodeStateNum

ノードの状態:

0 正常( )

1 警告( )

2 ビジー( )

3 破損( )

4 メンテナンス( )

ztCEdgeNodeActivityNum

ノードのアクティビティ:

0 イメージング

1 ブート中

2 実行中

3 停止中

4 リブート中

5 電源オフ
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フィールド 説明

6 失敗

7 ファームウェア更新中

8 損失

9 除外済み

10 アクセス不可

11 プロト(初期化中)

12 退去中

VM 情報を表示するには
VM情報を表示するには、次のコマンドを実行します。

snmptable -v2c -m+/usr/smd/STRATUS-ZTC-EDGE-MIB.txt -c

public localhost ztCEdgeVMTable

コマンドの出力には以下が表示されます。

フィールド 説明

ztCEdgeVMIndex 番号(1、2など)。情報を表示しているVMを示します。

ztCEdgeVMId VMの ID (例: vm:o1467)。

ztCEdgeVMDisplayName VM名 (例: MyVM)。

ztCEdgeVMRunningNode VMを実行しているノード。node0または node1。

ztCEdgeVMAvailability
VMの可用性。HA (高可用性)または FT (フォールトトレ

ラント)。

ztCEdgeVMStateNum

VMの状態:

0 正常( )

1 警告( )

2 ビジーまたは同期中( )
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フィールド 説明

3 破損またはブラックリスト( )

ztCEdgeVMActivityNum

VMアクティビティ:

0 インストール中

1 ブート中

2 実行中

3 移動中

4 停止中

5 停止

6 エクスポート中

8 一時停止

9 読み込み中

10 クラッシュ処理中

11 クラッシュ

12 ダンプ処理中

13 待機中

ボリューム情報を表示するには
ボリューム情報を表示するには、次のコマンドを実行します。

snmptable -v2c -m+/usr/smd/STRATUS-ZTC-EDGE-MIB.txt -c

public localhost ztCEdgeVolumeTable

コマンドの出力には以下が表示されます。

フィールド 説明

ztCEdgeVolumeIndex
番号(1、2など)。情報を表示しているボリューム

を示します。

ztCEdgeVolumeId ボリュームのID (例: volume:o588)。
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フィールド 説明

ztCEdgeVolumeDisplayName ボリューム名(例: root)。

ztCEdge

VolumeSyncPercentage
同期されるボリュームのパーセント率。

ztCEdgeVolumeUsedBy

ボリュームを使用しているVMまたはホストの名前

(例: MyVM)。noneはボリュームが使用されていな

いことを示します。

ztCEdgeVolumeStateNum

ボリュームの状態:

0 正常( )

1 警告( )

2 ビジーまたは同期中( )

3 破損( )
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